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「
新
し
い
時
代
を
担
う
主
権
者
を
育
て
る
」
を
基
本
理
念
と
し
、

18
歳
選
挙
権
を
み
す
え
て
、

生
徒
が
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
た
学
習
を
通
し
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
し
、

新
し
い
時
代
の
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な

「
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
基
礎
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
願
い
、

本
教
科
書
を
編
集
し
ま
し
た
。

基本方針

基本方針

基本方針

3
学びに向かう力・
人間性等を養う

学びを
日々の生活や
社会に活かす2

生徒自らが
学びに
動き出す
主体的・対話的で
深い学びを通した

思考力・判断力・表現力等の育成

1
質の高い
学びや授業を
保証する

確実な知識・技能の定着

編集
基本方針

歴史
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　新学習指導要領に対応して，本教科書では「歴史的な見方・考え方」を働かせた学習ができる
ようにしています。「歴史的な見方・考え方」は 時系列 ・ 推移 ・ 比較 ・つながり を指し，第
１編では小学校の歴史学習を振り返る活動を通して，この「歴史的な見方・考え方」を自然に理
解することができるようにしています。

質の高い
学びや授業を
保証する

基本方針1

調べ学習や対話による
学習にも取り組むことが

できます。

←P.6-7

第   編1

←P.12-13

第 1編　私たちと歴史

いつ，起こったできごとなのかな？ この時代の特色は何かな？

どのような影響をおよぼしたのかな？前の時代とどのように変わったのかな？

　この教科書では，時
じ

系
け い

列
れ つ

・推
す い

移
い

・比
ひ

較
か く

・つながりといった四つの視
し

点
て ん

や方法を使って学習を進めていきます。
　これらは，「歴史的な見方・考え方」とよばれるものです。
　歴史を考察し，理解するための手立ての一つとして，活用していきましょう。

　歴史の学習の目的は，昔のできごとを覚えるだけではありません。私たちの先人が，どのようにあゆんで
きたのか，日本の歴史の大きな流れを説明できるようにしましょう。
　そのためにも，日本の歴史を世界の歴史と関連づけることや，さまざまな角度から疑

ぎ

問
も ん

をもつようにするこ
とが大切です。地図帳や統計などの資料も有効に活用しながら，学習に取り組んでいきましょう。

比べたときに異
こ と

なる部分が，その時代の特色といえます。
二つの時代には，どのようなちがいがあるでしょうか。

貴族の栄
え い

華
が

を誇
ほ こ

った
藤
ふ じ

原
わらの

道
み ち

長
な が

武士による政治を始めた
源
みなもとの

頼
よ り

朝
とも

鎌
か ま

倉
く ら

時代平
へ い

安
あ ん

時代

?
元の襲来は，鎌倉幕

ば く

府
ふ

にどのような影響をおよぼしたの
でしょうか。? に入るものは何か，考えてみましょう。

鎌倉幕府

「歴史的な見方・考え方」とは？ さあ，中学校の歴史学習を始めましょう

年表を使って，「時系列」を理解しましょう。

時代 年 できごと
1147 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

が生まれる
1156 保

ほう

元
げん

の乱
らん

が起こる
1159 平

へい

治
じ

の乱が起こる
1160 敗れた頼朝が伊

い

豆
ず

（静
しず

岡
おか

県）に流される
1180 平

へい

氏
し

をたおそうと兵をあげ，全国的な
内乱が始まる

1185 源
げん

氏
じ

が壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦いで平氏をほろぼす
1192 頼朝が征

せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられる
1199 頼朝が亡

な

くなる

平へ
い

安あ
ん

鎌か
ま

倉く
ら

推移
それぞれの時代
のくらしは，ど
のように移り変
わっていったの
でしょうか。貴

き

族
ぞ く

のはなやかな生活

武芸をみがく生活

　歴史上のできごとは，たがいにつながり合ってい
ます。「つながり」に着目することで，あるできご
との背

は い

景
け い

や原因，結果や影
え い

響
きょう

などを考えていくこと
ができます。

　ものごとは，時とともに移り変わっていきます。
この移り変わりのことを「推移」といいます。推移
に着目すると，ものごとがどのように変化したのか，
あるいは変わることなく継

け い

続
ぞ く

したのかなどに気づく
ことができます。

元
げ ん

の襲
しゅう

来
ら い

中学校の歴史学習では，
できごとどうしのつな
がりを考えることが大
切だね。

前の時代と比べてどう変
わったのか気づくと，そ
の時代の特色がわかるね。
P.10の 6 ， 7 の問いと
関連しているよ。

　歴史には時間の流れがあります。それぞれので
きごとが，どの時期にどんな順序で起こったのかに
着目して「時系列」でとらえることは，歴史学習の
基本として大切なことです。

　二つ以上のものを比べることを「比較」といいま
す。ものごとどうしを比較して，たがいのちがいや
似ている点に着目すると，それぞれの特色を明らか
にすることができます。

時系列 比較

つながり

12 13

P.10～11では年表
を見て，「時代」に
ついて考えたね。

P.8の 4 の問いで考えた
のは，推移に関すること
だったんだね。

第 1編　私たちと歴史

和を尊
たっと

び，
争いをや
めよ。

源
げ ん

氏
じ

の
君は…

それがしは，
平
へ い

氏
し

の棟
と う

梁
りょう

…

それがしは，
源氏の棟梁…

今日から授業
を再開します。

祝！
ノーベル賞受賞

一所懸
け ん

命
め い

！

乱
み だ

れる倭
わ

国
こ く

よ。
おさまりたまえ。

　小学校６年生のときにも，歴史の内容を学びました。今の私たちにとって歴史とは
どのような意味をもち，歴史を学ぶことにはどのような意義があるのでしょう。
　中学校の学習のはじめに，小学校での歴史の学習をふり返りながら考えてみましょう。第   編1 私たちと歴史

小学校で学んだ主な人物と文化遺
い

産
さ ん

国じゅうの銅と
人々の協力で大仏
をつくりたい。

天
て ん

下
か

布
ふ

武
ぶ

！

われわれ
維
い

新
し ん

の三
さ ん

傑
け つ

と
言われるそうな。

76

君死にたまう
ことなかれ

←P.8-9

第 1 編　私たちと歴史

卑
ひ

弥
み

呼
こ

，聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

，小
お

野
の の

妹
い も

子
こ

，中
なかの

大
お お

兄
え の

皇
お う

子
じ

，中
な か

臣
とみの

鎌
か ま

足
た り

，聖
しょう

武
む

天
て ん

皇
の う

，行
ぎょう

基
き

，鑑
が ん

真
じ ん

，藤
ふ じ

原
わらの

道
み ち

長
な が

，紫
むらさき

 式
し き

部
ぶ

，
清
せ い

少
しょう

納
な

言
ご ん

，平
たいらの

 清
き よ

盛
も り

，源
みなもとの

 頼
よ り

朝
と も

，源 義
よ し

経
つ ね

，北
ほ う

条
じょう

時
と き

宗
む ね

，足
あ し

利
か が

義
よ し

満
み つ

，足利義
よ し

政
ま さ

，雪
せ っ

舟
しゅう

，ザビエル，織
お

田
だ

信
の ぶ

長
な が

，
豊
と よ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

，徳
と く

川
が わ

家
い え

康
や す

，徳川家
い え

光
み つ

，近
ち か

松
ま つ

門
も ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

，歌
う た

川
が わ

広
ひ ろ

重
し げ

，本
も と

居
お り

宣
の り

長
な が

，杉
す ぎ

田
た

玄
げ ん

白
ぱ く

，伊
い

能
の う

忠
た だ

敬
た か

，ペリー，
勝
か つ

海
か い

舟
しゅう

，西
さ い

郷
ご う

隆
た か

盛
も り

，大
お お

久
く

保
ぼ

利
と し

通
み ち

，木
き

戸
ど

孝
た か

允
よ し

，明
め い

治
じ

天皇，福
ふ く

沢
ざ わ

諭
ゆ

吉
き ち

，大
お お

隈
く ま

重
し げ

信
の ぶ

，板
い た

垣
が き

退
た い

助
す け

，伊
い

藤
と う

博
ひ ろ

文
ぶ み

，
陸
む

奥
つ

宗
む ね

光
み つ

，東
と う

郷
ご う

平
へ い

八
は ち

郎
ろ う

，小
こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろ う

，野
の

口
ぐ ち

英
ひ で

世
よ

（生没年：966～1027）

調べ学習のポイント

対話を通じて考えるときのポイント相手に伝わる説明のしかた

人物を調べるポイント
・生

せ い

没
ぼ つ

年はいつでしょうか。
・ その人物が生きた時代は，どのような世

の中だったのでしょうか。
・ その人物は，どのようなことを行い，そ

の時代にどのような影
え い

響
きょう

をあたえたので
しょうか。　

　自分と班の人が選んだ人物
やその理由が異

こ と

なる場合は，
たがいの考えが十分に理解で
きるまで質問し合いましょう。

　大切なのは「歴史を大きく
変えた」ということの意味で
す。自分と班の人が示した人
物やその理由が，本当にそれ
にふさわしいかどうかを考え
ながら話し合いましょう。

　話し合った結果，自分の考
えが変わったところが出てき
たら，そのことを班の人に伝
えるとともに，ワークシート
やノートに書きとめるように
しましょう。

納
な っ

得
と く

できたことや疑
ぎ

問
も ん

に感じたことはあ
りますか。

私はこの3名を
選びました。

自分が選んだ人物やその理由につ
いて，修正したいと思ったところ
はありますか。

あなた自身は，小学校の授業でどの人物について学習しましたか。

上の一覧表で示した人物のなかで，歴史を大きく変えた人物はどの人だと思い
ますか。あなた自身の考えをもとに，3名を選び出しましょう。

班の人とは，選んだ人物や選
んだ理由がちがうかもしれま
せんね。それぞれの説明をも
とに，どの人物が「歴史を大
きく変えた」というのに本当
にふさわしいか，話し合いま
しょう。

あなたが選んだ人物は，どのように「歴史を大きく変えた」といえそうですか。
スキルUPコーナーを確

か く

認
に ん

しながら，班
は ん

の人に説明しましょう。

この人物を選んだ理由

です。藤原道長

　藤原道長が生きていた時代は，朝
ちょう

廷
て い

内で貴
き

族
ぞ く

が

力をもっていました。そのなかで道長は，自分の

むすめを天皇のきさきとして，生まれてきた子を天

皇にしました。そして，天皇に代わって政治を動

かすようになり，朝廷の権
け ん

力
りょく

を一手ににぎりまし

た。こうしたことから道長は，歴史を大きく変えた

人物だと思います。

「歴史を大きく変えた」とは，
どのようなことだと考えれば
いいのでしょうか。

下の一
い ち

覧
ら ん

表に書かれた人物を，次の二つに分けましょう。

A　主に政治の動きのうえで活
か つ

躍
や く

した人物　➡　人物名に  の下線を引こう
B　主に文化のうえで活躍した人物　　　　➡　人物名に  の下線を引こう

1

3 5

4

歴史を大きく変えた人物はだれだろう？
5

１．聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

２．藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

３．徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

ふ
り
返
り

私が「歴史を大きく変
えた」と思う人物の一
人は，藤

ふ じ

原
わらの

道
み ち

長
な が

です。

2

道長は，天
て ん

皇
の う

に代わって朝
ちょう

廷
て い

の権
け ん

力
りょく

を一手ににぎり，政治
を動かした人物だからです。

「歴史を大きく変えた」
という意味では，武士
が政治を動かしはじめ
たときはどうかな。例
えば平

たいらの

清
き よ

盛
も り

や源
みなもとの

頼
よ り

朝
と も

などの人物がそうだね。

なるほど。でも，ただ権力
をにぎったというだけでは，
「歴史を大きく変えた」と
はいいにくい気がするな。

たしかに，源頼朝は鎌
か ま

倉
く ら

に
幕
ば く

府
ふ

を開いて，朝廷の貴
き

族
ぞ く

たちとはちがう新しい政治
を始めた人物だったよね。

1

2

3

4

課
題

調
査

対
話

私が歴史を大きく変えたと
思う人物  　　　  は2人目

ゆきさんの答え

　自分の考えを説明するときは，どのよう
な説明をすれば，聞いている人が理解しや
すいのか，考えるようにしましょう。
　何を言いたいのか，ポイントを最初に説
明して，気づいたことだけでなく，その理
由などをつけ加えて話しましょう。

4

3

8 9

　「歴史的な見方・
考え方」を働かせた中
学校の歴史学習にスムー
ズに移行できます。

各時代の学習
「歴史との対話」
を未来に活かす

歴史の大きな流れを理解する 未来を考える

第   　 編2～6

教科書をつらぬく新しい流れ
歴史的な見方・考え方を働かせる工夫

教科書の構成について
　導入単元である第１編「私たちと歴史」，各時代の特色を学ぶ第２～６編，未来を構想する学習「『歴史との対話』を未来に
活かす」の順番で構成され，生徒が歴史の大きな流れを理解して，学んだ歴史をふまえて未来を考えることができるようにし

ています。
　新学習指導要領が示す歴史的分野
の授業時数135時間に対して，この教
科書は115時間の授業時数で学習が
完結できるようにしており，余裕を
もった指導計画の作成が可能です。

小学校の学習を振り返る
　小学校で学習した歴史上の人物や文化財を，親しみやすいイラストと写真で紹介しています。

歴史を大きく変えた人物は誰か，考える
　小学校で学習した人物のうち，「歴史を大きく変えた人物」は誰かを考えます。また，歴史を大きく変えたと
はどのような意味なのか考えることで，年代や時代区分について学びます。

「歴史的な見方・考え方」を学ぶ
　これまでの学習が，「歴史的な見方・考え方」を働かせた学習であることを確認させ，これらの「見方・考え
方」について丁寧に説明し，「見方・考え方」についての理解を深めることができます。

1

2

3

私たちと歴史
第   編1

→本書 P.14-15→本書 P.8-13

注目

　導入単元である第１編「私たちと歴史」では，小学校での学びを振り返り，「歴史的な見方・考え
方」を働かせた学習の仕方を学びます。第２～６編では，第１編で学んだ「見方・考え方」を使って
各時代の特色をとらえ（→本書P.8-13），歴史の学習の最後には，先人たちの知恵を受け継ぎながら未
来を構想する学習「『歴史との対話』を未来に活かす」（→本書P.14-15）に取り組む構成にしています。

→本書 P.36

「見方・考え方」を
中学校の歴史学習で

どのように働かせるのかに
ついては，次ページを
ご覧ください。

76



3
本文・図版

　十分な文字量を確保し，平
易な表現を用いて，生徒の読
み取りを支援しました。

丁寧な記述で学習
を助ける

第 3 編　中世の日本と世界

率いて命がけで合
かっ

戦
せん

に参加しました。これを奉
ほう

公
こう

といいます。鎌倉
幕府の組織は，この御恩と奉公の関係をもとに成り立っていました。

頼朝の死後，頼朝の妻政
まさ

子
こ

の実家である北
ほう

条
じょう

氏
し

がしだいに幕府の実
じっ

権
けん

をにぎるようになり，
執
しっ

権
けん

という地位について政治を行いました（執権政治）。
　源氏の将軍が ３代で絶えると，京都で院政を行っていた後

ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

は，1221（承
じょう

久
きゅう

３）年，幕府をたおそうとして兵をあげました。し
かし，北条氏に率いられた幕府の大軍に敗れ，隠

お

岐
き

（島
しま

根
ね

県）に流さ
れました。これを承

じょう

久
きゅう

の乱
らん

といいます。乱後，幕府は，上皇方につ
いた貴

き

族
ぞく

や武士の荘園を取りあげ，そこに新たに地頭をおきました。
また，京都には六

ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

をおいて，朝廷を監
かん

視
し

し，西日本の御家
人を統制しました。これによって，西国にも幕府の支配が広くおよ
ぶようになりました。
　12３2（貞

じょう

永
えい

元）年，執権北条泰
やす

時
とき

は，御家人の権利・義務や，領地
の裁

さい

判
ばん

などについての武家社会のならわしをまとめ，御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
永式目）を定めました。この法

ほう

律
りつ

は，その後長く武士の政治のより
どころとなりました。

4

8

6

2

P.70

7

3 10

執
し っ

権
け ん

政治

1180年，伊
い

豆
ず

にいた源
みなもとの

頼
より

朝
とも

や木
き

曽
そ

（長
なが

野
の

県）
の源義

よし

仲
なか

などが，平
へい

氏
し

をたおそうと兵をあげ，
全国的な内

ない

乱
らん

が始まりました。
　鎌倉を本

ほん

拠
きょ

として指
し

揮
き

をとった頼朝は，集まってきた武士と主
しゅ

従
じゅう

関係を結んで御
ご

家
け

人
にん

とし，武家の政治のしくみを整えていきました。
　頼朝が派

は

遣
けん

した弟の義
よし

経
つね

らは，平氏を追って西に進み，1185年，
壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦い（山
やま

口
ぐち

県）で平氏をほろぼしました。その後頼朝は，対
立して姿

すがた

を隠
かく

した義経を捕
と

らえるとして，朝
ちょう

廷
てい

にせまって国ごとに
守
しゅ

護
ご

を，荘
しょう

園
えん

や公領に地
じ

頭
とう

をおくことを認
みと

めさせ，御家人をこの役
につけました。さらに，義経をかくまったことを理由に，奥

おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏を攻
せ

めほろぼし，1192年，頼朝は，武士の総
そう

大
だい

将
しょう

として征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられました。
　こうして12世紀の末に鎌倉に立てられた武士の政

せい

権
けん

を鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

と
いい，幕府の続いた約140年間を鎌

かま

倉
くら

時
じ

代
だい

といいます。
　将軍は，御家人の領地を公

こう

認
にん

・保護し，御家人を守護や地頭など
に任命しました。これを御

ご

恩
おん

といいます。その代わりに，御家人は
京
きょう

都
と

・鎌倉の警
けい

備
び

にあたり，戦いのときには，一族・郎
ろう

党
とう

や下
げ

人
にん

を

2

1

1 9

4

P.68

鎌倉幕府が武士に支持された理由を説明
しましょう。

確認

 12～13世紀の日本の動き5

源
みなもとの

頼
よ り

朝
と も

と鎌
か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

鎌か

ま

倉く

ら

幕ば

く

府ふ

の
成
立

見方・考え方

源頼朝と御家人との関係に着目
しましょう。

つながり

学習  課題
源頼朝がつくった政治の
しくみには，どのような
特徴があるのでしょうか。

2

 北条氏の系
け い

図
ず

と源氏との関係6

 鎌倉幕府のしくみ9
 北条政子  

（1157～1225）  
（神

か

奈
な

川
がわ

県　安
あん

養
よう

院
いん

蔵）

8

 現在
の鎌倉の
ようす

1

 源頼朝（1147～1199）
（源頼朝木像　甲

こう

府
ふ

市　善
ぜん

光
こう

寺
じ

蔵）
2

 御恩と奉公4

 源氏の将軍が絶えた後，頼朝の遠
と お

縁
え ん

にあた
る京都の貴族が将軍にむかえられました。
	 成敗は裁判，式目はきまり（法規）という意
味です。

2

3

鎌倉幕府の政治
－武士のための政治の始まり－

鎌倉の地形の
特
と く

徴
ちょう

は何かな。

承久の乱の後，幕府の政治はどのよう
に変わったのでしょうか。

深めよう

武士が政治の実権をにぎった時
代のうち，平

へ い

安
あ ん

時代末から戦
せ ん

国
ご く

時代までを中世といいます。

中世基本用語

年 できごと
1180 源

げん

平
ぺい

の内乱が始まる
1185 源

げん

氏
じ

が壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦いで平
へい

氏
し

をほ
ろぼす

1192 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられる
1221 承

じょう

久
きゅう

の乱
らん

が起こる
1232 執

しっ

権
けん

北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

によって御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

が制定される

 鎌倉幕府が成立した時期について
は，東日本の支配権を朝廷に認

み と

められ
た1183年，守護・地頭の設置が認め
られた1185年，頼朝が征夷大将軍と
なった1192年などの説があります。

1

　みな心を一つにして聞きなさい。これが最後
の言葉です。頼朝殿

ど の

が平氏を征
せ い

伐
ば つ

し，幕府を開
いて以

い

降
こ う

，その御恩は山よりも高く，大海よりも
深いものです。お前たちも御恩に報いる気持ち
はあるでしょう。ところが今，執権北条義

よ し

時
と き

を
討
う

てという命令が，朝廷から出されました。名
め い

誉
よ

を重んじる者は，源氏三代の将軍が築き上げ
たものを守りなさい。上皇方につきたいと思う
者は，今すぐ申し出なさい。

　　　（『吾
あ

妻
づま

鏡
かがみ

』より一部要約）

一�　諸
し ょ

国
こ く

の守護の仕事は，御家人
の京都を守る義務を指揮・催

さ い

促
そ く

すること，謀
む

叛
ほ ん

や殺人などの犯
罪人をとりしまることである。�
� （第３条）
一�　地頭は荘園の年

ね ん

貢
ぐ

をさしおさ
えてはいけない。� （第５条）
一�　20年以上継

け い

続
ぞ く

してその地を
支配していれば，その者の所有
になる。� （第８条）

（一部要約）

  承久の乱と北条政子の言葉7

  御成敗式目10

学習した人物：源頼朝・源義経小学校

P.66

P.74~75

1

御　家　人
ご け にん

●
土
地
の
支
配
権
を
認
め
る

●
新
た
に
土
地
を
あ
た
え
る

●
守
護
や
地
頭
に
任
命
す
る

け
ん

み
と

し
ゅ 

ご

じ 

と
う

●
京
都
や
鎌
倉
を
警
備
す
る

●
戦
時
に
は
、将
軍
の
た
め
に

　
一族
を
率
い
て
戦
う

き
ょ
う
と

か
ま
く
ら

け
い 

び

将　軍
しょう ぐん

奉

　公

御

　恩

ご

お
ん

ほ
う

こ
う

1

3

4

源 

義
朝

よ
し
と
も

み
な
も
と
の

北
条
時
政
と
き
ま
さ

範
頼
の
り
よ
り

義
時
よ
し
と
き

よ
り
と
も

よ
し
つ
ね

ま
さ 

こ

泰
時

政
村

時
房

と
き
ふ
さ

時
宗

と
き
む
ね

師
時

も
ろ
と
き

貞
時

さ
だ
と
き

高
時

た
か
と
き

経
時

つ
ね
と
き

時
頼
と
き
よ
り

長
時

な
が
と
き

頼
家

よ
り
い
え

公
暁
く
ぎ
ょ
う

実
朝

さ
ね
と
も

ま
さ
む
ら

や
す
と
き

頼
朝

義
経

政
子

ほ
う
じ
ょ
う

北
条
氏

げ
ん

　
じ

源
氏

5

8

9

14

10

6

7

2

1

し
っ
け
ん

こ
ん
い
ん

婚
姻
関
係

　
　親子・兄
弟
関
係

太
字 

教
科
書
に
登
場
す
る
人
物

は
執
権
に
な
っ
た
順
序

は
将
軍
に
な
っ
た
順
序

1

1

23

だんのうら

壇ノ浦

　い　ず

伊豆

　き　そ

木曽　お　き

隠岐

かまくら

鎌倉
きょう と

京都

ひらいずみ

平泉

0 300km

鎌
倉

京
都

地
方

（
御
家
人
の
統
制
、軍
事
）

侍

　所

さ
む
ら
い

　

  

ど
こ
ろ

（
財
政
と
政
治
一
般
）

政

　所

ま
ん

　
　
ど
こ
ろ

い
っ
ぱ
ん

さ
い
ば
ん

ご

　
け  

に
ん

（
裁
判
）

問
注
所

も
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ

き
ょ
う  

と

か
ま
く
ら

け
い 

び

か
ん 

し

ち
ょ
う
て
い

ろ
く  

は   

ら  

た
ん 

だ
い

六
波
羅
探
題
（
京
都
の
警
備
、朝
廷
の
監
視
、

 

西
国
武
士
の
統
制
）

し
ゅ

　
　
　
ご

守

　護

（
国
内
の
軍
事
、警
察
と
御
家
人
の
統
制
）

（
荘
園
や
公
領
の
管
理
、年
貢
の
取
り
立
て
、

 

警
察
の
仕
事
） け

い
さ
つ

し
ょ
う
え
ん

ね
ん 

ぐ

じ

　
　
　
と
う

地

　頭

執権
しっけん

将 軍

源平の戦い・承久の
乱の関係地

 切
きり

通
ど お

し　山の一部を切
り開いて，鎌倉に通じる細い
道がつくられました。

3

幕府の建物があった場所

鶴
つるが

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

7372

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

5

10

15

質の高い
学びや授業を
保証する

基本方針1

　歴史的分野における基本
的な用語について，平易な
言葉で解説しています。

連携コーナー
　小学校の学習や地理・
公民とのつながりを示し
ています。

小学校

　学習内容を掘り下げて，歴史
の学習を幅広くゆたかなものに
することができるコラムです。

歴史

デジタルマーク
　このマークのついた教材は，弊社ウェ
ブサイトにあるデジタル資料で，学習を
深めることができます。

基本用語
　この見開きのできごとが，
いつ，どのような順番で起
こったのかを確認できます。

小年表

時代・世紀のスケール
　学習している時代や世紀を，前後
の時代も含めて常に確認できます。

　資料を用いた活動を示すことで，
必要な情報の読み取りなどの技能
を高めることができるコーナーです。

1
導入資料

　見開きの学習内容の導入に
なる資料と，それに関係する
問いかけを設けています。

関心と意欲を引き出
す

4
　学習課題に対応し，学習内
容の理解を確かにする問いを
示しています。

1時間の学習をふり
返る

→P.72-73

2

　この見開きで何を学ぶかを
示します。この課題を考えなが
ら学習を進めていきます。

学習に見通しをもた
せる

何を学び，どう深めるか
授業や生徒の思考の流れに沿った構成

学習  課題

→本書 P.36 →本書 P.32

知識を活用して，
課題を考えたり，
解決したりできる紙面
になっています。

資料の活用や，
話し合いなどの
活動から深く学ん
でいけそうだね。

　本文は原則１授業時間を見開き２ページとし，この１時間で何を学ぶのか，どのようなことに着目
して学習を進めるのかを「学習課題」「見方・考え方」で明確に示しました。また，「見方・考え方」
を働かせながら考える問いである「深めよう」を示したほか，右ページの側注欄には学習課題に対応
した「確認」を設け，基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を企図した学習活動を提示しました。

→本書 P.22

注目

　学習課題の解決に向けて手がかりに
なる主な見方・考え方の例を示して
います。 →本書 P.6-7

注目

　学習課題の理解を深めるため，見方・考
え方を働かせる問いを示しています。
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たい　　へい　　よう
太　平　洋

たい　　へい　　よう
太　平　洋たい　　せい　　よう

大　西　洋

よう
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第 3編　中世の日本と世界

地図で見る世界の動き

10～12世紀の
世界と日本

 イスファハーンにあるモス
ク（イラン）　11世紀に火災にあ
い，12～14世紀に再建されまし
た。そのため，さまざまな時代
の建築様式が用いられています。
世界遺産

3

 マヤの遺
い

跡
せ き

（メキシコ） 世界遺産1

 現在のベネチア（イタリア）　地中海
に面したベネチアは，遠

え ん

隔
か く

地
ち

との貿易を通
じて，商業が発達しました。 世界遺産

2  ヒンドゥー教の寺院（インド）　インド
の南部に成立したヒンドゥー教の王朝に
よって，11世紀ごろに建てられました。　
世界遺産

4

 宋の陶
とう

磁
じ

器
き

（中国）
　宋の時代には，陶磁器生産
がますます盛

さ か

んになりました。
陶磁器は，海上の交易を通じ
て，日本へもたらされました。

5

年代
時代

朝鮮

中国

主
な
で
き
ご
と

（
細
字
は
第
２
編
で
学
ん
だ
内
容
）

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
人
物
な
ど

1100年 1200年 1300年1000年 1400年 1500年

南宋宋 元 明

南北朝時代 戦国時代

高麗 朝鮮

平安時代 鎌倉時代 室町時代
平
氏
の
政
治

源
平
の
内
乱

東
北
地
方
で
二
度
の
乱

藤
原
氏
の
摂
関
政
治
の
全
盛

鎌
倉
幕
府
の
成
立

執
権
政
治

承
久
の
乱

元
寇

院
政
が
始
ま
る

鎌
倉
幕
府
滅
亡

建
武
の
新
政

足利義満
足利義政
雪舟平清盛

源頼朝
源義経

北条時宗

勘
合
貿
易

土
一
揆

応
仁
の
乱

山
城
国
一
揆

室
町
幕
府
の
成
立

（
南
北
朝
の
動
乱
）

南
北
朝
の
合
一

モ
ン
ゴ
ル
統
一

朝
鮮
建
国

琉
球
の
統
一

元との戦い

　西アジアでは，イスラム教を信
し ん

仰
こ う

する王朝が複数成
立し，南アジアでも，ヒンドゥー教（ P.171　）の王朝
が複数成立していました。東アジアでは，10世紀初
めに唐

と う

がほろぼされると，10世紀後半に宋
そ う

が国内を
統一しました。ヨーロッパのベネチアでは，貿易を通
じて商業が発達しました。
　この時代は，唐やイスラム帝

て い

国
こ く

などの強大な帝国が
ほろび，各地方でそれぞれの勢力が成長を見せた時代
でした。

1

各地の勢力の成長

中央アメリカ

ヨーロッパ 南アジア

西アジア

東アジア

イスラム教の礼
れ い

拝
は い

堂
ど う

キリスト教の大
だ い

聖
せ い

堂
ど う

平
たいらの

清
き よ

盛
も り

マヤ

フランス
神
し ん

聖
せ い

ローマ帝
て い

国
こ く

イ ス ラ ム 諸
し ょ

王
お う

朝
ちょう

東ローマ（ビザンツ）帝国

ヒンドゥー諸王朝

宋
そ う

高
こ う

麗
ら い

コ　  リョ

ベネチア

赤　道

ローマ

カイロ

エルサレム 大
だ

宰
ざい

府
ふ

鎌
かま

倉
くら

蝦
え

夷
ぞ

地
ち

京
きょう

都
と

地図を見比べよう?
 P.38の地図と比べて，西アジアやヨーロッパはどの
ように変わったのかを確認しましょう。

 

第
３
編
「
中
世
の
日
本
と
世
界
」
の
動
き

66 67

生徒自らが
学びに
動き出す

基本方針2

導入からまとめまでの流
れは各編で共通です。
こうした学習をくり返す
ことで，通史の理解を確

かにします。

←P.64-65

→P.66-67

↑P.104-105

古代と中世の絵を見比べよう
1 4の絵を見て，それぞれの特

と く

徴
ちょう

やちがいを読
み取り，話し合ってみましょう。（ P.308絵画
資料の見方）

・館
やかた

の門や庭のようすにちがいはないでしょうか。
・それぞれの建物の役

や く

割
わ り

は何でしょうか。
・人々は，どのような服を着ているでしょうか。
・人々は何をしているのでしょうか。

?

第 3編　中世の日本と世界

 鎌倉時代の武士の館（一
いっ

遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵伝　神奈川県　
清
しょう

浄
じょう

光
こう

寺
じ

〈遊
ゆ

行
ぎょう

寺
じ

〉蔵）　 13世紀末にかかれた筑
ち く

前
ぜんの

国
くに

（福
ふ く

岡
おか

県）の武士の館です。国宝

4

 現在も行われる蹴
け

鞠
まり

（京
きょう

都
と

市　
下
し も

鴨
がも

神社）
2

 現在も行わ
れる流

や ぶ さ め

鏑馬（神
か

奈
な

川
がわ

県鎌
か ま

倉
く ら

市　鶴
つるが

岡
おか

八
は ち

幡
まん

宮
ぐう

） 

3

第   編3 中世の日本と世界
　平

へい
安
あん
時代の貴

き
族
ぞく
の屋

や
敷
しき
と鎌

かま
倉
くら
時代の武士の館のようすを比べて，どこがちがうか，ど

うしてちがうのか，この単元ではそのなぞを解いていきましょう。
　そして，「中世」とはどのような時代か，中世の日本はどのような新しいしくみをつ
くりあげようとしたのかなど，自分の言葉で説明できることをめざしましょう。

めあて

0 300km

 平安時代の上
じょう

皇
こう

の御
ご

所
し ょ

（年
ねん

中
じゅう

行
ぎょう

事
じ

絵
え

巻
まき

　個人蔵）

　御所の庭で開かれる舞
ま い

のようすです。寝
し ん

殿
で ん

の廊
ろ う

下
か

や庭には貴
き

族
ぞ く

や官人がならんでいます。

1

それぞれ，古代と中
世を起

き

源
げ ん

にもつ伝統
行事です。どのよう
な印象をもちますか。

平
へい

安
あん

京
きょう

1 2

筑
ち く

前
ぜんの

国
くに

4

鎌
か ま

倉
く ら

3

西中門

寝殿

64 65

各時代の学習
第   　 編2～6

　この時代の学習で何ができるようになればよいのかを，「めあて」で明らかにしています。また，世界地図や年表を
使って，これから学ぶ時代を概観することができます。

　「学習の整理と活用」では，左ページに設けた年表と地図を使って学習の振り返りができるようにしました。右ページ
に設けた「アクティビティ」では，習得した知識を関連させて時代の特色をとらえる課題学習を示しました。

もっと知りたく，考えたくなる
主体的・対話的で深い学びの実現

本書P.24-27で，
第４編の導入図版も
ご覧いただけます。

　資料の読み取りか
ら導き出された，この
単元の学習の「めあ
て」が明確に示されて
います。

　年表と世界地図
を使って，時間軸
と空間軸から時代
を概観します。

　資料から前後の時代を
比較することができます。

古代と中世の主な法
にどのような特色が
あるのでしょうか。

▶巻
か ん

末
ま つ

の年表やP.62，
104の年表などを利用
して，右の表の 1～ 3

のあいているところを
埋

う

めましょう。

ステップ1

なぜ，これらの法は
つくられたのでしょ
うか。

▶法がつくられた目的
を 4の欄

ら ん

に整理しまし
ょう。

ステップ2

第   編3 とらえよう！「中世の日本と世界」の特色
学習の整理と活用

中世の特色を説明し
ましょう。

▶ステップ1・2の作
業を通して，中世はど
のような人々が力をも
ち，それがどのように
変化していったのかを
考え，その特色を文章
にまとめましょう。

ステップ3

▼学習の流れ

▼「法」に着目して，中世の特色にせまろうアクティビティ

第 3編　中世の日本と世界

その当時の社会が，
どのような状

じょう

況
きょう

だったのかを確
か く

認
に ん

しながら，法の目
的を考えるとわか
りやすいね。

　各時代に定められたきまりや法をみると，政治や社会など，それぞれの時代の特色を知
ることができます。ここでは，中世に定められた主な「法」に着目し，古代と比

ひ

較
か く

しなが
ら，中世の特色を考えていきましょう。

1 時代 2 制定された主な法 3 法の内容 4 目的

古
　代

飛
あ す か

鳥時代

十七条の憲
け ん

法
ぽ う

大
た い

宝
ほ う

律
り つ

令
りょう

奈
な

良
ら

時代 墾
こ ん

田
でん

永
え い

年
ね ん

私
し

財
ざ い

法
ほ う

中
　世

■年表と地図でふり返ろう

中国

朝鮮

年代
時代

日
本
の
動
き

政
治

経
済
・
社
会

文
化

❶ や ❷

❸

❹

❺

南北朝時代 戦国時代平安時代 鎌倉時代 室町時代

の政治 の政治

1100年 1200年 1300年 1400年 1500年

宋 南宋 元 明

朝鮮高麗

保
元
の
乱
・
平
治
の
乱

平
氏
の
政
治

　
日
宋
貿
易

執
権
政
治

承
久
の
乱

御
成
敗
式
目

元
寇

徳
政
令

鎌
倉
幕
府
の
お
と
ろ
え

勘
合
貿
易

土
一
揆

山
城
国
一
揆

一
向
一
揆

戦
国
大
名
の
成
長

分
国
法

倭
寇
南
北
朝
の
動
乱

建
武
の
新
政

室
町
幕
府
の
成
立

南
北
朝
の
合
一

応
仁
の
乱

院
政
の
成
立

鎌
倉
幕
府
の
成
立

商
工
業
者
の

成
長

二
毛
作
・
商
品
作
物

貨
幣
の
流
通
・
定
期
市

農
業
と
商
業
の
発
達

武
士
の
成
長

源
平
の
内
乱

　
↓
平
氏
の
滅
亡

守
護
・
地
頭

守
護
大
名

下
剋
上

ア
イ
ヌ
民
族
や
琉
球

王
国
と
の
交
易

都
市
や
村（
惣
）

の
自
治
ー
お
き
て

都
市
と
交
通

の
発
達

座
・
特
産
物

書
院
造

銀
閣
狂
言
お
伽
草
子

金
閣
・
能

新
し
い
仏
教

武
士
の
文
化 につなが

る文化

鎌
倉
文
化 室

町
文
化

の成長

の文化の融合公家と

モンゴル民族の統一

明の成立

宋の成立

元の成立

朝鮮の成立
日宋貿易

加賀の一向一揆

平氏がほろぶ
堺の自治，勘合貿易勘合貿易

琉球の統一，中継貿易

鎌倉幕府の成立

アイヌ民族のまとまり

南北朝の合一

院政の成立

建武の新政，室町幕府の成立
平氏の政治，承久の乱

応仁の乱，山城国一揆元寇

かまくらばく ふ

か 　が

にっそうぼうえき

げんこう

みん

そう

げん

なんぼくちょう

ちょうせん

いっこういっ き

いんせい

けん む むろまち

おうにん

かんごうさかい

りゅうきゅう なかつぎ

やましろのくに

じょうきゅう

1日本の「政治」「経済・社会」
「文化」の動きに着目して，●❶～
●❺の　にあてはまる言葉を考え
ましょう。
2 P.62の古代の「政治や社会」
「文化」と比べて，中心となった
人々や地

ち

域
い き

のちがいや共通点を
考えましょう。

■□

1中世の政治の中心地と，その
移り変わりを確

か く

認
に ん

しましょう。
2中世のつながりの深い国を確
認して，日本はそれらの国とどの
ような関係を築いていたか，説明
しましょう。

年表を使って

地図を使って

自分で解いたあと，P.317で❶～❺の解答例を確認しましょう。

私が考える「中世」の特色

105104

アクティビティ

　「アクティビティ」に
取り組むことで，「めあて」
に対する学びの成果を確
認し，自己の成長を実感
できます。

学習の振り返りができます！チャレンジ歴史
まとめページ

本文 本文
→本書 P.12-13→本書 P.8-9

学習の見通しが立てられます！
導入ページ

注目

注目

　 比較 や 推移 など
の適切な「見方・考
え方」を働かせて，時
代の特色をとらえるこ
とができます。

注目
注目

注目
→P.63  「文字の変化」に着目して，古代までの特色にせまろう 

→P.105  「法」に着目して，中世の特色にせまろう 

→P.157  「幕府の収入」に着目して，近世の特色にせまろう 

→P.219  　　　明治政府の「政策」から，近代（前半）の特色にせまろう

→P.259  　　　「戦争」に着目して，近代（後半）の特色にせまろう

→P.297  「復興と成長の源」に着目して，現代の特色にせまろう

「アクティビティ」一覧 働かせている主な
「見方・考え方」

比較

比較

比較

比較

比較

推移

推移

つながり

　各時代の学習では，生徒が学習のめあてを明らかにし，関心と意欲をもって取り組めるように豊富
な写真資料を用いるなど「導入」を充実させています。続く「本文」では，「見方・考え方」「深めよ
う」を活用することで生徒の理解を助け，第２編から第５編第２章までの各編（章）には「チャレンジ
歴史」を設定しました（→本書P.12-13）。また，「導入」に対応する「まとめ」としての「アクティ
ビティ」で，生徒は着実に各時代の特色の理解を深めることができます。

第2編

第3編

第4編

第5編 第1章

第5編 第2章

第6編

比較推移
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第 2編　古代までの日本と世界

　2012（平成24）年11月，群
ぐ ん

馬
ま

県渋
し ぶ

川
か わ

市にある金
か な

井
い

東
ひがし

裏
う ら

遺
い

跡
せ き

から，1500年前の古
こ

墳
ふ ん

時代の人の骨
ほ ね

が発見されました。鉄
製のよろいを着て，榛

は る

名
な

山
さ ん

に向かって祈
い の

るかのように伏
ふ

せて
いたこの人物は，どのような人だったのでしょうか。

　榛名山の噴
ふん

火
か

で起きた火
か

砕
さ い

流
りゅう

にうもれた遺跡から，よろいを着た人物のほか，3人（成人女性・幼
よう

児
じ

・乳
にゅう

児
じ

）の人骨や多くの人の足あと，
鉄製の矢じりや矛

ほ こ

，馬具などが発見されました。竪
た て

穴
あ な

住
じゅう

居
き ょ

や畑のあと，円
えん

墳
ぷ ん

なども見つかり，古墳時代のムラのようすがうかがえます。

（ 1 3 は，群馬県立歴史博物館提供）

（上
じょう

毛
もう

新聞　2012年12月11日） （以下，明記する以外の写真は，群馬県埋
まい

蔵
ぞう

文化財調査事業団提
てい

供
きょう

）

よろいを着た人
じ ん

骨
こ つ

の出土を伝える新聞資料1

金井東裏遺跡の位置資料2

よろいを着た人物についてわかったこと資料4

他の3人の人物についてわかったこと資料5

●40代の男性。身長は164cm。
●面

おも

長
な が

の顔立ち 
●  幼

おさな

いころは，群馬県より西の地
ち

域
い き

でくらしていた。
●  よろいは，朝

ちょう

鮮
せ ん

半島から伝わった最
新のもので，小さな鉄板をひもでつ
なぎ合わせ，動きやすく騎

き

馬
ば

に適し
たもの。これは，大型の前方後円
墳にほうむられた人に副

ふく

葬
そ う

される
ほどの，当時ではたいへん貴

き

重
ちょう

なよ
ろいだった。

1

2

●  ６世紀初めの榛名山の噴
ふん

火
か

でつもった火
か

山
ざん

灰
ば い

にうもれていた。
●  榛名山の方を向いて，両ひざをつき，顔の下にかぶとを置い
てうつ伏せにたおれていた。

●  身体の近く
から，鉄の
矢じりのほ
か，儀

ぎ

式
し き

に
用いる飾

か ざ

り
の多い矛が
発見された。

2

●  3人とも，よろいを着た人物と同じ時期の火山灰にうもれていた。
●女性は頭を榛名山とは反対の東側に向けて，うつ伏せにたおれていた。
●  首元からガラス小玉（ 4）と管

くだ

玉
たま

（ 5）が発見され，首飾りをしていた
と考えられる。

1

3

4 5

西

南

東

北

800
600
400
200
0

m
1200
1000

標高

火砕流が厚く
堆積した地域
火砕流の
到達範囲

榛名山

金井東裏遺跡

利
根
川

吾
妻
川

かさいりゅう あつ

たいせき ち いき

とうたつはんい

かなかないひがしうらいせき

はるな

と

ね

あ
が
つ
ま

5km0

R202_03tl_02
金井東裏遺跡の位置

よろいを着た人物は，
ムラのなかでどのよ
うな立場にあった人
なのでしょうか。

▶資料1〜4 から，これ
までの発掘と研究成果
を学びましょう。

ステップ1

近くから女性1体 , 
子ども２体の骨も発
見されました。よろ
いを着た人物とどの
ような関係にあった
のでしょうか。

▶資料1〜5 から，これ
までの発掘と研究成果
を学びましょう。

ステップ2

▼学習の流れ

歴史

渋
川
・
金
井
東
裏
遺
跡
で
出
土
�
６
世
紀
初
頭

�
面
に
小
選
挙
区
ル
ポ

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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敦賀原発廃炉の公算

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

日本原子力発電敦賀原

発の原子炉直下にある断

層を審議する原子力規制委員会の

評価会合が�日開かれ、専門家は

「活断層である可能性が高い」と

の見解で一致。原電は廃炉を迫ら

れる可能性が高くなった。

比例投票先�自民堅調続く�２�
ミサイル予告期間を延長�３�
小沢昭一さんが死去�３���
ルネサスに2000億円出資�６�
前工高跡の太陽光は白紙���

二
年
生

か
け
ざ
ん
早
く

や
り
た
い
な

（
伊
勢
崎
赤
堀
東
小
２
年

あ
ら
い

ゆ
づ
き
）

☆
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
む
の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
の

で
す
。
大
人
は
、
そ
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
受
け
と
め
た
い
も
の
。
（
鈴
）

ユニセフが発足
1946�昭和��年

非核三原則表明
1967�昭和��年

�月�日
第１回国連総会の決議で国際児童

緊急基金（ユニセフ）が設立された。

第２次大戦で荒廃した地域の児童に

食料や医薬品を援助する活動が中心

だったが、復興とともに重点は発展

途上国に。東日本大震災で日本も半

世紀ぶりに援助を受けた。

佐藤栄作首相が衆院予算委員会で

「核兵器は保有しない、製造しない、

持ち込まない」と答弁、非核三原則

を表明した。�年、国会でも決議。

首相はノーベル平和賞を受けたが、

核搭載艦の一時寄港などは認める日

米密約が後に明るみに出た。

「
１
円
を
笑
う
者

は
１
円
に
泣
く
」
と

い
う
が
、
松
本
清
張

の
短
編
�
百
円
硬
貨
�

は
１
枚
の
百
円
玉
に

泣
く
犯
罪
の
話
で
あ

る
。
勤
め
先
の
銀
行
か
ら
３
千

万
円
を
持
ち
逃
げ
し
て
、
男
の

も
と
へ
向
か
う
女
子
行
員
が
主

人
公
▼
公
衆
電
話
で
男
に
連
絡

を
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
市

外
扱
い
の
た
め
百
円
玉
が
必
要

に
な
る
。だ
が
手
持
ち
に
な
く
、

一
万
円
札
も
な
か
な
か
く
ず
せ

な
い
�
そ
こ
で
女
は
…
�
結
末
は

伏
せ
る
が
、
終
盤
は
百
円
玉
が

一
気
に
存
在
感
を
増
す
▼
き
ょ

う
は
百
円
玉
の
誕
生
日
だ
。
１

９
５
７
年
に
初
登
場
し
て
か
ら

�
年
に
な
る
。
初
代
は
鳳

ほ
う

凰お
う

が

刻
ま
れ
銀
�
％
�
銅
�
％
�
亜
鉛

�
％
の
銀
貨
だ
っ
た
。
２
年
後

に
出
た
２
代
目
も
銀
貨
だ
が
、

図
柄
は
稲
穂
に
変
わ
っ
た
▼
国

家
公
務
員
の
初
任
給
が
９
千
〜

１
万
円
の
時
代
。
週
刊
誌
ブ
ー

ム
が
幕
を
開
け
た
の
も
こ
の
こ

ろ
で
、
１
冊
�
円
の
定
価
か
ら

「
三
十
円
文
化
」
と
も
い
わ
れ

た
。
現
在
の
白
銅
貨
の
百
円
玉

は
３
代
目
で
、
�
年
に
発
行
さ

れ
た
▼
本
社
と
共
同
通
信
社
の

衆
院
選
世
論
調
査
で
、
重
視
す

る
争
点
は
�
経
済
対
策
�
が
各
年

代
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
�
�
消
費

税
増
税
」
は
�
代
を
除
く
各
年

代
で
２
番
目
に
高
か
っ
た
（
７

日
付
本
紙
�
�
生
活
へ
の
先
行
き

不
安
感
が
透
け
て
見
え
る
よ
う

な
結
果
で
あ
る
▼
来
月
か
ら
は

東
日
本
大
震
災
の
復
興
施
策
に

充
て
る
た
め
、
所
得
税
額
に
対

し
て
�
復
興
特
別
所
得
税
�
と
し

て
２
・
１
％
が
課
税
さ
れ
る
。

直
径
�
・
６
㍉
、
重
さ
４
・
８

㌘
の
小
さ
な
百
円
玉
は
実
生
活

で
も
存
在
感
を
増
し
て
い
く
。
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
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０
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２
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む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

教
育
長
に
田
中
氏

藤
岡
市
教
委

藤
岡
市
教
育
委
員
会
は
９

日
、
臨
時
会
を
開
き
、
任
期
満

了
で
退
任
し
た
針
谷
章
前
教
育

長
の
後
任
に
、
前
市
教
委
副
部

長
の
田
中
政
文
氏
�
�
�
�
同
市

藤
岡
�
を
互
選
し
た
。
任
期
は

９
日
か
ら
２
０
１
６
年
�
月
８

日
ま
で
の
４
年
間
。

田
中
氏
は
鬼
石
北
小
校
長
や

市
教
委
学
校
教
育
課
長
な
ど
を

歴
任
。
こ
と
し
４
月
か
ら
市
教

委
副
部
長
を
務
め
て
い
た
が
、

８
日
付
で
退
職
し
、
９
日
の
臨

時
会
直
前
に
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
た
。埼
玉
大
教
育
学
部
卒
。

田中政文氏

榛
名
噴
火
被
災
の
首
長
か

特
別
委
員
会

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
�

日
、
衆
院
選
期
日
前
投
票
の
中

間
状
況
（
５
〜
９
日
ま
で
の
５

日
間
）
を
発
表
し
た
。
投
票
し

た
の
は
３
万
１
１
７
９
人
で
、

前
回
２
０
０
９
年
衆
院
選
の
同

期
間
比
で
�
・
５
％
（
５
２
６

９
人
）
減
と
な
っ
て
い
る
。

選
挙
区
別
は
１
区
５
３
５
４

人
（
�
・
８
％
減
）
、
２
区
６

２
７
８
人
（
�
・
３
％
減
）
、

３
区
６
７
８
３
人
（
�
・
２
％

減
）
、
４
区
５
６
５
６
人
（
�

・
１
％
減
）
、
５
区
７
１
０
８

人
（
８
・
３
％
減
）
と
な
り
、

全
選
挙
区
で
減
少
し
た
。

市
町
村
別
で
最
も
減
少
幅
が

大
き
い
の
は
南
牧
村
の
�
・
７

％
減
、
反
対
に
最
も
増
え
た
の

は
片
品
村
の
�
・
１
％
増
だ
っ

た
。
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金
井
東
裏
遺
跡

直

径
が
約
�
㌔
の
大
型
火

山
・
榛
名
山
の
北
東
に
位
置
す
る
縄

文
時
代
〜
中
近
世
の
遺
跡
。
榛
名
山

は
６
世
紀
に
２
回
大
噴
火
し
て
お

り
、
こ
と
し
９
月
か
ら
の
発
掘
調
査

で
、
火
山
灰
な
ど
に
埋
も
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
。
１
回

目
の
噴
火
は
６
世
紀
初
め
で
、
一
帯

を
火
砕
流
が
直
撃
。
火
山
灰
層
の
下

に
、
５
世
紀
後
半
の
竪
穴
住
居
や
畑

が
埋
も
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
馬
の

放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
６

世
紀
中
ご
ろ
に
榛
名
山
が
再
噴
火
。

降
り
注
い
だ
軽
石
の
層
は
、
厚
さ
約

２
㍍
分
に
達
し
た
。

未
来
・
森
副
代
表

応
援
演
説
で
来
県

き
ょ
う
前
橋
�
太
田

日
本
未
来
の
党
の
森
裕
子
副

代
表
が
�
日
、
衆
院
１
、
３
区

か
ら
立
候
補
し
て
い
る
党
公
認

候
補
の
応
援
演
説
の
た
め
本
県

入
り
す
る
。

前
橋
市
で
は
午
後
２
時
す
ぎ

か
ら
本
町
１
丁
目
交
差
点
付

近
、
同
３
時
か
ら
上
泉
町
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
前
で
、
太

田
市
で
は
同
４
時
す
ぎ
か
ら
宝

町
の
公
園
と
同
５
時
す
ぎ
か
ら

東
武
太
田
駅
南
口
で
そ
れ
ぞ
れ

街
頭
演
説
す
る
。

金井東裏遺跡で出土した、胴体部分に鎧を着

けうつぶせになった古俌時代の人骨。左上の

頭骨部の右下には腕骨が、鎧の右側には大腿

骨の一部が見える＝渋川市金井

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂｄ ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ｃ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
∃¬∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒
関
連
記
事

�
�
�
面

古
俌
時
代
の
鉄
製
鎧

よ
ろ
い

を
身
に
着
け
た
状
態
で
、
６
世
紀
初
頭
の
榛
名
山
二
ツ
岳
の
火
山
灰

層
に
埋
も
れ
た
人
骨
１
体
が
、
渋
川
市
金
井
の
金
井
東

ひ
が
し

裏う
ら

遺
跡
�

�
か
ら
見
つ
か
っ

た
。
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
が
�
日
、
発
表
し
た
。
骨
が
残
り
に
く
い
火
山
噴
出
物
層
か

ら
古
俌
時
代
の
被
災
人
骨
が
出
土
し
た
例
は
な
く
、
鎧
を
着
け
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
の
も
全

国
で
初
め
て
。人
骨
は
首
長
層
と
み
ら
れ
、噴
火
を
鎮
め
る
儀
式
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

事
業
団
は
「
考
古
学
史
上
ま
れ
に
み
る
発
見
」
と
し
て
お
り
、
火
山
の
噴
火
と
い
う
大
災
害
に

直
面
し
た
古
代
の
生
活
を
解
明
す
る
一
級
の
史
料
に
な
り
そ
う
だ
。

期
日
前
投
票
����
％
減
県
内
衆
院
選

中

間

状

況

因
果
関
係
は
否
定

関越道バス事故

名
義
貸
し
で
前
橋
地
裁
判
決

藤
岡
市
の
関
越
道
で
乗
客
７

人
が
死
亡
し
た
高
速
ツ
ア
ー
バ

ス
事
故
で
、
事
故
を
起
こ
し
た

運
転
手
に
バ
ス
事
業
者
の
名
義

を
貸
し
た
な
ど
と
し
て
道
路
運

送
法
違
反
�
名
義
貸
し
�
な
ど
の

罪
に
問
わ
れ
た
千
葉
県
印
西
市

の
バ
ス
会
社
「
陸
援
隊
」
‖
事

業
許
可
取
り
消
し
‖
社
長
、
針は

り

生う

裕
美
秀
被
告
�
�
�
の
判
決
公

判
が
�
日
、
前
橋
地
裁
で
あ
っ

た
。
吉
井
広
幸
裁
判
官
は
事
故

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
「
因
果

関
係
が
あ
る
と
認
め
る
の
は
難

し
い
」
と
否
定
し
た
上
で
、
懲

役
２
年
、
執
行
猶
予
５
年
、
罰

金
１
６
０
万
円
（
求
刑
・
懲
役

４
年
、
罰
金
２
０
０
万
円
）
を

言
い
渡
し
た
。

判
決
理
由
で
吉
井
裁
判
官

は
、
名
義
貸
し
自
体
に
つ
い
て

は
「
許
可
事
業
者
と
し
て
の
自

覚
を
欠
き
、
刑
事
責
任
は
軽
視

で
き
な
い
」
と
非
難
。
法
人
と

し
て
の
陸
援
隊
に
も
罰
金
１
６

０
万
円
（
求
刑
・
罰
金
２
０
０

万
円
）
を
言
い
渡
し
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
名
義
貸
し

な
ど
が

バ
ス
事
故
に
も
つ
な

が
っ
た

と
す
る
検
察
側
の
主

張
に
つ
い
て
は
「
因
果
関
係
を

認
め
る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
を

も
っ
て

刑
事
責
任
を
重
く
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
退
け

た
。判

決
の
言
い
渡
し
後
、
吉
井

裁
判
官
は
「
民
事
上
の
責
任
な

ど
課
題
は
残
っ
て
い
る
。
遺
族

や
被
害
者
に
誠
意
を
持
っ
て
対

処
し
て
く
だ
さ
い
」
と
針
生
被

告
に
声
を
掛
け
た
。

針
生
被
告
は
裁
判
終
了
後
、

記
者
団
の
取
材
に
応
じ
「
ご
遺

族
や
被
害
者
に
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
一
軒
一
軒
訪

ね
た
い
」
と
話
し
た
。

判
決
な
ど
に
よ
る
と
、
針
生

被
告
は
昨
年
８
月
か
ら
こ
と
し

４
月
ま
で
の
間
、
運
転
手
の
河

野
化
山
被
告
�
�
�
‖
自
動
車
運

転
過
失
致
死
傷
罪
な
ど
で
起
訴

‖
が
自
ら
所
有
す
る
バ
ス
４
台

を
使
っ
て
無
許
可
営
業
を
す
る

と
知
り
な
が
ら
、
国
の
許
可
を

受
け
た
バ
ス
事
業
者
と
し
て
の

陸
援
隊
の
名
義
を
河
野
被
告
に

貸
す
な
ど
し
た
。

鉄
製
の
鎧
を
着
け
た
人
骨

は
、
右
膝
を
立
て
、
う
つ
ぶ
せ

の
状
態
で
、
厚
さ
約
�
㌢
の
火

山
灰
に
覆
わ
れ
た
溝
か
ら
見
つ

か
っ
た
。
後
頭
部
と
右
太
も
も

の
付
け
根
の
骨
は
火
砕
流
層
に

の
み
込
ま
れ
、欠
損
し
て
い
る
。

事
業
団
は
、
骨
格
の
発
達
状
況

や
太
も
も
の
骨
の
大
き
さ
か
ら

成
人
男
性
と
断
定
。
火
砕
流
に

巻
き
込
ま
れ
、
膝
立
ち
の
姿
勢

か
ら
前
方
に
倒
れ
て
死
亡
し
た

と
推
定
し
て
い
る
。

か
ぶ
と
や
肩
、
脚
の
部
分
の

鎧
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
横

幅
約
�
㌢
の
胴
部
分
の
み
着
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。鎧
は「
小こ

札ざ
ね

甲
よ
ろ
い

」
と
呼
ば
れ
、
首
長
層

や
そ
れ
に
次
ぐ
有
力
者
の
古
俌

か
ら
出
土
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
鎧
を
着
け
て
い
た
人
骨
も
首

長
層
と
み
ら
れ
る
。

ほ
ぼ
全
身
が
残
っ
た
こ
の
人

骨
の
近
く
か
ら
は
、
生
後
１
年

に
満
た
な
い
乳
児
の
頭
の
骨
と

別
の
胴
部
の
鎧
１
点
、
鉄
製
の

矢
尻
十
数
本
も
見
つ
か
っ
て
い

る
。酸

性
度
が
強
い
火
山
灰
層
に

埋
も
れ
た
古
俌
時
代
の
骨
は
通

常
、
残
ら
な
い
。
骨
が
良
好
な

状
態
で
出
土
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
事
業
団
は
「
砂
の
粒
が
細

か
く
保
湿
性
が
高
い
地
層
の
た

め
、奇
跡
的
に
人
骨
が
残
っ
た
」

と
説
明
。
鎧
や
矢
尻
と
と
も
に

見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
首
長

は
政
治
や
軍
事
、
祭さ

い

祀し

を
つ
か

さ
ど
る
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。（
火

山
災
害
を
も
た
ら
す
）
山
の
神

の
怒
り
を
鎮
め
る
儀
式
を
し
て

い
て
火
砕
流
に
巻
き
込
ま
れ
た

可
能
性
が
あ
る
」
と
の
見
方
を

示
し
た
。

人
骨
の
考
古
学
研
究
が
専
門

の
九
州
大
大
学
院
の
田
中
良
之

教
授
�
�
�
は
「
埋
葬
さ
れ
た
状

態
で
の
出
土
で
は
な
い
た
め
、

鎧
の
使
い
方
や
被
災
状
況
が
か

な
り
忠
実
に
分
か
る
。
（
未
確

認
の
）
手
に
は
何
ら
か
の
武
器

を
持
っ
て
い
る
は
ず
」と
指
摘
。

顔
面
の
骨
か
ら
復
元
で
き
る
顔

つ
き
や
持
っ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
武
器
な
ど
か
ら
、
「
被
災

男
性
の
人
物
像
を
よ
り
鮮
明
に

で
き
る
」
と
み
て
い
る
。

今
回
の
出
土
を
受
け
大
沢
正

明
知
事
は
「
本
県
に
は
ま
だ
ま

だ
眠
っ
て
い
る
歴
史
資
産
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
思
い
を
強

く
し
た
。
本
県
の
歴
史
文
化
遺

産
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
発

信
す
る
努
力
を
続
け
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

同
遺
跡
は
上
信
自
動
車
道
・

国
道
３
５
３
号
バ
イ
パ
ス
の
建

設
に
伴
い
、
事
業
団
が
こ
と
し

９
月
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
調

査
。
見
つ
か
っ
た
人
骨
は
現
場

か
ら
搬
出
し
保
存
、
調
査
研
究

を
進
め
る
。
�
日
午
前
�
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
一
般
向
け

に
現
地
を
公
開
す
る
。
問
い
合

わ
せ
は
事
業
団
（
☎
０
２
７
９

・
５
２
・
２
５
１
１
）
へ
。
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（１） 明治20年創刊 ������� ����� （日刊）(平成２４年)�����������

火曜日

（１） 明治20年創刊 ������� ����� （日刊）(平成２４年)�����������

火曜日

20m0

よろいを着た人物の骨
ほね

祭りが行われていた場所

榛名山二ツ岳

金井東裏遺跡

首
くび

飾
かざ

りをした成人女性の骨

幼
よう

児
じ

の骨

竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

畑

畑

乳
にゅう

児
じ

の骨

ベンガラと粘
ねん

土
ど

を丸めた赤玉

円
えん

墳
ぷん

円墳

子どもや大人の足あと

飾りの馬具

建物

人物の特
とく

徴
ちょう

発掘されたときの状況

●30代の女性。身長は144cm。顔は，あごが張り鼻の幅
はば

が広い。
●  よろいを着た人物と同じで，幼いころは群馬県より西の地域でくらして
いたが，血

け つ

縁
え ん

関係はない。出産した経験がある。
●幼児は5歳ぐらい。乳児は生後数か月。いずれも性別は不明。

3

人物の特徴

発掘されたときの状況

考古学に挑
ち ょ う

戦
せ ん

！ 
よろいを着た人物のなぞを解こう 

金井東裏遺跡の発
は っ

掘
く つ

状
じょう

況
きょう

資料3

2
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●  よろいを着た人物が発見された溝に沿っ
た道から，子どもや大人の足あとがたくさ
ん見つかりました。榛名山に背

せ

を向けて
東に向かっています。

●  ほとんどがはだしで，踏
ふ

みしめるように歩
いていたことがわかります。人を背負っ
たり，荷物を持ったりしていたことが推

す い

定
て い

されます。

溝
みぞ

に沿
そ

ったり交差したりする道

人間のほか，馬の蹄
ひづめ

あとも見
つかりました。群

ぐ ん

馬
ま

県は，馬
具の出土量が日本で最も多く，
人々が高度な鉄製品の
加工技術をもっていた
ことがわかります。

発
は っ

掘
く つ

された人々の足あと資料6

よろいを着た人や金
か な

井
い

東
ひがし

裏
う ら

遺
い

跡
せ き

の人々の
当時の状

じょう

況
きょう

を明らか
にしましょう。

▶一人だけ榛
は る

名
な

山
さん

の方
を向いてたおれていた
よろいを着た人物は，
どのような人で，何を
していたのでしょうか。
　そして， 資料1 の新
聞の にあて
はまる人物紹

しょう

介
か い

の見出
しを考え，みんなで意
見を出し合いましょう。

人
じ ん

骨
こ つ

は4体だけだっ
た一方，同じ火

か

山
ざ ん

灰
ば い

の面には多くの足あ
とが同じ方に向かっ
ていました。どのよ
うな人たちなので
しょうか。

▶たくさんの足あとか
ら，当時の人々の行動
を考えましょう。

▼学習の流れ

ステップ3

ステップ4
私が解いた「よろいを着た人物」のなぞ

1 「よろいを着た人物」とは

2 私が考えた新聞の見出し

か!?

（�「矛
ほこ

」「甲
よろい

を着た古
こ

墳
ふん

人」復元像所蔵：群馬県立歴史博物館，� �
画像加工・提

てい

供
きょう

：群馬県埋
まい

蔵
ぞう

文化財調査事業団）
よろいを着た人の復元資料7

よろいを着た群馬県の
マスコット「ぐんまちゃん」
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　2012（平成24）年11月，群
ぐ ん

馬
ま

県渋
し ぶ

川
か わ

市にある金
か な

井
い

東
ひがし

裏
う ら

遺
い

跡
せ き

から，1500年前の古
こ

墳
ふ ん

時代の人の骨
ほ ね

が発見されました。鉄
製のよろいを着て，榛

は る

名
な

山
さ ん

に向かって祈
い の

るかのように伏
ふ

せて
いたこの人物は，どのような人だったのでしょうか。

　榛名山の噴
ふん

火
か

で起きた火
か

砕
さ い

流
りゅう

にうもれた遺跡から，よろいを着た人物のほか，3人（成人女性・幼
よう

児
じ

・乳
にゅう

児
じ

）の人骨や多くの人の足あと，
鉄製の矢じりや矛

ほ こ

，馬具などが発見されました。竪
た て

穴
あ な

住
じゅう

居
き ょ

や畑のあと，円
えん

墳
ぷ ん

なども見つかり，古墳時代のムラのようすがうかがえます。

（ 1 3 は，群馬県立歴史博物館提供）

（上
じょう

毛
もう

新聞　2012年12月11日） （以下，明記する以外の写真は，群馬県埋
まい

蔵
ぞう

文化財調査事業団提
てい

供
きょう

）

よろいを着た人
じ ん

骨
こ つ

の出土を伝える新聞資料1

金井東裏遺跡の位置資料2

よろいを着た人物についてわかったこと資料4

他の3人の人物についてわかったこと資料5

●40代の男性。身長は164cm。
●面

おも

長
な が

の顔立ち 
●  幼

おさな

いころは，群馬県より西の地
ち

域
い き

でくらしていた。
●  よろいは，朝

ちょう

鮮
せ ん

半島から伝わった最
新のもので，小さな鉄板をひもでつ
なぎ合わせ，動きやすく騎

き

馬
ば

に適し
たもの。これは，大型の前方後円
墳にほうむられた人に副

ふく

葬
そ う

される
ほどの，当時ではたいへん貴

き

重
ちょう

なよ
ろいだった。

1

2

●  ６世紀初めの榛名山の噴
ふん

火
か

でつもった火
か

山
ざん

灰
ば い

にうもれていた。
●  榛名山の方を向いて，両ひざをつき，顔の下にかぶとを置い
てうつ伏せにたおれていた。

●  身体の近く
から，鉄の
矢じりのほ
か，儀

ぎ

式
し き

に
用いる飾

か ざ

り
の多い矛が
発見された。

2

●  3人とも，よろいを着た人物と同じ時期の火山灰にうもれていた。
●女性は頭を榛名山とは反対の東側に向けて，うつ伏せにたおれていた。
●  首元からガラス小玉（ 4）と管

くだ

玉
たま

（ 5）が発見され，首飾りをしていた
と考えられる。

1

3

4 5

西

南

東

北

800
600
400
200
0

m
1200
1000

標高

火砕流が厚く
堆積した地域
火砕流の
到達範囲

榛名山

金井東裏遺跡

利
根
川

吾
妻
川

かさいりゅう あつ

たいせき ち いき

とうたつはんい

かなかないひがしうらいせき

はるな

と

ね

あ
が
つ
ま

5km0

R202_03tl_02
金井東裏遺跡の位置

よろいを着た人物は，
ムラのなかでどのよ
うな立場にあった人
なのでしょうか。

▶資料1〜4 から，これ
までの発掘と研究成果
を学びましょう。

ステップ1

近くから女性1体 , 
子ども２体の骨も発
見されました。よろ
いを着た人物とどの
ような関係にあった
のでしょうか。

▶資料1〜5 から，これ
までの発掘と研究成果
を学びましょう。

ステップ2

▼学習の流れ

歴史

渋
川
・
金
井
東
裏
遺
跡
で
出
土
�
６
世
紀
初
頭

�
面
に
小
選
挙
区
ル
ポ
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敦賀原発廃炉の公算

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

日本原子力発電敦賀原

発の原子炉直下にある断

層を審議する原子力規制委員会の

評価会合が�日開かれ、専門家は

「活断層である可能性が高い」と

の見解で一致。原電は廃炉を迫ら

れる可能性が高くなった。

比例投票先�自民堅調続く�２�
ミサイル予告期間を延長�３�
小沢昭一さんが死去�３���
ルネサスに2000億円出資�６�
前工高跡の太陽光は白紙���

二
年
生

か
け
ざ
ん
早
く

や
り
た
い
な

（
伊
勢
崎
赤
堀
東
小
２
年

あ
ら
い

ゆ
づ
き
）

☆
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
む
の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
の

で
す
。
大
人
は
、
そ
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
受
け
と
め
た
い
も
の
。
（
鈴
）

ユニセフが発足
1946�昭和��年

非核三原則表明
1967�昭和��年

�月�日
第１回国連総会の決議で国際児童

緊急基金（ユニセフ）が設立された。

第２次大戦で荒廃した地域の児童に

食料や医薬品を援助する活動が中心

だったが、復興とともに重点は発展

途上国に。東日本大震災で日本も半

世紀ぶりに援助を受けた。

佐藤栄作首相が衆院予算委員会で

「核兵器は保有しない、製造しない、

持ち込まない」と答弁、非核三原則

を表明した。�年、国会でも決議。

首相はノーベル平和賞を受けたが、

核搭載艦の一時寄港などは認める日

米密約が後に明るみに出た。

「
１
円
を
笑
う
者

は
１
円
に
泣
く
」
と

い
う
が
、
松
本
清
張

の
短
編
�
百
円
硬
貨
�

は
１
枚
の
百
円
玉
に

泣
く
犯
罪
の
話
で
あ

る
。
勤
め
先
の
銀
行
か
ら
３
千

万
円
を
持
ち
逃
げ
し
て
、
男
の

も
と
へ
向
か
う
女
子
行
員
が
主

人
公
▼
公
衆
電
話
で
男
に
連
絡

を
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
市

外
扱
い
の
た
め
百
円
玉
が
必
要

に
な
る
。だ
が
手
持
ち
に
な
く
、

一
万
円
札
も
な
か
な
か
く
ず
せ

な
い
�
そ
こ
で
女
は
…
�
結
末
は

伏
せ
る
が
、
終
盤
は
百
円
玉
が

一
気
に
存
在
感
を
増
す
▼
き
ょ

う
は
百
円
玉
の
誕
生
日
だ
。
１

９
５
７
年
に
初
登
場
し
て
か
ら

�
年
に
な
る
。
初
代
は
鳳

ほ
う

凰お
う

が

刻
ま
れ
銀
�
％
�
銅
�
％
�
亜
鉛

�
％
の
銀
貨
だ
っ
た
。
２
年
後

に
出
た
２
代
目
も
銀
貨
だ
が
、

図
柄
は
稲
穂
に
変
わ
っ
た
▼
国

家
公
務
員
の
初
任
給
が
９
千
〜

１
万
円
の
時
代
。
週
刊
誌
ブ
ー

ム
が
幕
を
開
け
た
の
も
こ
の
こ

ろ
で
、
１
冊
�
円
の
定
価
か
ら

「
三
十
円
文
化
」
と
も
い
わ
れ

た
。
現
在
の
白
銅
貨
の
百
円
玉

は
３
代
目
で
、
�
年
に
発
行
さ

れ
た
▼
本
社
と
共
同
通
信
社
の

衆
院
選
世
論
調
査
で
、
重
視
す

る
争
点
は
�
経
済
対
策
�
が
各
年

代
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
�
�
消
費

税
増
税
」
は
�
代
を
除
く
各
年

代
で
２
番
目
に
高
か
っ
た
（
７

日
付
本
紙
�
�
生
活
へ
の
先
行
き

不
安
感
が
透
け
て
見
え
る
よ
う

な
結
果
で
あ
る
▼
来
月
か
ら
は

東
日
本
大
震
災
の
復
興
施
策
に

充
て
る
た
め
、
所
得
税
額
に
対

し
て
�
復
興
特
別
所
得
税
�
と
し

て
２
・
１
％
が
課
税
さ
れ
る
。

直
径
�
・
６
㍉
、
重
さ
４
・
８

㌘
の
小
さ
な
百
円
玉
は
実
生
活

で
も
存
在
感
を
増
し
て
い
く
。
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
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０
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教
育
長
に
田
中
氏

藤
岡
市
教
委

藤
岡
市
教
育
委
員
会
は
９

日
、
臨
時
会
を
開
き
、
任
期
満

了
で
退
任
し
た
針
谷
章
前
教
育

長
の
後
任
に
、
前
市
教
委
副
部

長
の
田
中
政
文
氏
�
�
�
�
同
市

藤
岡
�
を
互
選
し
た
。
任
期
は

９
日
か
ら
２
０
１
６
年
�
月
８

日
ま
で
の
４
年
間
。

田
中
氏
は
鬼
石
北
小
校
長
や

市
教
委
学
校
教
育
課
長
な
ど
を

歴
任
。
こ
と
し
４
月
か
ら
市
教

委
副
部
長
を
務
め
て
い
た
が
、

８
日
付
で
退
職
し
、
９
日
の
臨

時
会
直
前
に
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
た
。埼
玉
大
教
育
学
部
卒
。

田中政文氏

榛
名
噴
火
被
災
の
首
長
か

特
別
委
員
会

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
�

日
、
衆
院
選
期
日
前
投
票
の
中

間
状
況
（
５
〜
９
日
ま
で
の
５

日
間
）
を
発
表
し
た
。
投
票
し

た
の
は
３
万
１
１
７
９
人
で
、

前
回
２
０
０
９
年
衆
院
選
の
同

期
間
比
で
�
・
５
％
（
５
２
６

９
人
）
減
と
な
っ
て
い
る
。

選
挙
区
別
は
１
区
５
３
５
４

人
（
�
・
８
％
減
）
、
２
区
６

２
７
８
人
（
�
・
３
％
減
）
、

３
区
６
７
８
３
人
（
�
・
２
％

減
）
、
４
区
５
６
５
６
人
（
�

・
１
％
減
）
、
５
区
７
１
０
８

人
（
８
・
３
％
減
）
と
な
り
、

全
選
挙
区
で
減
少
し
た
。

市
町
村
別
で
最
も
減
少
幅
が

大
き
い
の
は
南
牧
村
の
�
・
７

％
減
、
反
対
に
最
も
増
え
た
の

は
片
品
村
の
�
・
１
％
増
だ
っ

た
。
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金
井
東
裏
遺
跡

直

径
が
約
�
㌔
の
大
型
火

山
・
榛
名
山
の
北
東
に
位
置
す
る
縄

文
時
代
〜
中
近
世
の
遺
跡
。
榛
名
山

は
６
世
紀
に
２
回
大
噴
火
し
て
お

り
、
こ
と
し
９
月
か
ら
の
発
掘
調
査

で
、
火
山
灰
な
ど
に
埋
も
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
。
１
回

目
の
噴
火
は
６
世
紀
初
め
で
、
一
帯

を
火
砕
流
が
直
撃
。
火
山
灰
層
の
下

に
、
５
世
紀
後
半
の
竪
穴
住
居
や
畑

が
埋
も
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
馬
の

放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
６

世
紀
中
ご
ろ
に
榛
名
山
が
再
噴
火
。

降
り
注
い
だ
軽
石
の
層
は
、
厚
さ
約

２
㍍
分
に
達
し
た
。

未
来
・
森
副
代
表

応
援
演
説
で
来
県

き
ょ
う
前
橋
�
太
田

日
本
未
来
の
党
の
森
裕
子
副

代
表
が
�
日
、
衆
院
１
、
３
区

か
ら
立
候
補
し
て
い
る
党
公
認

候
補
の
応
援
演
説
の
た
め
本
県

入
り
す
る
。

前
橋
市
で
は
午
後
２
時
す
ぎ

か
ら
本
町
１
丁
目
交
差
点
付

近
、
同
３
時
か
ら
上
泉
町
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
前
で
、
太

田
市
で
は
同
４
時
す
ぎ
か
ら
宝

町
の
公
園
と
同
５
時
す
ぎ
か
ら

東
武
太
田
駅
南
口
で
そ
れ
ぞ
れ

街
頭
演
説
す
る
。

金井東裏遺跡で出土した、胴体部分に鎧を着

けうつぶせになった古俌時代の人骨。左上の

頭骨部の右下には腕骨が、鎧の右側には大腿

骨の一部が見える＝渋川市金井
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⇒
関
連
記
事

�
�
�
面

古
俌
時
代
の
鉄
製
鎧

よ
ろ
い

を
身
に
着
け
た
状
態
で
、
６
世
紀
初
頭
の
榛
名
山
二
ツ
岳
の
火
山
灰

層
に
埋
も
れ
た
人
骨
１
体
が
、
渋
川
市
金
井
の
金
井
東

ひ
が
し

裏う
ら

遺
跡
�

�
か
ら
見
つ
か
っ

た
。
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
が
�
日
、
発
表
し
た
。
骨
が
残
り
に
く
い
火
山
噴
出
物
層
か

ら
古
俌
時
代
の
被
災
人
骨
が
出
土
し
た
例
は
な
く
、
鎧
を
着
け
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
の
も
全

国
で
初
め
て
。人
骨
は
首
長
層
と
み
ら
れ
、噴
火
を
鎮
め
る
儀
式
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

事
業
団
は
「
考
古
学
史
上
ま
れ
に
み
る
発
見
」
と
し
て
お
り
、
火
山
の
噴
火
と
い
う
大
災
害
に

直
面
し
た
古
代
の
生
活
を
解
明
す
る
一
級
の
史
料
に
な
り
そ
う
だ
。

期
日
前
投
票
����
％
減
県
内
衆
院
選

中

間

状

況

因
果
関
係
は
否
定

関越道バス事故

名
義
貸
し
で
前
橋
地
裁
判
決

藤
岡
市
の
関
越
道
で
乗
客
７

人
が
死
亡
し
た
高
速
ツ
ア
ー
バ

ス
事
故
で
、
事
故
を
起
こ
し
た

運
転
手
に
バ
ス
事
業
者
の
名
義

を
貸
し
た
な
ど
と
し
て
道
路
運

送
法
違
反
�
名
義
貸
し
�
な
ど
の

罪
に
問
わ
れ
た
千
葉
県
印
西
市

の
バ
ス
会
社
「
陸
援
隊
」
‖
事

業
許
可
取
り
消
し
‖
社
長
、
針は

り

生う

裕
美
秀
被
告
�
�
�
の
判
決
公

判
が
�
日
、
前
橋
地
裁
で
あ
っ

た
。
吉
井
広
幸
裁
判
官
は
事
故

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
「
因
果

関
係
が
あ
る
と
認
め
る
の
は
難

し
い
」
と
否
定
し
た
上
で
、
懲

役
２
年
、
執
行
猶
予
５
年
、
罰

金
１
６
０
万
円
（
求
刑
・
懲
役

４
年
、
罰
金
２
０
０
万
円
）
を

言
い
渡
し
た
。

判
決
理
由
で
吉
井
裁
判
官

は
、
名
義
貸
し
自
体
に
つ
い
て

は
「
許
可
事
業
者
と
し
て
の
自

覚
を
欠
き
、
刑
事
責
任
は
軽
視

で
き
な
い
」
と
非
難
。
法
人
と

し
て
の
陸
援
隊
に
も
罰
金
１
６

０
万
円
（
求
刑
・
罰
金
２
０
０

万
円
）
を
言
い
渡
し
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
名
義
貸
し

な
ど
が

バ
ス
事
故
に
も
つ
な

が
っ
た

と
す
る
検
察
側
の
主

張
に
つ
い
て
は
「
因
果
関
係
を

認
め
る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
を

も
っ
て

刑
事
責
任
を
重
く
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
退
け

た
。判

決
の
言
い
渡
し
後
、
吉
井

裁
判
官
は
「
民
事
上
の
責
任
な

ど
課
題
は
残
っ
て
い
る
。
遺
族

や
被
害
者
に
誠
意
を
持
っ
て
対

処
し
て
く
だ
さ
い
」
と
針
生
被

告
に
声
を
掛
け
た
。

針
生
被
告
は
裁
判
終
了
後
、

記
者
団
の
取
材
に
応
じ
「
ご
遺

族
や
被
害
者
に
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
一
軒
一
軒
訪

ね
た
い
」
と
話
し
た
。

判
決
な
ど
に
よ
る
と
、
針
生

被
告
は
昨
年
８
月
か
ら
こ
と
し

４
月
ま
で
の
間
、
運
転
手
の
河

野
化
山
被
告
�
�
�
‖
自
動
車
運

転
過
失
致
死
傷
罪
な
ど
で
起
訴

‖
が
自
ら
所
有
す
る
バ
ス
４
台

を
使
っ
て
無
許
可
営
業
を
す
る

と
知
り
な
が
ら
、
国
の
許
可
を

受
け
た
バ
ス
事
業
者
と
し
て
の

陸
援
隊
の
名
義
を
河
野
被
告
に

貸
す
な
ど
し
た
。

鉄
製
の
鎧
を
着
け
た
人
骨

は
、
右
膝
を
立
て
、
う
つ
ぶ
せ

の
状
態
で
、
厚
さ
約
�
㌢
の
火

山
灰
に
覆
わ
れ
た
溝
か
ら
見
つ

か
っ
た
。
後
頭
部
と
右
太
も
も

の
付
け
根
の
骨
は
火
砕
流
層
に

の
み
込
ま
れ
、欠
損
し
て
い
る
。

事
業
団
は
、
骨
格
の
発
達
状
況

や
太
も
も
の
骨
の
大
き
さ
か
ら

成
人
男
性
と
断
定
。
火
砕
流
に

巻
き
込
ま
れ
、
膝
立
ち
の
姿
勢

か
ら
前
方
に
倒
れ
て
死
亡
し
た

と
推
定
し
て
い
る
。

か
ぶ
と
や
肩
、
脚
の
部
分
の

鎧
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
横

幅
約
�
㌢
の
胴
部
分
の
み
着
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。鎧
は「
小こ

札ざ
ね

甲
よ
ろ
い

」
と
呼
ば
れ
、
首
長
層

や
そ
れ
に
次
ぐ
有
力
者
の
古
俌

か
ら
出
土
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
鎧
を
着
け
て
い
た
人
骨
も
首

長
層
と
み
ら
れ
る
。

ほ
ぼ
全
身
が
残
っ
た
こ
の
人

骨
の
近
く
か
ら
は
、
生
後
１
年

に
満
た
な
い
乳
児
の
頭
の
骨
と

別
の
胴
部
の
鎧
１
点
、
鉄
製
の

矢
尻
十
数
本
も
見
つ
か
っ
て
い

る
。酸

性
度
が
強
い
火
山
灰
層
に

埋
も
れ
た
古
俌
時
代
の
骨
は
通

常
、
残
ら
な
い
。
骨
が
良
好
な

状
態
で
出
土
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
事
業
団
は
「
砂
の
粒
が
細

か
く
保
湿
性
が
高
い
地
層
の
た

め
、奇
跡
的
に
人
骨
が
残
っ
た
」

と
説
明
。
鎧
や
矢
尻
と
と
も
に

見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
首
長

は
政
治
や
軍
事
、
祭さ

い

祀し

を
つ
か

さ
ど
る
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。（
火

山
災
害
を
も
た
ら
す
）
山
の
神

の
怒
り
を
鎮
め
る
儀
式
を
し
て

い
て
火
砕
流
に
巻
き
込
ま
れ
た

可
能
性
が
あ
る
」
と
の
見
方
を

示
し
た
。

人
骨
の
考
古
学
研
究
が
専
門

の
九
州
大
大
学
院
の
田
中
良
之

教
授
�
�
�
は
「
埋
葬
さ
れ
た
状

態
で
の
出
土
で
は
な
い
た
め
、

鎧
の
使
い
方
や
被
災
状
況
が
か

な
り
忠
実
に
分
か
る
。
（
未
確

認
の
）
手
に
は
何
ら
か
の
武
器

を
持
っ
て
い
る
は
ず
」と
指
摘
。

顔
面
の
骨
か
ら
復
元
で
き
る
顔

つ
き
や
持
っ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
武
器
な
ど
か
ら
、
「
被
災

男
性
の
人
物
像
を
よ
り
鮮
明
に

で
き
る
」
と
み
て
い
る
。

今
回
の
出
土
を
受
け
大
沢
正

明
知
事
は
「
本
県
に
は
ま
だ
ま

だ
眠
っ
て
い
る
歴
史
資
産
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
思
い
を
強

く
し
た
。
本
県
の
歴
史
文
化
遺

産
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
発

信
す
る
努
力
を
続
け
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

同
遺
跡
は
上
信
自
動
車
道
・

国
道
３
５
３
号
バ
イ
パ
ス
の
建

設
に
伴
い
、
事
業
団
が
こ
と
し

９
月
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
調

査
。
見
つ
か
っ
た
人
骨
は
現
場

か
ら
搬
出
し
保
存
、
調
査
研
究

を
進
め
る
。
�
日
午
前
�
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
一
般
向
け

に
現
地
を
公
開
す
る
。
問
い
合

わ
せ
は
事
業
団
（
☎
０
２
７
９

・
５
２
・
２
５
１
１
）
へ
。
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（１） 明治20年創刊 ������� ����� （日刊）(平成２４年)�����������

火曜日

（１） 明治20年創刊 ������� ����� （日刊）(平成２４年)�����������

火曜日

20m0

よろいを着た人物の骨
ほね

祭りが行われていた場所

榛名山二ツ岳

金井東裏遺跡

首
くび

飾
かざ

りをした成人女性の骨

幼
よう

児
じ

の骨

竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

畑

畑

乳
にゅう

児
じ

の骨

ベンガラと粘
ねん

土
ど

を丸めた赤玉

円
えん

墳
ぷん

円墳

子どもや大人の足あと

飾りの馬具

建物

人物の特
とく

徴
ちょう

発掘されたときの状況

●30代の女性。身長は144cm。顔は，あごが張り鼻の幅
はば

が広い。
●  よろいを着た人物と同じで，幼いころは群馬県より西の地域でくらして
いたが，血

け つ

縁
え ん

関係はない。出産した経験がある。
●幼児は5歳ぐらい。乳児は生後数か月。いずれも性別は不明。

3

人物の特徴

発掘されたときの状況

考古学に挑
ち ょ う

戦
せ ん

！ 
よろいを着た人物のなぞを解こう 

金井東裏遺跡の発
は っ

掘
く つ

状
じょう

況
きょう

資料3

2

34 35

生徒自らが
学びに
動き出す

基本方針2

デジタル資料を活用
して，いつでもどこ
でも，自学自習に取
り組めます。

↓P.34-36

もっと知りたく，考えたくなる 主体的・対話的で深い学びの実現

各時代の学習第   　 編2～6

導入ページ まとめページ本
文

本
文→本書 P.10 →本書 P.11

資料をもとに，考察を深めます！

チャレンジ歴史

歴史を面白く，深く学ぶ特設ページ

チャレンジ歴史
　資料をもとに，歴史について自分で考えたり，対話したりし
て，歴史を学ぶ面白さを体験します。資料の読み取りから選
択・判断させる学習まで，生徒の発達の段階に応じた教材を掲
載し，主体的・対話的で深い学びを実現できるように工夫しま
した。

デジタルマーク
　すべての「チャレンジ歴史」
には，デジタル資料として，
ワークシートを用意しています。
→本書 P.32-33

　各所に設けたチャレンジ
歴史で，「見方・考え方」
を働かせた学習ができます。

注目

「チャレンジ歴史」のワークシート

　 ステップ  に沿って学習を進めます。
資料の読み取りや意見交換など，さ
まざまな活動を提案しています。

▼学習の流れ

　生徒が興味・関心をもって
主体的に取り組むことができ
る課題を設定し，学習に入り
やすくなるようにしています。

　グループでの話し合いや意
見交換を通して，多面的・多
角的に課題を考えることがで
きます。

つながり

つながり

つながり

推移

推移

→P.34-36
  考古学に挑戦！よろいを着た人物の

なぞを解こう 

→P.74-75
  承久の乱を通して，古代から中世へ

の変化を考えよう 

→P.136-137
  江戸幕府のライバル対策を通して，

中世から近世への変化を考えよう 

→P.216-217
  経済発展か，環境保全か，足尾鉱毒

事件を通して考えよう

→P.254-255
  戦時体制の言論統制とその影響を考

えよう

※「チャレンジ歴史」には，それぞれ１時間を配当しています。

「チャレンジ歴史」一覧

第2編

第3編

第4編

第5編
第1章

第5編
第2章

働かせている主な
「見方・考え方」

主体的な学びを
促す課題設定

深い学びを
促す教材

　「歴史的な見方・考え方」を働
かせて時代の転換を考えたり，当
時の国民と同様に選択・判断を
したりするなど，深い学びを実現
できるようにしました。

対話的な学びを
促す活動
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テーマ別さくいん

「歴史との対話」を未来に活かす

「歴史との対話」を未来に活かす

　私たちは，第 6編「現代の
日本と世界」の学習で，解決
が求められるさまざまな課題
があることを学びました。そ
れらを解決するためには，ど
のように考えていけばよいの
でしょうか。
　歴史の学習では，できごと
がなぜ起こったのか，それら
が何と関連し，またどのよう
な結果をもたらしたのかとい
う，因果関係を大切に学んで
きました。
　それぞれの課題を正しくと
らえるには，その成り立ちや
変
へん

遷
せん

を知ることが必要です。
また，それらの課題解決に向
けた先人たちの営みや知

ち

恵
え

を
学ぶことも大切なことです。
　現代の諸

しょ

課題について，そ
の歴史をふり返り，先人たち
の知恵に学びながら，よりよ
い未来をつくる第一歩を考え
ていきましょう。

政治
国家の形成
ヤマト王権の統一   32
律令国家の確立
聖徳太子と蘇我氏の政治   40
大化の改新   42
大宝律令   43
天皇や貴族の政治
律令制度の立て直し   52
摂関政治   54
院政   70
建武の新政   88
南北朝の対立と合一   88，89
武家政治
武士のおこり   68
武士の台頭   71
平氏政権   71
鎌倉幕府   72
執権政治   73
室町幕府   89
江戸幕府   126
幕府政治の改革   146，147，173
武家政治の終わり   177
近代国家の形成
明治維新   180，181
廃藩置県   181
地租改正   184
立憲制国家の成立・民主政治（日本）
自由民権運動   194，195，196，197
政党   197，200，205，212，230， 
 232，243，245，268，273，288
内閣制度   198，199
大日本帝国憲法   198，199
帝国議会   199，200
護憲運動   230，231
民本主義   230
政党内閣   230，243
普通選挙法（制）   231
日本国憲法   266
男女普通選挙   264，266
女性の政治参加
　  31，40，73，233，266，267
立憲制国家の成立・民主政治（世界）
ギリシャ・ローマの民主政（民主政治）・
　共和政   24，25
市民革命   166，167
啓蒙思想   165

議会政治の成立   164，165
憲法・法（日本）
　  40，43，47，73，84，95，97， 
 117，119，127，136，137，146， 
 147，172，180，181，184，196， 
 198，199，201，212，231，233， 
 245，266，267，279，291
憲法・法（世界）
　  20，24，38，165，166，167， 
 190，209，231

経済・社会
狩りや採集の生活   28，29，30
農業
稲作の広まり   30，31
古墳時代の農業   33
奈良時代の農業   47
鎌倉時代の農業   76，77
室町時代の農業   95
江戸時代の農業  134，138，148，154
工業
室町時代の工業   94
問屋制家内工業   148
工場制手工業   148
鉱業
戦国時代の鉱業   121
江戸時代の鉱業   138，139
明治時代の鉱業   210，211
商業
奈良時代の市   44
鎌倉時代の商業   77
室町時代の商業   94
安土桃山時代の商業   117
江戸時代の商業   134，135，141
貨幣
奈良時代の貨幣   47
宋銭の使用   77，94
明銭の使用   90，94
江戸時代の貨幣   126，141，146，175
明治時代の貨幣   182
土地
公地公民（班田制）   42，47，52，54，86
荘園   47，70，86，87
荘園公領制   86，87
太閤検地   118，119
地租改正   184
農地改革   267

租税   47，52，77，94，119， 
 134，164，166，184
土地制度の移り変わり   310
交通
奈良時代の交通   47，48，49
鎌倉時代の交通   76，77
室町時代の交通   94，95
江戸時代の交通   140，141
明治時代の交通   182，188，210，211
大正時代の交通   235，237
昭和時代の交通   279
産業革命と資本主義
殖産興業   182，185
日本の産業革命   210，211
財閥   211，227，267，278
公害の発生   213
高度経済成長   278
技術革新   278
四大公害   279
バブル経済   282，288
身分
古代まで   31，32，44，47，54
中世   96，97，119
近世   119，127，134，135，147， 
 180，181
近代   181，194
女性の地位・権利
　  77，90，135，201，212， 
 233，267，281
ききん・災害・疫病
古代まで   47，300，301
中世   79，300，301
近世   146，147，149，172，300，301
近代   240，300，301
現代   289，291，300，301

文化
芸術
詩歌   50，56，79，93，101，142， 
 143，153，213
物語・小説   56，79，101，143， 
 153，213，236
日記・随筆   56，79
絵画   19，55，98，99，113， 
 122，143，152，153，214，239
演劇   25，100，101，122， 
 123，142，143，234

　次のページから，現代社会の課題の例として，災害・政治参加・世界平和について考えていきま
す。その他の課題について考えていってもかまいません。選んだ課題に関する歴史をふり返るとき，
下のテーマ別さくいんのほか，P.311～317の人名・事項のさくいんを活用しましょう。　

芸道   100，101，122
音楽   93，122，236，269，284
映画   235，236，269，284，285
建築   21，23，25，41，45，46，48， 
 49，53，55，64，65，69，71， 
 78，91，98，99，112，117， 
 122，123，188，278
信仰・宗教
古代まで   23，26，27，29，30，33， 
 41，49，51，53，57
中世   81，96，97，99，101，112
近世   113，114，116，117，119， 
 128，129，153，177
近代   180，188，245
現代   265，287
学問・教育
古代まで   23
中世   91，100
近世   144，145，147，150， 
 151，165
近代   186，187，199，214， 
 236，250，251
現代   266，267，279
女性の文化における活躍
　  51，135，191

外交
交流
　  25，31，33，40，48，49，53， 
 55，112，113，114，116，130，131
貿易
　  23，71，90，93，120，128， 
 129，130，132，133，162，175
戦争・平和
　  33，42，43，83，84，121， 
 170，171，176，177，191， 
 204～208，224～229，242～253， 
 264，265，270～273，274～277， 
 286，287，290，291
中国との関係
稲作・金属器の伝来   30
卑弥呼の使い   31
倭の五王の使い   33
遣隋使・遣唐使   40，49，55
日宋貿易   71
元の襲来   83～85
倭寇   90，120

勘合貿易   90
鎖国下の貿易   129
日清修好条規   191
日清戦争   204
二十一か条の要求   226
満州事変   242
日中戦争   244
日中平和友好条約   277
現在の課題   293
朝鮮との関係
稲作・金属器の伝来   30
渡来人の活躍   33，41
朝鮮半島との貿易   90，91，130
朝鮮侵略   121
朝鮮との国交回復   130
朝鮮通信使   130，131
日朝修好条規   191
征韓論   194
韓国併合   208
日韓基本条約   277
現在の課題   277，292
その他のアジアとの関係
アイヌ民族との交易   91，132，133
琉球王国との貿易   91，93，130，131
朱印船貿易   128
欧米諸国との関係 
ヨーロッパ人の来航   116
南蛮貿易   116，120
鎖国・開国   129，174，175
異国船打払令   172
日米和親条約   174
日米修好通商条約   175
条約改正   190，202，203
日英同盟   206，229
日露戦争   207
第一次世界大戦   224，226
ベルサイユ条約   228
日独伊三国同盟   247
日米安全保障条約   273
全世界との関係 
国際連盟への加盟   228
国際連盟の脱退   243
第二次世界大戦   246，249
太平洋戦争   248～253
サンフランシスコ平和条約   273
国際連合への加盟   273
主要国首脳会議への参加   287

「テーマ別さくいん」の活用について
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 災害の歴史に学ぶ1課題例

「歴史との対話」を未来に活かす

日本列島で起きた災害

干
か ん

害
が い

対策 防火対策

地震津
つ

波
な み

対策と災害の記
き

憶
お く

の継
け い

承
しょう

被
ひ

災民対策

洪
こ う

水
ず い

対策

資料1

ききん対
た い

策
さ く

資料2

資料3 資料6

資料7資料4

資料5

　過去に日本列島で起きた災害を正確に把
は

握
あ く

することはたいへん困
こ ん

難
な ん

な
ことですが，死者が1000人をこえる大規

き

模
ぼ

災害の発生回数を読み取り，
過去の災害のおおまかな傾

け い

向
こ う

を見てみましょう。

18世紀の享
きょう

保
ほ う

のききんで，人々がうえに苦しむの
を見た青

あ お

木
き

昆
こ ん

陽
よ う

は，『蕃
ば ん

薯
し ょ

考
こ う

』を書き，琉
りゅう

球
きゅう

から薩
さ つ

摩
ま

に伝わっていたさ
つまいもに着目して普

ふ

及
きゅう

を訴
うった

えました。
　江

え

戸
ど

幕
ば く

府
ふ

の８代将
しょう

軍
ぐ ん

徳
と く

川
が わ

吉
よ し

宗
む ね

が，この本と種
た ね

芋
い も

を諸
し ょ

国
こ く

に配ると，や
せた土地でも育つさつまいの栽培が広がりました。

大
お お

阪
さ か

狭
さ

山
や ま

市の狭山池は，1400年前の飛
あ す か

鳥時
代につくられました。以後，行

ぎょう

基
き

や朝
ちょう

廷
て い

が貯水量を増やす工事
を重ね，周辺の農地の水不足を解消し農業を支えてきました。

江戸時代，江戸の大半
を焼失させる大火が，10回以上
も発生しました。木造家屋が密

み っ

集
しゅう

して建ちならぶ都市では，火災は，
最も身近でおそろしい災害でした。
　1718年，それまで中心であっ
た武士の消防組織に加え，町人の
消防隊である町火消が設置されま
した。費用は町人が負

ふ

担
た ん

し，江戸
全体で約1万人いたと伝えられて
います。

岩
い わ

手
て

県宮
み や

古
こ

市の
姉
あ ね

吉
よ し

に「高き住居は児
じ

孫
そ ん

の和楽　
想へ

（え）

惨
さ ん

禍
か

の大津
つ

浪
な み

　此
こ

処
こ

より下
に家を建てるな」と刻

き ざ

んだ石碑
があります。この石碑は，
1933（昭和8）年の昭

しょう

和
わ

三
さ ん

陸
り く

地
震津波の後，海

か い

抜
ば つ

50ｍのとこ
ろに建てられました。姉吉地区
は，このときの津波と，1896

（明治29）年の二度にわたって
地震と津波におそわれ，生

せ い

存
ぞ ん

し
た住民がそれぞれ4人と2人と

いう壊
か い

滅
め つ

的な被害を受けていました。石碑を建てて以
い

降
こ う

，
石碑より低い場所に住む人はなく，東日本大震災のときも
海抜40.5ｍのところまで津波が押

お

しよせましたが，民家は
この石碑より高いところにあり，住民は無事でした。
　こうした石碑は，全国各地に建てられています。過去の
災害の記録と記憶をとどめ，未来に向けた防災の糧

か て

とすべ
く，データベース化して広く公開する取り組みも進んでい
ます。

江戸時代，幕府をはじめ寺社や個人によって建て
られ，被災民を収

しゅう

容
よ う

して食料をあたえました。

自分の力で領国を治めた戦国大名は，領民の生
活を守るとともに，安定した年

ね ん

貢
ぐ

の確保をめざして，農業な
どを盛

さ か

んにし，治水事業に力をそそぎました。

 青木昆陽『甘
か ん

藷
しょ

記
き

』（国立国会図
書館蔵）　『蕃薯考』
を庶

し ょ

民
み ん

向けにわか
りやすく書いたの
が『甘藷記』です。

 天
て ん

保
ぽ う

のききんで蘭
ら ん

学
が く

者の渡
わ た

辺
な べ

崋
か

山
ざん

らが京
きょう

都
と

に設置した救
すくい

小
ご

屋
や

（荒
こう

歳
さい

流
りゅう

民
みん

救
きゅう

恤
じゅつ

図
ず

　東京都　国立国会図書館蔵）

 町火消（東
とう

京
きょう

都江戸東京
博物館蔵）

 岩手県姉吉の大津浪記
念碑

 信
し ん

玄
げ ん

堤
つつみ

（山
やま

梨
な し

県甲
か

斐
い

市）　甲
か

斐
い の

国
くに

（山梨県）を治めた戦国大名の武
た け

田
だ

信玄が，16世紀なかばに築いた堤防で，今に残されています。

 死者1000人以上（推
す い

定
て い

）の大規
き

模
ぼ

災害（河
かわ

田
た

惠
よし

昭
あき

作成資料，2018年現在）

かんがい設備

国立民族学博物館の
ウェブサイト
「津波の記憶を刻む文化
遺産－寺社・石碑デー
タベース」

学習  課題
災害に強い社会の実現をめざし，防災・
減災に関するそなえを過去から学びま
しょう。

ステップ1 日本列島では，いつ，どのよ
うな災害が起こっていたのでしょうか。
資料1 から，どの時代にどのような災害が多
かったのか読み取りましょう。

ステップ2 先人たちは災害にどのように
向き合い，生きぬいてきたのでしょうか。

資料2〜7 のほか，テーマ別さくいん「きき
ん・災害・疫

え き

病
びょう

」（ P.299）も活用して，ど
のような人々がどのように対

た い

処
し ょ

してきたのか，
整理しましょう。また，身近な地

ち

域
い き

に似たよ
うな事例がないか，調べましょう。

ステップ3

資料2〜7 にある先人たちの取り組みが現代
に引きつがれていないか，考えてみましょう。

先人の取り組みをふまえ，現
代も継

け い

承
しょう

・発
は っ

展
て ん

すべきことは何でしょうか。
自分の考えをまとめましょう。

公民的分野の学習に向けて

現在の国や地方公共団体の災害に
対する取り組みを学びましょう。
政治単元

環
か ん

境
きょう

問題や自然災害に対する国際
協力の重要性が高まるなか，日本の国際社会
への貢

こ う

献
け ん

や果たしている役
や く

割
わ り

を学びましょう。

国際単元

救小屋

治水事業

さつまいもの栽
さ い

培
ば い

地震津波碑
ひ

町
まち

火
び

消
け し

　2011（平成23）年3月11日に発生した東日
本大震

しん

災
さい

の発生以
い

降
こう

，過去の災害について学
ぼうとする取り組みが，広く行われるように
なりました。
　文字による記録だけでなく，遺

い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

調
査などの成果を組み合わせて，過去の災害の
被
ひ

害
がい

の実態や復興の過程を明らかにしようと
する研究が進んでいます。今後のそなえを検

けん

討
とう

していく際の大切な情報の一つに位置づけ
ているのです。

東日本大震災

発生回数
火山
噴火

つ なみ

津波

じ しん

　　　地震

たかしお

高潮

こうずい

洪水

600年 1000年 1400年 1800年 1900年 1950年 2000年

3

22

20

合計
99回

古代 中世 近世 近代 現代

30

24

ふん か
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　歴史の学習の最後に，学んできたことをふまえてよりよい未来を構想する学習「『歴史との対話』
を未来に活かす」を設けました。P.298-299には，現代の諸課題の歴史を調べる学習に活用できる
テーマ別さくいんを設け，P.300-305にかけては，現代社会の課題として，災害・政治参加・世界
平和の三つの例を提示しました。

基本方針3
学びを
日々の生活や
社会に活かす

↑P.298-299

 災害の歴史に学ぶ1課題例

「歴史との対話」を未来に活かす

日本列島で起きた災害

干
か ん

害
が い

対策 防火対策

地震津
つ

波
な み

対策と災害の記
き

憶
お く

の継
け い

承
しょう

被
ひ

災民対策

洪
こ う

水
ず い

対策

資料1

ききん対
た い

策
さ く

資料2

資料3 資料6

資料7資料4

資料5

　過去に日本列島で起きた災害を正確に把
は

握
あ く

することはたいへん困
こ ん

難
な ん

な
ことですが，死者が1000人をこえる大規

き

模
ぼ

災害の発生回数を読み取り，
過去の災害のおおまかな傾

け い

向
こ う

を見てみましょう。

18世紀の享
きょう

保
ほ う

のききんで，人々がうえに苦しむの
を見た青

あ お

木
き

昆
こ ん

陽
よ う

は，『蕃
ば ん

薯
し ょ

考
こ う

』を書き，琉
りゅう

球
きゅう

から薩
さ つ

摩
ま

に伝わっていたさ
つまいもに着目して普

ふ

及
きゅう

を訴
うった

えました。
　江

え

戸
ど

幕
ば く

府
ふ

の８代将
しょう

軍
ぐ ん

徳
と く

川
が わ

吉
よ し

宗
む ね

が，この本と種
た ね

芋
い も

を諸
し ょ

国
こ く

に配ると，や
せた土地でも育つさつまいの栽培が広がりました。

大
お お

阪
さ か

狭
さ

山
や ま

市の狭山池は，1400年前の飛
あ す か

鳥時
代につくられました。以後，行

ぎょう

基
き

や朝
ちょう

廷
て い

が貯水量を増やす工事
を重ね，周辺の農地の水不足を解消し農業を支えてきました。

江戸時代，江戸の大半
を焼失させる大火が，10回以上
も発生しました。木造家屋が密

み っ

集
しゅう

して建ちならぶ都市では，火災は，
最も身近でおそろしい災害でした。
　1718年，それまで中心であっ
た武士の消防組織に加え，町人の
消防隊である町火消が設置されま
した。費用は町人が負

ふ

担
た ん

し，江戸
全体で約1万人いたと伝えられて
います。

岩
い わ

手
て

県宮
み や

古
こ

市の
姉
あ ね

吉
よ し

に「高き住居は児
じ

孫
そ ん

の和楽　
想へ

（え）

惨
さ ん

禍
か

の大津
つ

浪
な み

　此
こ

処
こ

より下
に家を建てるな」と刻

き ざ

んだ石碑
があります。この石碑は，
1933（昭和8）年の昭

しょう

和
わ

三
さ ん

陸
り く

地
震津波の後，海

か い

抜
ば つ

50ｍのとこ
ろに建てられました。姉吉地区
は，このときの津波と，1896

（明治29）年の二度にわたって
地震と津波におそわれ，生

せ い

存
ぞ ん

し
た住民がそれぞれ4人と2人と

いう壊
か い

滅
め つ

的な被害を受けていました。石碑を建てて以
い

降
こ う

，
石碑より低い場所に住む人はなく，東日本大震災のときも
海抜40.5ｍのところまで津波が押

お

しよせましたが，民家は
この石碑より高いところにあり，住民は無事でした。
　こうした石碑は，全国各地に建てられています。過去の
災害の記録と記憶をとどめ，未来に向けた防災の糧

か て

とすべ
く，データベース化して広く公開する取り組みも進んでい
ます。

江戸時代，幕府をはじめ寺社や個人によって建て
られ，被災民を収

しゅう

容
よ う

して食料をあたえました。

自分の力で領国を治めた戦国大名は，領民の生
活を守るとともに，安定した年

ね ん

貢
ぐ

の確保をめざして，農業な
どを盛

さ か

んにし，治水事業に力をそそぎました。

 青木昆陽『甘
か ん

藷
しょ

記
き

』（国立国会図
書館蔵）　『蕃薯考』
を庶

し ょ

民
み ん

向けにわか
りやすく書いたの
が『甘藷記』です。

 天
て ん

保
ぽ う

のききんで蘭
ら ん

学
が く

者の渡
わ た

辺
な べ

崋
か

山
ざん

らが京
きょう

都
と

に設置した救
すくい

小
ご

屋
や

（荒
こう

歳
さい

流
りゅう

民
みん

救
きゅう

恤
じゅつ

図
ず

　東京都　国立国会図書館蔵）

 町火消（東
とう

京
きょう

都江戸東京
博物館蔵）

 岩手県姉吉の大津浪記
念碑

 信
し ん

玄
げ ん

堤
つつみ

（山
やま

梨
な し

県甲
か

斐
い

市）　甲
か

斐
い の

国
くに

（山梨県）を治めた戦国大名の武
た け

田
だ

信玄が，16世紀なかばに築いた堤防で，今に残されています。

 死者1000人以上（推
す い

定
て い

）の大規
き

模
ぼ

災害（河
かわ

田
た

惠
よし

昭
あき

作成資料，2018年現在）

かんがい設備

国立民族学博物館の
ウェブサイト
「津波の記憶を刻む文化
遺産－寺社・石碑デー
タベース」

学習  課題
災害に強い社会の実現をめざし，防災・
減災に関するそなえを過去から学びま
しょう。

ステップ1 日本列島では，いつ，どのよ
うな災害が起こっていたのでしょうか。
資料1 から，どの時代にどのような災害が多
かったのか読み取りましょう。

ステップ2 先人たちは災害にどのように
向き合い，生きぬいてきたのでしょうか。

資料2〜7 のほか，テーマ別さくいん「きき
ん・災害・疫

え き

病
びょう

」（ P.299）も活用して，ど
のような人々がどのように対

た い

処
し ょ

してきたのか，
整理しましょう。また，身近な地

ち

域
い き

に似たよ
うな事例がないか，調べましょう。

ステップ3

資料2〜7 にある先人たちの取り組みが現代
に引きつがれていないか，考えてみましょう。

先人の取り組みをふまえ，現
代も継

け い

承
しょう

・発
は っ

展
て ん

すべきことは何でしょうか。
自分の考えをまとめましょう。

公民的分野の学習に向けて

現在の国や地方公共団体の災害に
対する取り組みを学びましょう。
政治単元

環
か ん

境
きょう

問題や自然災害に対する国際
協力の重要性が高まるなか，日本の国際社会
への貢

こ う

献
け ん

や果たしている役
や く

割
わ り

を学びましょう。

国際単元

救小屋

治水事業

さつまいもの栽
さ い

培
ば い

地震津波碑
ひ

町
まち

火
び

消
け し

　2011（平成23）年3月11日に発生した東日
本大震

しん

災
さい

の発生以
い

降
こう

，過去の災害について学
ぼうとする取り組みが，広く行われるように
なりました。
　文字による記録だけでなく，遺

い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

調
査などの成果を組み合わせて，過去の災害の
被
ひ

害
がい

の実態や復興の過程を明らかにしようと
する研究が進んでいます。今後のそなえを検

けん

討
とう

していく際の大切な情報の一つに位置づけ
ているのです。

東日本大震災

発生回数
火山
噴火

つ なみ

津波

じ しん

　　　地震

たかしお

高潮

こうずい

洪水

600年 1000年 1400年 1800年 1900年 1950年 2000年

3

22

20

合計
99回

古代 中世 近世 近代 現代

30

24

ふん か

300 301

　公民的分野の学習へ
向けた課題意識をもつこと
ができるようにしています。

注目

↓P.300-301

新しい時代を築く知恵とビジョンを！
「歴史との対話」を未来に活かす

各時代の学習

歴史の大きな流れを理解する 未来を考える

第   　 編2～6

→本書 P.8-13

　第６編「現代の日本と世界」の学習で現代
に残された課題を学んだあとに，これらの課
題の解決に向けて歴史をふまえて未来を考え
る学習「『歴史との対話』を未来に活かす」を
設けました。培ってきた資質・能力を発揮さ
せる，歴史の最後の学習です。

「歴史との対話」を未来に活かす

「テーマ別さくいん」を使う
　生徒自らが探究したい課題を設定し，その課題について調べることができるように , 政治 ・ 経済・社会 ・
文化 ・ 外交 の四つのテーマに分けたさくいんを掲載しました。

課題例に取り組む
　自らテーマを選んで学習することに加えて，P.300-305に掲載した災害・政治参加・世界平和の課題例
に取り組むこともできます。

1

2

私たちと歴史
第   編1

→本書 P.6-7

　テーマ別さくいんを活用することで，これまで学ん
できたことを効率よく振り返り，現代の諸課題の成り
立ちや変遷を調べることができます。

注目

　なぜこの課題に取り組むのか，社会の現状や前提となる
知識をリード文で説明しています。また，学習  課題 の解決に向
けて，いくつかの ステップ を用意し，段階をふんで課題
を追究することができるように工夫しました。

　課題例に対応して，先人たちの取り組
みがよくわかる資料を掲載しています。

資料

「課題例」一覧

→P.300-301  災害の歴史に学ぶ 

→P.302-303  政治参加の歴史に学ぶ

→P.304-305  世界平和への取り組みに学ぶ
※ 「『歴史との対話』を未来に活かす」には，２時間を
配当しています。

「歴史との対話」
を未来に活かす

14 15



江
え

戸
ど

・大
おお

阪
さか

・京
きょう

都
と

は，合わせて三
さん

都
と

とよばれ
ました。江戸は，政治の中心で「将

しょう

軍
ぐん

のおひ
ざもと」といわれ，18世紀初めには人口は約100万人を数え，国内
最大の消費地となりました。また，幕

ばく

府
ふ

は，江戸を中心に五
ご

街
かい

道
どう

を
整えました。街道には宿

しゅく

駅
えき

がおかれ，参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の大名や商人のほか，
手紙や小荷物を運ぶ飛

ひ

脚
きゃく

がゆきかいました。幕府は，箱
はこ

根
ね

など，街
道の要所に関所をおいて，江戸へ出入りする人々や荷物を監

かん

視
し

しま
した。
　大阪と江戸とのあいだを菱

ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

や樽
たる

廻
かい

船
せん

がゆききするようにな
ると，木

も

綿
めん

・酒・しょう油・菜
な

種
たね

油などが大阪から江戸へ送られ，
それをあつかう問屋が力をのばしました。各地の大名は，大阪に蔵

くら

屋
や

敷
しき

をおいて年
ねん

貢
ぐ

米
まい

や特産物を売りさばきました。また，日
に

本
ほん

海
かい

と
大阪を結ぶ西まわり航路が開かれると，大阪は，商業都市として
いっそう発

はっ

展
てん

し，「天下の台所」とよばれました。京都は，天
てん

皇
のう

や公
く

家
げ

が住み，文化・芸能の中心として栄え，西
にし

陣
じん

織
おり

や清
きよ

水
みず

焼
やき

などの手
工業が盛

さか

んでした。
　河

か

川
せん

交通の発達もめざましく，各地で川
かわ

舟
ぶね

を使った物資の輸送が
盛んになりました。
　幕府は，金貨・銀貨・銅銭をつくって，全国に流通させました。
大阪の鴻

こうの

池
いけ

や江戸の三
みつ

井
い

のように，金と銀との両
りょう

替
がえ

や金貸しによっ
て，大名をしのぐほどの財力をもつ商人も現れました。

24

1

20

26

22

17

20

15 16

P.146

P.135

2

にぎわう三都と 
交通網

も う

の発達

江戸時代に産業が発達した原因と結果に
ついて説明しましょう。

確認

江戸時代，京都・大阪を合わせて上方
とよばれました。

上
か み

方
が た

基本用語

 江戸の人口の半分は武士であったと推
す い

定
て い

されています。
	 江戸時代には，江戸では金が，大阪では銀
が主に使われました。そのため，例えば大名
が，大阪で米を販

は ん

売
ば い

して得た銀を，江戸での
生活に使うには金に両

りょう

替
が え

する必要がありまし
た。両替は， 遠

え ん

隔
か く

地の取引を成立させるため
の重要なしくみでした。

1

2

 江戸の日
に

本
ほ ん

橋
ば し

（東
とう

海
かい

道
どう

五十三次
つぎ

「日本橋」　
東京国立博物館蔵）　日本橋は，江戸の町の中心
にあたり，東海道の起点でもありました。
ちょうど大名行列が橋をわたってきています。

24
 現在も残る玉川上水

（東京都小
こ

平
だいら

市）　約30km
が国の史

し

跡
せ き

指定され，現在
も保

ほ

存
ぞ ん

されています。

25

 飛脚（冨
ふ

士
じ

百
ひゃく

撰
せん

暁
あかつき

ノ
の

不
ふ

二
じ

〈一部〉　東
とう

京
きょう

都　郵
ゆう

政
せい

博物館蔵）　幕府公用の飛脚は，二人一組で
走りつぎました。江戸・大阪間は最短で3日
でした。

26

江戸

　幕府が開かれて以
い

降
こ う

，人口が急増
する江戸では，飲料水の確保が問題
になりました。1654年，多

た

摩
ま

川
が わ

の
水をとり入れ，武

む

蔵
さ し

野
の

台地を横切る
玉川上水が引かれました。わずか
100ｍの高低差で43km先まで水を
流す，とても難しい工事でした。
　これによって，江戸城をはじめ，
江戸市中の南西部一帯への給水が可
能になるとともに，武

む

蔵
さ し

野
の

の新田開
発が進みました。

江戸の飲料水を支えた玉
た ま

川
がわ

上
じょう

水
す い

（東
とう

京
きょう

都）

141

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正

5

10

15

20

第 4編　近世の日本と世界

０ 2００km

幕府 昌平坂学問所
ばく ふ しょうへいざかがくもんじょ

和歌山 学習館
わ　か やま がくしゅうかん

岡山 閑谷学校
おかやま しずたにがっこう

仙台 養賢堂
せんだい

秋田 明徳館
あき た めいとくかん

弘前 稽古館
ひろさき けい  こ かん

会津 日新館
あい づ

水戸 弘道館
み　と

鳥取 尚徳館
とっとり しょうとくかん

ようけんどう

にっしんかん

こうどうかん

福山 誠之館
ふくやま せい し かん

萩 明倫館
はぎ めいりんかん

土佐 教授館
と　さ こうじゅかん

福岡 修猷館
ふくおか しゅうゆうかん

熊本 時習館
くまもと じ しゅうかん

鹿児島 造士館
か　ご しま ぞう し かん

佐賀 弘道館
さ　が こうどうかん

盛岡 作人館
もりおか さくじんかん

庄内 致道館
しょうない ち どうかん

金沢 明倫堂
かなざわ めいりんどう

名古屋 明倫堂
な ご や めいりんどう

桑名 立教館
くわ な りっきょうかん

姫路 好古堂
ひめ じ こう こ どう

松江 修道館
まつ え しゅうどうかん

岡山 花畠教場
おかやま はなばたけきょうじょう

広島 修道館
ひろしま しゅうどうかん

飫肥 振徳堂
お　び しんとくどう

 振
し ん

徳
と く

堂
どう

（宮
みや

崎
ざき

県日
にち

南
なん

市　飫
お

肥
び

城
じょう

下
か

町
まち

保
ほ

存
ぞん

会
蔵）　飫肥藩

は ん

の藩校で，明
めい

治
じ

時代に外務大臣
となった小

こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろう

（ P.189）もここで学び
ました。

11  閑
しず

谷
た に

学
が っ

校
こ う

（岡
おか

山
やま

県備
び

前
ぜん

市　特別史
し

跡
せき

旧閑谷
学校顕

けん

彰
しょう

保存会蔵）　岡山藩が1670年に建て
た現存する世界で最も古い庶

し ょ

民
み ん

のための公
立学校です。国宝

12

 養
よ う

賢
け ん

堂の旧正門（宮
みや

城
ぎ

県仙
せん

台
だい

市　泰
たい

心
しん

院
いん

山
門）　仙台藩の藩校の建物のなかで，唯

ゆい

一
いつ

残
されたものです。

15

 酒井館長18

 弘
こ う

道
ど う

館
か ん

（茨
いばら

城
き

県水
み

戸
と

市　弘道館事務所蔵）　
水戸藩の藩校で，当時の敷

し き

地
ち

面積は藩校と
して日本最大規

き

模
ぼ

の広さがありました。

13

 庄内藩の藩校致
道館（上）と 20致道博
物館に保存されている
明治時代に建てられた
旧西

にし

田
た

川
がわ

郡役所（下）

19

館長の酒
さ か

井
い

さんの話　城下町鶴岡の致道博物館は鶴ヶ岡城
じょう

三
の丸にあります。庄

しょう

内
な い

藩は徳
と く

川
が わ

四天王の一人である酒
さ か

井
い

忠
た だ

次
つ ぐ

を祖とし，3代忠
た だ

勝
か つ

が1622年に鶴岡へ入り，以来酒井家が治
めました。博物館は，1950（昭和25）年，16代忠

た だ

良
な が

が郷
きょう

土
ど

文
化向上のため，旧藩校致道館の資料および土地建物を寄付し
て発足しました。そして，貴

き

重
ちょう

な建物保存や美術・歴史・民
俗・考古資料など多分野にわたって発信しています。博物館
名は，藩校名にちなみ，論

ろ ん

語
ご

の「君
く ん

子
し

学んで以
も っ

てその道を致
い た

す」が出典で，致道館精神「人は大
た い

宝
ほ う

」を受けついでいます。

致
ち

道
ど う

博物館（山
やま

形
がた

県鶴
つる

岡
おか

市）

 主な藩校　武士
の子どもは，12歳

さ い

ごろ
から藩校に通いました。
江戸時代中期までは儒

じ ゅ

学
がく

が中心で，後期にな
ると，算学・医学・洋
学・兵学などの実用的
な科目を学びました。
資料活用 みなさん

の地
ち

域
い き

で，藩校が前身
の学校があるか調べま
しょう。

14

 関
せき

孝
た か

和
かず

の著
ち ょ

作
さ く

（『括
かつ

要
よう

算
さん

法
ぽう

』　
東京都　国立国会図書館蔵）　円
周率の計算について解説して
いる部分です。

16

 『農業全書』
（国立国会図書館蔵）

17

144

することから，軍事的にも重要でした。そのため政府は，1906年に
主要な鉄道を国有化しました。
　政府から鉱山や工場の払

は ら

い下げを受けた三
み つ

井
い

・三
み つ

菱
び し

・住
す み

友
と も

などは，
金
き ん

融
ゆ う

・貿易・鉱山を多角的に経営する財
ざ い

閥
ば つ

となり，日本経
け い

済
ざ い

を支配
するようになりました。

日本の主要産業である紡績業・製糸業を支え
たのは，出かせぎの若

わ か

い女子労働者でした。
安い賃

ち ん

金
ぎ ん

で，紡績の場合は昼夜 2交代の12時間，製糸では 1日14時
間以上も働く場合もありました。こうして安い綿糸や生糸が生産さ
れ，外国製品との価格競争に勝つことができたのです。しかし不衛
生な寮

りょう

での生活や厳しい徹
て つ

夜
や

労働のため，肺
は い

結
け っ

核
か く

で死
し

亡
ぼ う

する者もあ
り，深

し ん

刻
こ く

な社会問題となりました。この時期には，児童の工場労働
などの問題もありました。
　資本主義経済の発達によって農家でも現金の支出が増えました。
地

ち

租
そ

の支払いや生活用品・肥料購
こ う

入
にゅう

のための借金で，農民が土地を
失って小作人となる傾

け い

向
こ う

が続きました。地主は，収
しゅう

穫
か く

高の半分もの
小作料を取り，それを換

か ん

金
き ん

して事業や株
か ぶ

に投資する資本家となりま
した。小作人は，農業では生活ができずに，工場に出かせぎに行く
人，一家で都市へ流出していく人もありました。産業革命は人々の
生活を便利で豊かにしましたが，他方で貧富の差を拡

か く

大
だ い

させました。

6

P.212

P.163

7

P.310

産業革命によって，なぜ人々の生活は
苦しくなったのでしょうか。

深めよう

普通選挙には，どのような意義があった
のか説明しましょう。

確認

労働者と農民

産業革命が人々の生活にあたえた影響に
ついて説明しましょう。

確認

 製糸工女の一日（『職工事情』）6

 全耕地における小作地率の移り変わり
（『近代日本経済史要覧』）
7

1873年の小作地率を100としたときの数値
1873～92年までは，北海道を除く数値

すう ち

のぞ

100

120

140

160

180

081903979287831873年

24

3

6

12

915

18

21

朝食

昼食

夕食

入浴など

睡眠
すいみん 起床

き しょう

3月・10月前半の
就業時間
（1日14時間30分）

就業
就業

就業 就業

（長野県平野村の製糸場）
ひら  のなが の

しゅうぎょう

せい  し

　明治から昭和にかけて，筑
ち く

豊
ほ う

炭田（福岡県）で働
く炭

た ん

坑
こ う

夫
ふ

（石炭を掘
ほ

る人）のなかに，山本作兵衛が
いました。作兵衛は，第二次世界大戦後，石炭の
産出量が減り，炭坑が閉山となっていくなか，子

し

孫
そ ん

に，自分が働いた炭坑のようすを伝えたいと思
い，炭坑夫の仕事や，その生活，そして家族のよ
うすを絵と文で表しました。
　作兵衛が残した作品は，2011（平成23）年，日
本の近代産業の発展を支えた炭鉱で働いた労働者
によって，その現場が表された重要な記録として，
日本で初めてユネスコ「世界の記

き

憶
お く

（世界記憶遺
い

産
さ ん

）」に登録されました。

5

4

山
や ま

本
も と

作
さ く

兵
べ

衛
え

の炭
た ん

坑
こ う

記録画
（福

ふく

岡
おか

県田
た

川
がわ

市）

 立ち掘り（©Yamamoto Family　福岡県　田川
市石炭・歴史博物館蔵）　男性だけでなく，女性も
働いていました。

4

 山本作兵衛（1892～1984）（撮影：橋
はし

本
もと

正
まさ

勝
かつ

）5

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

20

211

103

現在も残る鞆の港
各地から伝わった
とされるかめ

　はるとさんの班は，出土
した交易品がどうやって草
戸千軒町遺跡までやって来
たのか，本や地図を見て，
調べることにしました。

　はるとさんの班は，調べてきたことを新
聞形式にまとめ，発表することにしました。

調べてみると，草戸千軒町遺
跡へは，山

さ ん

陽
よ う

道や芦
あ し

田
だ

川
が わ

，鞆
と も

を通じて，交易品が運ばれて
いたことがわかりました。

また，大
お お

田
た の

荘
しょう

から尾
お の

道
み ち

への道は，江
え

戸
ど

時代に
なると石

い わ

見
み

銀山から尾道にのびる銀山街道と
して，整備されるようになったそうです。

調べたことをまとめる方法は，
新聞のほかに歴史地図や歴史年
表などがあります。

調べたことを深める3

調べたことをまとめる4 歴史新聞づくりのポイント
基本設定
・だれに向けてどんなことを伝えたいのかを考える。
紙面づくり
・調べたことを自分の言葉に書き直して記事にする。
・ 文章以外に，イラストや写真を入れて，わかりやすい紙面
を心がける。

・新聞をつくって考えたことを書くコーナーを，必ず設ける。

はかたの つ
博多津へ

ひ
ょ
う
ご
の
つ

兵
庫
津
へ

おおたのしょう
大田荘

おのみち
尾道

とも
鞆

水運・海運
山陽道（推定）
大田荘から
尾道までのルート

さんよう

2021年度版中学社会歴史的分野教科書
R303_07t1_04

中世のころの交易ルート

2019年2月　地図制作：ジェイ・マップ

新規作成

草戸千軒町遺跡

芦
田 川

どくさ せんげんちょういせき

あし
だ

おか やまひろ しま

岡山県広島県

10km0

いわ
石見銀山 こう

み
ざん

ぎんざん

甲山
おおたのしょう
大田荘

しものせき
下関

おのみち
尾道

とも
鞆

せ と ない かい

瀬 戸 内 海

日 本 海

銀の輸送路

2021年度版中学社会歴史的分野教科書
R303_07t1_05

近世のころの銀の輸送路

2019年2月　地図制作：ジェイ・マップ

新規作成

　草
戸
千
軒
町
遺
跡
は
、
広
島
県

福
山
市
を
流
れ
る
芦あ

し

田だ

川
の
川
底

か
ら
発
見
さ
れ
た
。
遺
跡
の
出
土

品
か
ら
、
当
時
の
人
々
の
生
活
の

よ
う
す
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　遺
跡
か
ら
は
、
宋そ

う

銭せ
ん

や
海
外
産

の
陶と

う

磁じ

器き

な
ど
、
国
外
か
ら
の
交

易
品
も
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
世
界
と
の
交
流
は
、
鞆と

も

に
あ
る

港
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
鞆
は
尾

道
や
兵ひ

ょ
う

庫ご
の

津つ

、
博は

か

多た
の

津
と
結
ば
れ

た
瀬せ

戸と

内な
い

海か
い

の
重
要
な
港
で
あ
る
。

芦
田
川
の
河
口
に
あ
っ
た
草
戸
千

軒
は
鞆
と
つ
な
が
り
、
鞆
を
通
じ

て
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
だ
。

　出
土
し
た
木も

っ

簡か
ん

か
ら
は
、
芦
田

川
を
通
じ
て
近
く
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
か
ら
物
資
が
集
め
ら
れ
、
取

り
引
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
瀬せ

戸と

・
常と

こ

滑な
め（

愛あ
い

知ち

県
）・
和い

ず

み泉（
大お

お

阪さ
か

府
）・
備び

前ぜ
ん（

岡お
か

山や
ま

県
）の
つ
ぼ
や
か
め
な
ど
が
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
各

地
と
の
つ
な
が
り
も
読
み
取
れ
る
。

　五
百
年
以
上
も
前
の
く
ら
し
が
、

発は
っ

掘く
つ

と
研
究
に
よ
っ
て
み
ご
と
に

復
元
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
海
外

と
の
交
流
が
確か

く

認に
ん

さ
れ
る
な
ど
、

想
像
以
上
に
国
際
的
だ
っ
た
。

草戸千軒町遺跡
くさ ど せんげんちょう い せき

300m0 300m0

広島県立歴史博物館

草戸千軒町遺跡
くさ ど せんげんちょう い せき

草戸大橋

ふくやま

あ
し

だ

芦

川

田

学
習
を
終
え
て

出
土
品
は
語
る

川
底
か
ら
よ
み
が
え
る
町

草
戸
千
軒
か
ら
世
界
へ

○年○月○日発行
○中学校○年○組○班

5中世のころの交易ルート

4 近世のころの銀の輸送路

年貢など

交易品

交易品

第 1 編　私たちと歴史

卑
ひ

弥
み

呼
こ

，聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

，小
お

野
の の

妹
い も

子
こ

，中
なかの

大
お お

兄
え の

皇
お う

子
じ

，中
な か

臣
とみの

鎌
か ま

足
た り

，聖
しょう

武
む

天
て ん

皇
の う

，行
ぎょう

基
き

，鑑
が ん

真
じ ん

，藤
ふ じ

原
わらの

道
み ち

長
な が

，紫
むらさき

 式
し き

部
ぶ

，
清
せ い

少
しょう

納
な

言
ご ん

，平
たいらの

 清
き よ

盛
も り

，源
みなもとの

 頼
よ り

朝
と も

，源 義
よ し

経
つ ね

，北
ほ う

条
じょう

時
と き

宗
む ね

，足
あ し

利
か が

義
よ し

満
み つ

，足利義
よ し

政
ま さ

，雪
せ っ

舟
しゅう

，ザビエル，織
お

田
だ

信
の ぶ

長
な が

，
豊
と よ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

，徳
と く

川
が わ

家
い え

康
や す

，徳川家
い え

光
み つ

，近
ち か

松
ま つ

門
も ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

，歌
う た

川
が わ

広
ひ ろ

重
し げ

，本
も と

居
お り

宣
の り

長
な が

，杉
す ぎ

田
た

玄
げ ん

白
ぱ く

，伊
い

能
の う

忠
た だ

敬
た か

，ペリー，
勝
か つ

海
か い

舟
しゅう

，西
さ い

郷
ご う

隆
た か

盛
も り

，大
お お

久
く

保
ぼ

利
と し

通
み ち

，木
き

戸
ど

孝
た か

允
よ し

，明
め い

治
じ

天皇，福
ふ く

沢
ざ わ

諭
ゆ

吉
き ち

，大
お お

隈
く ま

重
し げ

信
の ぶ

，板
い た

垣
が き

退
た い

助
す け

，伊
い

藤
と う

博
ひ ろ

文
ぶ み

，
陸
む

奥
つ

宗
む ね

光
み つ

，東
と う

郷
ご う

平
へ い

八
は ち

郎
ろ う

，小
こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろ う

，野
の

口
ぐ ち

英
ひ で

世
よ

（生没年：966～1027）

調べ学習のポイント

相手に伝わる説明のしかた

人物を調べるポイント
・生

せ い

没
ぼ つ

年はいつでしょうか。
・ その人物が生きた時代は，どのような世

の中だったのでしょうか。
・ その人物は，どのようなことを行い，そ

の時代にどのような影
え い

響
きょう

をあたえたので
しょうか。　

私はこの3名を
選びました。

あなた自身は，小学校の授業でどの人物について学習しましたか。

上の一覧表で示した人物のなかで，歴史を大きく変えた人物はどの人だと思い
ますか。あなた自身の考えをもとに，3名を選び出しましょう。

あなたが選んだ人物は，どのように「歴史を大きく変えた」といえそうですか。
スキルUPコーナーを確

か く

認
に ん

しながら，班
は ん

の人に説明しましょう。

この人物を選んだ理由

です。藤原道長

　藤原道長が生きていた時代は，朝
ちょう

廷
て い

内で貴
き

族
ぞ く

が

力をもっていました。そのなかで道長は，自分の

むすめを天皇のきさきとして，生まれてきた子を天

皇にしました。そして，天皇に代わって政治を動

かすようになり，朝廷の権
け ん

力
りょく

を一手ににぎりまし

た。こうしたことから道長は，歴史を大きく変えた

人物だと思います。

下の一
い ち

覧
ら ん

表に書かれた人物を，次の二つに分けましょう。

A　主に政治の動きのうえで活
か つ

躍
や く

した人物　➡　人物名に  の下線を引こう
B　主に文化のうえで活躍した人物　　　　➡　人物名に  の下線を引こう

歴史を大きく変えた人物はだれだろう？

１．聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

２．藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

３．徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

ふ
り
返
り

1

2

3

4

課
題

調
査

私が歴史を大きく変えたと
思う人物  　　　  は2人目

ゆきさんの答え

　自分の考えを説明するときは，どのよう
な説明をすれば，聞いている人が理解しや
すいのか，考えるようにしましょう。
　何を言いたいのか，ポイントを最初に説
明して，気づいたことだけでなく，その理
由などをつけ加えて話しましょう。

4

3
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－広
ひ ろ

島
し ま

県福
ふ く

山
や ま

市－
草
く さ

戸
ど

千
せ ん

軒
げ ん

町
ち ょ う

遺
い

跡
せ き

を調べる

　遺跡からの出土品には，ほかの地域でつくら
れたとみられるものがありました。はるとさん
の班

は ん

は，調べるテーマを「遺跡からの出土品」
に決め，博物館へ行って調べることにしました。

中世のころは，草戸千軒
町遺跡の近くまで，海が
せまっていたそうです。

歴史博物館に行こう

草戸千軒町遺跡について調べる1

歴史博物館で調べる2

福山市

草戸千軒町遺跡

広島県

博物館の見学のしかた
●見学するにあたって
・テーマに従

したが

い，めあてをもって見学する。
●チェックリストを作成する
例／調べるテーマが「遺跡からの出土品」の場合
□いつの時代のものだろうか
□何に使うものだろうか
□どこでつくられたものだろうか
　国内だけでなく，国外から運ばれたものはないだろうか
□どのような内容だろうか
　文字が書いてある場合は，解説パネルやキャプションを
　参考に調べよう
・ 学芸員やボランティアのガイドの方に解説してもらったり，質問した
りすることを整理しておく。
・見学で気づいたことや疑

ぎ

問
もん

に思ったことはメモを取る。
・班ごとに行動し，博物館の注意事

じ

項
こう

は守る。

見学の結果，国
内だけでなく，
国外からやって
きた交易品も出
土していること
がわかりました。

図書館やインターネットを利用して，遺跡のあら
ましを確かめましょう。
　・いつごろの遺跡か
　・どのような遺跡（墳

ふ ん

墓
ぼ

，市街，建築物）か
　・どんな遺物が出土しているか
　・どんなことがわかっているか
班ごとに調べるテーマを決めましょう。
　・例／生活のようす／仕事のようす／経

け い

済
ざ い

や交易
　　のようす／ほかの地域との結びつき　　　など

1

2

2博物館での見学のようす

3 輸入された宋
そ う

銭
せ ん

（写
真提供：広島県立歴史博物館）

1復元された草戸千軒町遺跡（写真提供：広島県立歴史博物館）

でか
けよう!

　私たちの地
ち

域
いき

に，中世の港町・市
いち

場
ば

町として栄えた草
くさ

戸
ど

千
せん

軒
げん

町
ちょう

遺
い

跡
せき

があります。
本やインターネットを利用するほか，歴史博物館を訪

たず

ねて調べることにしました。

広島県立歴史博物館の 
ウェブサイト

技能については，情報を
「収集する」・「読み取る」・
「まとめる」の三つの段階に

対応した事例を紹介
しています。

基本方針3
学びを
日々の生活や
社会に活かす

　よりよい未来を構想するにあたって，過去の人々がどのような課題にぶつかり，解決に向け
て取り組んできたかを知ることは大切です。第２編から第６編では，そうした先人の取り組み
を学ぶコラムを用意し，未来の構想に備えられるようにしました。

↑P.189

→P.102

↓P.103

→P.211

↑P.144

↓P.141

→P.79

↓P.8

伝統と文化

先人
に学ぶ

鎌倉時代には，公
く

家
げ

を中心とした伝統文化の
うえに，武

ぶ

士
し

や民
みん

衆
しゅう

にもわかりやすい文化が
発達しました。
　文学では，合戦のようすをえがいた軍記物語がつくられ，なかで
も『平

へい

家
け

物
もの

語
がたり

』は，琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

によって武士や民衆にも広められまし
た。公家のあいだでは，叙

じょ

情
じょう

的な和歌が好まれて『新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』
がまとめられ，時代の変化をみつめた鴨

かもの

長
ちょう

明
めい

の『方
ほう

丈
じょう

記
き

』や，兼
けん

好
こう

法師の『徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

』などの随
ずい

筆
ひつ

集が書かれました。
　建築では，源

げん

平
ぺい

の内
ない

乱
らん

で平
へい

氏
し

に焼かれた東
とう

大
だい

寺
じ

が，公家や武家だ
けでなく，庶

しょ

民
みん

からも寄付を集めて復興され，中国の宋
そう

の様式をと
り入れた南

なん

大
だい

門
もん

などが建てられました。
　美術では，人間の姿

すがた

をありのままにあらわそうとする風
ふう

潮
ちょう

が強ま
り，東大寺南大門の金

こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

のように，写実的で力強い彫
ちょう

刻
こく

がつ
くられました。また，戦いや高

こう

僧
そう

の伝記，寺社の歴史などを題材と
した絵

え

巻
まき

物
もの

がつくられ，そのなかでは，武士や民衆の姿もいきいき
とえがかれています。

7 8

P.71
3 4

1 2

鎌
か ま

倉
く ら

時代の文化

鎌
か ま

倉
く ら

時代の文化と仏教
－戦

せ ん

乱
ら ん

・ききん・災害と救い－学習  課題
鎌倉時代の文化は，古代の文化
とどのようなところが異

こ と

なって
いるのでしょうか。

見方・考え方

建築や彫
ちょう

刻
こく

の手法，仏教の修行や布教
のしかたに着目しましょう。

比較

 東大寺伽
が

藍
らん

（奈良市）6

 琵琶法師（慕
ぼ

帰
き

絵
え

詞
ことば

〈模
も

本
ほん

〉　東
とう

京
きょう

国立博物
館蔵）　各地をまわり，琵琶を弾

ひ

きながら『平
家物語』を語り聞かせました。

8

東大寺の再興と重
ちょう

源
げ ん

－再興を支えた中世の人々－
　東大寺は，源平の内乱が始まった1180年に平氏に
焼き討

う

ちされ，寺の大半が焼失しました。
　翌

よ く

年
ね ん

，後
ご

白
し ら

河
か わ

法
ほ う

皇
お う

は，僧の重源を東大寺再興にあた
らせました。61歳

さ い

の重源は全国各地をまわり，源
みなもとの

頼
よ り

朝
と も

の資金協力を得たほか，皇
こ う

族
ぞ く

・貴
き

族
ぞ く

や庶民からも寄付
を集めました。奥

お う

州
しゅう

藤
ふ じ

原
わ ら

氏（ P.69）からも大量の金が
納
お さ

められました。大仏の鋳
ちゅう

造
ぞ う

は，宋の技術者陳
ち ん

和
な

卿
け い

の
協力で乗りこえ，日本の仏師と共同で進められました。
　大仏の修理が終わり，開

か い

眼
げ ん

供
く

養
よ う

が行われたのは，
1185年８月でした。重源は，その後も宋の技術や知
識をとり入れながら大仏殿

で ん

や南大門などを再建し，東

　祇ぎ

園お
ん

精し
ょ
う

舎じ
ゃ

の
鐘か

ね

の
声
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

無む

常じ
ょ
う

の
響ひ

び

き
あ
り
。
沙し

ゃ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

の
花
の
色
、
盛じ

ょ
う

者し
ゃ

必ひ
っ

衰す
い

の
こ
と

わ
り
を
あ
ら
わ
す
。
お
ご
れ
る

人
も
久
し
か
ら
ず
、
只た

だ

春
の
夜よ

の
夢
の
ご
と
し
。
た
け
き
者
も

遂つ
い

に
は
ほ
ろ
び
ぬ
、
ひ
と
え
に

風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
。

 
 

平
家
物
語

7

大寺再興に尽
じ ん

力
りょく

しました。86歳で重源が亡
な

くなると，
栄
よ う

西
さ い

（ P.81）が重源の役
や く

割
わ り

を引きつぎました。
　こうして重源を中心に，多くの人々の協力で東大寺
は再興され，奈良時代の姿を取りもどしました。

え い さ い

 重源（1121～1206）（俊
しゅん

乗
じょう

房
ぼう

重源像　東大寺蔵）国宝5

正
しょう

倉
そう

院
いん

（正倉）

大
だい

仏
ぶつ

殿
でん

南
なん

大
だい

門
もん

3
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世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

　「長年使用されなかった鍵
か ぎ

が，錠
じょう

前
ま え

の中で音を立て
たときの感

か ん

激
げ き

は，何
い

時
つ

までも忘
わ す

れることができない。
厨
ず

子
し

（仏像のお堂）の扉
とびら

を開くと，木
も

綿
め ん

の布を包帯のよ
うに幾

い く

重
え

にもきっちりと巻
ま

きつけてある背
せ

丈
た け

の高いも
のがあらわれた。……ついに，巻きつけてある最後の
覆
お お

いがパラリと落ちると，この驚
きょう

嘆
た ん

すべき世界に比類
のない彫

ちょう

像
ぞ う

は，数世紀をへて我
わ れ

々
わ れ

の前に姿
すがた

をあらわし
たのである。」
　これは，1884（明治17）年８月にアメリカ人のフェ
ノロサが，文

も ん

部
ぶ

省
しょう

の職員であった岡
お か

倉
く ら

天
て ん

心
し ん

らと法隆寺
夢殿の秘

ひ

仏
ぶ つ

「救世観音像」の封
ふ う

印
い ん

を解いたときの感動
のようすです。
　このころの日本では，近代化を急ぐ政

せ い

策
さ く

が進められ
るなかで，日本の伝統的な美術や工芸品などの価

か

値
ち

が
評価されないまま，大量に海外に流出していました。

　アーネスト=フェノロサは，1878年にアメリカから
来日し，東

と う

京
きょう

大学で哲
て つ

学
が く

や経
け い

済
ざ い

学
が く

を教えていましたが，
日本美術に関心をもち，日本画の復興に力をつくしま
した。なかでも，狩

か の う

野芳
ほ う

崖
が い

を支
し

援
え ん

したことはよく知ら
れています。1890年には帰国してボストン美術館東
洋部長になり，日本美術の海外への紹

しょう

介
か い

に努めました。
　岡倉天心は，越

え ち

前
ぜ ん

福
ふ く

井
い

藩
は ん

士
し

の次男として横
よ こ

浜
は ま

で生ま
れ，東京大学の文学部でフェノロサに学び，助手とし
て行動をともにして日本美術への関心を深めていきま
した。東京美術学校（現東京芸術大学）の開校に取り組
み，若

わ か

い日本画家を育てました。
　また，ボストン美術館の中国・日本部長に就

しゅう

任
に ん

し，
英文の著

ち ょ

作
さ く

『茶の本』などを通じて，日本の美術や文
化を欧

お う

米
べ い

の人々に積極的に紹介するなど，国際的な視
し

野
や

をもって活動しました。

近代社会に日本をみつめ直す 
－岡

おか

倉
く ら

天
て ん

心
し ん

とフェノロサ－伝統と文化

先人
に学ぶ

　こうした状
じょう

況
きょう

に危
き

機
き

感
か ん

をもった岡倉天心は，
フェノロサと行った奈

な

良
ら

の古社寺調査をまとめ
た報告書「美術保

ほ

存
ぞ ん

ニ付意見」を1886年に文
部省に提出し，1897年に「古社寺保存法」が
制定されるきっかけをつくりました。

●法
ほ う

隆
りゅう

寺
じ

夢
ゆ め

殿
ど の

の救
く

世
ぜ

観
か ん

音
の ん

像の開
か い

扉
ひ

●フェノロサと岡倉天心

1法隆寺夢殿の救世観音像（奈良県　法隆寺蔵）� �
国宝

3フェノロサ
（1853～1908）

2岡倉天心  
（1862～1913）
（茨

いばら

城
き

県天心記念
五
い づ ら

浦美術館蔵）

3

1

2

 六角堂（茨城県北
き た

茨
いばら

城
き

市）　
岡倉天心の活動の拠

き ょ

点
て ん

として
建てられました。2011年の東
日本大震災で一部が流失しま
したが，その後再建されました。

4

現状維
い

持
じ

を修理の原
則（ P.58～59）と
する岡倉天心の考え
は，現在に受けつが
れています。

189

かったので，飛
あ す か

鳥時
じ

代
だい

とよばれています。

６世紀の中ごろ，百
く だ ら

済から仏
ぶっ

教
きょう

が伝えられま
した。蘇我氏は早くから仏教を信じ，日本最

初の本格的な寺院である飛鳥寺を建てました。また， ７世紀初めに
は，聖徳太子が斑

いか

鳩
るが

（奈良県）に法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

，難
な に わ

波（大
おお

阪
さか

市）に四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

を
建て，仏教をあつく信

しん

仰
こう

しました。法隆寺の五
ご

重
じゅうの

塔
とう

・金
こん

堂
どう

などは現
げん

存
そん

する世界最古の木造建築で，釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

や玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

はこの時代の
代表的な美術作品です。寺院の建設や仏像の製作には，主として渡
来人の子孫があたりました。
　このころの仏教は，高度な思想が理解されたというよりも，病気
を治したり，先祖の冥

めい

福
ふく

を祈
いの

ったりするための新しい宗
しゅう

教
きょう

と考えら
れていました。大

や ま と

和とその周辺地
ち

域
いき

の豪族たちも，しだいに仏教を
受け入れていき，それまでの古

こ

墳
ふん

に代わって，自分たちの権
けん

威
い

のシ
ンボルとして寺院を建てていきました。
　飛鳥時代に栄えた，仏教を中心とする文化を飛

あ す か

鳥文
ぶん

化
か

とよんでい
ます。 ７世紀初めには，主に南北朝時代の中国の文化が，朝

ちょう

鮮
せん

を通
じて伝えられました。遠くインドやギリシャなどの文化の影

えい

響
きょう

も見
られます。やがて，留学生や留学僧が唐から帰国してくると，唐の
文化の影響が強くなりました。

ペ ク チ ェ P.26

P.43

1

3

P.33
6

飛
あ す か

鳥文化

蘇我氏と聖徳太子がこのような政治を
行った理由について，説明しましょう。

確認

 ６～７世紀初めの日本と東アジアの動き5
 蘇我氏と天皇家との結びつき7

 唐
か ら

草
くさ

文
もん

　ギリシャ・ローマで流
行し，中国をへて日本に伝わりました。
日本では６世紀ごろから建築・彫

ちょう

刻
こく

に使われるようになりました。

6

蘇我氏や聖徳太子は，なぜ熱心に仏教
を信じて，次々に寺院を建てたので
しょうか。

深めよう

 仏教が伝わったころ，仏（像）は，外国の神
ととらえられていました。
3

年 できごと
６世紀中ごろ 百

く だ ら

済から仏教が伝わる
587 蘇

そ

我
が

氏が物
もの

部
のべ

氏
し

をほろぼす
589 隋

ずい

が中国を統一する
593 聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が政治に参加する
603 冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

が定められる
604 十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

が定められる
607 小

お

野
のの

妹
いも

子
こ

が隋
ずい

に派
は

遣
けん

される（遣
けん

隋
ずい

使
し

）
618 隋がほろび，唐

とう

が中国を統一する

系
け い

図
ず

の見方
　系図は，祖先と子孫などの関係を線で記したものです。右の系図の
場合，上下線は親子関係，左右線は兄弟姉妹関係，二重線は婚

こ ん

姻
い ん

関係
をあらわします。この系図は，蘇我氏と天皇（皇

こ う

族
ぞ く

）との関係を中心に
記しています。
資料活用 聖徳太子と蘇我氏はどのような関係だったのか，系図から

読み取りましょう。

 飛鳥時代の日本の仏像（左：弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像　高さ123.3cm　京
きょう

都
と

市　広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵）国宝
と 9 朝鮮の仏像（右：高さ93.5cm　大

だい

韓
かん

民
みん

国
こく

国立
中央博物館蔵）

8

ギ
リ
シ
ャ
日
本

　　　　　　こんいん
　　　婚姻関係　　　　親子・兄弟姉妹関係　
太字 教科書に登場する人物
　蘇我氏　　天皇（数字は表中の即位順序）　　女性

い
な  

め
稲
目

馬
子

  

す 

し
ゅ
ん

崇
峻

き
ん
め
い

欽
明

す
い
こ

よ
う
め
い

う
ま
こ

し
ょ
う
と
く
た
い
し

推
古

聖
徳
太
子

用
明

  

び 

だ
つ

敏
達

じ
ょ
め
い

舒
明

て
ん  

む
天
武

て
ん  

じ
天
智

い
る  

か
入
鹿

こ
う
ぎ
ょ
く

　
さ
い
め
い

皇
極（
斉
明
）

こ
う
と
く

孝
徳 え

み
し

蝦
夷

1

2

6 8

5 3 4

7

9

11 10

そ が し てんのう
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↑P.41

菩薩とは，菩
ぼ

提
だ い

（悟り）を求め
て精

しょう

進
じ ん

する者という意味で，
修
し ゅ

行
ぎょう

中の人をいいます。

菩薩像

弥勒菩薩　観
かん

世
ぜ

音
おん

菩薩　日
にっ

光
こう

菩
薩　月

がっ

光
こう

菩薩　文
もん

殊
じゅ

菩薩　など

主な菩薩

 平
びょう

等
ど う

院
いん

鳳
ほ う

凰
お う

堂
どう

の阿
あ

弥
み

陀
だ

如来像 国宝16  広
こ う

隆
りゅう

寺
じ

の弥
み

勒
ろく

菩薩半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
国宝

17

明王は，悪を退治する役目を担
にな

い，
両目をかっと見開いた憤

ふん

怒
ぬ

の表情
で，おそろしい姿をしています。

明王像

不動明王　金
こん

剛
ごう

夜
や

叉
しゃ

明王　愛
あい

染
ぜん

明王　孔
く

雀
じゃく

明王　など

主な明王

 不
ふ

動
どう

明王像（東京国立博物館蔵）18

如来像は，仏教を開いたシャカ
の姿をモデルとしています。如
来とは，仏教の悟りを開いた者
のことです。

如来像

釈
しゃ

迦
か

如来　薬
やく

師
し

如来　阿弥陀如来　
大
だい

日
にち

如来　など

主な如来

仏像の見方
　仏像は，信

し ん

仰
こ う

の対象である仏の姿
すがた

をあらわしたもので，悟
さ と

りを開いた者である如
に ょ

来
ら い

像を示します。
日本ではこれを広くとらえて，如来以外の菩

ぼ

薩
さ つ

・明
みょう

王
お う

・天
て ん

部
ぶ

像も含
ふ く

めて仏像とよんでいます。

 東大寺の持
じ

国
こく

天
て ん

 国宝19

天は，仏教以前からあったさまざま
な神々をとり入れたもので，仏教の
守護神の役

や く

割
わり

をもっています。

天部像

四天王　（持国天・増
ぞう

長
ちょう

天
てん

・広
こう

目
もく

天・
多
た

聞
もん

天＝毘
び

沙
しゃ

門
もん

天）　など

主な天

57
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←P.57

新しい時代を築く知恵とビジョンを！「歴史との対話」を未来に活かす

岡倉天心とフェノロサ

系図の見方

歴史新聞づくりのポイント

歴史上の人物の調べ方

博物館の見
学のしかた

仏像の見方
東京都

山形県鶴岡市

福岡県田川市

重源

情報を
収集する
技能

情報を
読み取る
技能 情報を

まとめる
技能

　課題に取り組む先人の姿を，伝統と文化，
国際交流， 産業の発展 ，災害復興，資源・環境，
命の尊さ の六つのテーマに分けて紹介して
います（一覧は教科書P.5に記載）。

先人に学ぶ

伝統と文化

先人
に学ぶ

　身近な地域から歴史を学ぶこと
のできる多様な事例を紹介してい
ます（一覧は教科書P.5に記載）。

地域に学ぶ

　未来を構想する学習のため
には，知識だけではなく技能の
習得も重要です。「スキルアッ
プ」では，歴史学習に必要な技
能を解説しています（一覧は教
科書P.5に記載）。

スキルアップ

16 17



新しい日文　　　教科書のポイント歴史

歴史を楽しく
確実に学ぶ

学習を支える
教科書
QRコンテンツ

学習上
配慮した点

分野をこえた
連携

教科書で取り上げた
主な地域事例

あらゆる教材から，歴史を多面的・多角的に
とらえることができます。

学習内容をさらに深めるための
コンテンツが充実しています。

他分野，他教科，小学校との
連携を意識しながら，
地域の実態に合わせた
カリキュラムを編成できます。

すべての生徒が使いやすいよう，
様々な工夫をしています。

各地域の様々な事例を取り上げています。

ポイント3

ポイント4

ポイント5

ポイント1

ポイント2

18 19



ポイント1

第 2編　古代までの日本と世界

　このような民主政治によって社会的に安定したアテネでは，
演
えん

劇
げき

や哲
てつ

学
がく

などの文化も発
はっ

展
てん

しました。
紀元前 ４世紀の後半になると，都市国家
に代わってギリシャ北部のマケドニア王

国が有力となり，アレクサンドロス大王のもとで，インダス川
にまで達する東方遠

えん

征
せい

が行われました。これによって，ギリシャ文
化は西アジアや内陸アジアにも伝えられ，それらの地

ち

域
いき

の文化に大
きな影

えい

響
きょう

をあたえることになりました。
イタリア半島の都市国家から出発したローマ
は，貴

き

族
ぞく

から構成される元老院と任期 １年の
二人の執

しっ

政
せい

官が，国の政治を指導する共
きょう

和
わ

政
せい

のもとで，勢力を拡
かく

大
だい

していきました。軍用の道路の整備などによって地中海の全域を征
服したローマは，紀元前 １世紀の末から皇

こう

帝
てい

によって統治されるよ
うになります。ローマ帝国の支配圏

けん

は，今日のヨーロッパ世界の基
き

礎
そ

となっています。ローマには，コロッセオのように巨大な娯
ご

楽
らく

施
し

設
せつ

が建設され，水道や浴場も整備されたので，人々は「ローマの平
和」とよばれる豊かなくらしを楽しむことができました。

P.20

7

5

6

紀元前 ８世紀の後半には，地中海の東部に，
数多くのギリシャ人の都市国家（ポリス）が成

立しました。これらの都市国家は，政治的にはたがいに独立してい
ましたが，その市民たちは，ギリシャ神話とよばれる共通の神々や
英
えい

雄
ゆう

たちをめぐる物語に基づいてオリュンピア競技会（古代オリン
ピック）のような祭典を行い，同じギリシャ人としての意識を高めて
いきました。また，アルファベットの普

ふ

及
きゅう

により，市民たちが社会
の取り決めを法

ほう

律
りつ

として共有し，それをふまえた話し合いによって
政治を行う習慣も広まっていきました。

そのような都市国家のなかで，紀元前 ６世紀
の末に民

みん

主
しゅ

政
せい

治
じ

を確立し，紀元前 ５世紀の初
めにペルシア軍の侵

しん

入
にゅう

をしりぞける戦いで中心的な役
やく

割
わり

を果たした
のがアテネです。アテネでは，国内の各地から毎年５00人の市民が
選ばれて政

せい

策
さく

を議
ぎ

論
ろん

し，彼らがまとめた提案は全市民が参加する民
会で決定されていました。くじで選ばれた市民が一年交

こう

替
たい

で行政を
担
たん

当
とう

し，裁
さい

判
ばん

も市民の会議によって行われていました。

1

2

都市国家の成立

アテネの民主政治

ローマ帝
て い

国
こ く

の繁
は ん

栄
え い

ヘレニズム時代

ギリシャ・ローマの文明
－ヨーロッパでめばえた文明－

4
学習  課題

ギリシャ・ローマの文明はどの
ようにおこり，どのように発

は っ

展
て ん

していったのでしょうか。

当時の民主政や共和政について，現代
と同じところ，異

こと

なるところはどこで
しょうか。

深めよう

見方・考え方

政治制度の特
とく

徴
ちょう

に着目しましょう。

推移

ギリシャ･ローマの政治のしくみと，生
みだされた文化について説明しましょう。

確認

どうしてこのよう
なものをつくった
のかな。

古代ギリシャの都市国家では，市民と
よばれる，たがいに対等で自由な身分
の成人男性が政治を行い，女性や奴隷
には参政権がありませんでした。

市民基本用語

アテネの場合のように，市民全員が民
会などを通じて平等に政治に参加する
ことのできる制度は，民主政とよばれ
ています。

民主政基本用語

ローマの場合のように，選ばれた少数
の身分の高い市民や裕福な市民に政治
が任される制度は，共和政とよばれて
います。

共和政基本用語

ソクラテスと民主政
歴史

　ギリシャの哲学者ソクラテスは，国
家の認

み と

める神々を信じず，若者たちを
まどわせているとして，一部の市民か
ら裁判に訴

うった

えられました。当時のアテ
ネでは，くじで選ばれた市民たちが，
原告と被告のそれぞれの主張を聞いた
あとに，多数決で判決を下していまし
た。
　ソクラテスは，裁判では訴えが不当
であると主張していましたが，投票に
よって有罪が決ま
ると，法律を尊

そ ん

重
ちょう

し，進んで死刑を
受け入れました。 パルテノン神

しん

殿
で ん

（ギリシャ／アテネ）　ギリシャの都市国家では，神殿のある丘
おか

を中心に
市街が広がり，街の中心には，市民が集まり話し合う広場がありました。世界遺産
1

 古代のギリシャのようす2

 ローマ帝国の支配圏7

 ソクラテス
（前 469？～前 399）
4

 コロッセオ（円形
闘
とう

技
ぎ

場
じょう

）（イタリア／
ローマ）世界遺産

5

 古代ローマの
水道橋（フランス／
ガール）　橋の上を
水が流れます。
世界遺産

6

大
西
洋

た
い
せ
い
よ
う

中

地
ち

黒  海
こっ かい

ちゅう

海
かい

ローマ

アテネ

ていこく

スパルタ

ペルシア
帝国ギリシャギリシャ

1000km0

古代ギリシャ本土と植民地

イベリア半島

R201_04_02
古代ギリシャのようす

 古代のギリシャとローマの動き3

年 できごと
紀元前8世紀後半 地中海東部に都市国家が成立
紀元前600世紀末 アテネで民主政治が確立
紀元前334 アレクサンドロス大王による東

方遠
えん

征
せい

（～前324）
紀元前2世紀 
中ごろ

共和政のもとで，ローマが地中
海に勢力を拡

かく

大
だい

する

大
西
洋

た
い
せ
い
よ
う

中

地
ち

黒  海

カス
 ピ
海

こっ かい

ちゅう

海
かい

か
いローマ

アテネ

エルサレム

アレクサンドリア

紀元前2世紀ごろの領域
紀元後1世紀ごろの領域
紀元後2世紀ごろの領域

りょういき

1000km0

R201_04_07
ローマ帝国の支配圏
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第 5編第 1章　日本の近代化

国会開設を約束した政府は，伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

をヨー
ロッパに派

は

遣
けん

して，君主権
けん

の強いドイツ（プ
ロイセン）憲

けん

法
ぽう

を中心に，国家制度について調査させました。 １年半
におよぶ調査から帰国した伊藤は，立

りっ

憲
けん

制国家の樹
じゅ

立
りつ

に向けて新た
な国家体制の整備に着手します。まず，華

か

族
ぞく

令を定めて華族の特権
を定め，また，国有林などを皇

こう

室
しつ

財産に移して，皇室の経
けい

済
ざい

的基
き

盤
ばん

を強化しました。
　１885（明治１8）年には，それまでの太

だ

政
じょう

官
かん

制を廃
はい

止
し

して，内
ない

閣
かく

制
せい

度
ど

を創
そう

設
せつ

しました。これによって新たに各省
しょう

の長官が国務大臣となり，
総理大臣を中心に直接天

てん

皇
のう

を補
ほ

佐
さ

する体制が樹立され，伊藤自らが
初代内閣総理大臣に就

しゅう

任
にん

しました。
国家体制の整備が進められるなか，伊藤は憲
法の草案づくりに取りかかります。草案は，

天皇の相談にこたえる機関として設置された枢
すう

密
みつ

院
いん

において，天皇
の出席のもと審

しん

議
ぎ

・修正されました。
　こうして１889年 2月１１日，天皇が国民にあたえるという形式で，
大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が発布されました。

2

P.180

4 1

内
な い

閣
か く

制度の成立

大日本帝
て い

国
こ く

憲法と
教育勅

ちょく

語
ご

大日本帝
て い

国
こ く

憲
け ん

法
ぽ う

の制定
－アジア初の立

り っ

憲
け ん

制国家へ－
3

学習  課題

見方・考え方

自由民権運動がめざした憲法と，大日
本帝国憲法のちがいに着目しましょう。

自由民権運動がおとろえた結果，
どのような憲法が制定されたの
でしょうか。

比較

天
て ん

皇
の う

が総理
大臣に憲

け ん

法
ぽ う

を手わたす
ことは，ど
のような意
味があるの
かな。

 憲法制定をめぐる動き3

 帝国憲法の発布式（東
とう

京
きょう

都　憲政記念館蔵）　帝国憲法は，皇
こ う

居
き ょ

で，明治天皇から内閣総理大臣の黒
く ろ

田
だ

清
き よ

隆
たか

に授
さ ず

けられました。1

学習した人物：伊藤博文小学校

　岩倉使節団の副
ふ く

使
し

として，大
お お

久
く

保
ぼ

利
と し

通
み ち

から信
し ん

頼
ら い

を得ました。利通の暗殺後は，
そのあとをつぎ，政府の中心的な地位に
立って，新しい国づくりを進めました。

  伊藤博文
（1841～1909）
（東京都　国立国会図書
館蔵）

2

近代国家の形成を
めざして

年 できごと
1882 伊

い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

が憲
けん

法
ぽう

調査で欧
おう

州
しゅう

に出発する
1885 内

ない

閣
かく

制度ができる
1889 大日本帝

てい

国
こく

憲法が発布される
1890 教育勅

ちょく

語
ご

が発布される

198

5

10

15

　オリンピック・パラリンピックや万博と日本との関わりを紹介するなど，国際交流の重要性や多様
性への理解について学ぶことができる教材も掲載しています。

歴史を楽しく
確実に学ぶ

歴史の学習をふまえ，
自分たちはどのように
行動すべきかを考える
ことができます。

第 3編　中世の日本と世界

モンゴル帝国の最大領土

元軍の進路

元の領土

マルコ=ポーロの行路

元に服属する国・地域
ち いき

平成28年度版中学校歴史
第３編世界地図

元図114%

中国に向かうキャラバン

ベネチア
コンスタンチノープル 元

げん

大
だい

都
と

（今の北
ペ
京
キン
）

朝
ちょう

鮮
せ ん

半島の高
こ う

麗
ら い

は，モンゴル軍の侵
し ん

入
にゅう

を受け
ると，30年にわたって抵

て い

抗
こ う

を続けましたが，
ついに元に服

ふ く

従
じゅう

させられました。フビライは高麗をなかだちにして
日本に使者を送り，武力を背

は い

景
け い

に国交をせまりましたが，幕
ば く

府
ふ

の執
し っ

権
け ん

北
ほ う

条
じょう

時
と き

宗
む ね

はこの要求をしりぞけ，西日本の御
ご

家
け

人
に ん

たちに防備を命
じました。
　1274（文

ぶ ん

永
え い

11）年，元は高麗に軍船や兵を出させ，約 3万の軍で
対
つ し ま

馬，壱
い

岐
き

をへて博
は か

多
た

湾
わ ん

（福
ふ く

岡
お か

市）に上陸しました。幕府軍は元軍の
集団戦法や火薬に苦戦し，大

だ

宰
ざ い

府
ふ

までしりぞきました。しかし，元
軍は夜になって海上に引きあげ，撤

て っ

退
た い

しました（文永の役
え き

）。

コ リ ョ

7

3 5

13世紀の初め，チンギス=ハンがモンゴル民
族を統一し，モンゴル帝

て い

国
こ く

を築きました。モ
ンゴル帝国は，アジアからヨーロッパにまたがる広大な地

ち

域
い き

である
ユーラシア大陸を支配しましたが，のちに分

ぶ ん

裂
れ つ

しました。東部を治
めたフビライ=ハンは，都を大

だ い

都
と

（今の北
ペ キ ン

京）に移し，国号を元
げ ん

と定
めました。フビライは，1279年に宋

そ う

をほろぼして中国全土を支配し
ました。
　モンゴル帝国が成立したことにより，交通路が整えられ，東西の
貿易や文化の交流が盛

さ か

んになりました。その交易の担
に な

い手となった
のは，イスラム教徒（ムスリム）の商人たちでした。

1

6 1

1

強大な
モンゴル帝

て い

国
こ く 元の襲

しゅう

来
ら い

元の襲
しゅう

来
ら い

と鎌
か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

－ユーラシアの帝
て い

国
こ く

と御
ご

家
け

人
に ん

の奮
ふ ん

闘
と う

－学習  課題
なぜ，2度も元軍をしりぞけた
のに，鎌倉幕府はおとろえたの
でしょうか。

見方・考え方

国内の戦いと，外国をむかえた戦いの
ちがいに着目しましょう。

比較

 元軍の進路5

 13世紀の日本と世界の動き2

 文永の役で元軍と戦う肥
ひ

後
ご

（熊
く ま

本
も と

県）の御家人の竹
た け

崎
ざき

季
す え

長
な が

（蒙
もう

古
こ

襲来絵
え

詞
ことば

　東京都　宮
く

内
ない

庁
ちょう

三の丸尚
しょう

蔵
ぞう

館
かん

蔵）　陶
と う

器
き

に火薬や鉄
て っ

片
ぺ ん

などをつめ
た元軍の火器「てつはう」が，爆

ば く

発
は つ

しているようすがえがかれています。「てつはう」は，現在も戦場あとから発見されます。
3

 幕府の役人と話す竹崎季長（蒙古襲来絵詞　東京都　宮内庁三の丸尚蔵館蔵）
資料活用 季長は，文永の役のあとに，何を訴

うった

えたのでしょうか。
4

学習した人物：北条時宗小学校

 彼らはその経
け い

済
ざ い

力・情報力・交易網
も う

によっ
てフビライ政

せ い

権
け ん

を支えました。
1

年 できごと
1206 チンギス=ハンがモンゴル帝

てい

国
こく

を築く
1271 フビライ=ハンが国号を元とする
1274 文

ぶん

永
えい

の役
えき

が起こる
1279 元が宋

そう

をほろぼし，中国全土を支配する
1281 弘

こう

安
あん

の役が起こる
1297 幕

ばく

府
ふ

が永
えい

仁
にん

の徳
とく

政
せい

令
れい

を出す

P.66～67の地図
と比べてみよう。

 フビライ=ハン 
（1215～1294） 

6

　私の時代になって，日本は一度も使い
を送って親交を結んでいない。日本が蒙
古の事情をよく知らないことを心配して，
特に使いを遣

つ か

わし，国書をもって私の考
えを知らせる。今後は，気持ちを通じ
あって仲よくしていこう。兵を用いるよう
になるのは，誰

だ れ

も好むところではないだ
ろう。

（『東
とう

大
だい

寺
じ

尊
そん

勝
しょう

院
いん

文書』より一部要約）

  フビライの国書7

玄　界　灘
げん　　かい　　なだ

大宰府
だ ざい ふ

合浦（今の馬山）
ハッ ポ

がっ ぽ マ サン
コ リョ

こう らい

つ
し
ま

い 　 き

ひら ど

平戸

対
馬

壱岐

たかしま

鷹島

高　麗

日

　
本

下
関

し
も
の
せ
き

は
か
た

ふ
く
お
か

博
多（
福
岡
）

石築地（元寇防塁）

文永の役の元軍進路

弘安の役の元軍進路

ぶんえい えき

いしつい  じ    げんこうぼうるい

こうあん

0 100km

今も残る石築地（福岡市，一部復元）

チンギス=ハン
（1162?～1227）

4

幕府の役人 竹崎季長

現在のモンゴルの騎馬

マルコ=ポーロ
（1254～1324）

高
こ う

麗
ら い

コ　  リョ

蝦
え

夷
ぞ

地
ち

鷹
たか

島
しま

鎌
かま

倉
くら

日本

琉
りゅう

球
きゅう

赤　道

 13世紀のユーラシア　チンギ
ス=ハンによる統一後，アジアと
ヨーロッパとのあいだで交易が盛
んになりました。中国にはイスラ
ム文化が伝えられ，ヨーロッパの
商人もおとずれました。一方で，
中国の火薬や木版印刷術がヨー
ロッパに伝えられました。

1

82 83

世
紀

B.C.

A.D.
1
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山
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10
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政治参加の歴史に学ぶ2課題例

「歴史との対話」を未来に活かす

天て
ん

皇の
う

や
貴き

族ぞ
く

の
政
治

武
士
の
政
治

議
会
政
治

戦後初の衆
しゅう

議
ぎ

院
い ん

議員総選挙に関する看
か ん

板
ば ん

（1946年）

政治参加の拡
か く

大
だ い

・民主政治の実現に向けたあゆみ

資料1

衆
しゅう

議
ぎ

院
い ん

議員・参議院議員選挙の投票率の推移資料2

資料3

2017年10月の第48回衆議院議員総選挙では，10歳代
が40.49％，20歳代が33.85％，30歳代が44.75％となっています。
（全年代を通じた投票率は53.68％）。若

じゃく

年
ね ん

層
そ う

全体としては，投票率はい
ずれの選挙でも他の年代と比べて，低い水準にとどまっています。

学習  課題
現在の普

ふ

通
つ う

選挙が実現された道のりを通
して，政治参加のもつ意味や意義につい
て考えましょう。

ステップ1 は，75年ほど前の日
本のようすです。人々は新しい選挙制度にど
のように取り組もうとしていたでしょうか。
資料1 を読み取りましょう。

公民的分野の学習に向けて

日本国憲
け ん

法
ぽ う

の三つの基本原則の一
つである国民主権や，議会制民主主義の意義
を学びましょう。
　民主政治をよりよく運営していくために，
どのようなことが必要か学びましょう。

政治単元

世代別投票率

　2016（平成28）年から，これまで満20歳
さい

以
上であった選挙権

けん

年
ねん

齢
れい

が，18歳以上に引き
下げられました。みなさんは，中学校を卒業
して数年で選挙権を得ることになります。
　国のあり方を考え，最終的に決めていく主
権者としての役

やく

割
わり

が求められます。

ステップ2

ステップ3

ステップ4

戦後，日本の国政選挙の投票
率は，どのように推

す い

移
い

しているでしょうか。

先人たちが政治参加を求め，
実現していく取り組みは，どのようなもの
だったでしょうか。

これまでのあゆみをふまえる
と，政治参加について，現代の課題は何で
しょうか。そして，私たちはどのように行動
すべきか，自分の考えをまとめましょう。

資料2

資料3

を読み取りましょう。

の政治の担
に な

い手の変
へ ん

遷
せ ん

や，
に着目しましょう。

古代ギリシャの民主政
・ 今から2600年ほど
前のアテネなどの都
市国家

王による圧政

●25歳以上の男子
●直接国税15円以上納税
1890（明治23）年　第１回衆議院議員
総選挙の有権者数
 全人口の　約1.1％

●25歳以上の男子
1928（昭和３）年　第16回衆議院議員
総選挙の有権者数
 全人口の　約19.8％

●20歳以上の男女
1946（昭和21）年　第22回衆議院議員
総選挙（戦後初）の有権者数
 全人口の　約48.7％

●18歳以上の男女
2017（平成29）年　第48回衆議院議員
総選挙の有権者数
 全人口の　約83.7％

議
会
に
よ
る
政
治
の

実
現
へ

議
会
に
参
加
で
き
る
人

の
拡か

く

大だ
い

を
求
め
る
努
力

政党政治の終わりと軍部の台頭
・五・一五事件（1932年）
・国家総動員法（1938年）
・大

た い

政
せい

翼
よく

賛
さ ん

会
か い

（1940年）

五・一五事件で政党内閣の時代が終わる。国家総
動員法が成立し，議会の承

しょう

認
に ん

なしで資
し

源
げん

と国民を
戦争に動員できるようになる。ほとんどの政党が
解散し，大政翼賛会にまとめられた。（ P.243，
245）

日本

古
代
ま
で

中
世

近
世

近
代

現
代

世界

直接民主制

政治参加のあり方

日本の有権者の広がり

すべての市民に，民会で直接意見をかわし
政
せい

策
さ く

を決定する権利があった。（ P.24～25）
民会に参加できるのは自由身分の成年男子

だけで，全成人の３割
わり

にもみたなかった。女性や
奴
ど

隷
れ い

には参政権がなかった。

意義

課題

イギリスの議会政治
・ 権利の章典  
（17世紀末）
・ 議院内

ない

閣
かく

制の確立，
議会政治の完成  
（18世紀）

王の権力をおさえて，議会の重
じゅう

視
し

と国民の
自由と権利を守る約束を獲

か く

得
と く

した（ P.165）。さ
らに政

せい

党
と う

から首
しゅ

相
しょう

が選ばれて内閣を組織する議会
政治が完成した。

選挙権は地主などに限定され，有権者は少
数であった。

意義

課題

市民革
か く

命
め い

・ アメリカ独立戦争  
（1776年）
・ フランス革命  
（1789年）

主権が国民にあることを宣
せん

言
げん

し，人間の自由
と平等を理想とする近代社会への道を開こうとし
た。（ P.166～167）

選挙権は男子のみで，財産上の制限がある
など国民の政治参加は限定的だった。

意義

課題

近代日本の立憲制国家の成立
・ 大日本帝

てい

国
こく

憲法制定  
（1889年）

大日本帝国憲法の制定と帝国議会の開設で，
日本国民に初めて政治参加の道が開いた。
（ P.198～201）

選挙権は男子のみで，納
のう

税
ぜ い

上の制限をつけ
るなど，国民の政治参加は限定的だった。

意義

課題

大正デモクラシー
・男子普

ふ

通
つ う

選挙制（1925年）
二大政党による政党内閣が続き，納税上の

制限のない男子普通選挙が実現した。  
（ P.230～231）

女子の選挙権は認
み と

められなかった。
（主な国の普通選挙制の成立 P.231）

意義

課題

戦後の民主化から現代まで
・男女普通選挙制（1945年）
・日本国憲法の公布（1946年）
・18歳選挙権（2016年）

戦後，初めて女性に選挙権が認められた。
日本国憲法の制定によって，日本では初めて国民
が主権者となった。その後，選挙権年齢が18歳以
上に引き下げられ，有権者は拡大した。
（ P.264～267）

意義

課題・今後に向けて

間接民主制（代議制）

資料1

意義 課題

302 303

0
10 1720009070 8060501945年
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衆議院議員

参議院議員

↓P.198-199

↑P.266-267←P.165

↑→P.24-25

→P.302-303

　民主政治のおこりや啓蒙思想に関する記述を増やしました。また，主権者の育成の観点から，
学んだことをふまえて未来の政治参加について考える教材も掲載しています。

民主政治の歴史を学ぶ3

→P.82-83

↓P.280-281

オリンピック・パラリンピック，万博を学ぶ2

第 6編　現代の日本と世界

オリンピック・パラリンピックの歴史
　2020年に東

と う

京
きょう

で2度目のオリンピック・パラリンピックが開
か い

催
さ い

されます。近代オリ
ンピックがどのような目的で始まり，日本がどうかかわってきたのかを学びましょう。

●近代オリンピックの発
は っ

展
て ん

　オリンピックは，人間の尊
そん

厳
げん

を守る平和な社会の推
すい

進
しん

と，人類の調和ある発展を目的とするスポーツの祭
典です。植民地をもつ帝

てい

国
こく

主義諸
しょ

国
こく

が対立しあってい
た19世紀末，フランスのクーベルタンは，古代ギリ
シャではオリンピックの際には休戦したという故事に
ならい，スポーツによる世界平和実現のために，オリ
ンピック開

かい

催
さい

をよびかけました。
　1896年，第 1回オリンピックアテネ大会が実現しま
したが，参加はヨーロッパの14か国から男性のみ241
人で，競技は11種目に過ぎませんでした。その後大会
は拡

かく

大
だい

し，女性を含
ふく

む参加選手も増加しました。1924
年からは冬季大会も行われています。大会のようすは，
20世紀に発達したマスメディアを通じて，世界に伝え
られました。20世紀後半に独立した新興国も積極的に
選手を参加させました。こうして，オリンピックは世

1

●オリンピック・パラリンピックと日本　
　日本人選手のオリンピック初参加は，1912（大正元）
年の第 5回ストックホルム大会で，それを導いたのは，
柔
じゅう

道
どう

の創始者で教育者の嘉
か

納
のう

治
じ

五
ご

郎
ろう

でした。のちに嘉
納は，オリンピックの日本開催に熱心に取り組み，そ
の結果，東

とう

京
きょう

は1940（昭和15）年オリンピックの開催都
市となりました。しかし1938年，日本政府は，日中戦
争の影響を理由に東京大会を中止させました。
　第二次世界大戦で敗北した日本は，1952年ヘルシン
キ大会でオリンピック復帰を果たし，さらに，オリン
ピックの東京招

しょう

致
ち

にも成功しました。1964年のオリン
ピック・パラリンピック東京大会は，戦争から復興し，
高度経

けい

済
ざい

成長のただなかにある日本の姿
すがた

を世界に伝え
ることになりました。その後日本は，1972年札

さっ

幌
ぽろ

，
1998年長

なが

野
の

と二度の冬季大会を開催しました。そして
2020年，東京で再びオリンピック・パラリンピックが
開催されます。国境をこえた友情やフェアプレーの精
神をもって，全力で競いあうアスリートたちの姿に，
世界中の人々の視線が集まることでしょう。

2

3〜 5

6●パラリンピックの誕
た ん

生
じょう

　障
しょう

がいのあるアスリートによる国際競技大会がパラ
リンピックです。第二次世界大戦の戦

せん

闘
とう

で障がいを
負った元兵士のリハビリテーションの一

いっ

環
かん

として，イ

歴史を

界最大で最高レベルのスポーツ競技会としての地位を
ほこり，2016年のリオデジャネイロ大会では，206の国
と地

ち

域
いき

の約 1万1000人が参加し，28競技306種目が行
われました。
　しかし，スポーツによる平和という理想の一方で，
オリンピックは国際政治の現実やナショナリズムにも
翻
ほん

弄
ろう

されました。戦争による中止が 3回ありましたし，
1936年ベルリン大会は，ナチス・ドイツによる国

こく

威
い

発
はつ

揚
よう

に利用されました。第二次世界大戦後にも，人種差
別問題や冷戦下の対立の影

えい

響
きょう

で，参加をボイコットす
る国もありました。

ギリスで開かれたスポーツ大会が，その出発点です。
これが国際大会に発展していき，1960年のローマ大会
から，大会は原則としてオリンピックと同じ年に同じ
国で開かれることになりました。当初は車椅

い

子
す

使用者
だけの大会でしたが，のちにほかの障がいのある人も
出場できるようになり，1976年からは冬季大会も開か
れています。1988年のソウル大会から正式にパラリン
ピックと命名され，以後オリンピック閉

へい

幕
まく

後に同じ会
場で開かれています。そして，スポーツを通じ，障が
いのある人とともに生きる多様性のある社会の実現を
めざしています。

 1964年のオリンピック東京大会のポスター5

 人
ひ と

見
み

絹
きぬ

枝
え

（左）800m競走で銀メダルを獲
か く

得
と く

1

 1964年パラリンピック東
京大会のアーチェリー競技でメ
ダルを獲得した松

ま つ

本
も と

毅選手

4

 

東京2020オ
リンピック・
パラリンピッ
クのエンブレ
ム

6

　今日のような博覧会は産業革
かく

命
め い

期のヨーロッパで始まり
ましたが，国際的な規

き

模
ぼ

で開催される万国博覧会（万博）の
最初は，1851年のロンドン万博でした。その後ニューヨーク
やパリ，ウイーンなどの大都市でも万博が開催され，数百万
～数千万人の入場者を集めました。主催国や参加各国は，
最
さ い

先
せん

端
た ん

の成果を競って出品したので，万博の開催は，科学技
術や産業発展を大いに刺

し

激
げ き

し，各国の文化展示やアトラク
ションが，市民の関心をよびました。
　1867年のパリ万博に，江

え

戸
ど

幕
ば く

府
ふ

，薩
さつ

摩
ま

藩
は ん

，佐
さ

賀
が

藩がそれ
ぞれ出品したのが，日本の万博初参加です。明治政府もまた，
西洋技術を学ぶとともに，日本文化を海外に宣

せん

伝
でん

するために，
万博に積極的に参加しました。特に日本が出品した美術・
工芸品は注目を集め，欧

おう

米
べい

におけるジャポニスムとよばれる
日本文化ブームを生み出し，印象派

は

の美術や音楽にも影響
をあたえました。1940年，東京で開催を予定していた万博
は，オリンピック東京大会とともに中止となったため，日本
最初の万博は，1970年の日本万国博覧会（大阪万博）7です。
「人類の進歩と調和」をテーマに，77か国から124団体が出
展し，入場者総数約6422万人を数える大成功をおさめまし
た。2025年には大阪で再び万国博覧会（大阪・関西万博）
が開催されることになりました。

 1970年日本万国博覧会（大
お お

阪
さ か

万博）の会場7

万国博覧会と日本

回 １ ５ ６ 9 12 13 14 18 22 23 32
年 1896 1912 1916 1928 1940 1944 1948 1964 1980 1984 2020
開催地
（開催国）

アテネ
（ギリシャ）

ストックホルム
（スウェーデン）

ベルリン
（ドイツ）

アムステルダム
（オランダ）

東京
（日本）

ロンドン
（イギリス）

ロンドン
（イギリス）

東京
（日本）

モスクワ
（ソ連）

ロサンゼルス
（アメリカ）

東京
（日本）

日 

本
に
関
係
の
深
い
主
な
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
で
き
ご
と

近 

代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

始
ま
り

日
本
が
初
参
加

第 一
次
世
界
大
戦
で
中
止

日 

本
人
女
性
が
初
参
加 

1

戦 

争
に
よ
り
日
本
は
開
催
国

を
返
上
、第
二
次
世
界
大
戦

で
中
止 

2

第
二
次
世
界
大
戦
で
中
止

日 

本
は
参
加
を
認み

と

め

ら
れ
ず

ア
ジ
ア
で
初
の
開か

い

催さ
い

　
　
〜
3

5

ア 

メ
リ
カ
を
は
じ
め
、

日
本
を
含ふ

く

む
西
側

諸し
ょ

国こ
く

が
不
参
加

ソ 

連
を
は
じ
め
、

　
東
側
諸
国
が
不
参
加

東と
う 

京き
ょ
う

で
２
度
目
の

　
開
催
予
定

 これまで
日本で開催さ
れた万博

8 １ 日本万国博覧会 大阪府 1970年

２ 沖
おき

縄
なわ

国際海洋博覧会 沖縄県 1975～76年

３ 国際科学技術博覧会 つくば市 1985年

４ 国際花と緑の博覧会 大阪市 1990年

５ 2005年日本国際博覧会 愛
あい

知
ち

県 2005年

 1940年
の東京大会の
ために用意さ
れたポスター

2

 閉会式で
日本の旗手を
肩
か た

車
ぐるま

する各国
の選手

3

281280

先人の
取り組み

未来の
政治参加
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GHQは，日本の民主化の基本として，日本
政府に大日本帝

てい

国
こく

憲法の改正を命じました。
しかし，天

てん

皇
のう

主
しゅ

権
けん

や軍隊の存
そん

続
ぞく

を認
みと

めていた日本政府案では不十分
であるとし，GHQはみずからつくった案（マッカーサー草案）を日
本政府に提示しました。これをもとにして，日本政府は新たな憲法
改正案をまとめました。
　1946（昭和21）年 4月，戦後初の衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議員総選挙が行われ，初め
て女性議員が誕

たん

生
じょう

しました。 6月，日本政府の憲法改正案が議会に
提出され， 4か月にわたる審

しん

議
ぎ

をへて，修正のうえ可決されました。

1946年11月 ３日，日
に

本
ほん

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が公布され，翌年 ５月 ３日に施
し

行
こう

され
ました。
　日本国憲法は，前文で，政府の行

こう

為
い

によって再び戦争の惨
さん

禍
か

を引
き起こさないという国民の決意を示しました。そのうえで，①主権
は国民がもつこと（国

こく

民
みん

主
しゅ

権
けん

），　②基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

の尊
そん

重
ちょう

，③戦争を放
ほう

棄
き

し，戦力をもたないこと（平
へい

和
わ

主
しゅ

義
ぎ

），の三つの基本原則を明確に
しました。国民の代表による国会が国権の最高機関となる一方，天
皇は政治的権能をもたない日本国と国民統合の象

しょう

徴
ちょう

となりました。

P.198

1

3

4

2 1

日本国憲
け ん

法
ぽ う

の成立

学習  課題

見方・考え方

大日本帝国憲法や敗戦前の社会とのち
がいに着目しましょう。

日本国憲法は，どのような経
け い

緯
い

で成立し，どのような未来をめ
ざしていたのでしょうか。

比較

新憲
け ん

法
ぽ う

の「新しさ」とは
どこにあるのかな。また，
なぜそうしたのかな。

 日本国憲法公布の祝賀会（1946年11月3日　東
と う

京
きょう

都）1

 日本国憲法と大日
本帝国憲法との比

ひ

較
か く

（＊は選挙法の規定）

2

天
てん

皇
のう

主
しゅ

権
けん

者 国民
 国民主権 

国の元首で，統治権をもつ 天皇 国と国民統合の象
しょう

徴
ちょう

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と貴
き

族
ぞく

院
＊衆議院のみ男子有権者が

選挙する
国会

衆議院と参議院
＊両院の議員は男女有権者が

選挙する

天皇をたすけて政治を行う
（天皇に対して責任を負う） 内

ない

閣
かく

国会に対して責任を負う

法律の範
はん

囲
い

内で認
みと

める 基本的
人権

永久の権利として
ひろく保

ほ

障
しょう

する
 基本的人権の尊

そん

重
ちょう

 

天皇が軍隊を統
とうすい

帥する
国民に兵役の義務がある

戦争・
戦力

永久に戦争を放
ほう

棄
き

する
戦力はもたない

 平和主義 

規定なし 地方
自治

首長と議員は住民が
選挙する

日本国憲法の基本的な考え方は，さらに公民的分野でも学習しましょう。公民

大日本帝
て い

国
こく

憲
け ん

法
ぽ う

（1890年11月29日施
し

行
こう

）
日本国憲法

（1947年5月3日施行）

女性の地位向上への改革
　女性参政権の実現に続き，女性
の地位向上をうながす法律ができ
ました。憲法第24条には，家族関
係における男女平等が明記されま
した。労働基準法は，賃金におけ
る女性差別を禁じ，出産休暇の権
利を認めるなど，女性の職場進出
を支えました（ P.283）。また教育
基本法は男女共学をうながし，女
性が大学に進学する機会も広がり
ました（ P.279　 ）。7

現代の女性

 マッカーサー草案をつくる際に，ＧＨＱは
高
た か

野
の

岩
い わ

三
さ ぶ

郎
ろ う

らの憲法研究会がつくった案を参
考にしていました。

1

平和で民主的な国家をめざして　
－国民が主役の国づくり－

2

266

5

10

15

　このような民主政治によって社会的に安定したアテネでは，
演
えん

劇
げき

や哲
てつ

学
がく

などの文化も発
はっ

展
てん

しました。
紀元前 ４世紀の後半になると，都市国家
に代わってギリシャ北部のマケドニア王

国が有力となり，アレクサンドロス大王のもとで，インダス川
にまで達する東方遠

えん

征
せい

が行われました。これによって，ギリシャ文
化は西アジアや内陸アジアにも伝えられ，それらの地

ち

域
いき

の文化に大
きな影

えい

響
きょう

をあたえることになりました。
イタリア半島の都市国家から出発したローマ
は，貴

き

族
ぞく

から構成される元老院と任期 １年の
二人の執

しっ

政
せい

官が，国の政治を指導する共
きょう

和
わ

政
せい

のもとで，勢力を拡
かく

大
だい

していきました。軍用の道路の整備などによって地中海の全域を征
服したローマは，紀元前 １世紀の末から皇

こう

帝
てい

によって統治されるよ
うになります。ローマ帝国の支配圏

けん

は，今日のヨーロッパ世界の基
き

礎
そ

となっています。ローマには，コロッセオのように巨大な娯
ご

楽
らく

施
し

設
せつ

が建設され，水道や浴場も整備されたので，人々は「ローマの平
和」とよばれる豊かなくらしを楽しむことができました。

P.20

7

5

6

ローマ帝
て い

国
こ く

の繁
は ん

栄
え い

ヘレニズム時代

当時の民主政や共和政について，現代
と同じところ，異

こと

なるところはどこで
しょうか。

深めよう

ギリシャ･ローマの政治のしくみと，生
みだされた文化について説明しましょう。

確認

ローマの場合のように，選ばれた少数
の身分の高い市民や裕福な市民に政治
が任される制度は，共和政とよばれて
います。

共和政基本用語

ソクラテスと民主政
歴史

　ギリシャの哲学者ソクラテスは，国
家の認

み と

める神々を信じず，若者たちを
まどわせているとして，一部の市民か
ら裁判に訴

うった

えられました。当時のアテ
ネでは，くじで選ばれた市民たちが，
原告と被告のそれぞれの主張を聞いた
あとに，多数決で判決を下していまし
た。
　ソクラテスは，裁判では訴えが不当
であると主張していましたが，投票に
よって有罪が決ま
ると，法律を尊

そ ん

重
ちょう

し，進んで死刑を
受け入れました。

 ローマ帝国の支配圏7

 ソクラテス
（前 469？～前 399）
4

 コロッセオ（円形
闘
とう

技
ぎ

場
じょう

）（イタリア／
ローマ）世界遺産

5

 古代ローマの
水道橋（フランス／
ガール）　橋の上を
水が流れます。
世界遺産

6

大
西
洋

た
い
せ
い
よ
う

中

地
ち

黒  海

カス
 ピ
海

こっ かい

ちゅう

海
かい

か
いローマ

アテネ

エルサレム

アレクサンドリア

紀元前2世紀ごろの領域
紀元後1世紀ごろの領域
紀元後2世紀ごろの領域

りょういき

1000km0

R201_04_07
ローマ帝国の支配圏
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世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

　議会が本格的に政治の中心となったのは，17世紀末に，国王の政
せい

策
さく

に不安を感じた議会によって，国王が国外に追放された名
めい

誉
よ

革
かく

命
めい

からです。このとき，議会がオランダから招いた新しい国王は，国
民の自由と権利を守ることを議会に約束しました。この約束は権

けん

利
り

の章
しょう

典
てん

として，その後，イギリスの政治の基本となりました。思想家
ロックは，社会契

けい

約
やく

説にもとづいて，名誉革命を正当化しました。
　また，議会で多数を占

し

める政
せい

党
とう

が首相を出して内
ない

閣
かく

をつくる習慣
が生まれ，国王が政治に関与することがしだいに少なくなっていき
ました。それが定着して，世界で最初の議

ぎ

会
かい

政
せい

治
じ

が完成しました。
フランスは，18世紀を通じて，海外の植民地
をめぐって，イギリスとの戦争を続けました。

戦争のために財政が苦しくなると，特権をもたない農民や商工業者
に重税が課されました。こうした強圧的な王政を批

ひ

判
はん

し，自由や平
等といった人間の基本的な権利を重

じゅう

視
し

する啓蒙思想が広まりました。
三権分立を説いたモンテスキューや，人民主権を主張したルソーな
ど，その後の世界に大きな影

えい

響
きょう

をあたえた思想家が登場しました。

2

7

5

4

6

啓
け い

蒙
も う

思想

国王と議会の関係に注目して，イギリス
の政治の変化を説明しましょう。

確認

 18世紀末のイギリスの議会　与
よ

党
と う

と野党が向かい合う構造は，現在
の議事堂も同じです。
4

社会契約の考え方が，なぜ議会政治の
発展に結びついたのでしょうか。

深めよう

社会契約説
歴史

　イギリスのホッブスは，人々が本来的に
もっている権利を好き勝手に主張すると社
会の秩

ち つ

序
じ ょ

が保てなくなるため，自らの権利
を制限し，王に絶対的な主権をたくして，
社会が成立すると考え
ました。
　ロックは，こうした主
権の委

い

託
た く

には条件があ
り，その条件に反した場
合は，人々は抵

て い

抗
こ う

する
ことができると考え，王
への抵抗（革命）を擁

よ う

護
ご

しました。
　ルソーは，契約によっ
て国家を形成する人民
こそが主権者であると
考え（「人民主権」），法に
よる社会の構築をとなえ
ました。

 武力衝
しょう

突
とつ

がほとんどないまま，国王が海外
にのがれて，議会側が勝利したので，このよ
うによばれます。

2

 ロック
（1632～1704）
5

 ルソー
（1712～1778）
6

・議会の同意なしに，国王は法
ほ う

律
り つ

	
	 を停止することはできない。
・国王は，議会の同意なしに，税を	
	 徴

ちょう

収
しゅう

することはできない。
・国王に請

せ い

願
が ん

することは国民の権
け ん

利
り

	
	 であり，請願をしたことを理由に	
	 拘

こ う

禁
き ん

や迫
は く

害
が い

を行ってはならない。

 権利の章典の内容7

首相

議長
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器
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文
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飛
鳥
奈
良
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朝

室
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国

江
戸

明
治

昭
和
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成
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5

10

15

日
本
と
同
時
に
世
界
が
見
え
、

歴
史
と
今
が
結
び
つ
く
タ
イ
ム
リ
ー
な
教
材
を

　日本の歴史の理解を深められるよう，背景となる世界の動きについて学ぶことができるページを
増やしました。世界の歴史のなかで日本の歴史をとらえられるように工夫しています。

世界の動きのなかで日本の歴史をとらえる工夫1

今につながる日本の立憲
制，民主政治の歴史も詳
しく解説しています。

　元寇をユーラシアの変化のな
かでとらえられるように，世界
地図を大きく掲載しました。

注目

※供給時に，最新の状況に更新する予定です。

「歴史との対話」を
未来に活かす

20 21
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社会が安定していくなかで，それまで公
く

家
げ

や
僧
そう

のものとされてきた学問を，武士や庶
しょ

民
みん

も
学ぶようになりました。
　武士の社会では，中国で生まれた儒

じゅ

学
がく

，なかでも主君への忠
ちゅう

義
ぎ

や
親への孝

こう

行
こう

を大切にする朱
しゅ

子
し

学
がく

が広まりました。 ５代将
しょう

軍
ぐん

徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

は，孔
こう

子
し

をまつる聖
せい

堂
どう

を江
え

戸
ど

の湯
ゆ

島
しま

に建て，武士に学問を奨
しょう

励
れい

し，
政治の安定をはかろうとしました。各藩

はん

でも，武士の教育に力を入
れるようになり，18世紀中ごろには，各地に藩

はん

校
こう

が建てられました。
　17世紀中ごろから，水

み

戸
と

藩主徳
とく

川
がわ

光
みつ

圀
くに

は，全国から資料を集め，
日本の歴史書である『大

だい

日
に

本
ほん

史
し

』の編集を始めました。 関
せき

孝
たか

和
かず

は，
和
わ

算
さん

とよばれる日本式の数学を確立し，宮
みや

崎
ざき

安
やす

貞
さだ

は，西日本の各地
を回って作物の栽

さい

培
ばい

法を研究するなどして『農業全書』を書き，農
業の発

はっ

展
てん

に役立てました。
江戸時代になると，庶民の衣服にはそれまで
の麻

あさ

などに代わって丈
じょう

夫
ぶ

であつかいやすい木
も

綿
めん

が広く用いられるようになりました。食事は， 1日 ３食が一
いっ

般
ぱん

的
となり，住居では，何世代も住めるような，礎

そ

石
せき

の上に柱を立てる
家が増えました。
　また，各地に読み・書き・そろばんを教える寺子屋が増え，民衆
の教育水準が高まり，たくさんの本をもつ蔵

ぞう

書
しょ

家も現れました。

24

P.71 P.146
21

11〜15 19

22

23 16

17

25 江戸時代前期の文化と学問の特色をまと
め，それらが生まれた理由を説明しま
しょう。

確認

学問と教育

庶
し ょ

民
み ん

のくらし

 江戸時代前半の学問24

０ 2００km

幕府 昌平坂学問所
ばく ふ しょうへいざかがくもんじょ

和歌山 学習館
わ　か やま がくしゅうかん

岡山 閑谷学校
おかやま しずたにがっこう

仙台 養賢堂
せんだい

秋田 明徳館
あき た めいとくかん

弘前 稽古館
ひろさき けい  こ かん

会津 日新館
あい づ

水戸 弘道館
み　と

鳥取 尚徳館
とっとり しょうとくかん

ようけんどう

にっしんかん

こうどうかん

福山 誠之館
ふくやま せい し かん

萩 明倫館
はぎ めいりんかん

土佐 教授館
と　さ こうじゅかん

福岡 修猷館
ふくおか しゅうゆうかん

熊本 時習館
くまもと じ しゅうかん

鹿児島 造士館
か　ご しま ぞう し かん

佐賀 弘道館
さ　が こうどうかん

盛岡 作人館
もりおか さくじんかん

庄内 致道館
しょうない ち どうかん

金沢 明倫堂
かなざわ めいりんどう

名古屋 明倫堂
な ご や めいりんどう

桑名 立教館
くわ な りっきょうかん

姫路 好古堂
ひめ じ こう こ どう

松江 修道館
まつ え しゅうどうかん

岡山 花畠教場
おかやま はなばたけきょうじょう

広島 修道館
ひろしま しゅうどうかん

飫肥 振徳堂
お　び しんとくどう

 振
し ん

徳
と く

堂
どう

（宮
みや

崎
ざき

県日
にち

南
なん

市　飫
お

肥
び

城
じょう

下
か

町
まち

保
ほ

存
ぞん

会
蔵）　飫肥藩

は ん

の藩校で，明
めい

治
じ

時代に外務大臣
となった小

こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろう

（ P.189）もここで学び
ました。

11  閑
しず

谷
た に

学
が っ

校
こ う

（岡
おか

山
やま

県備
び

前
ぜん

市　特別史
し

跡
せき

旧閑谷
学校顕

けん

彰
しょう

保存会蔵）　岡山藩が1670年に建て
た現存する世界で最も古い庶

し ょ

民
み ん

のための公
立学校です。国宝

12

 養
よ う

賢
け ん

堂の旧正門（宮
みや

城
ぎ

県仙
せん

台
だい

市　泰
たい

心
しん

院
いん

山
門）　仙台藩の藩校の建物のなかで，唯

ゆい

一
いつ

残
されたものです。

15

 酒井館長18

 弘
こ う

道
ど う

館
か ん

（茨
いばら

城
き

県水
み

戸
と

市　弘道館事務所蔵）　
水戸藩の藩校で，当時の敷

し き

地
ち

面積は藩校と
して日本最大規

き

模
ぼ

の広さがありました。

13

 聖堂学問所の講義のようす（聖堂講
こう

釈
しゃく

図　東京大学史料編
へん

纂
さん

所蔵）21

 『大日本史』（東
とう

京
きょう

都　
玉
たま

川
がわ

大学教育博物館蔵）　こ
の本は，15世紀初めまで
の日本の歴史を，代々の
天
て ん

皇
の う

ごとに記したもので，
尊
そ ん

王
のう

思想とよばれる天皇
家を尊

とうと

ぶ考え方のよりど
ころとされました。

23

 庄内藩の藩校致
道館（上）と 20致道博
物館に保存されている
明治時代に建てられた
旧西

にし

田
た

川
がわ

郡役所（下）

19

 徳川光圀（1628～1700）
（茨

いばら

城
き

県水
み

戸
と

市　徳川ミュージアム蔵）
22

時代 世紀 できごと

江
戸
時
代

17
水
み

戸
と

藩で『大
だい

日
に

本
ほん

史
し

』の編集開
始（1657）
5代将軍綱

つな

吉
よし

が湯
ゆ

島
しま

聖
せい

堂
どう

を建て
る（1691）

18 宮
みや

崎
ざき

安
やす

貞
ただ

『農業全書』を刊行
（1697）

19 各地に藩
はん

校
こう

が建てられるように
なる（18世紀中ごろ）

館長の酒
さ か

井
い

さんの話　城下町鶴岡の致道博物館は鶴ヶ岡城
じょう

三
の丸にあります。庄

しょう

内
な い

藩は徳
と く

川
が わ

四天王の一人である酒
さ か

井
い

忠
た だ

次
つ ぐ

を祖とし，3代忠
た だ

勝
か つ

が1622年に鶴岡へ入り，以来酒井家が治
めました。博物館は，1950（昭和25）年，16代忠

た だ

良
な が

が郷
きょう

土
ど

文
化向上のため，旧藩校致道館の資料および土地建物を寄付し
て発足しました。そして，貴

き

重
ちょう

な建物保存や美術・歴史・民
俗・考古資料など多分野にわたって発信しています。博物館
名は，藩校名にちなみ，論

ろ ん

語
ご

の「君
く ん

子
し

学んで以
も っ

てその道を致
い た

す」が出典で，致道館精神「人は大
た い

宝
ほ う

」を受けついでいます。

致
ち

道
ど う

博物館（山
やま

形
がた

県鶴
つる

岡
おか

市）  寺子屋のようす（一
いっ

掃
そう

百
ひゃく

態
たい

　愛
あい

知
ち

県田
た

原
はら

市
蔵）

25

 主な藩校　武士
の子どもは，12歳

さ い

ごろ
から藩校に通いました。
江戸時代中期までは儒

じ ゅ

学
がく

が中心で，後期にな
ると，算学・医学・洋
学・兵学などの実用的
な科目を学びました。
資料活用 みなさん

の地
ち

域
い き

で，藩校が前身
の学校があるか調べま
しょう。

14

 関
せき

孝
た か

和
かず

の著
ち ょ

作
さ く

（『括
かつ

要
よう

算
さん

法
ぽう

』　
東京都　国立国会図書館蔵）　円
周率の計算について解説して
いる部分です。

16

 『農業全書』
（国立国会図書館蔵）

17
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世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正

5

10

15

20

　学習指導要領の改訂に対応して，琉球・アイヌの文化に関する教材の充実を図りました。
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室
むろ

町
まち

時代にめばえた民
みん

衆
しゅう

の文化は，17世紀末
から18世紀初めにかけて，上

かみ

方
がた

を中心に，豊
かな町人の文化として花開きました。そのころの元禄という年号を
とって，この文化を，元

げん

禄
ろく

文
ぶん

化
か

といいます。
　大

おお

阪
さか

の町人の井
い

原
はら

西
さい

鶴
かく

は，当時の世相や町人・武士のくらしをあ
りのままに小説にえがき，その作品は浮

うき

世
よ

草
ぞう

子
し

とよばれました。武
士出身の近

ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

は，きびしい身分制のなかで義理と人情の板
ばさみになやむ男女の気持ちを人

にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

の台本に書いて，人々を
感動させました。演

えん

劇
げき

としての形を整えた歌
か

舞
ぶ

伎
き

は，上方に坂
さか

田
た

藤
とう

十
じゅう

郎
ろう

，江戸に市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

などの名
めい

優
ゆう

が出て，いっそう人気を高めま
した。また，松

まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

は，各地を旅しながら俳
はい

諧
かい

を芸術にまで高め
ました。絵画では，俵

たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

やその影
えい

響
きょう

を受けた尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

が装
そう

飾
しょく

画
が

を大成し，菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

は町人の風
ふう

俗
ぞく

をえがいて浮
うき

世
よ

絵
え

を始めました。
浮世絵は，のちに版画として刊行され，広く民衆に愛好されました。

P.141
9

10

3
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1

4 6 5

8

7 7

元
げ ん

禄
ろ く

文化

江
え

戸
ど

時代前期の文化と学問
－花開く町人文化と学問の奨

しょう

励
れ い

－学習  課題

見方・考え方

時期，場所，担
にな

った人々に着目しま
しょう。

江戸時代前期には，どのよう
な特色をもった文化や学問が
発達したのでしょうか。

つながり

 井原西鶴（1642～1693）
（東京国立博物館蔵）

10

 菱川師宣（1618～1694） 

の浮世絵（見返り美人図　東京
国立博物館蔵）

7

 尾形光琳（1658～

1716）の装飾画（燕
かき

子
つ

花
ばた

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　たて151cm×横
339cm　東京都　根

ね

津
づ

美

術館蔵）国宝

8

どうして，このような文化が発達した
のでしょうか。

深めよう

芸能

文芸

 松
ま つ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

（1644～1694）（天
てん

理
り

大
学附

ふ

属
ぞく

天理図書館蔵）

4

絵画

 近松門左衛門
（1653～1724）
（大

おお

阪
さか

歴史博物館蔵）

3

江戸時代の人々の楽しみはどの
ようなものだったのかな。

 芭蕉がよんだ句と  
6 その舞

ぶ

台
た い

の平
ひら

泉
いずみ

（岩
い わ

手
て

県）

5

2 現在も演じられる近
ち か

松
ま つ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

作の人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
ら く

（『曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

』　国立文楽劇場）　
文楽は，物語を語る太

た

夫
ゆ う

，三
しゃ

味
み

線
せ ん

弾
ひ

き，人形遣
づ か

いの三者で
演じます。

 元禄文化9

時代 世紀 できごと 場所

江
戸
時
代

17
家
いえ

康
やす

が江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を開く（1603）

井
い

原
はら

西
さい

鶴
かく

が浮
うき

世
よ

草
ぞう

子
し

を出版（1682）

18
松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

が東北・北陸への旅に出発（1689）

菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

が浮世絵を始める（17世紀末）

19
近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

『曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

』初演（1703）

江戸幕府がほろぶ（1867）

夏
草
や

　
兵つ

わ
も
の

ど
も
が

　
夢
の
跡あ

と

五さ

月み

雨だ
れ

の

　
降
り
の
こ
し
て
や

　
光ひ

か
り

堂ど
う

（『
奥お

く

の
細ほ

そ

道み
ち

』）

学習した人物：近松門左衛門小学校

0 200km

上方が中心

2
 歌

か

舞
ぶ

伎
き

（浮
うき

絵
え

劇
げき

場
じょう

図　東
とう

京
きょう

都　平
ひら

木
き

浮世絵美術館蔵）　手前の左手の花道に立つのが市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

です。　
資料活用 歌舞伎を楽しんでいるのはどのような人たちか，観客の身分や性別に注目して読み取りましょう。
1
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縄
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北
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室
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国

江
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平
成

令
和
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　文化史は，必要に応じてビジュアルな３，４ページ構成にしました。読み取りやす
い大きさで資料を掲載し，効果的に文化史の学習ができる紙面にしました。

琉球・アイヌの文化のさらなる充実2

資料を大きく，豊富に掲載した文化史ページ1
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とって，この文化を，元
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禄
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ぶん
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の町人の井
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鶴
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は，当時の世相や町人・武士のくらしをあ
りのままに小説にえがき，その作品は浮

うき

世
よ

草
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子
し
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士出身の近

ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え
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ばさみになやむ男女の気持ちを人
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形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

の台本に書いて，人々を
感動させました。演

えん

劇
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としての形を整えた歌
か

舞
ぶ

伎
き

は，上方に坂
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田
た

藤
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十
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郎
ろう

，江戸に市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

などの名
めい

優
ゆう

が出て，いっそう人気を高めま
した。また，松

まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

は，各地を旅しながら俳
はい

諧
かい

を芸術にまで高め
ました。絵画では，俵

たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

やその影
えい

響
きょう

を受けた尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

が装
そう

飾
しょく

画
が

を大成し，菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

は町人の風
ふう

俗
ぞく

をえがいて浮
うき

世
よ

絵
え

を始めました。
浮世絵は，のちに版画として刊行され，広く民衆に愛好されました。
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文化

江
え

戸
ど

時代前期の文化と学問
－花開く町人文化と学問の奨

しょう

励
れ い

－学習  課題

見方・考え方

時期，場所，担
にな

った人々に着目しま
しょう。

江戸時代前期には，どのよう
な特色をもった文化や学問が
発達したのでしょうか。

つながり

 井原西鶴（1642～1693）
（東京国立博物館蔵）

10

 菱川師宣（1618～1694） 

の浮世絵（見返り美人図　東京
国立博物館蔵）

7

 尾形光琳（1658～

1716）の装飾画（燕
かき

子
つ

花
ばた

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　たて151cm×横
339cm　東京都　根

ね

津
づ

美

術館蔵）国宝

8

どうして，このような文化が発達した
のでしょうか。

深めよう

芸能

文芸

 松
ま つ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

（1644～1694）（天
てん

理
り

大
学附

ふ

属
ぞく

天理図書館蔵）

4

絵画

 近松門左衛門
（1653～1724）
（大

おお

阪
さか

歴史博物館蔵）

3

江戸時代の人々の楽しみはどの
ようなものだったのかな。

 芭蕉がよんだ句と  
6 その舞

ぶ

台
た い

の平
ひら

泉
いずみ

（岩
い わ

手
て

県）

5

2 現在も演じられる近
ち か

松
ま つ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

作の人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
ら く

（『曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

』　国立文楽劇場）　
文楽は，物語を語る太

た

夫
ゆ う

，三
しゃ

味
み

線
せ ん

弾
ひ

き，人形遣
づ か

いの三者で
演じます。

 元禄文化9

時代 世紀 できごと 場所

江
戸
時
代

17
家
いえ

康
やす

が江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を開く（1603）

井
い

原
はら

西
さい

鶴
かく

が浮
うき

世
よ

草
ぞう

子
し

を出版（1682）

18
松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

が東北・北陸への旅に出発（1689）

菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

が浮世絵を始める（17世紀末）

19
近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

『曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

』初演（1703）

江戸幕府がほろぶ（1867）

夏
草
や

　
兵つ

わ
も
の

ど
も
が

　
夢
の
跡あ

と

五さ

月み

雨だ
れ

の

　
降
り
の
こ
し
て
や

　
光ひ

か
り

堂ど
う

（『
奥お

く

の
細ほ

そ

道み
ち

』）

学習した人物：近松門左衛門小学校

0 200km

上方が中心

2
 歌

か

舞
ぶ

伎
き

（浮
うき

絵
え

劇
げき

場
じょう

図　東
とう

京
きょう

都　平
ひら

木
き

浮世絵美術館蔵）　手前の左手の花道に立つのが市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

です。　
資料活用 歌舞伎を楽しんでいるのはどのような人たちか，観客の身分や性別に注目して読み取りましょう。
1

142 143

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正

5

10

ポイント1
歴史を楽しく
確実に学ぶ
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 沖
おき

縄
な わ

各地で行われるハーリー（ハーレー）　航海の安全や，豊漁を祈
い の

る祭りで
す。こぎ手たちが爬

は

竜
りゅう

船
せ ん

とよばれる船へ乗りこみ，速さを競います。約600年前に
中国から伝えられたとされています。写真は，那

な

覇
は

ハーリーのようすです。

11  紅
び ん

型
が た

（沖縄県　那覇市歴史博物館蔵）　琉球の伝統的
な染

そ

め方です。外国との交易により，琉球には染
せ ん

色
しょく

の
材料や技術がもたらされていました。

12

久
く

米
め

村でつくられた外交文書（沖縄県那
な

覇
は

市）

　琉球王国の外交を支えたのは，久米村（現在の那覇
市久米）に住む，中国出身の人々でした。彼らは，三山
が統一される以前の中

ちゅう

山
ざ ん

王の時代から，この地で外交
文書の作成や商取引などの仕事にあたっていました。
琉球王国成立後，中国の制度や学芸を学ぶため，久米
村から多くの若者が留学生として中国にわたりました。
　15世紀から19世紀半ばの琉球王国の外交関係文書
と，その文案を集めた『歴

れ き

代
だ い

宝
ほ う

案
あ ん

』とよばれる史料集
を伝えたのも，久米村の人々でした。その内容から，
琉球が，明（のちには清

し ん

）や朝鮮，シャム，安
あ ん

南
な ん

，ジャ

ワ，マラッカ，スマトラ
など，実にさまざまな
国々と外交を結んでいた
ことがわかります。残念
ながら，久米村の人々が
伝えた『歴代宝案』は，
太平洋戦争によって焼失していまい，現在は写された
文書をたよりに研究がなされています。

 『歴代宝案』
（影

えい

印
いん

本
ぼん

　第1集　第1巻
沖縄県立図書館蔵）

15

 首里城の守
しゅ

礼
れ い

門
もん

　「守
しゅ

禮
れ い

（礼）之
の

邦
くに

（国）」と書かれた額
があります。「守礼」とは，「礼

れ い

儀
ぎ

を守る」という意味です。
13

 万
ば ん

国
こく

津
し ん

梁
りょう

の鐘（沖縄県立博物館・
美術館蔵）　1458年につくられた銅

どう

鐘
しょう

で，首
し ゅ

里
り

城
じょう

正
せい

殿
で ん

にかけられていまし
た。銘

めい

文
ぶ ん

には，琉球が南海の景勝地
にあること，中国・日本と密

みっ

接
せつ

な関
係をもちながら，両国の中間に位置
する島として，万国の津梁（架

か

け橋）
となっていること，国内に諸

し ょ

国
こく

の産
物や宝

ほう

物
もつ

が満ちあふれていることな
どが記されています。

14

92

くらし

交流
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 イオマンテのようす
（アイヌ熊

くま

送
おくり

の図　函
はこ

館
だて

市中央図書館蔵）
11

 蝦夷地のこんぶ生産のようす　（日本山海
名物図

ず

絵
え

　松
まつ

前
まえ

昆
こん

布
ぶ

　東
とう

京
きょう

都　国立国会図書館蔵）
16

 国立アイヌ民族博物館（完成予想図　
国立アイヌ民族博物館設立準備室蔵）

17

 アットゥシ　木の皮からとっ
た繊

せ ん

維
い

を使ってつくった服です。
（北海道　旭

あさひ

川
かわ

市博物館蔵）

12

 ルウンペ　木綿の布を使って
つくった服です。（国立アイヌ民族博物
館設立準備室蔵）

13

信仰

くらし

国立アイヌ民族博物館（北海道白
しら

老
おい

町）

　2020年，北海道白老町に，国立アイヌ民族博物
館が開館します。日本の先住民族であるアイヌの歴
史や文化を「ことば」「世界（信

し ん

仰
こ う

）」「くらし」「歴
史」「しごと」「交流」のテーマから学ぶことができ
ます。日本だけでなく世界の人々がアイヌ民族の歴
史や文化に対する理解を深め，新たなアイヌ文化の
創造と発

は っ

展
て ん

を支える拠
き ょ

点
て ん

をめざしています。

こんぶはめぐる
　18世紀後半になると，大阪にこんぶをあつかう問屋ができ，
加工品を売る店も目立つよう

になりました。松前・蝦夷地から北
き た

前
ま え

船
ぶ ね

が日本海を経由してもたらされたこ
んぶは，上

か み

方
が た

（ P.141）で消費された
だけでなく，大阪から各地に運ばれま
した。
　行き先の一つに琉

りゅう

球
きゅう

がありました。
運んだのは薩

さ つ

摩
ま

藩です。こんぶは琉球
料理に欠かせない食材となり，また，
琉球から中国へ向けて輸出されました。

交流

 タシロ　狩猟に使う山刀で，アイヌ
模様が刻

きざ

まれています。（長さ43cm　アイヌ
民族文化財団蔵）

14

 沖縄のこんぶ料理
「クーブイリチー」

15

132

　  コーナーで
資料活用能力の向上をサ
ポートします。

注目

写
真
や
絵
画
な
ど
豊
富
な
教
材
で

そ
の
時
代
像
や
文
化
が
鮮
や
か
に

↑P.92 琉球の文化 ↑P.132 アイヌの文化
22

 高千穂神社の夜神楽（宮崎県高千穂町）1

 佐太神社の佐陀神能（島根県松江市）2

日本の神話

●神話とは何か
　古代の人々は，この世界はどのようなものか，自分
たちの社会や国家がいかに形づくられたかという問題
を，神話によって説明しました。神話には，神々の重
要なできごとが語られ，人々はそれを信じて行動のよ
りどころとしました。有名なギリシャ（ P.24）やイン
ドの神話のほかにも，世界の多くの民族がそれぞれの
神話をもっていました。
　日本では，『古

こ

事
じ

記
き

』と『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』の最初の部分が
神々の物語です。この神話は，古代の人々の信

しん

仰
こう

や考
え方を知るための手がかりとなっています。

●『古事記』『日本書紀』の神話
　日本の神話によれば，天と地が分かれると，天（高

たか

天
まが

原
はら

）に神々が現れました。最後に現れたのがイザナキ
とイザナミで，二神は夫

ふう

婦
ふ

となって日本の島々を生み
ました。さらにイザナキは女神のアマテラス，弟神の
スサノオを生みます。アマテラスは高天原を治めまし
たが，乱

らん

暴
ぼう

なスサノオは追放され，出
いず

雲
も

（現在の島
しま

根
ね

県）に降
お

りてきました。その子孫がオオクニヌシで，
神々と協力して国土をつくりました。やがてアマテラ
スは子孫を地上に送り，抵

てい

抗
こう

する神々をしりぞけ，オ

歴史を

●さまざまな神話
　『日本書紀』『古事記』の神話は，天皇や貴

き

族
ぞく

の祖先
とされる神々の行いと，天皇を中心とする国家のなり
立ちをえがきました。出雲や日向を舞

ぶ

台
たい

とする神話に
は，各地に伝えられた神話のさまがうかがわれますが，
朝
ちょう

廷
てい

が一つの神話にまとめあげたとき，素
そ

朴
ぼく

な内容は
失われたようです。しかし，『風

ふ

土
ど

記
き

』にはみずみずし
い，地

ち

域
いき

色
しょく

豊かな神話が伝えられています。また，日
本の神話には，世界の神話とよく似た内容も含

ふく

まれて
います。支配者となる神が天から降

お

りてくる神話はア
ジアの東北部に広く分布し，海を舞台とする神話は東
南アジア系のものとされます。日本の神話にはいろい
ろなルーツがあり，元来はそれぞれの地域に根ざした，
多様な内容をもつものだったのでしょう。なお，現在
でも島根県佐

さ

太
だ

神社の「佐
さ

陀
だ

神
しん

能
のう

」，宮
みや

崎
ざき

県高千穂町
の「高千穂の夜

よ

神
か ぐ ら

楽」などの民
みん

俗
ぞく

芸能では，神話が題
材としてとり入れられています。

2

1

　現代に生きる私たちにとって神話とは，その時代の人々の信
し ん

仰
こ う

やものの見方を知るだい
じな手がかりです。ここでは，当時の人々が残した神話について，見ていきましょう。

オクニヌシから国土をゆずり受けます。さらにアマテ
ラスは，ニニギを日

ひゅうが

向の高
たか

千
ち

穂
ほの

峰
みね

に降
ふ

らせました。ニ
ニギの孫が大

や ま と

和（現在の奈
な

良
ら

県）を征
せい

服
ふく

して，初代の神
じん

武
む

天
てん

皇
のう

になったとされます。

51
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社会が安定していくなかで，それまで公
く

家
げ

や
僧
そう

のものとされてきた学問を，武士や庶
しょ

民
みん

も
学ぶようになりました。
　武士の社会では，中国で生まれた儒

じゅ

学
がく

，なかでも主君への忠
ちゅう

義
ぎ

や
親への孝

こう

行
こう

を大切にする朱
しゅ

子
し

学
がく

が広まりました。 ５代将
しょう

軍
ぐん

徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

は，孔
こう

子
し

をまつる聖
せい

堂
どう

を江
え

戸
ど

の湯
ゆ

島
しま

に建て，武士に学問を奨
しょう

励
れい

し，
政治の安定をはかろうとしました。各藩

はん

でも，武士の教育に力を入
れるようになり，18世紀中ごろには，各地に藩

はん

校
こう

が建てられました。
　17世紀中ごろから，水

み

戸
と

藩主徳
とく

川
がわ

光
みつ

圀
くに

は，全国から資料を集め，
日本の歴史書である『大

だい

日
に

本
ほん

史
し

』の編集を始めました。 関
せき

孝
たか

和
かず

は，
和
わ

算
さん

とよばれる日本式の数学を確立し，宮
みや

崎
ざき

安
やす

貞
さだ

は，西日本の各地
を回って作物の栽

さい

培
ばい

法を研究するなどして『農業全書』を書き，農
業の発

はっ

展
てん

に役立てました。
江戸時代になると，庶民の衣服にはそれまで
の麻

あさ

などに代わって丈
じょう

夫
ぶ

であつかいやすい木
も

綿
めん

が広く用いられるようになりました。食事は， 1日 ３食が一
いっ

般
ぱん

的
となり，住居では，何世代も住めるような，礎

そ

石
せき

の上に柱を立てる
家が増えました。
　また，各地に読み・書き・そろばんを教える寺子屋が増え，民衆
の教育水準が高まり，たくさんの本をもつ蔵

ぞう

書
しょ

家も現れました。

24

P.71 P.146
21

11〜15 19

22

23 16

17

25 江戸時代前期の文化と学問の特色をまと
め，それらが生まれた理由を説明しま
しょう。

確認

学問と教育

庶
し ょ

民
み ん

のくらし

 江戸時代前半の学問24

０ 2００km

幕府 昌平坂学問所
ばく ふ しょうへいざかがくもんじょ

和歌山 学習館
わ　か やま がくしゅうかん

岡山 閑谷学校
おかやま しずたにがっこう

仙台 養賢堂
せんだい

秋田 明徳館
あき た めいとくかん

弘前 稽古館
ひろさき けい  こ かん

会津 日新館
あい づ

水戸 弘道館
み　と

鳥取 尚徳館
とっとり しょうとくかん

ようけんどう

にっしんかん

こうどうかん

福山 誠之館
ふくやま せい し かん

萩 明倫館
はぎ めいりんかん

土佐 教授館
と　さ こうじゅかん

福岡 修猷館
ふくおか しゅうゆうかん

熊本 時習館
くまもと じ しゅうかん

鹿児島 造士館
か　ご しま ぞう し かん

佐賀 弘道館
さ　が こうどうかん

盛岡 作人館
もりおか さくじんかん

庄内 致道館
しょうない ち どうかん

金沢 明倫堂
かなざわ めいりんどう

名古屋 明倫堂
な ご や めいりんどう

桑名 立教館
くわ な りっきょうかん

姫路 好古堂
ひめ じ こう こ どう

松江 修道館
まつ え しゅうどうかん

岡山 花畠教場
おかやま はなばたけきょうじょう

広島 修道館
ひろしま しゅうどうかん

飫肥 振徳堂
お　び しんとくどう

 振
し ん

徳
と く

堂
どう

（宮
みや

崎
ざき

県日
にち

南
なん

市　飫
お

肥
び

城
じょう

下
か

町
まち

保
ほ

存
ぞん

会
蔵）　飫肥藩

は ん

の藩校で，明
めい

治
じ

時代に外務大臣
となった小

こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろう

（ P.189）もここで学び
ました。

11  閑
しず

谷
た に

学
が っ

校
こ う

（岡
おか

山
やま

県備
び

前
ぜん

市　特別史
し

跡
せき

旧閑谷
学校顕

けん

彰
しょう

保存会蔵）　岡山藩が1670年に建て
た現存する世界で最も古い庶

し ょ

民
み ん

のための公
立学校です。国宝

12

 養
よ う

賢
け ん

堂の旧正門（宮
みや

城
ぎ

県仙
せん

台
だい

市　泰
たい

心
しん

院
いん

山
門）　仙台藩の藩校の建物のなかで，唯

ゆい

一
いつ

残
されたものです。

15

 酒井館長18

 弘
こ う

道
ど う

館
か ん

（茨
いばら

城
き

県水
み

戸
と

市　弘道館事務所蔵）　
水戸藩の藩校で，当時の敷

し き

地
ち

面積は藩校と
して日本最大規

き

模
ぼ

の広さがありました。

13

 聖堂学問所の講義のようす（聖堂講
こう

釈
しゃく

図　東京大学史料編
へん

纂
さん

所蔵）21

 『大日本史』（東
とう

京
きょう

都　
玉
たま

川
がわ

大学教育博物館蔵）　こ
の本は，15世紀初めまで
の日本の歴史を，代々の
天
て ん

皇
の う

ごとに記したもので，
尊
そ ん

王
のう

思想とよばれる天皇
家を尊

とうと

ぶ考え方のよりど
ころとされました。

23

 庄内藩の藩校致
道館（上）と 20致道博
物館に保存されている
明治時代に建てられた
旧西

にし

田
た

川
がわ

郡役所（下）

19

 徳川光圀（1628～1700）
（茨

いばら

城
き

県水
み

戸
と

市　徳川ミュージアム蔵）
22

時代 世紀 できごと

江
戸
時
代

17
水
み

戸
と

藩で『大
だい

日
に

本
ほん

史
し

』の編集開
始（1657）
5代将軍綱

つな

吉
よし

が湯
ゆ

島
しま

聖
せい

堂
どう

を建て
る（1691）

18 宮
みや

崎
ざき

安
やす

貞
ただ

『農業全書』を刊行
（1697）

19 各地に藩
はん

校
こう

が建てられるように
なる（18世紀中ごろ）

館長の酒
さ か

井
い

さんの話　城下町鶴岡の致道博物館は鶴ヶ岡城
じょう

三
の丸にあります。庄

しょう

内
な い

藩は徳
と く

川
が わ

四天王の一人である酒
さ か

井
い

忠
た だ

次
つ ぐ

を祖とし，3代忠
た だ

勝
か つ

が1622年に鶴岡へ入り，以来酒井家が治
めました。博物館は，1950（昭和25）年，16代忠

た だ

良
な が

が郷
きょう

土
ど

文
化向上のため，旧藩校致道館の資料および土地建物を寄付し
て発足しました。そして，貴

き

重
ちょう

な建物保存や美術・歴史・民
俗・考古資料など多分野にわたって発信しています。博物館
名は，藩校名にちなみ，論

ろ ん

語
ご

の「君
く ん

子
し

学んで以
も っ

てその道を致
い た

す」が出典で，致道館精神「人は大
た い

宝
ほ う

」を受けついでいます。

致
ち

道
ど う

博物館（山
やま

形
がた

県鶴
つる

岡
おか

市）  寺子屋のようす（一
いっ

掃
そう

百
ひゃく

態
たい

　愛
あい

知
ち

県田
た

原
はら

市
蔵）

25

 主な藩校　武士
の子どもは，12歳

さ い

ごろ
から藩校に通いました。
江戸時代中期までは儒

じ ゅ

学
がく

が中心で，後期にな
ると，算学・医学・洋
学・兵学などの実用的
な科目を学びました。
資料活用 みなさん

の地
ち

域
い き

で，藩校が前身
の学校があるか調べま
しょう。

14

 関
せき

孝
た か

和
かず

の著
ち ょ

作
さ く

（『括
かつ

要
よう

算
さん

法
ぽう

』　
東京都　国立国会図書館蔵）　円
周率の計算について解説して
いる部分です。

16

 『農業全書』
（国立国会図書館蔵）

17

144 145

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正

5

10

15

20

←↑P.142-145

↑P.51
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室
むろ

町
まち

時代にめばえた民
みん

衆
しゅう

の文化は，17世紀末
から18世紀初めにかけて，上

かみ

方
がた

を中心に，豊
かな町人の文化として花開きました。そのころの元禄という年号を
とって，この文化を，元

げん

禄
ろく

文
ぶん

化
か

といいます。
　大

おお

阪
さか

の町人の井
い

原
はら

西
さい

鶴
かく

は，当時の世相や町人・武士のくらしをあ
りのままに小説にえがき，その作品は浮

うき

世
よ

草
ぞう

子
し

とよばれました。武
士出身の近

ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

は，きびしい身分制のなかで義理と人情の板
ばさみになやむ男女の気持ちを人

にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

の台本に書いて，人々を
感動させました。演

えん

劇
げき

としての形を整えた歌
か

舞
ぶ

伎
き

は，上方に坂
さか

田
た

藤
とう

十
じゅう

郎
ろう

，江戸に市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

などの名
めい

優
ゆう

が出て，いっそう人気を高めま
した。また，松

まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

は，各地を旅しながら俳
はい

諧
かい

を芸術にまで高め
ました。絵画では，俵

たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

やその影
えい

響
きょう

を受けた尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

が装
そう

飾
しょく

画
が

を大成し，菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

は町人の風
ふう

俗
ぞく

をえがいて浮
うき

世
よ

絵
え

を始めました。
浮世絵は，のちに版画として刊行され，広く民衆に愛好されました。

P.141
9

10

3

2

1

4 6 5

8

7 7

元
げ ん

禄
ろ く

文化

江
え

戸
ど

時代前期の文化と学問
－花開く町人文化と学問の奨

しょう

励
れ い

－学習  課題

見方・考え方

時期，場所，担
にな

った人々に着目しま
しょう。

江戸時代前期には，どのよう
な特色をもった文化や学問が
発達したのでしょうか。

つながり

 井原西鶴（1642～1693）
（東京国立博物館蔵）

10

 菱川師宣（1618～1694） 

の浮世絵（見返り美人図　東京
国立博物館蔵）

7

 尾形光琳（1658～

1716）の装飾画（燕
かき

子
つ

花
ばた

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　たて151cm×横
339cm　東京都　根

ね

津
づ

美

術館蔵）国宝

8

どうして，このような文化が発達した
のでしょうか。

深めよう

芸能

文芸

 松
ま つ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

（1644～1694）（天
てん

理
り

大
学附

ふ

属
ぞく

天理図書館蔵）

4

絵画

 近松門左衛門
（1653～1724）
（大

おお

阪
さか

歴史博物館蔵）

3

江戸時代の人々の楽しみはどの
ようなものだったのかな。

 芭蕉がよんだ句と  
6 その舞

ぶ

台
た い

の平
ひら

泉
いずみ

（岩
い わ

手
て

県）

5

2 現在も演じられる近
ち か

松
ま つ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

作の人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
ら く

（『曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

』　国立文楽劇場）　
文楽は，物語を語る太

た

夫
ゆ う

，三
しゃ

味
み

線
せ ん

弾
ひ

き，人形遣
づ か

いの三者で
演じます。

 元禄文化9

時代 世紀 できごと 場所

江
戸
時
代

17
家
いえ

康
やす

が江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を開く（1603）

井
い

原
はら

西
さい

鶴
かく

が浮
うき

世
よ

草
ぞう

子
し

を出版（1682）

18
松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

が東北・北陸への旅に出発（1689）

菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

が浮世絵を始める（17世紀末）

19
近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

『曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

』初演（1703）

江戸幕府がほろぶ（1867）

夏
草
や

　
兵つ

わ
も
の

ど
も
が

　
夢
の
跡あ

と

五さ

月み

雨だ
れ

の

　
降
り
の
こ
し
て
や

　
光ひ

か
り

堂ど
う

（『
奥お

く

の
細ほ

そ

道み
ち

』）

学習した人物：近松門左衛門小学校

0 200km

上方が中心

2
 歌

か

舞
ぶ

伎
き

（浮
うき

絵
え

劇
げき

場
じょう

図　東
とう

京
きょう

都　平
ひら

木
き

浮世絵美術館蔵）　手前の左手の花道に立つのが市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

です。　
資料活用 歌舞伎を楽しんでいるのはどのような人たちか，観客の身分や性別に注目して読み取りましょう。
1

142 143

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正

5

10

今に受け継がれている
神話を深く掘り下げて
紹介しています。

文化財のサイズを示すと
ともに，スケールが伝わる
ような工夫をしています。

8.4m

1.5m
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 イオマンテのようす
（アイヌ熊

くま

送
おくり

の図　函
はこ

館
だて

市中央図書館蔵）
11

 蝦夷地のこんぶ生産のようす　（日本山海
名物図

ず

絵
え

　松
まつ

前
まえ

昆
こん

布
ぶ

　東
とう

京
きょう

都　国立国会図書館蔵）
16

 国立アイヌ民族博物館（完成予想図　
国立アイヌ民族博物館設立準備室蔵）

17

 アットゥシ　木の皮からとっ
た繊

せ ん

維
い

を使ってつくった服です。
（北海道　旭

あさひ

川
かわ

市博物館蔵）

12

 ルウンペ　木綿の布を使って
つくった服です。（国立アイヌ民族博物
館設立準備室蔵）

13

信仰

くらし

国立アイヌ民族博物館（北海道白
しら

老
おい

町）

　2020年，北海道白老町に，国立アイヌ民族博物
館が開館します。日本の先住民族であるアイヌの歴
史や文化を「ことば」「世界（信

し ん

仰
こ う

）」「くらし」「歴
史」「しごと」「交流」のテーマから学ぶことができ
ます。日本だけでなく世界の人々がアイヌ民族の歴
史や文化に対する理解を深め，新たなアイヌ文化の
創造と発

は っ

展
て ん

を支える拠
き ょ

点
て ん

をめざしています。

こんぶはめぐる
　18世紀後半になると，大阪にこんぶをあつかう問屋ができ，
加工品を売る店も目立つよう

になりました。松前・蝦夷地から北
き た

前
ま え

船
ぶ ね

が日本海を経由してもたらされたこ
んぶは，上

か み

方
が た

（ P.141）で消費された
だけでなく，大阪から各地に運ばれま
した。
　行き先の一つに琉

りゅう

球
きゅう

がありました。
運んだのは薩

さ つ

摩
ま

藩です。こんぶは琉球
料理に欠かせない食材となり，また，
琉球から中国へ向けて輸出されました。

交流

 タシロ　狩猟に使う山刀で，アイヌ
模様が刻

きざ

まれています。（長さ43cm　アイヌ
民族文化財団蔵）

14

 沖縄のこんぶ料理
「クーブイリチー」

15

132

　国宝  や 世界遺産  は，
わかりやすいアイコンで表
示しています。

注目

実物大

教科書
P.78

2423
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　文化財の魅力を存分に引き出す
ため，実物大で掲載しているもの
には，このマークを付けています。

注目

A

実物大

ポイント1
歴史を楽しく
確実に学ぶ

　

 

大
判
ペ
ー
ジ
を
贅
沢
に
使
っ
た
資
料
で

臨
場
感
あ
る
読
み
取
り
の
楽
し
さ
を

B C

江戸図屏風を実物大で掲載するなど，これまでになかった紙面を提案しています。

大判ページで絵画資料を読み取る楽しさを 
体験できる教材

1

第   編4
近世の
日本と世界
導入ページ

大判ページを生かした，ビジュ
アルで多彩な図版による楽しい
学びで時代像を具体的にイメー
ジし，本文の理解をより深めら
れるようにしました。

2423

・町は，どのような形に区
く

割
わ

りされているかな。
・ 橋のたもとにある木戸 D2 は，何の役

や く

割
わり

があるのかな。
・ E3 にある白い壁

か べ

の窓
ま ど

をとじた建物は何かな。
・ B1 にある高

こう

札
さ つ

は，だれにどのようなことを知らせるも
のかな。

400年前の江
え

戸
ど

の町を読み取ろう

 1  江戸図屏
びょう

風
ぶ

の日
に

本
ほん

橋
ばし

付近のようす（実物大）（江戸図屏風　千
ち

葉
ば

県　国立歴史民
みん

俗
ぞく

博物館蔵）

?
1

・ 武士と町人，男性と女性のどちらが多いかな。
・荷物の運

う ん

搬
ぱ ん

に，何が使われているかな。
・川岸には，何が積まれているかな。
・ 店や天

て ん

秤
び ん

棒
ぼ う

で何が売られているかな。

次は，中世の京
きょう

都
と

と近世の江戸を見
比べましょう。

木戸

木戸

木戸

実物大

教科書
P.106-107

D E F

4

3

2

1

P.106-107では，問いを通じて
実物大で掲載した江戸図屏風を
読み取る活動ができます。
ページを開くと…

2825



北
き
た

小
こ
う

路
じ

（今
い
ま

出
で

川
が
わ

）通り

上
か
み

立
だ
ち

売
う
り

通り

公
く

家
げ

の屋
や

敷
し き

北
き た

野
の

天
て ん

満
ま ん

宮
ぐう

管
か ん

領
れ い

細
ほ そ

川
かわ

氏の屋敷

細川氏の家
か

臣
しん

の屋敷

公
く

家
げ

の屋
や

敷
し き

室町通り

船
ふ な

岡
おか

山
やま

2町（約240m）

実物大

教科書
P.108

大きな図版をならべて配
置し，前後の時代を比較
しやすくしました。

中世
0 300km

2  京
きょう

都
と

3  江
え

戸
ど

①室
むろ

町
まち

幕府の将
しょう

軍
ぐん

と補
ほ

佐
さ

役の管
か ん

領
れ い

の屋
や

敷
し き

を見つけましょう。
②将軍と管領の屋敷を見比べて，大きさや建物の特

とく

徴
ちょう

を読み取りましょう。

16世紀前半の京
きょう

都
と

を読み取ろう

 2  室町幕府の将軍が政治を行った町のようす
（紙

し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　千
ち

葉
ば

県　国立歴史民
みん

俗
ぞく

博物館蔵）

?
2

各単元の導入ページでは，
生徒に資料を活用した学習
活動の提案をしています。

紙本著色洛中洛外図屏風

26

室町幕府の将軍邸
て い

細川氏の一族の屋敷

大
だ い

徳
と く

寺
じ

上
か み

賀
が

茂
も

神
じ ん

社
じ ゃ

相
しょう

国
こく

寺
じ

鹿
ろ く

苑
お ん

寺
じ

金
き ん

閣
かく

船
ふ な

岡
おか

山
やま

室
町
時
代

洛中洛外図屏 風と江戸図屏
風を見比べて 中世と近世の
町のようすの 違いを学ぶこ
とができる教 材です。



P.106～107 1の範囲

京橋

上
う え

杉
す ぎ

家（外
と

様
ざ ま

大名）

井
い

伊
い

家（譜
ふ

代
だ い

大名）

毛
も う

利
り

家（外様大名）

鍋
な べ

島
し ま

家（外様大名）

伊
だ

達
て

家（外様大名）

外
そ と

桜
さくら

田
だ

門

町人地

江
戸
時
代

洛中洛外図屏 風と江戸図屏
風を見比べて 中世と近世の
町のようすの 違いを学ぶこ
とができる教 材です。

これから近世の世界や日本を学ぶ
うえで，着目すべきポイントを体
感的に把握することができます。

近世 ①江戸幕府の将軍と家
か

臣
しん

の大名の屋敷を見つけよう。
② 将軍と大名の屋敷を見比べて，大きさや建物の特
徴を読み取りましょう。

17世紀前半の江
え

戸
ど

を読み取り，中世と近世の将軍の建物を見比べよう

 3  江戸幕府の将軍が政治を行った町のようす（江戸図屏風　千葉県　国立歴史民俗博物館蔵）

?
3

③ 読み取った中世と近世の将軍の建物の特徴をも
とに，中世と近世とではどのような点が異

こと

なるか，
そのちがいを明らかにしましょう。

江戸図屏風

P.106～107 1の範囲

　近世の江戸幕府と，中世の室町幕府の
将軍の建物を比べて，どうしてこんなに
大きさがちがうのか，この単元ではその
なぞを解いていきましょう。
　そして，「近世」とはどのような時代か，
政治，社会，文化，外交の面で，これま
での時代とのちがいは何かなど，自分の
言葉で説明できることをめざしましょう。

めあて

尾
お

張
わ り

家
け

（御
ご

三
さ ん

家
け

）

日本橋

水
み

戸
と

家（御三家）

紅
も み じ

葉山
やま

東
と う

照
しょう

大
だ い

権
ご ん

現
げ ん

宮
ぐう

天
て ん

守
し ゅ

（高さ約60ｍ）

江
え

戸
ど

城
じょう

松
ま つ

平
だいら

家（譜代大名）

大
お お

手
て

門
もん

町人地

約120m

実物大

教科書
P.109

このような歴史学習を楽
しいものにするための工
夫を各所に施しています。
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文化財を守り伝える仕事
　私たちは，どうして数百年前から千年以上も前につくられた文化財を目にすることが
できるのでしょうか。そのなぞを解いていきましょう。

●  奈
な

良
ら

県文化財保存事務所の  
国宝薬

や く

師
し

寺
じ

東
と う

塔
と う

の保存修理に学ぶ

●九州国立博物館の取り組みに学ぶ

　自然素材からできた日本の文化財は，
少なくとも50年から100年に一度は，
修理が必要になります。2005（平成17）
年にできた九州国立博物館は，貴

き

重
ちょう

な
文化財を展

てん

示
じ

する一方で，九州地方の
文化財を中心に数多くの文化財の修理
を手がけてきました。
　文化財の修理とは，具体的にどのよ
うなことをするのでしょうか。修理技
術者をたばねている国

こく

宝
ほう

修理装
そう

潢
こう

師
し

連
れん

盟
めい

の理事に伺
うかが

いました。

　薬師寺東塔は，薬師寺のなかで，奈良時
代から伝わる唯

ゆい

一
いつ

の建物です。三重塔です
が，各重に裳

も

階
こし

とよばれる飾
かざ

り屋根がつく
日本ではほかに例のない建築形式の塔です。
　東塔は，これまでも数多くの修理を重ね
てきましたが，今回は，いったんすべての
部材を解体し，必要な修理をほどこして組
み立て直す方法がとられました。また，修
理にあたっては，水

すい

煙
えん

などは新たにつくり
直しますが，それ以外はできる限り今の材
料を残し，現状を維

い

持
じ

する方針が立てられ
ました。

　文化財の修理は，傷
い た

んでいるところを徹
て っ

底
て い

的
てき

に調査する
ことから始まります。必要な修理を吟

ぎん

味
み

し，テストを重ね，
確信を得て初めて修理に取りかかります。失敗は許されま
せん。
　文化財修理には，伝統的な技術が用いられます。九州国
立博物館はそれだけではなく，調査段

だ ん

階
かい

で最新の機器を使
用するほか，美術史や歴史，保存科学などの研究者と修理
技術者が意見をかわし，それぞれの専

せん

門
もん

知識を生
かして修理にあたることも特色です。
　私たち文化財修理技術者の仕事は，保存を第一
に考えて，50年後，100年後へと文化財を伝えて
いくことです。手先の技術はもちろんですが，経験
を重ねながら文化財をみる目を養い，日々同じこと
をくり返すのではなく，常に自らを高めたいと思っ
ています。

1  屏
びょう

風
ぶ

装
そう

に仕立てるため
絵の位置を合わせる。
2 文化財保存修復施

し

設
せつ

　
3  虫食い穴

あな

に補
ほ

修
しゅう

紙をあ
てる。　
4 顕

けん

微
び

鏡
きょう

を使った調査　
5「百

ひゃく

万
まん

塔
とう

陀
だ

羅
ら

尼
に

」の修理前
（上）と6 修理後（下）の比

ひ

較
かく

　世
界最古級の8世紀後半の印刷物
です。大きく失われた上の部分に，
新たにすいた紙で補修しています。

1． 文化財の傷んだ箇
か

所
しょ

の調査と記録
2．修理方

ほう

針
しん

の検
けん

討
とう

3．修理
4．報告書の作成 3新しく焼いた瓦をふいているよ

うす。

1奈良時代の基壇をおおうように
つくった新しい基礎。

4 初重裳階の壁
かべ

を仕上げる前の
下
した

地
じ

を塗
ぬ

っています。

2柱の傷んだところをけずり，新
しい木をあてています。

  3 保存修理のようす

3塔の木の部材をすべて解体して
いきます。

1保存修理のため，素
す

屋
や

根
ね

で東塔
をおおいます。

4基
き

壇
だん

の石をすべて取り外し，礎
石だけ残した状態。

2瓦
かわら

を一枚
まい

一枚，すべて下ろしま
す。

2 解体のようす

1柱を支える礎
そ

石
せき

が，ふぞろいに
沈
しず

みこんでいました。
2痛みの目立つ裳階の高

こう

欄
らん

1 修理前の状態

修理前と修理後の文化財

 –有形文化財（建造物）の保存修理–

修理作業の
ようす

1

2

3 4

5

6

歴史を

 薬師寺東塔（保存修理前） 国宝7  創
そう

建
け ん

当初からの水
煙（上）と 9 新しくつくら
れた水煙の飛天像（下）　
9は，三次元スキャナを
活用して正確に創建当初
の水煙を計測し，古代と
同じ材質を用いて，形や
色も忠

ちゅう

実
じ つ

に再現されまし
た。

8

高さ
34m

二重

三重

相輪

水煙

初重

基
き

壇
だん

三重裳
も

階
こし

二重裳階

初重
裳階

　修理にともなう調査で，東塔が
奈良時代から同じ場所に立ってい
ること，初重の天

て ん

井
じょう

板に729年と
730年に伐

ば っ

採
さ い

された木が使われて
いること，裳

も

階
こ し

に古代や中世など
の瓦

かわら

を使っていることなど,さま
ざまことがわかりました。

 –有形文化財（美術工芸品）の保
ほ

存
ぞん

修理–
国宝修理装潢師連盟理事の方の話

素屋根

5958

文化財修理の
大きな流れと記録

　公害などの環境問題の歴史的経緯や問題解決に取り組んだ人々の姿を紹介しています。現代の環境問題を一人一人の問
題としてとらえ，どのように行動すべきかを考えることができるような教材を各所に掲載しています。

　文化財の保護・継承に尽力した先人たちの取り組みのほか，現在行われ
ている文化財の保存・修復の取り組みについて紹介しています。

環境に関する歴史を学ぶ2

文化財の保存・修復の取り組みを学ぶ3
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経
け い

済
ざ い

発
は っ

展
て ん

か，環
か ん

境
き ょ う

保全か，
足
あ し

尾
お

鉱毒事件を通して考えよう歴史
　1890（明治23）年ごろから，栃

と ち

木
ぎ

県の
足尾銅山の鉱毒が渡

わ た

良
ら

瀬
せ

川に流れ出し，
下流の田畑の作物が枯

か

れ，魚が死ぬなど
の被

ひ

害
が い

が広がりました。また，銅山の煙
え ん

害
が い

や用材のための森林の乱
ら ん

伐
ば つ

によって水
す い

源
げ ん

の山々ははげ山となり，1896年には大
洪
こ う

水
ず い

が起こって，３万haをこえる土地が
鉱毒におおわれました。
　こうしたなか，当時の人々はどのよう
に対応したのでしょうか。銅山の操

そ う

業
ぎょう

停
止と被

ひ

災
さ い

民
み ん

の救
きゅう

済
さ い

を求めた田中正造と政
府の対応を学び，みなさんもこの問題に
ついて考えてみましょう。

足尾鉱毒事件の年表資料2 田中正造の直訴状の内容資料3

足尾銅山の鉱毒の被害資料1

田
た

中
な か

正
しょう

造
ぞ う

はどのよう
な事態を問題とし，
帝
て い

国
こ く

議会や天
て ん

皇
の う

に何
を訴

うった

えようとしたの
でしょうか。

▶ 資料1〜3 から，足尾
鉱毒事件の概

が い

要
よう

を確
か く

認
に ん

して，田中正造の主
張を読み取りましょう。

▼学習の流れ

ステップ1

年 できごと
1610 足

あし

尾
お

銅山が発見され，江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の直轄となる
1817 銅山休止し，廃

はい

山
ざん

同様となる
1877 銅山が古

ふる

河
かわ

市
いち

兵
べ

衛
え

の所有となる
1880 魚が浮死，栃

とち

木
ぎ

県から渡
わた

良
ら

瀬
せ

川の魚類捕
ほ

獲
かく

禁止
令が出る

1890 渡良瀬川の大洪
こう

水
ずい

で，沿
えん

岸
がん

に鉱毒被
ひ

害
がい

が発生
各町村で鉱毒反対の動きが表面化する

1891 田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

，帝
てい

国
こく

議会で初めて足尾銅山鉱毒問題
を取り上げ，操

そう

業
ぎょう

停止を求め，政府の責任を追
つい

及
きゅう

する
1896 大洪水で鉱毒被害が１府５県に拡

かく

大
だい

し，鉱業停止
運動が活発になる

1897 政府は銅山に鉱毒除
じょ

害
がい

工事を命じる
1898 被災民1万人,上京しようとして警

けい

官
かん

と衝
しょう

突
とつ

1900 被災民3000人，請
せい

願
がん

のため上京の途
と

中
ちゅう

，警官隊
に阻

そ

止
し

，鎮
ちん

圧
あつ

される（川
かわ

俣
また

事件）
1901 田中正造，鉱毒被害について天皇に直

じき

訴
そ

を試みる
1902 被災民上京。政府は銅山に鉱毒予防工事を命じ，

洪水対
たい

策
さく

で谷
や

中
なか

村
むら

を遊水地とすることを決定
1904 田中正造が谷中村に移り住む
1906 谷中村，強制破

は

壊
かい

により廃
はい

村
そん

となる

　謹
つつし

んで思いますに，政府当局にその責任
を尽

つ

くさせて，陛
へい

下
か

の赤子＊である人民に自
然の恩

おん

恵
けい

をあたえる道は，他にありません。
それは，
第一に，渡良瀬川の水源を清めること。
第�二に，川の流れを修築して，そのもとの状
態に戻

も ど

すこと。
第�三に，鉱毒ではげしく汚

お

染
せん

された土を除
じ ょ

去
きょ

すること。
第四に，沿岸の無限の天産を復活すること。
第�五に，多数の町村の退

た い

廃
は い

した状
じょう

況
きょう

を回復
すること。
第�六に，加毒の鉱業を止め，鉱毒に汚染さ
れた水などの流出を根絶すること。

（一部要約）
＊�天皇を親に� �

みたてた表現

と
ねえ

ど

わ
た

ら
せ

谷中村

桐生
きりゅ

足利
あしかが

佐野
さ の

東京

ち ば

とう

さい たま

か がわな

とち

ぐ
ん

ま

ぎ

いばら き

きょう

古河
こ が

やなか

う

館林
たてばやし

渡
良
瀬
川

利
根 川江

戸
川

栃木県

茨城県

群
馬
県

埼玉県

神奈川県

千葉県
東京府

R516_06t2_01
足尾銅山の鉱毒の被害

20km0

鉱毒被害地（1899年）
ひ がい

足尾銅山
おあしあし

田中正造
（1841～1913）
（東

とう

京
きょう

都　国立国会図書館蔵）

地元の衆
しゅう

議
ぎ

院
い ん

議員の
田中正造は，農民と
ともに鉱山の操業停
止と被災民救済を政
府に訴

うった

えました。そ
して，新聞や都市の
知識人らの支

し

援
え ん

が広
がっていきました。
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 19世紀初めにえがかれた京
きょう

都
と

の里山（華
か

洛
らく

一
いち

覧
らん

図　東
とう

京
きょう

都　三
みつ

井
い

文
ぶん

庫
こ

蔵）1

　 1は，1808年に売り出された京
きょう

都
と

の絵図『華
か

洛
ら く

一
い ち

覧
ら ん

図
ず

』です。当時の比
ひ

叡
え い

山
ざ ん

から大
だ い

文
も ん

字
じ

山
や ま

などの東
ひがし

山
や ま

の北
部は，現在と異

こ と

なって高い木はまれで，草地か，草木
が生えていない山のようにも見えます。
　３代将軍徳

と く

川
が わ

家
い え

光
み つ

が17世紀の中期に全国に調
ちょう

査
さ

さ
せた資料から，江

え

戸
ど

時代の山の状態を知ることができ
ます。越

え っ

中
ちゅうの

国
く に

（富
と

山
や ま

県）は，75％が草
く さ

柴
し ば

山であり，樹
じ ゅ

木
も く

が生
お

い茂
し げ

った山は全体の４分の１ぐらいでした。江戸
時代の山は，今の姿

すがた

とは異なるようです。

幕
ば く

府
ふ

のはげ山対
た い

策
さ く

と都市に住む人々のリサイクル 

●幕府のはげ山対策

 正
しょう

保
ほう

期（1644～48年）の山のようす（水
みず

本
もと

邦
くに

彦
ひこ

『徳
とく

川
がわ

の国家デザイン』）4

 現在の東山3 現在の比叡山2

2

4

3

資源・環境

先人
に学ぶ

　江戸時代の山に草柴の状態のところが多いことには
理由がありました。江戸時代の農業を支えた肥料の中
心は，草や木の葉を田や畑にすきこむ刈

か り

敷
し き

でした。近
き ん

畿
き

地方や東
と う

海
か い

地方では，干
ほ し

鰯
か

も使われましたが，刈敷
も盛

さ か

んに利用されていました。肥料にする草木を確保
するためには，田畑の面積の10倍の広さの山野が必
要であると考えられます。当時の人々は，山野を草柴
山の状態で維

い

持
じ

するために，木を切り払
は ら

ったり，野焼
きを行ったりしていました。
　いっぽう，樹木を伐

ば っ

採
さ い

して草柴山の状態を続けるこ
とは，土

ど

砂
し ゃ

災害の原因にもなりました。土砂災害の被
ひ

害
が い

が大きかった淀
よ ど

川
が わ

・大
や ま と

和川
が わ

流
りゅう

域
い き

の摂
せ っ

津
つ

・河
か わ ち

内・山
や ま

城
し ろ

・大和・近
お う

江
み

国では，幕府が直接対策を講じました。
はげ山には植林をし，土砂流失箇

か

所
し ょ

には砂
す な

留
ど

めのダム
をつくらせました。土

ど

砂
し ゃ

留
ど め

奉
ぶ

行
ぎょう

を巡
じゅん

回
か い

させて，対策の
実
じ っ

施
し

を確
か く

認
に ん

させるなど，この制度は17世紀後半から
幕末まで続きました。

0 20 40 60 80 100%

陸奥国の一部
（福島県）

越中国
（富山県）

河内国
（大阪府） 草柴系 31.0％ 草木混在系41.3 木山系 27.7

69.8 7.7 22.5

75.2 24.8％

か わ ち

えっちゅう

む　つ

ふくしま

くさしば
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－福
ふ く

岡
お か

県北
き た

九
き ゅ う

州
しゅう

市－
公害克

こ く

服
ふ く

の歴史を調べる

　地球規
き

模
ぼ

で環
かん

境
きょう

問題への関心が高まるなか，私たちが住む北
きた

九
きゅう

州
しゅう

市でも環境問題への
取り組みが盛

さか

んに行われています。そこで，北九州市が環境問題に取り組むようになっ
た歴史について，北九州市環境ミュージアムを訪

たず

ねて調べてみました。

地域の環境の歴史を調べよう

　北九州市は，1901（明治34）年に官営八
や

幡
はた

製鉄所がつ
くられてから，鉄の生産を中心に発展し，やがて四大
工業地帯の一つとして栄えました。しかし，当時の工
場は生産を上げることを第一に考え，煙

えん

突
とつ

からは有害
な煙

けむり

を出し，排
はい

水
すい

口
こう

からはよごれた水をそのまま洞
どう

海
かい

湾
わん

に流していたそうです。
　このため，北九州市の空や海はよごれ，公害が最も
ひどかった1960年代には，煙突などから出された煙に
含
ふく

まれる小さいつぶである「ばいじん」が降
ふ

りそそぎ，
ぜんそくになる子どもが増えました。

2

3 5

　今の北九州市は，美しい空と海を取りもどしていま
す。1987（昭和62）年には，全国の星空の美しい街のベ
スト100にも選ばれ，今では洞海湾で漁業も行われて
います。さらに，2008年には国から「環境モデル都市」，
2011年には「環境未来都市」に認定されました。公害
克
こく

服
ふく

から環境都市にいたるまでに蓄
ちく

積
せき

された環境対策
技術やノウハウは「北九州モデル」としてまとめられ
ました。

6

北九州市の発
は っ

展
て ん

と公害の発生1

青空がほしい2

公害をのりこえた経験を生かして3 　現在は，地元企業の海外水ビジネスへの参入を支
し

援
えん

して，アジアの新興国に向けて上下水道技術の輸出を
行っています。その成果により，アジアの環境人材の
育成拠点としても注目されています。また，国連の定
めたSDGs（持続可能な開発目標）のモデル都市として，
経
けい

済
ざい

協力開発機構（OECD）から国内で初めて選ばれ
ました。
　なぜ，このように北九州市が環境問題に力を入れる
のか，なぜ市民の関心が高いのかということが，今回，
地
ち

域
いき

の歴史を調べてわかりました。

7

8

　公害問題に最初に立ち向かったのは婦人会の人たち
でした。「青空がほしい」をスローガンに，自分たちで
ばいじんを測定したり，専

せん

門
もん

家
か

と勉強会を開いて記録
映画を製作したりして，公害問題を訴

うった

えたそうです。
この訴えは，北九州市にくらす多くの市民や企

き

業
ぎょう

，研
究機関，行政機関を動かしました。何度も話し合いが

重ねられ，美しい町を取りもどすた
めに，一体となって環境問題に取り
組むことで合意しました。そして，
その後，20年の歳

さい

月
げつ

と約8000億円も
の費用をかけて，さまざまな公害へ
の対

たい

策
さく

と，環境問題への取り組みが
進められることになりました。

4

4 北九州市と日本国内の環境問題の動きと取り組み

 環境ミュージアムの館内のようす1

 工場からの排水でよごれた洞海湾（1960年ごろ）2

 公害の影
え い

響
きょう

で廃
は い

校
こ う

になった城
し ろ

山
やま

小学校の６年生が書いた詩（1975年）
3

 1960年
代のようす
5

 きれい
になった空
6

 カンボジア
での上水道分野
の技術協力プロ
ジェクト

7

 JICA草の
根プロジェクト
でのベトナム人
研修生の受け入
れ（下水道分野）

8

年 北九州市の動き 年 日本国内の動き
1901（明治34）・八幡に日本で初めての近代的な製鉄所完成 1922（大正11）・神

じん

通
づう

川（富
と

山
やま

県）下
か

流
りゅう

域
いき

で，イタイイタイ病発生
1943（昭和18）・洞海湾から魚がいなくなる

1950 ・ばいじんが降る被
ひ

害
がい

が出はじめる 1953（昭和28）・八
やつ

代
しろ

海（熊
くま

本
もと

県・鹿
か

児
ご

島
しま

県）沿
えん

岸
がん

域で，水
みな

俣
また

病発生
・このころ，婦人会が公害反対運動を始める 1960 ・三

み

重
え

県四
よっ

日
か

市
いち

市で，四日市ぜんそく多発
1963 ・合

がっ

併
ぺい

で，北九州市誕
たん

生
じょう

・下水道整備開始 1964 ・阿
あ

賀
が

野
の

川下流域（新
にい

潟
がた

県）で，新潟水俣病発生
1965 ・城山小学校で，日本一多いばいじんが降る 　（　　…四大公害病）
1966 ・ 洞海湾が水質検査の結果，生き物がすめない「死の海」と判明 1967 ・公害対策基本法制定
1970 ・北九州市公害防止条例制定 1970 ・東

とう

京
きょう

で初めての光化学スモッグが発生
1973 ・洞海湾でヘドロ除

じょ

去
きょ

作業を始める（～1976年） 1971 ・環境庁設置
1977 ・城山小学校廃校 1993（平成5）・環境基本法制定
1980 ・洞海湾に魚が見られるようになる 1997 ・熊本県，水俣湾の安全宣

せん

言
げん

を出す
1990（平成2）・外国への環境対策技術指導開始 ・地球温

おん

暖
だん

化防止京
きょう

都
と

会議開
かい

催
さい

2000 ・北九州市環境基本条例制定 1998 ・地球温暖化防止政策の推
すい

進
しん

に関する法
ほう

律
りつ

制定
2002 ・北九州市環境ミュージアムオープン 2001 ・環境庁から環境省になる
2006 ・アジアの環境人材育成拠

きょ

点
てん

形成事業の開始 2005 ・京都議定書が発効される
・国連大学「持続可能な開発のための教育」拠点認

にん

定
てい

2008 ・政府から「環境モデル都市」に選ばれる
2011 ・政府から「環境未来都市」に選ばれる 2011 ・東日本大震

しん

災
さい

2018 ・OECDから「SDGs」のモデル都市に選ばれる ・福
ふく

島
しま

第一原子力発電所事故

き
ょ
う
も
の
ど
が
い
た
い

近
く
の
工
場
を
見
て
い
る
と

高
い
え
ん
と
つ
か
ら

真
っ
黒
い
け
む
り
が
で
て
い
る

洞
海
湾
か
ら
は
、
く
さ
い
に
お
い

車
か
ら
は
、
は
い
き
ガ
ス
と
騒そ

う

音お
ん

こ
ん
な
生
活
が
い
や
に
な
る

お
じ
い
さ
ん
の
子
ど
も
の
頃こ

ろ

は

城
山
に
住
む
小
鳥
の
さ
え
ず
り

洞
海
湾
を
泳
ぎ
回
る
魚
の
群む

れ

ぎ
お
ん
祭
り
の
か
ね
、
太た

い

鼓こ

の
ひ
び
き

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
そ
う
だ

鳥
も
去
り
、
魚
の
姿す

が
た

も
見
え
ず

一
人
去
り
、
二
人
去
っ
て
い
く
友
人
た
ち

で
も
去
れ
る
者
は
よ
い

く
ら
し
が
立
た
な
い
で
ど
こ
へ
も
い
け
ず

困こ
ま

っ
て
い
る
人
々
も
た
く
さ
ん
い
る
の
だ

ぼ
く
の
家
だ
っ
て
、
夜
お
そ
く
ま
で
父
と
母
が

話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

「
こ
こ
に
の
こ
る
し
か
な
い
ね
」

ぼ
く
た
ち
の
家
族
は
す
す
け
た
屋
根
に

ひ
っ
し
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
セ
メ
ン
ト
の

か
た
ま
り
と
同
じ
だ

い
っ
た
い
、
こ
の
地
球
は
だ
れ
の
も
の
だ
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　薬師寺東塔の保存修理など，
最新の話題も取り上げています。

注目

29

　災害と復興の歴史を学び，現代ではどのような防災・減災への取り組みができるのかを考え
ることができる教材を，特設ページや各種コラムであつかっています。

災害・復興の歴史から防災・減災を学ぶ1

ポイント1
歴史を楽しく
確実に学ぶ

日本の都市人口は，大戦景気を背
はい

景
けい

に急増し，
とくに東

とう

京
きょう

や大
おお

阪
さか

は，数百万の人口が集中す
る大都市となりました。都市では電気・水道・ガスが普

ふ

及
きゅう

し，生活
様式の洋風化が進みました。カレーライスやコロッケなどの洋食が
好まれるようになり，洋服の着用も広がりました。
　また都心とその近

きん

郊
こう

を結ぶ郊外電車が発達し，郊外住
じゅう

宅
たく

地の開発
が進みました。沿

えん

線
せん

には，劇
げき

場
じょう

や遊園地なども建設されました。都
心のターミナルにはデパートがつくられ，映

えい

画
が

館
かん

や演芸場の立ちな
らぶ繁

はん

華
か

街
がい

に，大ぜいの人が集まりました。
　その一方，生活の便利さや文化面で，都市と農村の格差が広がり，
農村の人々のあいだに都市へのあこがれが強まりました。ただ，都
市の豊かな文化生活を楽しめたのは，一部の人にとどまり，都市住
民の多くは，家屋が密

みっ

集
しゅう

する下町でくらしていました。東京の下町
は，1923（大正12）年 9月の関

かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

によって，大きな被
ひ

害
がい

を受け
ました。

1

1 8

2 3

4

7

都市の生活

都市化の進
し ん

展
て ん

と大
た い

衆
しゅう

文化
－経

け い

済
ざ い

の発展を背
は い

景
け い

に－
3

学習  課題
私たちの生活にもつながる大正
時代の文化には，どのような特
色があるのでしょうか。

 1万人以上の人が住む市や町の人口の総計
は，1925年には約2000万人となりました。
同年の総人口約6000万人の，およそ3人に
1人が都市でくらしていたことになります。

1

 100年ほど前の田園調布（1924年　東
京都大

お お

田
た

区）　駅を中心に放射状に道路が
のび，農村の環

か ん

境
きょう

のよさと都市の利便性をか
ねそなえた新しい住宅地として，渋

し ぶ

沢
さ わ

栄
え い

一
いち

ら
によって開発されました。

8

見方・考え方

都市化の進展と大衆文化の内容に着目
しましょう。

比較

 大正時代に発売されて今に伝わるお菓
か

子
し

や飲料品
（左：江

え

崎
ざき

グリコ株式会社，右：カルピス株式会社）
6

 デパート創業の挨
あ い

拶
さ つ

状
（1929年　阪急阪神百貨店蔵）　百
貨店は，買い物だけでなく食堂
の洋食や屋上の娯

ご

楽
らく

施
し

設
せつ

を楽
しむあこがれの場所でした。

4

関東大震災
歴史

　1923年9月1日，関東大震災が起こり，東京や横
よ こ

浜
は ま

は壊
か い

滅
め つ

状態となりました。被
ひ

災
さ い

者は約340万人，死
者・行

ゆ く え

方不明者は10万人をこえました。この混
こ ん

乱
ら ん

の
なかで，朝

ちょう

鮮
せ ん

人が井
い

戸
ど

に毒を投げこんでいるといった
デマが住民や警

け い

察
さ つ

によって広められました。住民が組
織する自警団や軍隊・警察によって，多くの朝鮮人の
ほか，社会主義者や中国人が殺害される事件が起こり
ました。事件の背景には，とつぜんの被災による精神
的混乱，朝鮮人に対する差別意識などがあったものと
考えられます。
　なお，震災復興事業によ
り，東京や横浜は都市計画
に基づいて整備され，街の
景観も大きく変わりました。

 関東大震災のようす
（1923年　東京都）

7
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世
紀

B.C.

A.D.
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4

5
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15
←↓P.291

→P.261

↑P.149

↑P.235

りました。そのうえ，日照り，長雨，虫の害などが重なると，ひど
い不作となり，大ぜいが飢

う

え死にするききんとなりました。
　生活が苦しくなった百姓たちは，不正をはたらく役人の解任や年
貢の引き下げのほか，商品作物の自由な売買などを，百

ひゃく

姓
しょう

一
い っ

揆
き

を起
こして訴

うった

えました。特に，ききんのときには一揆も増えました。ま
た，江戸や大阪では，都市の貧しい人々が，米の売りおしみをする
商人などをおそう，打

う

ちこわしを行いました。

6

3

5

4

江戸幕府がつくりあげた安定した社会
が，なぜゆらいでいったのでしょうか。

深めよう

農村の変化と百姓一揆や打ちこわしの多
発とを関連づけて説明しましょう。

確認

 打ちこわしのようす（幕
ばく

末
まつ

江戸市
し

中
ちゅう

騒
そう

動
どう

図　東
とう

京
きょう

国立博物館蔵）4

 江戸時代の百姓一揆・打ちこ
わしの発生件数と気候（『百姓一揆総
合年表』など）

資料活用 ききんの多くは，異常
気象によって起こります。江戸時
代のききんと気候との関連を確

か く

認
に ん

しましょう。

5

　ききんを引き起こす原因の一つに
自然災害があります。1780年代に
冷害にみまわれた東日本をおそった
のは，浅間山の噴火でした。周辺地

ち

域
い き

に大きな被
ひ

害
が い

をあたえただけでな
く，広い地域に火

か

山
ざ ん

灰
ば い

が降
ふ

り，大
だ い

凶
きょう

作
さ く

となりました。これにより，ぼう
だいな数の餓

が

死
し

者が出ました。
　噴火の被害にあった群馬県では，
復旧溝群が見つかりました。これは，
「天地返し」を行った跡

あ と

です。天地
返しでは，まず地面を深く掘

ほ

り，最
初に溝

み ぞ

をつくります。次に，周囲の
火山灰を掘って，その溝を埋

う

めます。
火山灰を掘ったあとの表面には土が
出てくるので，今度はその土を掘り，
溝を埋めた火山灰の上に積み上げま
す。これをくり返し，火山灰とその
下の土をひっくり返すことで，土を
もとにもどしました。
　復興に向けた先人たちのくふうと
努力を知ることができます。

 浅
あさ

間
ま

山
やま

の大噴
ふん

火
か

（浅間山夜
や

分
ぶん

大
だい

焼
しょう

之
の

図
ず

　個人蔵）6

 発
は っ

掘
くつ

された「天地返し」を行った復旧溝群
（群馬県玉

た ま

村
む ら

町　下
し も

之
の

宮
み や

中
な か

沖
お き

遺
い

跡
せ き

） 
7
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 オリンピック東京大会の開会式のようす　（ P.279
～281）（1964年10月　東京都　旧国立競技場）　明治神
宮外苑競技場を取りこわして，1958年に完成しました。
1964（昭和39）年には94か国の選手を集め，アジアで初め
て開いたオリンピックの会場になりました。

2

 新国立競技場（2018年12月　東京都新
し ん

宿
じゅく

区,　渋
し ぶ

谷
や

区）　これまでの国立競技場を取りこわして，東京
2020オリンピック・パラリンピックに向けて建設が進
められています。

3

 東日本大震
し ん

災
さ い

の津波で流された鉄道
の線路と駅（2011年３月　岩

い わ

手
て

県釡
か ま

石
い し

市　
JR鵜

う の

住
す ま い

居駅）

6

 震災から８年後の鉄道開通を祝う中学生たち（2019年３
月　岩手県釡石市　三陸鉄道鵜住居駅）　開通を記念する車
両には，中学生がデザインしたラッピングがほどこされました。
「ありがとう」を意味する英語やフランス語などの言葉が車体
にあしらわれ，復興支援への感

か ん

謝
しゃ

を海外に伝えています。

7

現代の日本と世界 ?
写真を見比べよう
戦争中や敗戦直後，そして現在のようすを見比べて，
日本の社会がどのように変わっていったのかを読み
取り，話し合いましょう。

・ 国立競技場の歴史から，どのような時代の変化を読み取
ることができるでしょうか。
・子どもたちの教育は，どのように変わったのでしょうか。
・ 自然災害からの復興に，どのような願いや努力があった
のでしょうか。

　日本は，なぜ戦争が終わっ
て 20年あまりでオリンピック
を開くことができたのでしょ
うか。その理由を日本国内の
改
かい
革
かく
や諸

しょ
外
がい
国
こく
との関係に着目

しながら学んでいきましょう。
　そして，「現代」とはどのよ
うな時代か，政治，社会，文化，
外交の面で，これまでの時代
とのちがいは何かなど，自分
の言葉で説明できることをめ
ざしましょう。

めあて「国立競技場」
の歴史

自然災害
からの復興

261

な歴史的事実を学んだうえで，対話を重ね，共有できる認識を広げ
ていくことがたいへん重要です。

少子高
こう

齢
れい

化に対応した社会保
ほ

障
しょう

や，防災，エ
ネルギー問題，沖

おき

縄
なわ

の基地問題など，国内に
も解決しなければならない問題が山積しています。なかでも人

じん

権
けん

の

尊
そん

重
ちょう

は重要な課題です。部落差別の撤
てっ

廃
ぱい

は，国や地方公共団体の責
務であり，国民的課題です。また，性的少数者，在日韓国・朝鮮人，
アイヌ民族，外国人労働者といったマイノリティ（少数者）のなかに
は，偏

へん

見
けん

や差別になやまされている人がいます。障
しょう

がい者や高齢者，
女性，子ども，貧

ひん

困
こん

者など，学校や職場，地
ち

域
いき

，家庭など社会の各
所で弱い立場におかれ，苦しんでいる人もいます。すべての人々の
人権を尊重し，属性や個性，文化の多様性を認

みと

め合い，ともにいき
いきとくらすことのできる社会を実現することが必要です。

急速な変化をとげてきた現代社会ですが，21
世紀になって，その変化の方向は見えにくく

なっています。そのような時代だからこそ，歴史に学ぶことは重要
です。例えば，戦争や公害，差別問題に関する歴史は，どのような
時代になろうとも，大切な価

か

値
ち

や教訓を教えてくれます。有名・無
名を問わず，それぞれの時代を生きぬいてきた人々が，次の時代を
つくってきたことも，歴史が教えてくれます。現在の私たちの行動
もまた，未来をつくっていくのです。歴史に学び，現在を生きぬき，
未来を切り拓

ひら

いていく。そんなみなさんの活
かつ

躍
やく

を願っています。

3

6

解決をせまられる
国内課題

歴史から未来へ
 1965（昭和40）年の同和対

た い

策
さ く

審
し ん

議
ぎ

会の答
申をもとに，同和対策事業特別措

そ

置
ち

法が施行
され，生活環境の改

か い

善
ぜ ん

や雇
こ

用
よ う

拡
か く

大
だ い

などの努力
が行われました。2016（平成28）年には，部
落差別の解消の推

す い

進
し ん

に関する法律が制定され，
差別解消に向けた取り組みが強化されました。

3

身近な差別の解消は，どのように平和
の実現に結びつくのでしょうか。

深めよう

国際社会がかかえる問題の解決のために，
私たちには何ができるか，日本には何が
できるかを話し合いましょう。

確認

 女川いのちの石碑（2013年）　宮城県
内の石材店の協力や募

ぼ

金
き ん

によって実現した
石碑です。

5

 アイヌ文化の体験学習のようす
（平

び ら

取
と り

町立二
に

風
ぶ

谷
た に

アイヌ文化博物館）
6

私たちにできること－震
し ん

災
さ い

の教訓を未来に伝える－

　先人の防災・減災に関する知恵を学び，今後のそなえを
検
け ん

討
と う

する際の大切な情報の一つに,津
つ

波
な み

被
ひ

害
が い

などを刻
き ざ

んだ
石
せ き

碑
ひ

があります。
　宮

み や

城
ぎ

県女
お な

川
が わ

町は，東日本大震災によって，死者・行方不
明者が800人をこえるなど，甚

じ ん

大
だ い

な被害を出しました。そ
の女川町に，「千年後の命を守るために」自分たちに何が
できるかを考え，活動した中学生がいます。
　2011（平成23）年に入学した生徒が，震災の記録を残す
活動の一つとして，町内に21か所ある浜

は ま

の津波到
と う

達
た つ

地点
に石碑を建てる計画を進め，2013年11月に最初の石碑を

完成させました。石碑には，これから生まれてくる人たち
に，自分たちと同じ苦しみや悲しみを経

け い

験
け ん

してほしくない，
という思いから，大地震が来たらこの碑より高いところに
にげること，にげない人がいたら無理にでも連れ出すこと
などの，生徒が考えたメッセージが刻まれています。
　過去の災害に学ぶとともに，自分たちの経験を教訓とし
て，未来の世代に積極的に伝えようとする若

わ か

い世代が育っ
ています。
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災害復興
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に学ぶ

文化
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未来へ伝える

歴
史
は
社
会
の
生
き
た「
教
科
書
」

学
ん
だ
歴
史
を
よ
り
よ
い
未
来
へ →本書 P.45  観点別教材一覧

 「防災・安全にかかわる教材」

防災・減災に関する教材

→本書 P.45  観点別教材一覧
 「伝統・文化にかかわる教材」

文化財に関する教材

→本書 P.45  観点別教材一覧
 「環境・持続可能な社会に
 かかわる教材」

環境に関する教材
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ポイント1

朝
ち ょ う

貢
こ う

・冊
さ く

封
ほ う

とは何か

●朝
ちょう

貢
こ う

の役
や く

割
わ り

　近代になるまで，中国はアジア東部の政治・経
けい

済
ざい

・
文化の中心でした。中国の皇

こう

帝
てい

は，四方の国家や民族
に対して強い力をもちましたが，それは朝貢という外
交儀

ぎ

礼
れい

にあらわれていました。
　朝貢とは，諸

しょ

国
こく

の王や使者が中国へおもむいて皇帝
に面会し，それぞれの地方の産物をたてまつる儀礼で
す。朝貢を受けると，皇帝はみやげをたくさんあたえ，
苦労をねぎらいました。中国皇帝は，たくさんの国
家・民族が朝貢してくれば，自分が徳のある君主であ
ることを国内・国外に示すことができました。一方，
朝貢を行った国王にとっては，中国との関係を強くす
る手

しゅ

段
だん

になるだけでなく，貴
き

重
ちょう

な物品を手に入れたり，
新しい文化を学んだりする機会にもなりました。
　朝貢という儀礼は，中国皇帝を中心とする国際秩

ちつ

序
じょ

を示すものでしたが，アジアの国家・民族はそれぞれ
の考えで国際的に活動しており，中国ばかりを見てい
たわけではありません。

1

歴史を

●冊
さ く

封
ほ う

の役割
　中国にはアジア各地から，ときにはヨーロッパから
も朝貢の人々がおとずれましたが，皇帝との政治的な
関係は，国家や民族によってさまざまでした。中国皇
帝が周辺地

ち

域
いき

に支配組織をおいたり，国王と親類関係
を結んだりすることもありました。そうした政治的関
係の一つに，冊封があります。冊封とは，国家や民族
のリーダーに対し，皇帝が国王などの称

しょう

号
ごう

をあたえて，
高い地位を正式に認

みと

める儀礼です。冊封を受けた国王
は，中国の年号・暦

こよみ

を使うことを義務づけられました。
倭
わ

（日本）では，邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の卑
ひ

弥
み

呼
こ

が魏
ぎ

の皇帝から， ５
世紀の倭王たちが南朝の皇帝から冊封を受けました。
これは朝

ちょう

鮮
せん

諸国にならった行動でした。
　しかし，隋

ずい

や唐
とう

の時代になると冊封関係を求めなく
なり，天

てん

皇
のう

は遣
けん

隋
ずい

使
し

や遣唐使を派
は

遣
けん

して，朝貢だけを
行うようになりました。さらに平

へい

安
あん

時代になると，正
式な朝貢関係もとだえてしまいます。室

むろ

町
まち

時代には足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が貿易のため，明
みん

の皇帝と冊封関係を結びまし
たが，それも一時的なものに終わりました（ P.90）。
なお，琉

りゅう

球
きゅう

国王は明や清
しん

の皇帝から冊封を受け，しば
しば朝貢の使者を送っていました。

　今も昔も，世界にはさまざまな国家があり，国どうしの結びつきがありました。古代
までの日本も例外ではありません。ここでは，当時の日本も参加していた国際的な秩

ち つ

序
じ ょ

について，くわしく見ていきましょう。

 朝貢におとずれた各国の使
者（梁

りょう

職
しょく

貢
こう

図
ず

　模
も

写
しゃ

図　南
なん

京
きん

博
はく

物
ぶつ

院
いん

蔵）　　
　このほかにも，さまざまな国か
ら使者がおとずれ，中国に朝貢し
ていました。

1

●❸波
ペルシャ

斯

●❹亀
ク チ ャ

茲 ●❺百
く だ ら

済

●❶倭
わ

（日本）

●❷狼
ラ ン カ ス カ

牙修
●❸

●❷

●❺
●❹ ●❶

中国

3737
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歴史を

　冷戦が終結すると，韓
かん

国
こく

や台
たい

湾
わん

に加え，中国やロシ
アも経

けい

済
ざい

成長をとげていきました。日本とこれら近隣
諸国との交流は，かつてないほど活発となり，経済で
の相

そう

互
ご

依
い

存
ぞん

を深めています。その一方で，これまでの
歴史の中で解決できなかった問題をめぐって，政府間
の緊

きん

張
ちょう

や国民世
よ

論
ろん

のまさつが起こりました。こうした
問題は，対話を重ね，双

そう

方
ほう

の知
ち

恵
え

により，現実的な解
決策

さく

を探
さぐ

り出すことが必要です。

せ ろん

冷戦終結後の近
き ん

隣
り ん

諸
し ょ

国
こ く

との関係
　第二次世界大戦後，日本は平和主義を掲

か か

げ，民主的な国家として再出発しました。し
かし，近隣諸国とのあいだには，解決が求められる課題が残されています。これまでの
日本の取り組みについて学びましょう。

第２条　今より後，日本とロシアとの境は，択
え

捉
とろふ

島
とう

とウルップ島とのあいだにある。
択捉島は日本に属し，ウルップ島より北のクリル諸

しょ

島
とう

はロシアに属す。樺
から

太
ふと

島
にいたっては，日本とロシアとのあいだにおいて界を分けず，これまでのしきた
りの通りとする。� （一部要約）

９　日本国及
およ

びソビエト社会主義共和国連
れん

邦
ぽう

は，両国間に正常な外交関係が回復
された後，平和条約の締

てい

結
けつ

に関する交
こう

渉
しょう

を継
けい

続
ぞく

することに同意する。��
　　ソビエト社会主義共和国連邦は，日本国の要望にこたえ，かつ日本国の利益
を考

こう

慮
りょ

して，歯
はぼ

舞
まい

群島および色
しこ

丹
たん

島
とう

を日本国に引きわたすことに同意する。た
だし，これらの諸島は，日本国とソビエト社会主義共和国連邦とのあいだの平
和条約が締結された後に現実に引きわたされるものとする。

  日
に ち

露
ろ

和親（通好）条約（1855年）2

  日ソ共同宣
せ ん

言
げ ん

（1956年）3

❶日本の領土をめぐって
 北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

問題

竹
たけ

島
しま

問題

　北方領土とは，北
ほっ

海
かい

道
どう

の東に位置する歯
はぼ

舞
まい

群島，色
しこ

丹
たん

島，国
くな

後
しり

島，択
え

捉
とろふ

島のことをさします。ここは北海
道と同様にアイヌ民族が先住する地

ち

域
いき

でしたが，19世
紀までに江

え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の支配がおよんでおり，1855年に結
ばれた日

にち

露
ろ

和親（通好）条約で，日本の領土と確
かく

認
にん

され
ました。しかし，1945（昭和20）年にソ連軍が北方領土
を占

せん

領
りょう

して以来，ソ連・ロシアによる不法な占
せん

拠
きょ

が続
き，ロシアの国民がくらしています。日本政府は，北
方領土はサンフランシスコ平和条約で放

ほう

棄
き

した「千
ち

島
しま

1

2

4 5

　竹島は，日本海の島
しま

根
ね

県隠
お

岐
き

島の北西に位置し，東
島・西島などからなる総面積0.2㎢ほどの群島です。
1905（明治38）年に日本政府は，漁師が「りゃんこ島」
とよぶ島について，他国が支配した形

けい

跡
せき

がないため，
竹島と命名して島根県に編入するという閣

かく

議
ぎ

決定を行
い，竹島を日本の領土としました。1951年のサンフラ
ンシスコ平和条約で，日本が放棄した地域に竹島は含
まれていません。しかしながら，韓国は竹島に韓国の
主
しゅ

権
けん

がおよぶと宣
せん

言
げん

し，1954年以来沿
えん

岸
がん

警
けい

備
び

隊
たい

を竹島
に駐

ちゅう

留
りゅう

させ，施
し

設
せつ

を構築してここを不法に占拠し続け
ています。日本政府は，竹島が一度も他国の領土には
なったことがない日本固有の領土であると主張し，こ
の問題を，国際法にのっとり，平和的に解決する努力
を続けています。

1 6

列
れっ

島
とう

」に含
ふく

まれない日本固有の領土であると主張し，
その帰属の問題を解決して，ロシアとの平和条約を締

てい

結
けつ

するという方
ほう

針
しん

に基づいて，ロシア政府との交
こう

渉
しょう

を
続けています。

3

 日本の領土1

292

５０°

４０°

３０°

２０°
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中華人民共和国
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ソ連
1956年

台湾
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沖ノ鳥島

尖閣諸島

（国民政府）
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1968返還1972返還

ち
し
ま

からふと

たけしま

はちじょう

そう  ふ

　い　ず

くち  の

あま  み

せんかく

い  おう

お  がさわら

りゅうきゅう

たいわん

チェジュ

さいしゅう

つしま

くなしり

はぼまい

しこたん

え とろふ

千
島
列
島

（
ク
リ
ル
）

0 500km

サンフランシスコ平和条約
による日本の領域

日本への返還年
その後の日本復帰地域
太平洋戦争前の日本領

数字
日本との国交回復・正常化の年数字

R603_03_t1_01
日本の領土

　1890（明治23）年9月16日の夜，オスマン帝
て い

国
こ く

（ト
ルコ）の軍

ぐ ん

艦
か ん

エルトゥールル号が紀伊半島の南，紀伊
大島の南の海上で遭

そ う

難
な ん

しました。
　エルトゥールル号には，トルコが初めて日本に送っ
た使節団が乗っており，６月に横

よ こ

浜
は ま

港に到
と う

着
ちゃく

して３か
月日本に滞

た い

在
ざ い

し，明治天
て ん

皇
の う

との会見や歓
か ん

迎
げ い

式典に参加
したあと，本国へ向かっている途

と

中
ちゅう

で遭難したのです。
　遭難場所近くの樫

か し

野
の

地区（現在の和歌山県串
く し

本
も と

町）の
島民は，暗

く ら

闇
や み

の広がる海岸で，打ち上げられていた乗
組員の救出を行いました。生

せ い

存
ぞ ん

した69名は，島民に
よる献

け ん

身
し ん

的
て き

な介
か い

護
ご

を受け，その後，神
こ う

戸
べ

で治
ち

療
りょう

を受け
たあとに，日本海軍の船でトルコに送り届

と ど

けられまし
た。
　遭難場所周辺では，その後も遺

い

体
た い

収
しゅう

容
よ う

の努力が続け
られました。樫野地区には，のちに慰

い

霊
れ い

碑
ひ

が建てられ，
亡
な

くなった人々を悼
い た

む式典が今も定期的に行われてい
ます。

　エルトゥールル
号遭難事件からお
よそ 100年後の
1985（昭和60）年
３月17日のこと
でした。当時，イ
ランと戦争してい
たイラクは「今から48時間後にイランの上空を飛行す
る航空機に対して攻

こ う

撃
げ き

を行う可能性がある」と突
と つ

然
ぜ ん

宣
せ ん

言
げ ん

しました。イランにいた外国人たちは，イランから
脱
だ っ

出
しゅつ

しなければなりませんでした。しかし，出国を希
望した日本人を乗せる航空機を日本から飛ばすことが
できませんでした。また，外国の航空機は自国民を優

ゆ う

先
せ ん

して乗せたため，日本人は乗ることができませんで
した。そのとき，日本人のために航空機を飛ばしたの
がトルコでした。トルコではエルトゥールル号のこと
は忘れられておらず，200名をこえる日本人の命を救
うために，危

き

険
け ん

な救
きゅう

援
え ん

に力を貸してくれたのです。
　1999（平成11）年，トルコで大地

じ

震
し ん

が起きたときに
は，日本からトルコに援

え ん

助
じ ょ

物資などが送られました。
一方，2011年の東日本大震

し ん

災
さ い

や紀伊半島豪
ご う

雨
う

災害の
ときには，トルコから日本に救援隊が派

は

遣
け ん

されていま
す。エルトゥールル号遭難事件をきっかけに，日本と
トルコはたがいの命を尊

そ ん

重
ちょう

する国際協力が続けられて
います。

エルトゥールル号遭
そ う

難
な ん

事件 
－日本とトルコの１世紀の年月をこえた国際協力－命の尊さ

先人
に学ぶ

おおさか

大阪

神戸
こう べ

和歌山

くしもと

串本
大島 かし の

樫野

　す　え

須江

樫野崎の灯台

エルトゥールル号が
遭難した場所

紀伊大島
（旧大島村）

0 2km

トルコ

イランイラク

サウジアラビア

テヘラン

アンカラ

バグダッド
メルシン

地中海

黒海
カ
ス
ピ
海

0 800km

●明
め い

治
じ

23年，和
わ

歌
か

山
や ま

県紀
き

伊
い

大
お お

島
し ま

で

1  エルトゥールル号 3  神戸で治療を受けたエルトゥールル号の乗組員（1890

年）

●日本人を救ったトルコ航空機

2 エル
トゥールル
号の遭難
地と紀伊
大島

2

3

1

215

　平和や命の尊さについて学ぶことのできる，国を超えた先人たちの取り組みを紹介し，次世代へと繋げていく心
を育む教材を提案しています。

　我が国の固有の領土である北方領土や竹島に未解決の問題が残されていること，尖閣諸島は一度
も外国の領土になったことのない日本固有の領土であること,そして近隣諸国とのあいだにある課題
の解決にむけた努力などをわかりやすく解説しています。

　人権に関わる教材を充実させ，現代の人権問題の歴史的経緯を学ぶことができるように工夫しました。様々な視点から人権につ
いての理解を深め，人権尊重の大切さに気づくことができるようにしました。

平和・命の尊さについて考える5

近隣諸国との関係について学ぶ4 人権の歴史を学ぶ6
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欧お

う

米べ

い

の
発は

っ

展て

ん

と
ア
ジ
ア
の
植
民
地
化

1

カリブ海の植民地では，先住民を酷
こく

使
し

して砂
さ

糖
とう

栽
さい

培
ばい

などを行う，プランテーション（大農
場）が盛

さか

んになりました。砂糖は，ヨーロッパでは高価に取り引きさ
れ，大きな利益をもたらしました。農場での労働力として，アフリ
カの人が奴

ど

隷
れい

としてカリブ海やアメリカ大陸に連れてこられました。

16世紀から300年あまりで，数千万人のアフリカの黒人が奴隷とさ
れました。18世紀には，イギリスがこうした奴隷貿易や砂糖の取り
引きの中心になり，そこで得た利益が，新しい技術や産業の育成を
支える重要な役

やく

割
わり

を果たしました。
イギリスは，17世紀に東インド会社をつくっ
て，アジアとの貿易に乗り出し，インドから

綿織物を大量に輸入していました。しかし，18世紀後半からは，糸
をつむぐ紡

ぼう

績
せき

機や織機の改良が進み，輸入した綿花から綿織物を国
内で生産して，逆にインドやアフリカに輸出するようになりました。
　これらの機械は，初めは水力で動かされましたが，のちにはワッ
トが改良した蒸

じょう

気
き

機関を動力とするようになりました。機械や動力
を使って大規

き

模
ぼ

に生産を行うしくみを，工
こう

場
じょう

制
せい

機
き

械
かい

工
こう

業
ぎょう

といい，生
産の効率を高めました。

P.160 P.115
1

3

2

1

プランテーション
と奴

ど

隷
れ い

制

イギリスの
産業革

か く

命
め い

 奴隷船（一部）の内部　身動きす
る余地もないほどつめこまれた奴隷た
ちは，栄養不足などで航海中に３分の
１ぐらいが死ぬこともめずらしくな
かったといわれています。

3

 砂糖プランテーションのさとうきびの刈
か

り入れ1

見方・考え方

産業革命が起こした変化と影響
について着目しましょう。

推移

学習  課題
産業革命は，経

け い

済
ざ い

や社会
にどのような影

え い

響
きょう

をあた
えたのでしょうか。

産業革
か く

命
め い

－近代社会の幕
ま く

開け－
1

 イギリスのコーヒーハウス
　紅茶やコーヒーに砂糖を入れ
て飲むことが，17世紀の後半か
ら大流行しました。

2
イギリスの豊か
な生活を支えて
いたのは何だろ
う。

 イギリスやオランダなどが，アジア
貿易のためにつくった会社で，香

こ う

辛
し ん

料
りょう

などを輸入しましたが，のちには植民
地経営も担

に な

うことになりました。

1

162

5

10

15

第一次世界大戦後には，さまざまな差別から
の解放を求める運動（解放運動）も広がりをみ

せました。1920年には，平
ひら

塚
つか

らいて
（ちょう）

うが市
いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

らと新
しん

婦
ふ

人
じん

協
きょう

会
かい

を
設立し，政治活動の自由などを要求しました。市川は，その後，女
性の選挙権

けん

を求める運動を起こしました。
　1922年には，被

ひ

差別部落の人々が，人間としての平等を求めて，
全
ぜん

国
こく

水
すい

平
へい

社
しゃ

を結成しました。民族差別に苦しむ人々も立ちあがり，

1925年には在日本朝
ちょう

鮮
せん

労働総同盟が，1930（昭和 5）年には北
ほっ

海
かい

道
どう

ア
イヌ協会がつくられました。
　また植民地の台

たい

湾
わん

では，台湾人による自治をめざして，台湾議会
の設置を求める運動が行われました。こうして貧

ひん

困
こん

や差別に苦しん
でいた人々が，いっせいに抗

こう

議
ぎ

の声をあげはじめました。
政党内閣が普

ふ

通
つう

選挙法を成立させた背景には，
こうした社会運動の発展がありました。しか

し，女性や植民地の人々の選挙権は，普通選挙法によっても認
みと

めら
れませんでした。
　また普通選挙法と同時に治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

が制定されました。治安維持
法は，共産党の活動をとりしまるものでしたが，やがて社会運動全
般のとりしまりに用いられるようになりました。社会運動は，しだ
いに制約を受けるようになりました。

P.213

8

P.181
5 7

3

差別からの
解放を求めて

政党内
な い

閣
か く

と
社会運動

なぜ治安維持法が，普通選挙法と同時
に制定されたのでしょうか。

深めよう

それぞれの社会運動がめざしたものを説
明しましょう。

確認

 植民地支配により生活が苦しくなった朝
鮮の人々は，仕事を求めて日本にわたるよう
になりました。1911年に2500人だった在
日朝鮮人は，1920年には3万人，1930年に
は30万に増加しました。

3

 全国水平社の演説会で差別とのたたかいを訴
うった

える山
やま

田
だ

孝
こ

野
の

次
じ

郎
ろ う

（1924年　大
お お

阪
さか

市）
7

　全国に散在する部落の人々よ，団結せよ。ここにわれわ
れが人間を尊

そ ん

敬
け い

することによって，自らを解放しようとす
る運動を起こしたのは当然である。われわれは，心から人
生の熱と光を求めるものである。水平社はこうして生まれ
た。
　人の世に熱あれ，人間に光あれ。

（1922年 一部要約）

  全国水平社創立大会の宣
せ ん

言
げ ん

5

 西
さい

光
こ う

万
ま ん

吉
きち

（1895～1970）（奈
な

良
ら

県　水平
社博物館蔵）　西光万吉が起草した水平社
宣
せん

言
げん

では，被差別部落に住む人自らが，誇
ほ こ

りをもち，解放運動に取り組むべきである
と説き，日本初の「人権宣言」といわれて
います。

6

 新婦人協会の第1回総会8

　女性の解放は，青
せい

鞜
と う

社の設立
以来，本格的に運動が始まりました。
新婦人協会は，治安警

け い

察
さ つ

法（ P.212）
の改正に成功し，禁止されていた女性
の政治集会への参加と発起とを勝ち取
りました。次に女性の参政権獲

か く

得
と く

に向
けて，より活発な活動を進めていきま
した。

女性の政治参加を求めて
近代の女性

市川房枝

平塚らいてう
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縄
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弥
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江
戸

明
治

昭
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令
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15

20

↓P.292-293

↓P.37

日本の領土の画定にいたる経
緯はもちろん，現代と異なる
国際秩序についても解説し，
現代の課題を広い視野から
とらえられるようにしました。

互いに相手を尊重
することの大切さに
気がつくことができる
ようにしました。

←P.215

↑P.247

↑→P.233

↑P.162

第一次世界大戦後には，さまざまな差別から
の解放を求める運動（解放運動）も広がりをみ

せました。1920年には，平
ひら

塚
つか

らいて
（ちょう）

うが市
いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

らと新
しん

婦
ふ

人
じん

協
きょう

会
かい

を
設立し，政治活動の自由などを要求しました。市川は，その後，女
性の選挙権

けん

を求める運動を起こしました。
　1922年には，被

ひ

差別部落の人々が，人間としての平等を求めて，
全
ぜん

国
こく

水
すい

平
へい

社
しゃ

を結成しました。民族差別に苦しむ人々も立ちあがり，

1925年には在日本朝
ちょう

鮮
せん

労働総同盟が，1930（昭和 5）年には北
ほっ

海
かい

道
どう

ア
イヌ協会がつくられました。
　また植民地の台

たい

湾
わん

では，台湾人による自治をめざして，台湾議会
の設置を求める運動が行われました。こうして貧

ひん

困
こん

や差別に苦しん
でいた人々が，いっせいに抗

こう

議
ぎ

の声をあげはじめました。
政党内閣が普

ふ

通
つう

選挙法を成立させた背景には，
こうした社会運動の発展がありました。しか

し，女性や植民地の人々の選挙権は，普通選挙法によっても認
みと

めら
れませんでした。
　また普通選挙法と同時に治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

が制定されました。治安維持
法は，共産党の活動をとりしまるものでしたが，やがて社会運動全
般のとりしまりに用いられるようになりました。社会運動は，しだ
いに制約を受けるようになりました。

P.213

8

P.181
5 7

3

差別からの
解放を求めて

政党内
な い

閣
か く

と
社会運動

なぜ治安維持法が，普通選挙法と同時
に制定されたのでしょうか。

深めよう

それぞれの社会運動がめざしたものを説
明しましょう。

確認

 植民地支配により生活が苦しくなった朝
鮮の人々は，仕事を求めて日本にわたるよう
になりました。1911年に2500人だった在
日朝鮮人は，1920年には3万人，1930年に
は30万に増加しました。

3

 全国水平社の演説会で差別とのたたかいを訴
うった

える山
やま

田
だ

孝
こ

野
の

次
じ

郎
ろ う

（1924年　大
お お

阪
さか

市）
7

　全国に散在する部落の人々よ，団結せよ。ここにわれわ
れが人間を尊

そ ん

敬
け い

することによって，自らを解放しようとす
る運動を起こしたのは当然である。われわれは，心から人
生の熱と光を求めるものである。水平社はこうして生まれ
た。
　人の世に熱あれ，人間に光あれ。

（1922年 一部要約）

  全国水平社創立大会の宣
せ ん

言
げ ん

5

 西
さい

光
こ う

万
ま ん

吉
きち

（1895～1970）（奈
な

良
ら

県　水平
社博物館蔵）　西光万吉が起草した水平社
宣
せん

言
げん

では，被差別部落に住む人自らが，誇
ほ こ

りをもち，解放運動に取り組むべきである
と説き，日本初の「人権宣言」といわれて
います。

6

 新婦人協会の第1回総会8

　女性の解放は，青
せい

鞜
と う

社の設立
以来，本格的に運動が始まりました。
新婦人協会は，治安警

け い

察
さ つ

法（ P.212）
の改正に成功し，禁止されていた女性
の政治集会への参加と発起とを勝ち取
りました。次に女性の参政権獲

か く

得
と く

に向
けて，より活発な活動を進めていきま
した。

女性の政治参加を求めて
近代の女性

市川房枝
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女性史

部落史

世界の人権

歴史を楽しく
確実に学ぶ

歴
史
は
社
会
の
生
き
た「
教
科
書
」 

学
ん
だ
歴
史
を
よ
り
よ
い
未
来
へ

領土に関する教材

平和・命の尊さに関する教材

→本書 P.45  観点別教材一覧
 「我が国の国土と歴史への理解と愛情にかかわる教材」

→本書 P.45  観点別教材一覧
 「平和・国際理解にかかわる教材」

●女性史コラム（P.56，77，95，135，213，233，266，283）
●中世までの被差別民（P.47，54，99）
●近世の身分制（P. 134-135，147，178）
●近代以降の部落差別（P.181，233，268-269）
●朝鮮民族（P.191，208-209，277）
●琉球・アイヌの人 （々P.91，130-133，192-193，291）
●世界の人権（P.115，162-165，168-169）　など

人権に関する教材

→本書 P.45  観点別教材一覧
 「基本的人権・共生社会にかかわる教材」

イギリスを除
のぞ

くヨーロッパのほとんどを支配
下においたドイツは，過

か

酷
こく

な占領政策を行い
ました。戦争遂

すい

行
こう

に必要な物資や食料をうばい，多くの捕
ほ

虜
りょ

や市民
を，強制的に工場や農場で働かせました。またユダヤ人については，
民族の絶

ぜつ

滅
めつ

をはかり，数百万人の人々を強制収
しゅう

容
よう

所
じょ

に連行して，殺
害しました。
　ヨーロッパの各地では，ドイツの支配に対する抵

てい

抗
こう

運動（レジスタ
ンス）が起こりました。レジスタンスに参加した人々は，ドイツの政
策や作戦を妨

ぼう

害
がい

したり，武器をとってドイツ軍と戦ったりすること
もありました。

ドイツがフランスを降伏させた1940年，日本
はドイツ・イタリアと軍事同盟（日

にち

独
どく

伊
い

三
さん

国
ごく

同
どう

盟
めい

）を結びました。これらの国は，枢
すう

軸
じく

国
こく

とよばれました。
　1941年 6月，ドイツ軍は不可侵条約を破ってソ連に侵攻し，首都
のモスクワにせまりました。このとき，中立の立場にあったアメリ
カは，イギリスとともに，「大西洋憲

けん

章
しょう

」を発表し，両国がファシズ
ム打

だ

倒
とう

をめざすことを宣
せん

言
げん

しました。そして両国は，ドイツと戦う
社会主義国のソ連に武器の輸出を始めました。こうして枢軸国に対

たい

抗
こう

する連
れん

合
ごう

国
こく

の陣
じん

営
えい

が形成されることになりました。

6 7

8 1

8

P.225

2度目の世界大戦をなぜ防ぐことがで
きなかったのでしょうか。

深めよう

ドイツの占
せ ん

領
りょう

政
せ い

策
さ く

枢
す う

軸
じ く

国
こ く

と連合国

第二次世界大戦の原因と，枢軸国と連合
国の対立点について説明しましょう。

確認

 ムッソリーニは，1936年に，イタリアと
ドイツがこれからの国際関係の枢軸（ものご
との中心の意味）となると演説しました。こ
れ以後，ドイツ・イタリアの陣営が，枢軸国
とよばれるようになりました。

1

〈日独伊三国同盟〉（1940年）
一�　日本は，ドイツおよびイタリアのヨー
ロッパにおける新秩

ちつ

序
じょ

による社会建設
の指導的地位を認め，これを尊

そん

重
ちょう

する。
二�　ドイツおよびイタリアは，日本の大

だい

東
とう

亜
あ

における新秩序による社会建設の指
導的地位を認め，これを尊重する。
三�　三国は，相

そう

互
ご

に援
えん

助
じょ

すべきことを約す。
〈大西洋憲章〉（1941年）
第�一　アメリカとイギリス両国は，領土あ
るいはいっさいの拡

かく

張
ちょう

を求めない。
第�三　両国は，すべての国民が自らの政治
形態を選ぶ権

けん

利
り

を，尊重する。
第�六　すべての国民が恐

きょう

怖
ふ

と欠
けつ

乏
ぼう

から解
放された自由のなかで生きる保

ほ

障
しょう

を提
てい

供
きょう

する，平和の確立を求める。�（一部要約）

 枢軸国側と連合国側の方
ほ う

針
し ん

8

「命のビザ」を発給した杉
す ぎ

原
は ら

千
ち

畝
う ね

1940年7月，ドイツに占領されたポーランドか
らの脱

だ っ

出
しゅつ

者を含
ふ く

む多くのユダヤ人が，リトアニアの日本
領事館にやってくるようになりました。彼

か れ

らは，シベリ
アから日本をへてアメリカなどに移住しようとし，それ
に必要な日本政府のビザ（査証）発給を求めていたのです。
　日本は，ユダヤ人難

な ん

民
み ん

の入国を制限する方
ほ う

針
し ん

でしたが，
リトアニア駐

ちゅう

在
ざ い

の外交官杉原千畝は，彼らを無
む

視
し

するこ

 イスラエルの切手に
なった杉原千畝（1900～

1986）（右から2人目）

5

 アウシュビッ
ツ第二強制収容所　
同じ過

あやま

ちが二度と
起きないようにとい
う願いをこめて，世
界遺

い

産
さん

に登録されて
います。

6

世界遺産

 アンネ゠フランク（1929～1945）　迫
は く

害
がい

をの
がれて屋根裏

う ら

部屋にひそんだユダヤ人のアンネ
の家族は，2年後にナチ党

と う

に見つかり，収容所に
送られました。15歳

さ い

で亡
な

くなったアンネが，屋
根裏での日々を記した日記は有名です。

7

とができず，外務省の指示に反してビザを発給しました。
　6000人にのぼると推

す い

定
て い

される，日本にたどり着いた
ユダヤ人は，こうした事情を知りませんでした。杉原の
行
こ う

為
い

を讃
た た

える声が高まり，イスラエル政府から，1985年
に「諸

し ょ

国民の中の正義の人」として勲
く ん

章
しょう

がおくられました。

命の尊さ

先人
に学ぶ
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5

10

15

　「女性史コラム」を新
設し，各時代の女性の姿を
紹介しています。

注目

30 31



ポイント2

※ 供給時に，最新の状況に更新する予定です。

※ 供給時に，最新の状況に更新する予定です。

学習を支える
教科書QR
コンテンツ

「教科書の構成と使い方」↑P.5

←P.32

↑P.74

↑P.149

↑P.268

↑P.250

第 2編　古代までの日本と世界

3世紀後半ごろから，前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

とよ
ばれる古

こ

墳
ふん

がつくられるようになりま
した。巨大な前方後円墳は大

や ま と

和（奈
な

良
ら

県）とその周辺に集中し，
この地

ち

域
いき

に強い権力をもつ王がいたと考えられます。この王
を中心とする政権をヤマト王

おう

権
けん

といいます。 ５世紀後半まで
に，九

きゅう

州
しゅう

地方から関
かん

東
とう

地方までの豪
ごう

族
ぞく

たちはヤマト王権に従
したが

いました。こうして政治的なまとまりが広がるとともに，各地で古
墳がつくられていきました。およそ 3世紀後半から ７世紀までの時
代を古

こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

とよんでいます。
ヤマト王権の中心となった王は，中国では倭

わ

王
おう

，国内では大
おお

王
きみ

とよばれました。ヤマト王
権には，大和とその周辺の豪族たちが加わり，決まった仕事を代々
務めて全国支配にたずさわりました。各地の豪族たちは，貢

みつぎ

物
もの

を納
おさ

めたり，従
じゅう

者
しゃ

を差し出したりして，ヤマト王権につかえました。
　豪族たちは，それぞれ氏

うじ

という集団をつくり，立派な館に住み，
死後は古墳にほうむられました。しかし，一

いっ

般
ぱん

の人々は竪
たて

穴
あな

住居で
くらし，墓も穴

あな

を掘
ほ

っただけの簡
かん

単
たん

なものでした。古墳時代には，

1 3

2

1 4 5

2

巨大な古
こ

墳
ふ ん

と
ヤマト王

お う

権
け ん

大
お お

王
き み

・豪
ご う

族
ぞ く

と
人々の生活

ヤマト王
お う

権
け ん

と渡
と

来
ら い

人
じ ん

－東アジアのなかのヤマト王権－
3

学習  課題

古墳の大きさや分布，渡来人の果たし
た役

やく

割
わり

に着目しましょう。

東アジアとの交流のなかで，ヤ
マト王権は，どのようにして日
本を統一していったのでしょう
か。

つながり見方・考え方

日本の歴史では，弥
や よ い

生時代の１世紀ご
ろ，あるいは古墳時代から古代といい，
それ以前を原始時代といいます。

原始・古代基本用語

年 できごと
3世紀後半 前

ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

がつくられはじめる
391 倭

わ

が百
く だ ら

済・新
し ら ぎ

羅と戦う
413 倭王，中国に使いを送る
478 倭王武

ぶ

，南朝に使いを送る

	 稲
い な り

荷山
や ま

古墳から出土した鉄
て っ

剣
け ん

には，この地
方の豪族乎

ヲ

居
ケ

が
ワ

， 加
カ

多
タ

支
ケ

鹵
ル

大
ワ

王に役人と
してつかえたことが書かれています。
	 大

お お

阪
さ か

湾
わ ん

近くからは，巨大な倉庫のあとが
16棟

と う

発見されています。大王が各地の人々
からの貢物を納めさせていたと考えられてい
ます。

1

2

 3世紀後半～5世紀までの日本の動き6

 け の

毛野
　お　わり

尾張か　わ　ち

河内
い　ず　み

和泉 や　ま　と

大和

　き　び

吉備

いず　も

出雲

つく　し

筑紫

ひゅう　が

日向

い　な　りやま

稲荷山古墳

ぜんぽうこうえんふん

前方後円墳  え  た  ふなやま  こ ふん

江田船山古墳

0 300km

 「 加多支鹵大王」と記された
鉄剣（右：埼

さい

玉
たま

県稲荷山古墳出土　埼玉県
立さきたま史跡の博物館蔵）

国宝と 5 鉄刀（左：熊
くま

本
もと

県江田船山古墳出土　東
とう

京
きょう

国立博物館蔵）国宝

4

古
こ

墳
ふ ん

の分布や出土した鉄
て っ

剣
け ん

，鉄刀から，どのよう
なことがわかるのかな。

 古
ふ る

市
いち

古墳群（大阪府羽
は

曳
びき

野
の

市・藤
ふ じ

井
い

寺
でら

市）　百舌鳥古墳群とともに，世界
遺
い

産
さ ん

登録をめざしています。 

3

 大
だ い

仙
せん

（仁
に ん

徳
と く

陵
りょう

）
古
こ

墳
ふ ん

（大
お お

阪
さか

府堺
さかい

市）　
百
も ず

舌鳥古墳群のひ
とつで，日本最大の
古墳です。

1

 前方後円墳の分布2

加

ワ

カ

タ

ケ

ル

お
お
き
み

多
支
鹵
大
王

32

5

10

15

りました。そのうえ，日照り，長雨，虫の害などが重なると，ひど
い不作となり，大ぜいが飢

う

え死にするききんとなりました。
　生活が苦しくなった百姓たちは，不正をはたらく役人の解任や年
貢の引き下げのほか，商品作物の自由な売買などを，百

ひゃく

姓
しょう

一
い っ

揆
き

を起
こして訴

うった

えました。特に，ききんのときには一揆も増えました。ま
た，江戸や大阪では，都市の貧しい人々が，米の売りおしみをする
商人などをおそう，打

う

ちこわしを行いました。

6

3

5

4

江戸幕府がつくりあげた安定した社会
が，なぜゆらいでいったのでしょうか。

深めよう

農村の変化と百姓一揆や打ちこわしの多
発とを関連づけて説明しましょう。

確認

 打ちこわしのようす（幕
ばく

末
まつ

江戸市
し

中
ちゅう

騒
そう

動
どう

図　東
とう

京
きょう

国立博物館蔵）4

 江戸時代の百姓一揆・打ちこ
わしの発生件数と気候（『百姓一揆総
合年表』など）

資料活用 ききんの多くは，異常
気象によって起こります。江戸時
代のききんと気候との関連を確

か く

認
に ん

しましょう。

5

　ききんを引き起こす原因の一つに
自然災害があります。1780年代に
冷害にみまわれた東日本をおそった
のは，浅間山の噴火でした。周辺地

ち

域
い き

に大きな被
ひ

害
が い

をあたえただけでな
く，広い地域に火

か

山
ざ ん

灰
ば い

が降
ふ

り，大
だ い

凶
きょう

作
さ く

となりました。これにより，ぼう
だいな数の餓

が

死
し

者が出ました。
　噴火の被害にあった群馬県では，
復旧溝群が見つかりました。これは，
「天地返し」を行った跡

あ と

です。天地
返しでは，まず地面を深く掘

ほ

り，最
初に溝

み ぞ

をつくります。次に，周囲の
火山灰を掘って，その溝を埋

う

めます。
火山灰を掘ったあとの表面には土が
出てくるので，今度はその土を掘り，
溝を埋めた火山灰の上に積み上げま
す。これをくり返し，火山灰とその
下の土をひっくり返すことで，土を
もとにもどしました。
　復興に向けた先人たちのくふうと
努力を知ることができます。

 浅
あさ

間
ま

山
やま

の大噴
ふん

火
か

（浅間山夜
や

分
ぶん

大
だい

焼
しょう

之
の

図
ず

　個人蔵）6

 発
は っ

掘
くつ

された「天地返し」を行った復旧溝群
（群馬県玉

た ま

村
む ら

町　下
し も

之
の

宮
み や

中
な か

沖
お き

遺
い

跡
せ き

） 
7
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てん ぽう

農村の変化と民
み ん

衆
しゅう

の動き
－農村の光と影

か げ

－

天
て ん

明
め い

のききんと復興
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先人
に学ぶ
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第 3編　中世の日本と世界

承
じ ょ う

久
き ゅ う

の乱
ら ん

を通して，  
古代から中世への変化を考えよう歴史
　承久の乱が始まったころの状

じょう

況
きょう

とその結果を確
か く

認
に ん

していきましょう。そして，古代から中世
への変化を考えてみましょう。

乱の後，幕府は，上皇方の貴
き

族
ぞ く

や武士の領地3000か所あまりを没
ぼ っ

収
しゅう

し，新たに地頭
をおきました。

承久の乱の推
す い

移
い

古代の支配のしくみ

資料2

復習

▼学習の流れ

年月 できごと
1219年
1月 3代将

しょう

軍
ぐん

源
みなもとの

実
さね

朝
とも

が殺されて，源
げん

氏
じ

の
将軍がとだえる

6月 頼
より

朝
とも

の遠
とお

縁
えん

の九
く

条
じょう

頼
より

経
つね

（のちに４代
将軍となる）が鎌

かま

倉
くら

に下る
1221年
5月14日 後

ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

が14か国から兵1700騎
き

を集める
5月15日 後鳥羽上皇が，執

しっ

権
けん

北
ほう

条
じょう

義
よし

時
とき

の追
つい

討
とう

と全国の守
しゅ

護
ご

・地
じ

頭
とう

を院の支配下に
おくことを宣

せん

言
げん

する。また，上皇側に
つかなかった京

きょう

都
と

の守護を攻
せ

め，自
殺に追いこむ

5月19日 鎌倉に京都のようすを伝える使いが
到
とう

着
ちゃく

する
北条政

まさ

子
こ

が御
ご

家
け

人
にん

に幕
ばく

府
ふ

への奉
ほう

公
こう

を
訴
うった

え，15か国の御家人に動員令を下
す

5月22日 北条泰
やす

時
とき

・時
とき

房
ふさ

らを大将軍とする幕
府軍が鎌倉を出発する

6月 5日 美
み

濃
の

で幕府軍と上皇軍が戦い，上皇
軍が敗走する

6月15日 幕府軍が，京都を占
せん

領
りょう

する
7月 後鳥羽上皇が隠

お

岐
き

に流される
8月 幕府が上皇方についた貴

き

族
ぞく

・武士の
領地を没

ぼっ

収
しゅう

し，恩賞にあてる

古代と比べて，中世
はどのような時代に
なったのか , 時代の
変化を説明しましょ
う。

▶「天皇や貴族」「武
士」「承久の乱」などの
言葉を使いながら，あ
なたなりの考えを説明
しましょう。
　ステップ１・２の作
業をふまえて，古代の
支配のしくみも比

ひ

較
か く

し
ながら考えましょう。

ステップ3

▼学習の流れ

●  天
て ん

皇
の う

や貴族が政治を進めた律
り つ

令
りょう

国
家は，全国を国や郡などの単位に
分けて政治を行っていました。

●  国には国
こく

司
し

，郡には郡
ぐ ん

司
じ

をおいて
人々を治めさせました。

●   国司は都の貴族のなかから，郡司
は地元で勢力をもつ豪

ご う

族
ぞ く

のなかか
ら，朝

ちょう

廷
て い

によって選ばれていました。

私が考える古代から中世への時代の変化

承久の乱開始時の両軍の勢力地図

乱後に幕府が新しい地頭として東国の御
ご

家
け

人
に ん

をおいた国

資料1

資料3

から読み取ったこと

から読み取ったこと

・ 鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が始まって30年ほどたっていたが，

　　　　日本では，上
じょう

皇
こう

方についた守護や武士が多い。

・幕府は，　　　　日本の国々に動員をかけた。

資料1

資料2

▶ 資料1 と 資料2 を読
み取って，右の①～④
の□に入る言葉を書き
入れましょう。

ステップ1
承久の乱はどのよう
な争いだったのでしょ
うか。

乱後の鎌倉幕府のね
らいは何だったので
しょうか。

▶１．P.75の白地図に，
資料3 にあげた国に色
をぬりましょう。

ステップ2

▶2．右の白地図に，
資料4 にあげた国に斜

し ゃ

線
せ ん

を書き入れましょう。

▶3． 資料1〜4 と色を
ぬった地図を関連させ
て，右の⑤～⑦に入る
言葉を選んで○をつけ
ましょう。
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乱後に幕府によって新たな守護が任命された国資料4

三浦義村・小笠原
長清・武田信光は，
幕府軍のなかでも
有力なメンバーな
んだよ。

新しい守護の名前
がわかっていない
けれど，幕府は乱
後に美濃・尾張・
伊賀・石見の守護
も交

こ う

替
た い

させたそう
だよ。

・ 幕府は，わずか　　　　日で軍を出発させ，乱が始

まって　　　　か月で上皇方に勝利した。

①

②

③

④

・ 幕府が新しく守護や地頭をおいた国は， 資料1 の⑤〔上皇・幕府〕方の国と多くが重なっている。

・ 幕府は，上皇方との戦いで幕府方に奉
ほ う

公
こ う

した御家人に対する⑥〔御
ご

恩
お ん

・奉公〕として，守護や地

頭に任命した。

・ 幕府のねらい：後
ご

鳥
と

羽
ば

上皇を隠
お

岐
き

に流し，さらに上皇方についた国々に，守護や地頭として東

国の御家人を送りこむことで，⑦〔東・西〕日本にも勢力を広げようとした。

自分で解いたあと，P.317で●①～●⑦の解答例を確
かく

認
にん

しましょう。

上皇方についた守護の国
および上皇が動員をかけた国

幕府が御家人に動員を
かけた国
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第 5編第 2章　二度の世界大戦と日本

日本軍は，初めは勝利を重ねましたが，1942
（昭和17）年 6月，ミッドウェー海

かい

戦
せん

で敗れ，
翌
よく

年 2月には，ガダルカナル島をめぐる戦いで敗退しました。連合
国軍の反

はん

撃
げき

が本格的に始まり，制
せい

海
かい

権
けん

と制空権を失うなかで，海外
からの物資の輸送が難

むずか

しくなりました。
　国内では兵器の生産が最優

ゆう

先
せん

され，日用品の生産は減少しました。
農村でも人手や肥料の不足で食料生産が減少しました。政府は，米
の配給を減らして節約とくふうを求め，鉄くずなどの資

し

源
げん

の徹
てっ

底
てい

的
な回

かい

収
しゅう

と利用をはかりました。
　国民の動員も強化されました。成人男子の多くが，兵士として戦
場に送られ，これまで兵

へい

役
えき

が猶
ゆう

予
よ

されていた大学生も，戦場へかり
出されました（学

がく

徒
と

出
しゅつ

陣
じん

）。労働力の不足を補
おぎな

うため，若
わか

い女性や中
学生も，工場や農村へ動員されました（勤

きん

労
ろう

動員）。
　また朝

ちょう

鮮
せん

や中国の占
せん

領
りょう

地から数十万といわれる人々が日本国内に
動員され，炭鉱や工場などのきびしい労働条件の職場で働かされま
した。戦争の末期には，朝鮮や台

たい

湾
わん

でも徴
ちょう

兵
へい

制が実
じっ

施
し

されました。

P.249

4

3

P.260
1

1

苦しくなった
国民生活

戦時下の国民の生活
－「お国のために」－

3
学習  課題

見方・考え方

ものの不足と兵力・労働力不足に着目
しましょう。

戦局の悪化にともない，国民生
活はどのように変わっていった
のでしょうか。

つながり

 工場に動員され
た女子生徒（1943年）
1

 親元をはなれた
疎開先で食事をする
子どもたち（1944年）

2

 供
きょう

出
しゅつ

させられた寺院の釣
つり

鐘
が ね

（1942年）
　寺院の鐘や銅像のほか，家庭の鍋

なべ

や釡
か ま

，ブ
リキのおもちゃにいたるまで回収の対象とな
り，なかば強制的に供出させられました。

4

戦争は，子ども
の生活にどのよ
うな影

え い

響
きょう

をあた
えたのかな。

 戦局の推
す い

移
い

と国民の動員3

戦局 年 国民の動員

日中戦争が始まる 1937

1938
国家総動員法
政府が戦時下，人ともの
を統制する権

けん

限
げん

をもつ

第二次世界大戦が始まる
日中戦争が長期化する

1939
国民徴

ちょう

用
よう

令
戦時下の強制就

しゅう

労
ろう

の方
法を具体的に決める

太平洋戦争が始まる
日本軍の勝利が続く

1941

ミッドウェー海戦で日本
軍が敗退する

1942

連合国軍の反撃が本格
的に始まる

1943
学徒出陣
大学生も徴兵する

大規
き

模
ぼ

な日本本土への
空
くう

襲
しゅう

が始まる
1944

学徒勤労令　中学生相
当年

ねん

齢
れい

以上の全員を強
制的に就労させる

日本の降
こう

伏
ふく

1945

250

5

10

15
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戦争の恐
きょう

怖
ふ

はなくなりましたが，国民生活の
苦
く

難
なん

は戦後しばらく続きました。米軍機によ
る空

くう

襲
しゅう

は住
じゅう

宅
たく

や工場を破
は

壊
かい

したため，深
しん

刻
こく

な住宅不足と経
けい

済
ざい

・産業
の混

こん

乱
らん

が起こりました。焼け出された人々や引きあげ者は，親
しん

戚
せき

・
知人との同居を余

よ

儀
ぎ

なくされ，なかには焼
やけ

跡
あと

のバラックにくらす者
もいました。駅や地下道で雨

あめ

露
つゆ

をしのぐ人々のなかには，空襲で肉
親をすべて失った子どもたち（戦災孤

こ

児
じ

）も混じっていました。1946
（昭和21）年の鉱工業の生産は，日中戦争前の ３分の 1以下にまで落
ちこんでおり，街には失業者があふれました。
　特に人々を苦しめたのは，食料をはじめとする生活必

ひつ

需
じゅ

品の不足
です。生産力が低下し，流通も混乱したため，物資の配給はとどこ
おるようになり，物価がはげしく上

じょう

昇
しょう

しました。人々は各所に出現
した闇

やみ

市
いち

で食料等を買い求めたり，農村部に出かけて，物々交
こう

換
かん

し
たりして，飢

う

えをしのぎました。
民主化政

せい

策
さく

が進められると，戦争中におさえ
られていた政治運動や社会運動が再開され，

生活を守る運動や，自由・平等を求める運動が活発になっていきま
した。日本社会党

とう

や日本自由党などの政党が結成され，日本共産党

P.251

2

4

5

P.245

1 1 3

苦しい生活

生活や権
け ん

利
り

を
守る動き

学習  課題

見方・考え方

敗戦による社会へのさまざまな影
えい

響
きょう

に
着目しましょう。

苦しい生活のなかで，人々はど
のような思いで，どのような行
動をとったのでしょうか。

つながり

 日本の鉱工業生産の移り変わり（『本邦
主要経済統計』）
5

 闇市のよ
うす（1946年　
東
と う

京
きょう

都）

1

0

20

40

60

80

100

120

140

160

1936年 50494847464543 44424140393837

1936年の鉱工業生産を
100としたときの指数

日
中
戦
争
が
始
ま
る

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

敗
戦

敗戦直後の社会と文化
－がれきの中からの再興－

3

 商品の値段を政府が決め，政府が商品を配
るしくみを，公定価格制度・配給制度といいま
す。戦争中に始まったこの制度は，戦争が終
わった後も続いていましたが，政府の方針に従
わず，自由価格で商品を売買していた市場が闇
市です。全国各都市で1万7000か所に達した
といわれています。

1

買い出し列車と
はどのようなも
のだろう。

 買い出し
列車（1945年）
3

 バラックの
前で食事の準備
をするようす
（1946年　東京都）

2

 靴
く つ

みがきを
する戦災孤児
（1947年　東京都）

4

268

5

10

15

授業の中でも，
生徒の自学自習でも
使えますね。

戦時中の児童・生徒の姿を
映像で確認できます。

「天地返し」の図解を示して，
遺跡の写真の理解を支援します。

敗戦直後のくらしの様子を
多様な視点で確認できます。

「学習の流れ」に沿った
作業ができます。

世界遺産となった百舌鳥・古
市古墳群をくわしく紹介して
います。

教
科
書
の
向
こ
う
に
ア
ク
セ
ス

も
っ
と
広
が
る
、
も
っ
と
深
ま
る

見たい
コンテンツを
クリック！

QRコードを
読み取って…

教科書QRコンテンツのご紹介
　教科書内容の理解を助ける動画やワークシートなどの教科書QRコンテンツを，弊社ウェブサ
イトで公開しています。関連するコンテンツの掲載されている教科書のページには，「デジタル
マーク」を表示しています。
　教科書QRコンテンツを公開しているサイトは， P.5「教科書の構成と使い方」に掲載している
QRコードを読み取ることでアクセス
できます。

日本文教出版
ウェブサイトに
アクセスして…

スライド教材 「百舌鳥・古市古墳群」

（８教材）教科書準拠ワークシート

スライド教材 「天地返し」

動画教材 「戦中・戦後の様子」

QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

https://www.nichibun-g.co.jp/2021dc/csha/reki/

デジタルマーク
このマークのついた教材は，ウェブページにある
デジタル資料で，学習を深めることができます。2次元

コード

32 33



ポイント3

朝
ちょう

鮮
せん

半島の高
こう

麗
らい

は，モンゴル軍の侵
しん

入
にゅう

を受け
ると，30年にわたって抵

てい

抗
こう

を続けましたが，
ついに元に服

ふく

従
じゅう

させられました。フビライは高麗をなかだちにして
日本に使者を送り，武力を背

はい

景
けい

に国交をせまりましたが，幕
ばく

府
ふ

の執
しっ

権
けん

北
ほう

条
じょう

時
とき

宗
むね

はこの要求をしりぞけ，西日本の御
ご

家
け

人
にん

たちに防備を命
じました。
　1274（文

ぶん

永
えい

11）年，元は高麗に軍船や兵を出させ，約 3万の軍で
対
つ し ま

馬，壱
い

岐
き

をへて博
はか

多
た

湾
わん

（福
ふく

岡
おか

市）に上陸しました。幕府軍は元軍の
集団戦法や火薬に苦戦し，大

だ

宰
ざい

府
ふ

までしりぞきました。しかし，元
軍は夜になって海上に引きあげ，撤

てっ

退
たい

しました（文永の役
えき

）。

コ リョ

7

3 5

元の襲
しゅう

来
ら い

 元軍の進路5

 文永の役で元軍と戦う肥
ひ

後
ご

（熊
く ま

本
も と

県）の御家人の竹
た け

崎
ざき

季
す え

長
な が

（蒙
もう

古
こ

襲来絵
え

詞
ことば

　東京都　宮
く

内
ない

庁
ちょう

三の丸尚
しょう

蔵
ぞう

館
かん

蔵）　陶
とう

器
き

に火薬や鉄
て っ

片
ぺん

などをつめ
た元軍の火器「てつはう」が，爆

ば く

発
は つ

しているようすがえがかれています。「てつはう」は，現在も戦場あとから発見されます。
3

 幕府の役人と話す竹崎季長（蒙古襲来絵詞　東京都　宮内庁三の丸尚蔵館蔵）
資料活用 季長は，文永の役のあとに，何を訴

うった

えたのでしょうか。
4

 フビライ=ハン 
（1215～1294） 

6

　私の時代になって，日本は一度も使い
を送って親交を結んでいない。日本が蒙
古の事情をよく知らないことを心配して，
特に使いを遣

つか

わし，国書をもって私の考
えを知らせる。今後は，気持ちを通じ
あって仲よくしていこう。兵を用いるよう
になるのは，誰

だれ

も好むところではないだ
ろう。

（『東
とう

大
だい

寺
じ

尊
そん

勝
しょう

院
いん

文書』より一部要約）

  フビライの国書7

玄　界　灘
げん　　かい　　なだ

大宰府
だ ざい ふ

合浦（今の馬山）
ハッ ポ

がっ ぽ マ サン
コ リョ

こう らい

つ
し
ま

い 　 き

ひら ど

平戸

対
馬

壱岐

たかしま

鷹島

高　麗

日

　
本

下
関

し
も
の
せ
き

は
か
た

ふ
く
お
か

博
多（
福
岡
）

石築地（元寇防塁）

文永の役の元軍進路

弘安の役の元軍進路

ぶんえい えき

いしつい  じ    げんこうぼうるい

こうあん

0 100km
幕府の役人 竹崎季長

83

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

学習上
配慮した点 　教科書本文には，読み間違えにくくわかりやすいユニバーサルデザインフォント（UDフォント）で

ある，「UD黎
れい

ミン」「UD新ゴ」（株式会社モリサワ）を使用しています。本文以外の箇所にも，適切
なUDフォントを使用しています。

UD新ゴ
UD黎ミン

18pt/A5判 22pt/B5判 26pt/A4判

このほか，学習者用デジタル教科書
（→本書P.48）には，総ルビ表示や機械
音声読み上げなどの様々なニーズに対
応した機能が搭載されます。

CUDへの対応の例

例：1（P）型2色覚の方の見え方の
シミュレーション

　特別支援教育やカラーユニバーサルデザイン（CUD）の観点から，大内進先生（国立特別支援教育総合研究所名誉所員・特任
研究員）に校閲をお願いし，すべての生徒が等しく情報を読み取ることができるように配慮しました。

ユニバーサルデザインフォントの使用 カラーユニバーサルデザインへの対応

　古代から現代まで，各単元（時代）で「単元カラー」を
設定し，色遣いを統一しています。
　また，本文ページの右端に時代・世紀のスケールを
設け，現在学習している時代や世紀を，常に確認できる
ようにしています。

「単元カラー」と時代・世紀のスケール

　生徒の持ち運びの負担を軽減するために，平成28年
度版の教科書と比較して約5％軽い紙を採用していま
す。それでいて，裏写りが少なく，十分な強度を持つ
よう工夫しています。

教科書の軽量化への取り組み

　日本文教出版では，すべての小学校・中学校教科書で，拡大教科書を発行してい
ます。拡大教科書は通常の教科書の文字を拡大するとともに，編集意図を損なわない
ように写真などの図版の配置も再レイアウトしたものです。

文部科学省検定済教科書　中学校社会科用

116
地理 000

日文

日
本
文
教
出
版

的分野

中学社会

地理

日本文教出版

的
分
野

地
理

日
本
文
教
出
版

公
民

日本文教出版

文部科学省検定済教科書　中学校社会科用
116

公民 000
日文

的分野

中学社会

公民的
分
野

「図版番号」について
　図版には番号を付し，授業の際に使
いやすくしました。また，本文にも関連
する図版番号を添えて，本文と図版を関
連させて読み取ることで，よりよく理解
できるようにしています。

ルビについて
　小学校6年生以上で学習する漢字には，見開き
の初出の箇所にルビ（ふりがな）をつけています。
また，重要語句には，すべてルビを入れました。
　ルビの書体にもUDフォントを採用し，小さな文
字でも読み取りやすくしています。
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冷戦が深
しん

刻
こく

になると，アメリカは日本に対し，
社会主義陣

じん

営
えい

の広がりをくいとめる役
やく

割
わり

を期
待するようになりました。そして，GHQの政策は，非軍事化と民主
化よりも，経

けい

済
ざい

復興と冷戦への対応を重
じゅう

視
し

するものに転換しました。
　1950（昭和25）年に朝

ちょう

鮮
せん

戦争が始まると，アメリカは，日本本土や
沖
おき

縄
なわ

の米軍基地を使い，軍
ぐん

需
じゅ

物資や兵器の修理を日本に大量発注し
ました（朝

ちょう

鮮
せん

特
とく

需
じゅ

）。そのため日本は好景気になり，復興が加速しま
した。またアメリカ軍が朝鮮に出動中に，日本国内の治安を維

い

持
じ

す
るという理由で，GHQは日本政府に対し，警

けい

察
さつ

予備隊の設置を命じ
ました。これは1952年に保安隊に，1954年には自

じ

衛
えい

隊
たい

になりました。
朝鮮戦争をきっかけに，アメリカは講和を急
ぐようになりました。日本国内では，すべて

の連合国と講和を結ぶべきとの意見（全面講和論）もありましたが，
吉
よし

田
だ

茂
しげる

内
ない

閣
かく

は西側の資本主義陣営とのあいだだけで講和を結ぶとの

3 4

1

国際社会への復帰と55年体制　
－冷戦が日本にもたらしたもの－

5

 日本の鉱工業の生産指数の推
す い

移
い

（『近代
日本経済史要

よう

覧
らん

』）

資料活用 朝鮮戦争が起こった年以
い

降
こう

に
注目すると，どのようなことを読み取ること
ができるでしょうか。

4

学習  課題
日本の国際社会復帰には，どの
ような背

は い

景
け い

があったのでしょう
か。

見方・考え方

冷戦が占
せん

領
りょう

政
せい

策
さく

や講和のあり方にあた
えた影

えい

響
きょう

に着目しましょう。

つながり 占
せ ん

領
りょう

政
せ い

策
さ く

の転
て ん

換
か ん

講和と安保

年

1948 大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国が成立

サンフランシスコ平和条約を結ぶ
日米安全保障条約を結ぶ

ソ連との国交回復
国際連合に加盟

1956

中華人民共和国が成立1949

朝鮮戦争が始まる（～53）1950

1951

 警察予備隊の設立（1950年）　
朝鮮戦争が起こった直後，約7万5000
人の警察予備隊が設立されました。

1

 サンフランシスコ平和条約の調印
（1951年）　署

し ょ

名
めい

しているのは，吉田茂
首相です。

2

 アメリカ軍の飛行機を
修理する日本の工場（1953年）
3

なぜ日本の工場で，
アメリカ軍の飛行機
を修理するのかな。

65605550451940
0

50

100

150

200

年

1960年=100と
したときの数値

すう ち

鉄 鋼
てっ   こう

機 械

繊 維 
せん    い

東アジアの情勢と日本の動き

できごと

272

5

10

 日清戦争と日露戦争の比
ひ

較
か く

（『近
代日本総合年表』ほか）
9

 日露戦争前後の世界の動き8

 日露戦争前の各国の関係図6  日露戦争7

対立は大きく，開戦論
ろ ん

が高まるなか，1904年に日
に ち

露
ろ

戦
せ ん

争
そ う

が始まりま
した。この戦争は，日

に っ

清
し ん

戦争と比べて非常に大規
き

模
ぼ

な戦争となりま
した。満州を中心にはげしい戦いが行われ，多数の死

し

傷
しょう

者
し ゃ

が出まし
た。また日本海では両国の艦

か ん

隊
た い

が戦い，日本軍が勝利するなど，戦
争は日本側が優

ゆ う

勢
せ い

に推
す い

移
い

しました。しかし，戦争が長引くと日本は
資金が続かず，ロシアでも皇

こ う

帝
て い

の専
せ ん

制
せ い

政治に反対する革
か く

命
め い

運動が起
こり，両国とも戦争を続けることが難

むずか

しくなりました。

1905年，アメリカのなかだちで講和会議が開
かれ，ポーツマス条

じょう

約
や く

が結ばれました。条約
では，韓

か ん

国
こ く

における日本の優
ゆ う

越
え つ

権
け ん

が認
み と

められました。また，樺
か ら

太
ふ と

の
南半分やロシアが清から借りていた旅順・大連，さらにロシアが満
州に建設していた鉄道の一部や炭鉱などを日本にゆずることが決め
られました。しかし，賠

ば い

償
しょう

金
き ん

は取ることができず，増税などで苦し
い生活にたえてきた国民は政府への不満を高めました。各地で講和
反対の集会が開かれ，東

と う

京
きょう

では警
け い

察
さ つ

署
し ょ

や政府系
け い

の新聞社などが焼き
打ちされ，暴動に発

は っ

展
て ん

しました（日
ひ

比
び

谷
や

焼き打ち事件）。
　一方，政府は，満州に勢力を拡

か く

大
だ い

するために，南
みなみ

満
ま ん

州
しゅう

鉄
て つ

道
ど う

株
か ぶ

式
し き

会
が い

社
し ゃ

（満
ま ん

鉄
て つ

）をつくって，鉄道や炭鉱・製鉄所を経営しました。また，
鉄道の守備兵として，陸軍部隊をおきました。

7

9 2

7

3

ポーツマス条約と
満州経営

日露戦争は，日本の対外政
せ い

策
さ く

や国内の政
治にどのような影

え い

響
きょう

をあたえたのか，説
明しましょう。

確認

日露戦争は，日本にとってどのような
意味をもっていたのでしょうか。

深めよう

	 東
と う

郷
ご う

平
へ い

八
は ち

郎
ろ う

の指
し

揮
き

する日本の艦隊が，ロシ
ア艦隊に勝利しました（日本海海戦）。
	 1919年に関東軍と改められ，のちに独断で
軍事行動を起こすようになりました（ P.242）。
関東は，中国の山

さ ん

海
か い

関
か ん

より東の地方をさす言
葉です。

2

3

シャン ハ イコワン

年 できごと
1900 義

ぎ

和
わ

団
だん

事件が起こる
1902 日英同盟が結ばれる
1904 日

にち

露
ろ

戦争が起こる（～05）
1905 ポーツマス条約が結ばれる
1906 南満

まん

州
しゅう

鉄道株式会社が設立される

  ポーツマス条約10

第�2条　ロシアは，日本が韓国において
政治上・軍事上・経

け い

済
ざ い

上の特別な利
益をもつことを認め，日本が韓国を指
導・保護することに干

か ん

渉
しょう

しない。
第�5条　ロシアは，旅

り ょ

順
じゅん

・大
だ い

連
れ ん

の租
そ

借
しゃく

権
を日本にゆずる。

第�6条　ロシアは，長
ちょう

春
しゅん

—旅順間の鉄道
と付属の炭鉱などを日本にゆずる。

（一部要約）

兵
力（
日
本
）

戦
費（
日
本
）

戦
死
者（
日
本
）

日清戦争
にっしん

日露戦争
にち ろ

108.9万人

8.4万人

17.5億円

24.1万人

1.3万人

2.0億円
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ドイツフランス

ロシア

日　本

イギリス アメリカ

満州

韓国

対立

（1895年）

露仏同盟

ロシアの満州への
　　　　勢力拡大

日本の韓国への
　　　勢力拡大

日英同盟
（1902年） 資金協力

（ロシアの南下を警戒）（ロシアの南下を警戒）

ろ  ふつ どうめい

かくだい

かんこく

けいかい

三国干渉
かんしょう

（南満州鉄道）

まんしゅう

満州

さんとう

山東半島
シャントン

清
しん

ロシア

韓国
かんこく

日　本

ちょうしゅん

長春
チャンチュン

ウラジオ
ストク

ほうてん

奉天
フォンティエン

かんじょう

漢城
ハンソン

（今のソウル）

りょうよう

遼陽
リヤオヤン

だいれん

大連
ターリエン

りょじゅん

旅順
リュイシュン

さんかいかん

山海関
シャンハイコワン

日
本
海
海
戦

下
関

し
も
の
せ
き

広
島

ひ
ろ
し
ま

アム
クノ

川 日　本　海

かんたい

ロシア艦隊の進路

日本軍の進路
日本艦隊の進路

主　な　戦　場
0 300km

かんたい

5

10

15

207

 戦後の主要輸出５品目の変化（『数字でみる日本の100年』ほか）5

1970年代以
い

降
こう

，新
しん

興
こう

工
こう

業
ぎょう

経
けい

済
ざい

地
ち

域
いき

（N
ニ ー ズ

IES）と
よばれた韓

かん

国
こく

，台
たい

湾
わん

，香
ホン

港
コン

，シンガポールが
急成長をとげ，経済成長はその他のアジア諸

しょ

国
こく

にも広がっていきま
した。また，フィリピンや韓国など独

どく

裁
さい

政
せい

権
けん

の国々で，民主化が進
んでいきました。
　経済大国となった日本は，アジア諸国との相

そう

互
ご

関係を深めていき
ました。それまで欧

おう

米
べい

中心だった日本の輸出先の比重はアジアに移
り，日本企業の進出も増えました。アジア諸国には，日本の経済・
産業や文化への関心が高まり，留学や仕事，観光で日本にやってく
るアジア系

けい

外国人が増えました。経済だけでなく，文化の面でも交
流が盛

さか

んになりました。

6 8

P.285

アジアのなかの
日本

日本のどのような努力が，日本を経済
大国へとおし上げたのでしょうか。

深めよう

1960年

1980年

2000年

2011年

0 20 40 60 80％ 100

アジア
35.9％ 8.7

38.3％

43.4％ 17.7 31.3 4.4

59.3％ 14.6 16.4 5.4

6.1 17.1 26.2 6.8

11.8 7.5 4.5

3.4

2.1

2.11.1

1.6

北アメリカ
30.1

オセアニア

旧ソ連

　アフリカ
　ヨーロッパ
　中南アメリカ

2.7

1.5

合計
2兆6580
億円

合計
12兆1495
億円

合計
16兆832
億円

14.6

金属製品

9.7

テレビ・
ラジオ

テレビ・
ラジオ

19.1
船舶

船舶

18.1
自動車

38.5％
鉄鋼

1970年1960年

1980年 1990年

18.5
事務用機械

半導体
など

43.3%
自動車

45.9%
自動車

28.9
鉄鋼

11.2
鉄鋼

精密機械
せいみつ

精密機械
せいみつ

11.6

12.4

12.0
8.7

7.5

合計
5122
億円

12.3

魚介類

15.5
衣類

24.7
繊維物

20.2
船舶

27.3％
鉄鋼
てっこう

せんぱく

 輸出先の大陸別割
わり

合
あ い

の推移（『数字でみる日本の100年』）6

 タイに進出した日本企業の自動車組み
立て工場（1995年）
8
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アメリカ

日本（1984年）

※アメリカは16歳～19歳
さい

※

 年
ね ん

齢
れ い

別の女性の労働力率（総務省資料）7

男女共同参画社会の実現へ
　1985年，雇

こ

用
よ う

における男女差別解消を目的とし
た男女雇用機会均等法が制定されました。それま
で企業は，採用や仕事の内容，昇

しょう

進
し ん

・賃
ち ん

金
ぎ ん

等におい
て，女性を男性と異

こ と

なるあつかいをしていました。
しかし，女性労働者の増加や男女平等意識の高ま
り，国際的な女性差別撤

て っ

廃
ぱ い

の流れが，この法
ほ う

律
り つ

制定
をあとおしし，その後も法律の拡

か く

充
じゅう

・強化が図られ
ました。しかし，世界経済フォーラムによる男女平
等度ランキング（2018年）で，日本は世界149か国
中110位と，国際的に低い水準にあります。女性が
結
け っ

婚
こ ん

・出産後も仕事を続けたり，会社などの組織で
指導的地位につけたりするような男女共同参画社
会の実現は，いまだ課題なのです。

現代の女性
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5

10

●  教科書の中で使用している色は，色覚
に特性のある人でも判別が可能になる
よう配慮しています。

●  帯グラフや円グラフは細い黒線で区切
り，色に頼らない読み取りを可能にし
ています。

↑P.207

↑P.272

↓P.283

図版タイトルの先頭には矢印
を付し，どの図版を指してい
るのか明確にしています。

●  線の色だけでなく線種を変更し，違いを明確にしています。
●  凡例表示ではなく，折れ線にフキダシをつけています。

→P.83

す
べ
て
の
生
徒
が
快
適
に
学
べ
る
よ
う
に

見
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
、
軽
さ
を
追
求 拡大教科書のご案内

日本文教出版

文部科学省検定済教科書　中学校社会科用

116 歴史 000日文

的分野

中学社会

歴史歴
史

＜令和3（2021）年3月発行予定＞

第2編 古代までの日本と世界

第3編 中世の日本と世界

第4編 近世の日本と世界

第6編 現代の日本と世界

第5編
第1・2章 近代の日本と世界
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ポイント4
分野をこえた
連携

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
が
つ
な
が
り
あ
っ
て

学
び
を
豊
か
に
実
ら
せ
ま
す

　中学校の歴史学習では，小学校社会科や地理的分野，公民的分野と相互に関連させながら学ぶこ
とが大切です。関連した教材を多数掲載し，他分野等との連携ができるようにしています。

　他教科等との横断的な視点で教育課程を組み立てることができるよう，
教科書全体を通して関連のある教材を多数掲載しています。

小学校社会科，地理的分野・公民的分野との連携1 他教科との連携2

第 1編　私たちと歴史

和を尊
たっと

び，
争いをや
めよ。

源
げ ん

氏
じ

の
君は…

それがしは，
平
へ い

氏
し

の棟
と う

梁
りょう

…

それがしは，
源氏の棟梁…

今日から授業
を再開します。

祝！
ノーベル賞受賞

一所懸
け ん

命
め い

！

乱
み だ

れる倭
わ

国
こ く

よ。
おさまりたまえ。

　小学校６年生のときにも，歴史の内容を学びました。今の私たちにとって歴史とは
どのような意味をもち，歴史を学ぶことにはどのような意義があるのでしょう。
　中学校の学習のはじめに，小学校での歴史の学習をふり返りながら考えてみましょう。第   編1 私たちと歴史

小学校で学んだ主な人物と文化遺
い

産
さ ん

国じゅうの銅と
人々の協力で大仏
をつくりたい。

天
て ん

下
か

布
ふ

武
ぶ

！

われわれ
維
い

新
し ん

の三
さ ん

傑
け つ

と
言われるそうな。

76

君死にたまう
ことなかれ

 え　ど

江戸

きょう と

京都

プ サン

釜山

ソウル

うしまど

牛窓

たかつき

高月
おおさか

大阪
（9月1日着）

とも     うら

鞆の浦
（8月28日着）

（4月11日出発）

（9月4日着） （9月27日着）

りゅうきゅう

琉球王国

ながさき

長崎

  な   は

那覇

朝鮮
ちょうせん

対馬藩
つしま はん

薩摩藩
さつ ま

0 200km

2021年度版中学社会歴史的分野教科書
R401_05_07

朝鮮通信使の行路と琉球王国

2018年11月　地図制作：ジェイ・マップ
もと図319%

 朝鮮通信使に書を求める人
（朝鮮通信使小

しょう

童
どう

図
ず

　大
おお

阪
さか

歴史博物館蔵）
5

 唐
か ら

子
こ

踊
おどり

（岡
おか

山
やま

県瀬
せ

戸
と

内
うち

市牛
う し

窓
ま ど

町）
　牛窓は，瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

を船で通る通信使
が，風待ちなどで立ち寄ったところで
す。朝鮮の服

ふ く

装
そ う

に似た衣
い

装
しょう

をつけた
子どもが，笛や太

た い

鼓
こ

に合わせて踊
おど

る行
事が今も残されています。

6

 にぎわう那
な

覇
は

港のようす（琉球進
しん

貢
こう

船
せん

図
屏
びょう

風
ぶ

　京
きょう

都
と

大学総合博物館蔵）　琉球の船（左）
と薩摩藩の船（右）がとまっています。

8  朝鮮通信使が楽しみにしていた鞆
とも

の浦
う ら

の景色
（広

ひ ろ

島
しま

県福
ふ く

山
やま

市）　通信使が泊った福
ふ く

禅
ぜ ん

寺
じ

の客
きゃく

殿
で ん

か
らのながめは，最も優

す ぐ

れているとして，通信使が「日
にっ

東
と う

第
だ い

一
いち

形
け い

勝
しょう

」の書を残しました。この書は鞆の商人
によって額に仕立てられ，通信使が対

たい

潮
ちょう

楼
ろ う

と名づけ 

 た客殿に今もかかげられています。

7

 江戸に向かう琉球使節の一行（江戸上り行
列図　沖縄県立博物館・美術館蔵）　琉球使節の行
列。人々は中国や琉球の服を着ていました。

10

　現在の滋
し

賀
が

県長
な が

浜
は ま

市高
た か

月
つ き

町
ちょう

に生まれた雨
森芳洲は，儒

じ ゅ

学
が く

を学び，対馬藩につかえま
した。中国語と朝鮮語を学んでいた芳洲は，
1711年と19年に朝鮮通信使の江戸への旅
に同行し，親交を深めました。対馬に朝鮮
語通

つ う

訳
や く

の学校をつくり，『交
こ う

隣
り ん

提
て い

醒
せ い

』をあら
わして「誠心（真心）の交わり」の大切さを
説くなど，朝鮮との友好に努めました。

　江戸時代に築かれた日本と朝鮮との交流
を示す貴

き

重
ちょう

な資料として，2017（平成29）
年，日本と韓国に残る朝鮮通信使関係の資
料が，ユネスコ「世界の記

き

憶
お く

（世界記憶遺
い

産
さ ん

）」に登録されました。
　そのなかには，『交隣提醒』をはじめ芳洲
の著

ち ょ

作
さ く

である朝鮮語の入門書なども含
ふ く

まれ
ています。

 雨森芳洲（1668～1755）
（滋賀県　芳洲会蔵）
4

国際交流

先人
に学ぶ

雨
あめの

森
も り

芳
ほ う

洲
しゅう

－朝鮮との誠
せい

信
しん

の交わりを実
じっ

践
せん

した国際人－

 朝鮮通信使（1719年）の行路と琉球王国9

4
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大正

イギリスを除
のぞ

くヨーロッパのほとんどを支配
下においたドイツは，過

か

酷
こく

な占領政策を行い
ました。戦争遂

すい

行
こう

に必要な物資や食料をうばい，多くの捕
ほ

虜
りょ

や市民
を，強制的に工場や農場で働かせました。またユダヤ人については，
民族の絶

ぜつ

滅
めつ

をはかり，数百万人の人々を強制収
しゅう

容
よう

所
じょ

に連行して，殺
害しました。
　ヨーロッパの各地では，ドイツの支配に対する抵

てい

抗
こう

運動（レジスタ
ンス）が起こりました。レジスタンスに参加した人々は，ドイツの政
策や作戦を妨

ぼう

害
がい

したり，武器をとってドイツ軍と戦ったりすること
もありました。

ドイツがフランスを降伏させた1940年，日本
はドイツ・イタリアと軍事同盟（日

にち

独
どく

伊
い

三
さん

国
ごく

同
どう

盟
めい

）を結びました。これらの国は，枢
すう

軸
じく

国
こく

とよばれました。
　1941年 6月，ドイツ軍は不可侵条約を破ってソ連に侵攻し，首都
のモスクワにせまりました。このとき，中立の立場にあったアメリ
カは，イギリスとともに，「大西洋憲

けん

章
しょう

」を発表し，両国がファシズ
ム打

だ

倒
とう

をめざすことを宣
せん

言
げん

しました。そして両国は，ドイツと戦う
社会主義国のソ連に武器の輸出を始めました。こうして枢軸国に対

たい

抗
こう

する連
れん

合
ごう

国
こく

の陣
じん

営
えい

が形成されることになりました。

6 7

8 1

8

P.225

2度目の世界大戦をなぜ防ぐことがで
きなかったのでしょうか。

深めよう

ドイツの占
せ ん

領
りょう

政
せ い

策
さ く

枢
す う

軸
じ く

国
こ く

と連合国

第二次世界大戦の原因と，枢軸国と連合
国の対立点について説明しましょう。

確認

 ムッソリーニは，1936年に，イタリアと
ドイツがこれからの国際関係の枢軸（ものご
との中心の意味）となると演説しました。こ
れ以後，ドイツ・イタリアの陣営が，枢軸国
とよばれるようになりました。

1

〈日独伊三国同盟〉（1940年）
一�　日本は，ドイツおよびイタリアのヨー
ロッパにおける新秩

ちつ

序
じょ

による社会建設
の指導的地位を認め，これを尊

そん

重
ちょう

する。
二�　ドイツおよびイタリアは，日本の大

だい

東
とう

亜
あ

における新秩序による社会建設の指
導的地位を認め，これを尊重する。
三�　三国は，相

そう

互
ご

に援
えん

助
じょ

すべきことを約す。
〈大西洋憲章〉（1941年）
第�一　アメリカとイギリス両国は，領土あ
るいはいっさいの拡

かく

張
ちょう

を求めない。
第�三　両国は，すべての国民が自らの政治
形態を選ぶ権

けん

利
り

を，尊重する。
第�六　すべての国民が恐

きょう

怖
ふ

と欠
けつ

乏
ぼう

から解
放された自由のなかで生きる保

ほ

障
しょう

を提
てい

供
きょう

する，平和の確立を求める。�（一部要約）

 枢軸国側と連合国側の方
ほ う

針
し ん

8

「命のビザ」を発給した杉
す ぎ

原
は ら

千
ち

畝
う ね

1940年7月，ドイツに占領されたポーランドか
らの脱

だ っ

出
しゅつ

者を含
ふ く

む多くのユダヤ人が，リトアニアの日本
領事館にやってくるようになりました。彼

か れ

らは，シベリ
アから日本をへてアメリカなどに移住しようとし，それ
に必要な日本政府のビザ（査証）発給を求めていたのです。
　日本は，ユダヤ人難

な ん

民
み ん

の入国を制限する方
ほ う

針
し ん

でしたが，
リトアニア駐

ちゅう

在
ざ い

の外交官杉原千畝は，彼らを無
む

視
し

するこ

 イスラエルの切手に
なった杉原千畝（1900～

1986）（右から2人目）

5

 アウシュビッ
ツ第二強制収容所　
同じ過

あやま

ちが二度と
起きないようにとい
う願いをこめて，世
界遺

い

産
さん

に登録されて
います。

6

世界遺産

 アンネ゠フランク（1929～1945）　迫
は く

害
がい

をの
がれて屋根裏

う ら

部屋にひそんだユダヤ人のアンネ
の家族は，2年後にナチ党

と う

に見つかり，収容所に
送られました。15歳

さ い

で亡
な

くなったアンネが，屋
根裏での日々を記した日記は有名です。

7

とができず，外務省の指示に反してビザを発給しました。
　6000人にのぼると推

す い

定
て い

される，日本にたどり着いた
ユダヤ人は，こうした事情を知りませんでした。杉原の
行
こ う

為
い

を讃
た た

える声が高まり，イスラエル政府から，1985年
に「諸

し ょ

国民の中の正義の人」として勲
く ん

章
しょう

がおくられました。

命の尊さ

先人
に学ぶ

247

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15
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奈
な

良
ら

時代につくられた『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』には，天
てん

皇
のう

から庶
しょ

民
みん

まで，さまざまな身分の人々がつ
くった和歌が4500首ほど集められています。これらの和歌には，人
生の喜びや悲しみ，自然に対する気持ちなどが素直にうたわれてい
ます。飛

あ す か

鳥時代の柿
かきの

本
もとの

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

，奈良時代の大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

などは優
すぐ

れた作
品を残しました。庶民の苦しいくらしをよんだ山

やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

の「貧
ひん

窮
きゅう

問
もん

答
どう

歌
か

」や，東日本から九
きゅう

州
しゅう

に派
は

遣
けん

された防
さき

人
もり

がよんだ歌なども注目
されます。
　律

りつ

令
りょう

国家のしくみが整うにつれて，国家のおこりや天皇・貴
き

族
ぞく

の
由来などを説明するために，『古

こ

事
じ

記
き

』や『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』などの歴史書
がつくられました。このほか，全国の国ごとに，自然・地理・産物
や伝説などを集めた『風

ふ

土
ど

記
き

』がまとめられました。

13 14

1 16

17

万
ま ん

葉
よ う

集
しゅう

と歴史書
なぜこの時期に，国の歴史を書き記す
活動が盛

さか

んに進められたのでしょうか。

深めよう

天
てん

平
ぴょう

文化の特
とく

徴
ちょう

を，「仏教」と「国際性」
という言葉を使って説明しましょう。

確認

12 柿本人麻呂の
歌の舞

ぶ

台
た い

とされる
琵
び

琶
わ

湖
こ

 生活が苦しくて税を納
お さ

められない庶民の
家に，むちを持って税を無理に取り立てにく
る役人らの姿

すがた

がえがかれています。

1

 8世紀の日本の動き15

年 できごと
701 大

たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

がつくられる
712 『古

こ

事
じ

記
き

』がつくられる
713 諸

しょ

国
こく

に『風
ふ

土
ど

記
き

』をまとめるよう
命令が出される

716 奈
な

良
ら

時代最初の遣
けん

唐
とう

使
し

が派
は

遣
けん

される
720 『日

に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』がつくられる
741 諸国に国

こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を建
こん

立
りゅう

す
るよう命令が出される

751 東
とう

大
だい

寺
じ

の大仏殿
でん

が完成する
752 東大寺の大仏が完成する

可か

良ら

己こ

呂ろ

武む

　須す

宗そ

尒に

等と

里り

都つ

伎き

　

奈な

苦く

古こ

良ら

乎を

　意お

伎き

弖て

曽そ

伎き

怒ぬ

也や

　

意お

母も

奈な

之し

尒に

志し

弖て

信し
な

濃の

国
の
防さ

き

人も
り

　他お
さ

田だ
の

舎と

ね

り人
大お

お

島し
ま

訳や
く

│
わ
た
し
の
着
物
の
す
そ
に
と
り
つ
い
て
泣
く

子
ど
も
ら
を
、
家
に
お
い
て
き
て
し
ま
っ
た
。
母

親
も
い
な
い
の
に
、
今
ご
ろ
は
ど
う
し
て
い
る
だ

ろ
う
か
。�

（『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う

』）

奈
良
時
代
に
は
、
ま
だ
、
か
な
文
字
が
な
か
っ
た
た
め
、『
万

葉
集
』
は
漢
字
の
音
や
訓
で
日
本
語
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、

こ
れ
を
万
葉
が
な
と
い
い
ま
す
。

16
防
人
の
歌

 柿本人麻呂（7世紀後半〜8世紀初め
ごろ）（京

きょう

都
と

国立博物館蔵）　優れた歌を残
し，のちに「歌聖」とよばれるように
なりました。

14

　天
て ん

武
む

天
て ん

皇
の う

は，「諸
し ょ

家
か

の伝える天皇系図や神
話・伝承は，すでに真実とちがい，まちがい
が加えられている。今，正さないと，何年も
たたないうちに本当のことがわからなくなる
だろう。こうした記録は，国の政治の根本で
あり，天皇の力を広げるもとになるものだ」と
いわれ，記

き

憶
お く

力の優れた稗
ひ え

田
だ の

阿
あ

礼
れ

に正しい系
図や伝承を暗記させられた。…時がたって
元
げ ん

明
め い

天皇は，わたくし太
おおの

安
や す

万
ま

侶
ろ

に，「稗田阿
礼の読み伝えるものを記録せよ」といわれた
ので，上・中・下の3巻にまとめました。

  『古事記』の序文（一部要約）17

近お
う

江み

の
海み

　夕
波
千
鳥

　汝な

が
鳴
け
ば

　

心
も
し
の
に

　古い
に
し
え

思
ほ
ゆ

13
柿
本
人
麻
呂
の
歌

訳や
く

│
近
江
の
海
の
夕
波
に
飛
ぶ
千
鳥
よ
、
お
ま

え
が
鳴
け
ば
、
心
も
し
ん
み
り
と
し
て
、
し
み
じ

み
と
昔
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。�
（『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う

』）

50

5

10

歴史学習の基礎資料

絵画資料の見方

　内容を述べた詞
ことば

書
が き

の部分と，それに対応する絵が交
こ う

互
ご

に配されて巻物になっているのが原則ですが，絵
だけのものなど多様です。平

へ い

安
あ ん

時代に物
も の

語
がたり

絵として流行しました。鎌
か ま

倉
く ら

時代は寺社の由
ゆ

来
ら い

を示した縁
え ん

起
ぎ

絵巻や仏教の始祖の生
しょう

涯
が い

をえがいた僧
そ う

伝
で ん

が多くつくられ，室
む ろ

町
ま ち

時代はお伽
と ぎ

草
ぞ う

子
し

も絵巻にしています。

絵
え

巻
ま き

物
も の

絵巻物は左手で開き，右手で巻
ま

き取りながら読み
ます。そのため，時間は右から左に流れていくの
が基本です。しかし，一つの絵の中にいくつかの
場面を同時にえがいているものもあります。

　屏風絵は，建物内の
間
ま

仕
じ

切
き

りや風よけに使
われる屏風にえがかれ，
城
し ろ

や屋
や

敷
し き

で飾
か ざ

りとして
楽しまれました。右の
屏風絵は，京

きょう

の町なみ
をえがいた『洛

ら く

中
ちゅう

洛
ら く

外
が い

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

』で，織
お

田
だ

信
の ぶ

長
な が

が狩
か

野
の う

永
え い

徳
と く

にかかせて，
上
う え

杉
す ぎ

謙
け ん

信
し ん

におくったも
のとされています。
　６扇

せ ん

からなる屏風が，
２枚で一組になる「六

ろ っ

曲
きょく

一
い っ

双
そ う

」といわれる様
式です。

屏
びょう

風
ぶ

絵

絵（詞書の内容をえがいたもの） 詞書（物語・説明文）

第６扇
せん

第６扇

第５扇
第５扇

第４扇
第４扇第３扇

第３扇
第２扇

第２扇

第１扇

第１扇

 春
か す が

日権
ごん

現
げん

験
げん

記
き

絵
え

（東京国立博物館蔵）1

 一
いっ

遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

（神
か

奈
な

川
がわ

県　
清
しょう

浄
じょう

光
こう

寺
じ

〈遊
ゆ

行
ぎょう

寺〉蔵）　一遍が
武士と話をしているようす
と，武士の館から出ていく
ようすがえがかれています。
国宝

2

 上
うえ

杉
すぎ

本
ぼん

洛中洛外図屏風（山やま形がた県　米よね沢ざわ市上杉博物館蔵）国宝3

歴史学習の基
き

礎
そ

資料

308

 戦後の主要輸出５品目の変化（『数字でみる日本の100年』ほか）5

1970年代以
い

降
こう

，新
しん

興
こう

工
こう

業
ぎょう

経
けい

済
ざい

地
ち

域
いき

（N
ニ ー ズ

IES）と
よばれた韓

かん

国
こく

，台
たい

湾
わん

，香
ホン

港
コン

，シンガポールが
急成長をとげ，経済成長はその他のアジア諸

しょ

国
こく

にも広がっていきま
した。また，フィリピンや韓国など独

どく

裁
さい

政
せい

権
けん

の国々で，民主化が進
んでいきました。
　経済大国となった日本は，アジア諸国との相

そう

互
ご

関係を深めていき
ました。それまで欧

おう

米
べい

中心だった日本の輸出先の比重はアジアに移
り，日本企業の進出も増えました。アジア諸国には，日本の経済・
産業や文化への関心が高まり，留学や仕事，観光で日本にやってく
るアジア系

けい

外国人が増えました。経済だけでなく，文化の面でも交
流が盛

さか

んになりました。

6 8

P.285

アジアのなかの
日本

日本のどのような努力が，日本を経済
大国へとおし上げたのでしょうか。

深めよう

1960年

1980年

2000年

2011年

0 20 40 60 80％ 100

アジア
35.9％ 8.7

38.3％

43.4％ 17.7 31.3 4.4

59.3％ 14.6 16.4 5.4

6.1 17.1 26.2 6.8

11.8 7.5 4.5

3.4

2.1

2.11.1

1.6

北アメリカ
30.1

オセアニア

旧ソ連

　アフリカ
　ヨーロッパ
　中南アメリカ

2.7

1.5

合計
2兆6580
億円

合計
12兆1495
億円

合計
16兆832
億円

14.6

金属製品

9.7

テレビ・
ラジオ

テレビ・
ラジオ

19.1
船舶

船舶

18.1
自動車

38.5％
鉄鋼

1970年1960年

1980年 1990年

18.5
事務用機械

半導体
など

43.3%
自動車

45.9%
自動車

28.9
鉄鋼

11.2
鉄鋼

精密機械
せいみつ

精密機械
せいみつ

11.6

12.4

12.0
8.7

7.5

合計
5122
億円

12.3

魚介類

15.5
衣類

24.7
繊維物

20.2
船舶

27.3％
鉄鋼
てっこう

せんぱく

 輸出先の大陸別割
わり

合
あ い

の推移（『数字でみる日本の100年』）6

 タイに進出した日本企業の自動車組み
立て工場（1995年）
8
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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（2017年）
100
%

65
歳
以
上

スウェーデンドイツ

日本

アメリカ

日本（1984年）

※アメリカは16歳～19歳
さい

※

 年
ね ん

齢
れ い

別の女性の労働力率（総務省資料）7

男女共同参画社会の実現へ
　1985年，雇

こ

用
よ う

における男女差別解消を目的とし
た男女雇用機会均等法が制定されました。それま
で企業は，採用や仕事の内容，昇

しょう

進
し ん

・賃
ち ん

金
ぎ ん

等におい
て，女性を男性と異

こ と

なるあつかいをしていました。
しかし，女性労働者の増加や男女平等意識の高ま
り，国際的な女性差別撤

て っ

廃
ぱ い

の流れが，この法
ほ う

律
り つ

制定
をあとおしし，その後も法律の拡

か く

充
じゅう

・強化が図られ
ました。しかし，世界経済フォーラムによる男女平
等度ランキング（2018年）で，日本は世界149か国
中110位と，国際的に低い水準にあります。女性が
結
け っ

婚
こ ん

・出産後も仕事を続けたり，会社などの組織で
指導的地位につけたりするような男女共同参画社
会の実現は，いまだ課題なのです。

現代の女性

283

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

←P.6-7

←P.40

←P.20

↑P.124-125

→P.283

←P.164 ↑P.308↑P.50

小学校で学んだ
主な人物と文化
遺産の振り返り

地形図を活用した地域調べ

男女共同参画社会の実現に向けた取り組みの歴史

巻末：歴史学習の基礎資料

【近世】雨森芳洲－朝
鮮との誠信の交わり
を実践した国際人－

【近代】「命のビザ」を
発給した杉原千畝

【古代】万葉集の和歌
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姫路市
姫路城

兵庫県

－兵
ひ ょ う

庫
ご

県姫路市－
城
じ ょ う

下
か

町
ま ち

姫
ひ め

路
じ

を調べる

　県
けん

庁
ちょう

所在地など，現在の中心的な都市の多くは，近世の城
じょう

下
か

町
まち

がもとになっています。
私たちは，城下町の姫路について調べることにしました。

 池田輝政（1564～1613）
（兵庫県　書

しょ

写
しゃ

山
ざん

円
えん

教
きょう

寺
じ

蔵）
1  近世の姫路のようす（17世紀中ごろ）2  現在の姫路（2015年2月調整　電子地形図25000）　 1 ～ 6 は写真の位置を示しています。3

2 姫路城 国宝  世界遺産

3 今も残る中堀 4 堺
さかい

町
まち

　お寺がならんでいます。

5 西
さい

国
ごく

街道（山陽
道）の案内

6 紺屋
町通りの
案内

　関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦いが終わった
1600年，徳

と く

川
がわ

家
い え

康
や す

に命じられ
て姫路を治めたのが，池

いけ

田
だ

輝
て る

政
まさ

でした。輝政は，早
さ っ

速
そ く

，城の大
改造を始め，現在の天

て ん

守
しゅ

閣
かく

をも
つ姫路城を完成させ，計画的に
城下町をつくっていきました。

塩
し お

　町
まち

　塩蔵
く ら

や塩屋があった。
綿
わた

　町
まち

　木
も

綿
めん

問屋があった。
魚
う お

　町
まち

　 鮮
せん

魚
ぎょ

店や飲食店が多かった。
呉
ご

服
ふ く

町
まち

　 着物をあつかう呉服屋が
多かった。

材
ざ い

木
も く

町
まち

　 水運を利用した木材加工
業者が集まっていた。

紺
こ ん

屋
や

町
まち

　 染
そ め

物
もの

業者が集まっていた。
金
か な

屋
や

町
まち

　 鍛
か

冶
じ

職人や鋳
い

物
もの

師が住ん
でいた。

鍛
か

冶
じ

町
まち

　 鍛冶職人が住んでいた。
白
しろ

銀
が ね

町
まち

　 銀を精
せ い

錬
れ ん

する役所があった。
博
ば く

労
ろう

町
まち

　 牛馬を売買する業者が住
んでいた。

城下町姫路解説

　城下町には，武士だけでなく，町人も定められた場所
に住まわせていました。生産や販

は ん

売
ば い

のつごうがよくなる
ように，同業者が同じ町に住むことが多く，その商品や
職業を町名としていました。どんな町名が残り，その由

ゆ

来
ら い

は何かを調べました。

2と 3の地図の 1 2 の
場所から，姫路城天守閣
までの道のようすを比べ
てみよう。どのようなち
がいがあるかな。

武家の住む場所が
広いな。お城

し ろ

のま
わりを全部囲んで
いるよ。

武家と町人など
が住む場所が，
きれいに分けら
れているね。

お寺が町の入り
口に集められて
いるのは，なぜ
だろう。

山
さ ん

陽
よ う

道が城下町
の中を通ってい
るね。

堀
ほ り

が3重になって
いる。城下町全体
が堀で囲まれてい
るんだ！

町人も堀に囲ま
れた中に住んで
いたんだな。

城下町を訪ねよう

17世紀の姫路の
ようすを読み取る1

●  どのような建物があるか。
●  堀は，どのような構造に
なっているか。

●  どのような身分の人が，ど
こに住んでいるか。

●  道はどのようにつくられて
いるか。

●  大名は，どのようなねらいを
もって，こうした城下町をつ
くったのか。

読み取りのポイント

現在の地形図を見て，
近世の城下町のなごりを探

さ が

す2 今も残る町名とその由来

内 堀

中
堀

外
堀

船
場
川

大
野
川

天守
本丸

外京口門
大手門

山陽道

山陽道

但
馬
道

書写道

男山

本徳寺

西
の
丸

おおてほん

おとこやま

た
じ
ま

さんよう

しょしゃ

とく

せ
ん

うち
ぼり

お
お

の

ば 500m0

武家地

寺社地

町人地

R40t_1_02
近世の姫路のようす

1

みなさんが住んでいる
府県の城下町を訪

た ず

ねて，
私たちと同じように調
べてみませんか。

1でか
けよう!

有名な天守閣
を見つけた！

1

5

6

2

4
32

0 500m 

2の写真を撮った方向

124 125
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 法隆寺（奈良県）　７世紀
後半に火災にあい，再建されま
した。中

ちゅう

門
もん

・金堂・五重塔・回
かい

廊
ろ う

は，現存する世界最古の木造
建築です。国宝  世界遺産

1

ヤマト王
おう

権
けん

では， ６世紀には豪
ごう

族
ぞく

の蘇
そ

我
が

氏
し

と
物
もの

部
のべ

氏が力をもつようになりました。蘇我氏
は，大

おお

王
きみ

（天
てん

皇
のう

）家と結びつき，渡
と

来
らい

人
じん

の技術を活用することによっ
て，強い権力をにぎりました。 ６世紀の末，蘇

そ

我
がの

馬
うま

子
こ

は物部氏をほ
ろぼしました。
　次いで推

すい

古
こ

天皇が即
そく

位
い

すると，甥
おい

の聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）が政治に
参加することになり，蘇我馬子とともに，儒

じゅ

教
きょう

や仏教の思想をとり
入れて，国家のしくみを整えました。冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制度によって，
ヤマト王権の豪族たちの序列をはっきりさせ，また十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

を
定めて，彼らが役人として天皇につかえる心がまえを示したとされ
ています。
　ヤマト王権は，中国を統一した隋

ずい

に使節を送り，国交を結ぼうと
しました。これを遣

けん

隋
ずい

使
し

といい，小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

がよく知られています。
このとき，新しい政治や文化を学ばせるため，留学生や留学僧

そう

を同
行させました。彼らのなかには，渡来人が多く含

ふく

まれていました。
隋がほろびて唐

とう

がおこると，同じように遣
けん

唐
とう

使
し

が派
は

遣
けん

されました。
　この時代は，政治の中心が奈

な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部の飛
あ す か

鳥にあることが多

7

P.33

1 22

3

4
P.38

P.43

蘇
そ

我
が

氏と聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

学習  課題

見方・考え方

どのような国づくりのための制度や，
事業だったのかに着目しましょう。

蘇
そ

我
が

氏や聖徳太子が定めた制度
や進めた事業には，どのような
共通するねらいがあるのでしょ
うか。

 聖徳太子（574～622）と
伝えられる肖

しょう

像
ぞ う

画（東
とう

京
きょう

都　宮
く

内
ない

庁
ちょう

侍
じ

従
じゅう

職
しょく

蔵）

2

比較

学習した人物：聖徳太子・小野妹子小学校

一��に曰
い わ

く，和をもって貴
たっと

しと
なし，さからうことなきを宗

む ね

となせ。（和を尊
たっと

び，争いを
やめよ）

二� に曰く，あつく三
さ ん

宝
ぽ う

を敬
うやま

え。
三宝とは仏

ぶ っ

法
ぽ う

僧
そ う

なり。（仏
教を信

し ん

仰
こ う

せよ）

三� に曰く，詔
みことのり

を承
うけたまわ

りては，必
ず謹

つつし

め。（天
て ん

皇
の う

の命令には
従
したが

え）

� （一部読み下し文）

 十七条の憲法3

　607年に，倭
わ の

国
こ く

王
お う

が使者を遣
つ か

わ
して朝

ちょう

貢
こ う

してきた。その手紙のな
かには「太陽の昇

の ぼ

るところの天子
が，太陽の沈

し ず

むところの天子に手
紙を送ります」と書かれていた。
隋の皇帝はこれを見て不快に思い，
「今後，野

や

蛮
ば ん

な国からの手紙で無
礼なものがあれば，二度と私にと
りつぐな」と語った。

� （『隋書』倭国伝から一部要約）

  遣
け ん

隋
ず い

使
し

の手紙と 
隋の皇

こ う

帝
て い

4

聖徳太子と飛
あ す か

鳥文化
－巨大帝

て い

国
こ く

と向き合いながら－
5

 女性の天皇を女
じ ょ

帝
て い

といいます。推古天皇
のあと，飛鳥時代から奈良時代にかけて，多
くの女帝が誕

た ん

生
じょう

しました。
 廐戸皇子は，死後に聖人として尊

そ ん

敬
け い

され，
聖徳太子とよばれるようになりました。

1

2

中門

講堂

回廊 五重塔 金堂

聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

は，ど
のような政治を
めざしたのかな。

40

5
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15
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農耕と牧
ぼく

畜
ちく

の普
ふ

及
きゅう

によって人々のくらしが安
定すると，やがて水と農業に適した土地にめ

ぐまれた大河の流
りゅう

域
いき

に，都
と

市
し

が誕
たん

生
じょう

しました。都市では，分業に
よって高度な技術を必要とする青

せい

銅
どう

器
き

や装
そう

飾
しょく

品
ひん

などが製作され，そ
れらの生産や流通を管理したり，神々への祭りを催

もよお

したり，戦争の
ときには人々の先頭に立って戦うリーダーのなかから，より広い領
域を国

こっ

家
か

として統治する王が現れました。
　王は，その権

けん

力
りょく

を示すために，巨
きょ

大
だい

な宮
きゅう

殿
でん

や王墓を築かせました。
このように，ある地域で，都市と大規

き

模
ぼ

な建造物，それに加えて固
有の文字などによって特

とく

徴
ちょう

づけられる高い文化が確立された段
だん

階
かい

を，
文明とよんでいます。

紀元前3500年ごろに，ティグリス川とユーフ
ラテス川を中心とするメソポタミアで，他の

世界に先がけて都市文明が誕生しました。都市には神々をまつる神
殿が築かれ，やがてくさび形文字も発明されます。紀元前18世紀に
は，ハンムラビ王がくさび形文字によって，ハンムラビ法典を定め

1

1

文明の始まり

メソポタミア文明

学習  課題
古代文明はどのような地域にお
こり，どのような特徴をもって
いたのでしょうか。

見方・考え方

メソポタミア･エジプト・インダス文
明がおこった場所や環

かん

境
きょう

に着目しま
しょう。

比較

 青銅は，銅とすずをとかし，混ぜ合わせて
できる金属です。
1

 古代文明がおこった地域と年代1

世界の地域構成や人々のくらしで学習したことを生かしましょう。地理

メソポタミア文明（B.C.3500～） ギリシャ文明（B.C.8世紀後半～） ローマ文明
（B.C.27～）世界 エジプト文明（B.C.3100～）

インダス文明（B.C.2600～） 中国文明（B.C.1600～）
年 B.C.3000 A.D.12000 1000
日本 縄文時代 弥生時代

じょうもん や よ い

中国文明

インダス文明

メソポタミア文明

エジプト文明

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川

ナ
イ
ル
川

イン
ダ
ス
川 ガ

ン
ジ ス 川

長 江
ちょう　　　こう

黄
河

こう

が

ティ
グ
リス
川

30°

ティ
グ
リス
川

ガ
ン
ジ ス 川

長 江

黄
河

ちょう　　　こう

イン
ダ
ス
川

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川

ナ
イ
ル
川

こう

が 中国文明

インダス文明

メソポタミア文明

エジプト文明

ギザ

アテネ

ギリシャ
ローマ

ウル

モヘンジョ=ダロ

ハラッパ

ヤンシャオ

仰韶

0 2000km

R201_02_01
古代文明がおこった地域と年代

ナイル川

ティグリス川 インダス川 黄河
文明がおこった
地
ち

域
い き

に共通する
特
と く

徴
ちょう

は何かな。

社会が支配する者と支配される者に分
かれ，宗

しゅう

教
きょう

的・政治的・軍事的に統合
されたもの。初めは一つの都市が国家
でしたが，複数の都市を支配する国家
へと発達しました。

国家基本用語

都市・国家・文字などをもつ発達した
文化のことをいいます。直接食料生産
に従

じゅう

事
じ

しない宗教・政治・工芸の専
せ ん

門
も ん

家集団があります。

文明基本用語

古代文明の誕
た ん

生
じょう

－大河の流域で生まれた古代文明－
2

20

5

10

15
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16世紀のイギリスでは，国王が貴
き

族
ぞく

をおさえ
て，議会の協力を得ながら，強力な政治を行

いました。しかし，スペインとの戦争で財政難
なん

に苦しんだ国王が，
国民に重い負

ふ

担
たん

を求めるようになったため，地主や商人の多かった
議会の不満が高まっていきました。
　16世紀に，カトリックとプロテスタントの対立から混

こん

乱
らん

が続いた
フランスでは，17世紀後半になると，混乱をおさめた国王が，中央
集
しゅう

権
けん

的な行政組織と常備軍を整えて，強力な権力をふるうようにな
りました。ルイ14世が築いた豪

ごう

華
か

なベルサイユ宮
きゅう

殿
でん

は，ヨーロッパ
の宮

きゅう

廷
てい

文化の中心となりました。

17世紀の中ごろ，イギリスでは，政治の進め
方や課税のあり方について議会と対立した国

王が，議会派
は

の人々との戦いに敗れて処
しょ

刑
けい

されました。一時的に，
議会による共和政治が行われましたが，政権をにぎったクロムウェ
ルの政治は安定せず，間もなく王政が復活しました。

P.113

2 1

1

イギリスや
フランスの王政

イギリスの
議会政治

王政から議会制へ
－国王の権力と国民の権

け ん

利
り

－
2

学習  課題

見方・考え方

王政に対する議会や民
みん

衆
しゅう

の動きに着目
しましょう。

どのような過程を経て，議会制
は確立したのでしょうか。

推移

  イギリスとフランスの動き（　　は日本）3

 ベルサイユ宮殿　ルイ14世がパリ郊
こ う

外
が い

に完成させ，ここで政治を行いました。左右対
たい

称
しょう

の建物
と豪華な内

ない

装
そ う

は，他のヨーロッパの国王がこぞって真似をしました。 
1

 ルイ14世（1638～1715）　
強大な権力をもち「太陽王」とよ
ばれました。

2

王や皇
こ う

帝
て い

といった君主による統治を否
ひ

定
て い

する政治体制のことです。

共和制基本用語

ルイ14世は，
この宮

きゅう

殿
で ん

でどの
ような政治を
行ったのかな。

 共和制の時期，権力をにぎった人々に，クロム
ウェルを含めてプロテスタントの信

しん

仰
こう

を厳
げん

格
かく

に守
ろうとするピューリタン（清教徒）が多かったので，
このできごとをピューリタン革命ともいいます。

1

議会政治については，３年生の公民的分野でくわしく学習しましょう。公民

年 できごと
1637  島

しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

 
1642 ピューリタン革

かく

命
めい

（～49）（英）
1688 名

めい

誉
よ

革命（英）
1689 権

けん

利
り

の章典の制定（英）
1716  享

きょう

保
ほう

の改革（～45） 
1748 モンテスキュー『法の精神』刊（仏）
1762 ルソー『社会契

けい

約
やく

論』刊（仏）

164

5

10

15

小学校社会科
との関連 特別の教科

道徳との関連
― 国際理解，生命の尊さ ―

地理的分野との関連 公民的分野との関連

国語との関連 ― 古典 ―

美術との関連 ― 鑑賞 ―

→P.131

←P.247

　本文見開きの脚注には，小学校社会科や地理的分野・公民的分野の学習との関連を示
す連携コーナーを設けています。 →本書 P.8-9

他教科と学習内容が
共通する場合，担当の先生と
相談してカリキュラムを
整理することが
できますね。

36 37



ポイント5

０ 300km

2014年3月　地図制作：ジェイ・マップ
元図100%

C211_05_01
①P122日本の都道府県と7地方区分

↓
加工：C320_01_01a

平成28年度版中学社会地理的分野教科書

※ 供給時に，最新の状況に更新する予定です。

青森県  江戸時代と現在の弘前ねぷた（弘前市，P.153）
岩手県  中尊寺金色堂（平泉町，P.69・巻末年表※３） 

東日本大震災で被災し，復興した鉄道（釡石市，P.261） 
姉吉の大津浪記念碑（宮古市，P.301）

宮城県  藩校養賢堂の旧正門（仙台市，P.144）／女川いのちの石碑（女川町，P.291）
山形県  致道博物館・致道館（鶴岡市，P.144）→写真

中部地方

東北地方

関東地方

北海道地方

近畿地方

九州地方

中国・四国地方

北海道  志苔館跡（函館市，P.91） 
国立アイヌ民族博物館（白老町，P.132）→写真  

アイヌ文化の体験学習（平取町，P.291）
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０ 2００km

幕府 昌平坂学問所
ばく ふ しょうへいざかがくもんじょ

和歌山 学習館
わ　か やま がくしゅうかん

岡山 閑谷学校
おかやま しずたにがっこう

仙台 養賢堂
せんだい

秋田 明徳館
あき た めいとくかん

弘前 稽古館
ひろさき けい  こ かん

会津 日新館
あい づ

水戸 弘道館
み　と

鳥取 尚徳館
とっとり しょうとくかん

ようけんどう

にっしんかん

こうどうかん

福山 誠之館
ふくやま せい し かん

萩 明倫館
はぎ めいりんかん

土佐 教授館
と　さ こうじゅかん

福岡 修猷館
ふくおか しゅうゆうかん

熊本 時習館
くまもと じ しゅうかん

鹿児島 造士館
か　ご しま ぞう し かん

佐賀 弘道館
さ　が こうどうかん

盛岡 作人館
もりおか さくじんかん

庄内 致道館
しょうない ち どうかん

金沢 明倫堂
かなざわ めいりんどう

名古屋 明倫堂
な ご や めいりんどう

桑名 立教館
くわ な りっきょうかん

姫路 好古堂
ひめ じ こう こ どう

松江 修道館
まつ え しゅうどうかん

岡山 花畠教場
おかやま はなばたけきょうじょう

広島 修道館
ひろしま しゅうどうかん

飫肥 振徳堂
お　び しんとくどう

 振
し ん

徳
と く

堂
どう

（宮
みや

崎
ざき

県日
にち

南
なん

市　飫
お

肥
び

城
じょう

下
か

町
まち

保
ほ

存
ぞん

会
蔵）　飫肥藩

は ん

の藩校で，明
めい

治
じ

時代に外務大臣
となった小

こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろう

（ P.189）もここで学び
ました。

11  閑
しず

谷
た に

学
が っ

校
こ う

（岡
おか

山
やま

県備
び

前
ぜん

市　特別史
し

跡
せき

旧閑谷
学校顕

けん

彰
しょう

保存会蔵）　岡山藩が1670年に建て
た現存する世界で最も古い庶

し ょ

民
み ん

のための公
立学校です。国宝

12

 養
よ う

賢
け ん

堂の旧正門（宮
みや

城
ぎ

県仙
せん

台
だい

市　泰
たい

心
しん

院
いん

山
門）　仙台藩の藩校の建物のなかで，唯

ゆい

一
いつ

残
されたものです。

15

 酒井館長18

 弘
こ う

道
ど う

館
か ん

（茨
いばら

城
き

県水
み

戸
と

市　弘道館事務所蔵）　
水戸藩の藩校で，当時の敷

し き

地
ち

面積は藩校と
して日本最大規

き

模
ぼ

の広さがありました。

13

 庄内藩の藩校致
道館（上）と 20致道博
物館に保存されている
明治時代に建てられた
旧西

にし

田
た

川
がわ

郡役所（下）

19

館長の酒
さ か

井
い

さんの話　城下町鶴岡の致道博物館は鶴ヶ岡城
じょう

三
の丸にあります。庄

しょう

内
な い

藩は徳
と く

川
が わ

四天王の一人である酒
さ か

井
い

忠
た だ

次
つ ぐ

を祖とし，3代忠
た だ

勝
か つ

が1622年に鶴岡へ入り，以来酒井家が治
めました。博物館は，1950（昭和25）年，16代忠

た だ

良
な が

が郷
きょう

土
ど

文
化向上のため，旧藩校致道館の資料および土地建物を寄付し
て発足しました。そして，貴

き

重
ちょう

な建物保存や美術・歴史・民
俗・考古資料など多分野にわたって発信しています。博物館
名は，藩校名にちなみ，論

ろ ん

語
ご

の「君
く ん

子
し

学んで以
も っ

てその道を致
い た

す」が出典で，致道館精神「人は大
た い

宝
ほ う

」を受けついでいます。

致
ち

道
ど う

博物館（山
やま

形
がた

県鶴
つる

岡
おか

市）

 主な藩校　武士
の子どもは，12歳

さ い

ごろ
から藩校に通いました。
江戸時代中期までは儒

じ ゅ

学
がく

が中心で，後期にな
ると，算学・医学・洋
学・兵学などの実用的
な科目を学びました。
資料活用 みなさん

の地
ち

域
い き

で，藩校が前身
の学校があるか調べま
しょう。

14

 関
せき

孝
た か

和
かず

の著
ち ょ

作
さ く

（『括
かつ

要
よう

算
さん

法
ぽう

』　
東京都　国立国会図書館蔵）　円
周率の計算について解説して
いる部分です。

16

 『農業全書』
（国立国会図書館蔵）

17

144

茨城県  徳川光圀と『大日本史』，引道館（水戸市，P.144-145） 
岡倉天心と六角堂（北茨城市，P.189）／近代化産業遺産－日立市の大煙突（日立市，P.237）

栃木県  下野国庁（栃木市，P.45）／足利学校（足利市，P.100） 
徳川家康がまつられる日光東照宮（日光市，P.126）／田中正造と足尾鉱毒事件（日光市ほか，P.213・P.216-217）

群馬県  よろいを着た人物－金井東裏遺跡（渋川市，P.34-36） 
「天地返し」下之宮中沖遺跡の復旧溝群（玉村町，P.149）／富岡製糸場（富岡市，P.182・P.185・巻末年表※７）

埼玉県  稲荷山古墳出土の鉄剣（行田市，P.32）／渋沢栄一（深谷市，P.182）
千葉県  加曽利貝塚（千葉市，P.29）
東京都  武蔵国分寺（国分寺市，P.49）／江戸時代の江戸の様子（P.106-107・P.109）／玉川上水（小平市ほか，P.141）↑写真E  

豪農青木氏が建てた養英館（町田市，P.196）／五日市憲法草案（あきる野市，P.196） 
100年ほど前の田園調布（大田区，P.235）／東京駅（千代田区，P.237） 
旧日立航空機株式会社変電所（東大和市，P.257）→写真F  

新旧国立競技場（新宿区・渋谷区，P.260-261）→写真G  

オリンピック・パラリンピックの歴史（P.280-281）
神奈川県  總持寺の座禅（横浜市，P.80） 

今も残る大山詣の道標（伊勢原市，P.152） 
解体された小田原城天守閣（小田原市，P.159）

島根県  佐陀神能（松江市，P.51）／石見銀山（大田市，P.121・巻末年表※６）
岡山県  唐子踊（瀬戸内市，表紙・P.131）／閑谷学校（備前市，P.144）／渋染一揆（P.178） 

伝統的建造物群－吹屋の町なみ（高梁市，巻末折込P.Ⅵ）
広島県  壬生の花田植（北広島町，巻頭P.Ⅲ）／厳島神社（廿日市市，P.71・巻末年表※3） 

草戸千軒町遺跡，鞆の浦，福禅寺対潮楼（福山市，P.102-103・P.131）→写真  

ききんにそなえて穀物を保存した倉（安芸太田町，P.147）／原爆ドーム（広島市，表紙・P.252-253・巻末年表※７）
山口県  久原房之助（萩市，P.237）
高知県  坂本龍馬（高知市，P.177・P.179）／板垣退助（高知市，P.194-197）／浜口雄幸（高知市，P.241）

新潟県  前島密（上越市，P.183）
山梨県  信玄堤（甲斐市，P.301）
長野県  棚畑遺跡出土の土偶（茅野市，P.29）／旧開智学校（松本市，P.187）
岐阜県  杉原千畝（八百津町，P.247）
静岡県  豊田佐吉（湖西市，P.237）／古橋広之進（浜松市，P.269）
愛知県  小野道風（春日井市，P.55）／半田の酢づくり（半田市，P.140）↑写真  

近代化産業遺産－トヨタ産業技術記念館（名古屋市，P.237）

三重県  本居宣長と『古事記伝』（松阪市，P.151）／おかげ参り（伊勢市，P.152）
滋賀県  雨森芳洲（長浜市，P.131）／井伊直弼（彦根市，P.176） 

文化的景観－滋賀県近江八幡市の水郷（巻末折込P.Ⅵ）
京都府  平等院鳳凰堂（宇治市，P.53）／祇園祭（京都市，表紙・P.100-101）→写真A  

金閣・銀閣（京都市，P.98）／室町時代の京都の様子（京都市，P.108） 
妙喜庵待庵（大山崎町，P.123）

大阪府  大仙（仁徳陵）古墳（堺市，表紙・P.32）／古市古墳群（羽曳野市・藤井寺市，P.32） 
人形浄瑠璃文楽（大阪市，P.142） 
在日韓国・朝鮮人の歴史とコリアタウン（大阪市，P.277）／狭山池（大阪狭山市，P.301）

兵庫県  生野銀山（朝来市，P.139）／赤穂の塩田（赤穂市，P.139）／斎藤隆夫（豊岡市，P.245） 
手塚治虫（宝塚市，P.256・P.285）

奈良県  唐古・鍵遺跡（田原本町，P.30）／藤原京（橿原市，P.43） 
薬師寺東塔の保存修理（奈良市，P.59）→写真B

 

高山茶筌（生駒市，P.100）／西光万吉（御所市，P.233）
和歌山県  阿氐河荘の農民の訴え状（有田川町，P.77） 

中世の荘園，桛田荘（かつらぎ町，P.86-87） 
エルトゥールル号遭難事件（串本町，P.215）

福岡県  岩戸山古墳の石人（八女市，P.39）／九州国立博物館の文化財保存修理（太宰府市，P.58） 
三連水車（朝倉市，P.138）／井上伝と久留米絣（久留米市，P.140）→写真C  

山本作兵衛と炭坑記録画（田川市，P.211）／公害克服の歴史（北九州市，P.294-295）
佐賀県  吉野ヶ里遺跡（神埼市・吉野ヶ里町，P.31）／有田焼（有田町，P.123）
長崎県  本木昌造と活版印刷（長崎市，P.120）／孫文と梅屋庄吉（長崎市，P.209）
熊本県  江田船山古墳出土の鉄刀（和水町，P.32） 

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産－﨑津教会堂（天草市，巻末年表※６）
宮崎県  高千穂神社の夜神楽（高千穂町，P.51） 

振徳堂（日南市，P.144）／石井十次（高鍋町，P.214）
鹿児島県  薩摩焼（P.123）
沖縄県  守礼門，万国津梁の鐘（那覇市，P.92）→写真D ／沖縄の基地問題（P.276）
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文化財を守り伝える仕事
　私たちは，どうして数百年前から千年以上も前につくられた文化財を目にすることが
できるのでしょうか。そのなぞを解いていきましょう。

●  奈
な

良
ら

県文化財保存事務所の  
国宝薬

や く

師
し

寺
じ

東
と う

塔
と う

の保存修理に学ぶ

●九州国立博物館の取り組みに学ぶ

　自然素材からできた日本の文化財は，
少なくとも50年から100年に一度は，
修理が必要になります。2005（平成17）
年にできた九州国立博物館は，貴

き

重
ちょう

な
文化財を展

てん

示
じ

する一方で，九州地方の
文化財を中心に数多くの文化財の修理
を手がけてきました。
　文化財の修理とは，具体的にどのよ
うなことをするのでしょうか。修理技
術者をたばねている国

こく

宝
ほう

修理装
そう

潢
こう

師
し

連
れん

盟
めい

の理事に伺
うかが

いました。

　薬師寺東塔は，薬師寺のなかで，奈良時
代から伝わる唯

ゆい

一
いつ

の建物です。三重塔です
が，各重に裳

も

階
こし

とよばれる飾
かざ

り屋根がつく
日本ではほかに例のない建築形式の塔です。
　東塔は，これまでも数多くの修理を重ね
てきましたが，今回は，いったんすべての
部材を解体し，必要な修理をほどこして組
み立て直す方法がとられました。また，修
理にあたっては，水

すい

煙
えん

などは新たにつくり
直しますが，それ以外はできる限り今の材
料を残し，現状を維

い

持
じ

する方針が立てられ
ました。

　文化財の修理は，傷
い た

んでいるところを徹
て っ

底
て い

的
てき

に調査する
ことから始まります。必要な修理を吟

ぎん

味
み

し，テストを重ね，
確信を得て初めて修理に取りかかります。失敗は許されま
せん。
　文化財修理には，伝統的な技術が用いられます。九州国
立博物館はそれだけではなく，調査段

だ ん

階
かい

で最新の機器を使
用するほか，美術史や歴史，保存科学などの研究者と修理
技術者が意見をかわし，それぞれの専

せん

門
もん

知識を生
かして修理にあたることも特色です。
　私たち文化財修理技術者の仕事は，保存を第一
に考えて，50年後，100年後へと文化財を伝えて
いくことです。手先の技術はもちろんですが，経験
を重ねながら文化財をみる目を養い，日々同じこと
をくり返すのではなく，常に自らを高めたいと思っ
ています。

1  屏
びょう

風
ぶ

装
そう

に仕立てるため
絵の位置を合わせる。
2 文化財保存修復施

し

設
せつ

　
3  虫食い穴

あな

に補
ほ

修
しゅう

紙をあ
てる。　
4 顕

けん

微
び

鏡
きょう

を使った調査　
5「百

ひゃく

万
まん

塔
とう

陀
だ

羅
ら

尼
に

」の修理前
（上）と6 修理後（下）の比

ひ

較
かく

　世
界最古級の8世紀後半の印刷物
です。大きく失われた上の部分に，
新たにすいた紙で補修しています。

1． 文化財の傷んだ箇
か

所
しょ

の調査と記録
2．修理方

ほう

針
しん

の検
けん

討
とう

3．修理
4．報告書の作成 3新しく焼いた瓦をふいているよ

うす。

1奈良時代の基壇をおおうように
つくった新しい基礎。

4 初重裳階の壁
かべ

を仕上げる前の
下
した

地
じ

を塗
ぬ

っています。

2柱の傷んだところをけずり，新
しい木をあてています。

  3 保存修理のようす

3塔の木の部材をすべて解体して
いきます。

1保存修理のため，素
す

屋
や

根
ね

で東塔
をおおいます。

4基
き

壇
だん

の石をすべて取り外し，礎
石だけ残した状態。

2瓦
かわら

を一枚
まい

一枚，すべて下ろしま
す。

2 解体のようす

1柱を支える礎
そ

石
せき

が，ふぞろいに
沈
しず

みこんでいました。
2痛みの目立つ裳階の高

こう

欄
らん

1 修理前の状態

修理前と修理後の文化財

 –有形文化財（建造物）の保存修理–

修理作業の
ようす

1

2

3 4

5

6

歴史を

 薬師寺東塔（保存修理前） 国宝7  創
そう

建
け ん

当初からの水
煙（上）と 9 新しくつくら
れた水煙の飛天像（下）　
9は，三次元スキャナを
活用して正確に創建当初
の水煙を計測し，古代と
同じ材質を用いて，形や
色も忠

ちゅう

実
じつ

に再現されまし
た。

8

高さ
34m

二重

三重

相輪

水煙

初重

基
き

壇
だん

三重裳
も

階
こし

二重裳階

初重
裳階

　修理にともなう調査で，東塔が
奈良時代から同じ場所に立ってい
ること，初重の天

て ん

井
じょう

板に729年と
730年に伐

ば っ

採
さ い

された木が使われて
いること，裳

も

階
こ し

に古代や中世など
の瓦

かわら

を使っていることなど,さま
ざまことがわかりました。

 –有形文化財（美術工芸品）の保
ほ

存
ぞん

修理–
国宝修理装潢師連盟理事の方の話

素屋根

5958

文化財修理の
大きな流れと記録

B
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京都

 西
にし

陣
じん

織
お り

（赤
あか

地
じ

幸
さいわい

菱
びし

丸
まる

に松
しょう

鶴
かく

文
もん

唐
から

織
おり

　京都国立博物館蔵）
15

 井上伝
（1788～1869年）
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産業の発達，交通網の整備，都市の発
展は，どのように関係し合っているの
でしょうか。

深めよう
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教科書で
取り上げた
主な地域事例

※ 供給時に，最新の状況に更新する予定です。
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本書の主な
関連箇所内容の特色教科書検討の観点

本書の主な
関連箇所内容の特色教科書検討の観点

■教科書検討の観点からみた特色

⇒�取り扱っている内容は，教育
基本法に適合しているか。

教育基本法第 2条
	 �教育は，その目的を実現する
ため，学問の自由を尊重しつ
つ，次に掲げる目標を達成す
るよう行われるものとする。

第 1号
	 �幅広い知識と教養を身に付け，
真理を求める態度を養い，豊か
な情操と道徳心を培うととも
に，健やかな身体を養うこと。

　我が国の歴史に関する基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得し，歴史に関わる事象を多面的・多
角的に考察する態度を育てることで，幅広い知識と教養を身に付けるとともに，私たちの今と将来を明
るく豊かなものとするために歴史に学ぶことができるようにしている。

◆�第１編「私たちと歴史」では，小学校で学んだ歴史上の人物を振り返る学習活動を通して，歴史的な
見方・考え方を働かせた歴史の学び方が身に付けられるように構成されており，生徒が中学校の歴史
学習の特色を理解して各時代の学習に取り組んでいけるよう配慮されている。

◆�第 2～ 6編の各時代の学習では，学習のめあてを明らかにし，見通しを立てて，学習に取り組むこ
とができるように導入で工夫が図られている。本文は十分な文字量を確保して，平易な表現で歴史の
流れや因果関係が丁寧に叙述されている。

◆�導入に対応するまとめでは，習得した知識を活用して時代の特色をとらえることをねらいとした学習
活動が設けられている。

	 ⇒学習の整理と活用（P.62-63，104-105，156-157，218-219，258-259，296-297）
◆�各時代に設置されたチャレンジ歴史では，資料の読み取りから，生徒に選択・判断させるものまで発
達の段階に応じた教材を掲載しており，主体的・対話的で深い学びの実現が図られている。

	 ⇒チャレンジ歴史（P.34-36，74-75，136-137，216-217，254-255）

⇒  P.6-7

⇒  P.8-11

⇒  P.10-11

⇒  P.12-13

第 2号
	 �個人の価値を尊重して，その
能力を伸ばし，創造性を培い，
自主及び自律の精神を養うと
ともに，職業及び生活との関
連を重視し，勤労を重んずる
態度を養うこと。

　意欲的に学習に取り組めるように，学習のねらいを明確にし，歴史的な見方・考え方を働かせて思考
力・判断力・表現力等の向上を図りながら，学習の成果を実感できる構成になっているとともに，職業
および生活と歴史との関わりを知り，勤労を重んずる態度を育てることができるようになっている。

◆�本文ページには歴史的な見方・考え方を示すコーナーや思考力・判断力・表現力等の向上を図るコー
ナーを設け，生徒が意欲的に学習に取り組み，主体的・対話的で深い学びを実現できるようにしている。

◆�産業を支えた先人の取り組みや文化財の修理に取り組む現代の人々の仕事を取り上げ，勤労を重んず
る態度を養えるよう配慮されている。

	 ⇒歴史を掘り下げる（P.58-59）　⇒先人に学ぶ（P.140）　⇒地域に学ぶ（P.211，237）　

⇒  P.8-9

⇒ P.16,29

第 3号
	 �正義と責任，男女の平等，自
他の敬愛と協力を重んずると
ともに，公共の精神に基づき，
主体的に社会の形成に参画
し，その発展に寄与する態度
を養うこと。

　人権尊重，男女共同参画などについての歴史に関わる事象が豊富に取り上げられているとともに，協
調して取り組む学習活動の場面では，責任をもって自分の考えを伝え，他者の考えを認め，他者を敬う
態度を身に付け，社会の一員としての自覚を培えるようになっている。

◆�今日の基本的人権は，先人の多年にわたる努力の成果として獲得されてきたものという観点から，人
権に関わる内容は，歴史的な経緯と現在の取り組みを記述し，人権を尊重することの大切さを学ぶこ
とができるよう配慮されている。

◆�民主政治の来歴や政治体制の変化，人権思想の発達や広がりを学習することで，社会形成への参画を
求めた先人の取り組みを知り，主権者としての自覚を培うことができるよう配慮されている。

◆�現代の諸課題について，それが起こった歴史的な背景や課題に対する先人たちの取り組みを知り，生
徒が歴史を踏まえてよりよい未来の実現に向けて構想し，社会の形成に主体的に参画しようとする態
度を養えるよう配慮されている。

	 ⇒「歴史との対話」を未来に活かす（P.298-305）

⇒ P.31

⇒ P.21

⇒ P.14-15,
　 21

第 4号
	 �生命を尊び，自然を大切にし，
環境の保全に寄与する態度を
養うこと。

　防災・減災，資源・環境，生命の尊さなどに関わる先人の働きを積極的に取り上げている。歴史に学
び，そこから自分たちの生き方に活かしていく態度や，生命や自然を大切にする態度を育てることがで
きるようになっている。

◆�災害に関する教材や課題学習を掲載し，防災・減災を考える態度を養えるよう配慮されている。
	 ⇒先人に学ぶ（P.149，291）　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例／ P.300-301）
◆�環境問題や公害克服のために活躍した先人たちの取り組みを掲載し，環境の保全に寄与する態度を養
えるよう配慮されている。

	 ⇒先人に学ぶ（P.154-155） ⇒チャレンジ歴史（P.216-217） ⇒でかけよう！地域調べ（P.294-295）
◆�生命の尊さに関わる教材を掲載し，かけがえのない生命を尊重する態度を養えるよう配慮されている。
	 ⇒先人に学ぶ（P.215，247）　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例／ P.304-305）

⇒  P.28

⇒  P.29

⇒  P.30

第 5号
	 �伝統と文化を尊重し，それら
をはぐくんできた我が国と郷
土を愛するとともに，他国
を尊重し，国際社会の平和と
発展に寄与する態度を養うこ
と。

　我が国の伝統と文化の特色を広い視野に立って考え，国際平和の実現に向けて，理解を深めることが
できる内容を豊富に取り上げ，自分たちの住む身近な地域や我が国を愛する心，他国を尊重する態度を
育てることができるようになっている。

◆�各時代の文化の特色を当時の社会の様子と関連させて理解するとともに，我が国と諸外国の歴史や文
化が相互に深く関わっていることを考えることができるようになっている。

	 ⇒文化史の学習（P.48-51，54-56，78-81，92-93，98-101，122-123，132-133 など）
◆�日本の領土について，北方領土や竹島・尖閣諸島を領土に編入した経緯を丁寧に解説し，日本固有の
領土であることを明記している。また，平和的な問題解決への取り組みをわかりやすく解説している。

	 ⇒本文ページ（P.190-193, 208-209, 265, 273, 290）　⇒歴史を掘り下げる（P.37，292-293）
◆�戦争の悲惨さや，二度の世界大戦後に国際連盟や国際連合が設立され，国際平和への努力がなされた
ことなどを学び，平和な国際社会の実現に向けて考えることができるよう配慮されている。

⇒ P.22-27

⇒ P.30

⇒ P.30

⇒�取り扱っている内容は，学校
教育法に適合しているか。

◆�学校教育法第 30条第２項に示された「基礎的な知識及び技能の習得」，「課題を解決するために必要
な思考力，判断力，表現力その他の能力の育成」，「主体的に学習に取り組む態度の育成」が重視され
ている。

⇒ P.6-17

⇒�取り扱っている内容は，学習
指導要領に示す目標・範囲に
適合しているか。

◆�学習指導要領に準拠し，基礎的・基本的な知識・技能の定着を図り，各時代の特色を踏まえて，我が
国の歴史の大きな流れを理解するとともに，社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせながら課題
を追究したり解決したりする思考力・判断力・表現力等の向上を図る学習を通して，広い視野に立ち，
グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民とし
ての資質・能力の基礎を育成する内容になっている。

⇒  P.6-17

⇒�道徳教育との関連から，取り
扱う内容はどのようになって
いるか。

◆�教科書全体が個人の尊重の考え方を基本理念として構成されており，取り上げられている教材は，人
権尊重・男女共同参画などの観点から適切に選択されている。

◆�主権者の育成という観点から，民主政治の来歴や，現代につながる政治制度や人権思想の広がりにつ
いての学習が充実しており，社会参画への関心や意欲，持続可能な社会の形成に参画する態度を養え
るようにしている。

⇒  P.31

⇒  P.21

⇒�基礎的・基本的な知識・技能
の確実な定着を図るために，
どのような創意・工夫をして
いるか。

◆�本文は原則１授業時間＝見開き２ページとし，この見開きで何を学ぶのかが学習課題で明確に示され
ている。また，右ページの側注欄には確認コーナーが設けられ，基礎的・基本的な知識・技能の確実
な定着をねらいとした学習活動や自分の考えを説明させる問いが提示されており，習得した知識・技
能を用いて文章化・言語化できるようにしている。

◆�本文は，十分な文字量を確保し，平易な表現で，歴史の流れや因果関係を丁寧に叙述している。
◆�見方・考え方コーナーを設け，学習課題の解決に向けての手がかりとなる歴史的な見方・考え方の例
を示している。

◆�見開きページの右端には，時代・世紀のスケールを設け，学習している時代や世紀を前後の時代も含
めて常に確認できるように工夫している。

◆�歴史の学習を豊かなものにするために，歴史＋α，先人に学ぶ，地域に学ぶ（コラム）を設置し，幅
広い視点から学習できるように工夫している。

◆�資料を用いた活動を示す資料活用コーナーを設けており，必要な情報の読み取りなどの技能を高める
ことができる。

◆�側注欄に設けた基本用語コーナーでは，歴史を理解する際に重要な用語を解説しており，生徒がすぐ
に確認できるようになっている。⇒基本用語（P.5 に一覧を掲載）

◆�教科書内で関連する事項どうしを結び付ける参照ページコーナーで，多面的・多角的な見方をするこ
とで，学習内容の定着を図っている。

◆�連携コーナーでは，小学校社会科の学習や地理的分野・公民的分野の学習とのつながりが示され，生
徒の理解を確かなものにするとともに，習得した知識を活用できるようにしている。

◆�側注欄などを利用して，小年表・小地図を適所に掲載し，歴史に関わる事象の流れや起きた場所がす
ぐに確認できるようにしている。

◆�スキル UP によって，社会的事象等について調べ・まとめる技能を身に付けることができるようにし
ている。⇒スキルUP（P.5 に一覧を掲載）

⇒ P.8-9

⇒ P.8-9
⇒ P.6-7

⇒ P.8-9

⇒ P.8-9,16

⇒ P.8-9,22

⇒ P.8-9

⇒ P.8-9

⇒ P.8-9,36

⇒ P.8-9

⇒ P.17

⇒�思考力・判断力・表現力等の
向上を図るために，どのよう
な創意・工夫をしているか。

◆�学習課題の理解を深めるため，歴史的な見方・考え方を働かせる問いを深めようコーナーとして設け，
習得した知識を定着させ活用させることで，思考力・判断力・表現力等の向上を図ることができる。

◆�各時代のまとめでは，習得した知識を関連させて，時代の特色をとらえることをねらいとしたアクティ
ビティを設けており，生徒による主体的・対話的で深い学びへの取り組みを支援している。

⇒ P.8-9

⇒ P.11

⇒�学びに向かう力・人間性等を
養うために，どのような創意・
工夫をしているか。

◆�現代的な諸課題の歴史的背景や解決に取り組んだ先人の姿を詳しく解説し，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う学習「『歴史との対話』を未来に活かす」が設定さ
れている。ここではテーマ別さくいんと，それを活用して取り組む課題例が提示されており，これら
を参考に，生徒が自ら選んだ課題学習に取り組むことができるようになっている。

⇒ P.14-15

⇒�歴史的な見方・考え方を習得・
活用するために，どのような
創意・工夫をしているか。

◆�第１編「私たちと歴史」では，歴史的な見方・考え方を働かせた歴史の学び方が身に付けられる構成
になっており，本文ページの学習にスムーズに移行することができるよう工夫されている。

◆�本文ページには見方・考え方コーナーを設け，その見開きの学習課題の解決に向けた手がかりとなる
歴史的な見方・考え方の例を示している。

⇒ P.6-7

⇒ P.8-9

⇒�歴史的な見方・考え方を働か
せた主体的・対話的で深い学
びを実現するために，どのよ
うな創意・工夫をしているか。

◆�複数の資料をもとに，歴史について自分で考えたり，対話したりして歴史を学ぶ面白さを体験できる
チャレンジ歴史を設けている。第２編から第５編第２章までの各編（章）に一つずつ設置しており，
発達の段階に合わせて，主体的・対話的で深い学びを実現できるようになっている。

	 ⇒チャレンジ歴史（P.34-36，74-75，136-137，216-217，254-255）

⇒ P.12-13

⇒�図版は，生徒の興味・関心を喚
起するもので，かつ読み取りや
すいものに工夫されているか。

◆�図版は，本文との関連が的確で，時代像を具体的にイメージできる資料が豊富に掲載されている。実
物大資料が多数掲載されているほか，資料を読み取る活動が設定されており，生徒が楽しく歴史を学
びながら資料活用能力の向上も図れるように工夫している。

⇒ P.22-27

⇒�歴史に関わる事象の選択は，
どのようになされているか。

◆�学習指導要領の趣旨に基づいて，各時代の特色や時代の転換に関係する基礎的・基本的な歴史に関わ
る事象を重点的に取り上げ，我が国の歴史の大きな流れを的確におさえられるように，学習材を厳選
している。

⇒ P.6-17,
　 44

⇒ 歴史上の人物について，どの
ように選択され位置づけられ
ているか。

◆�本文では，我が国の先人たちが努力を積み重ね，社会や文化を発展させ，生活を豊かにしてきた歴史
的過程を理解できるように記述している。また，先人に学ぶ，地域に学ぶなどの特設ページやコラム
においても，問題解決に取り組んだ先人の姿を具体的に紹介している。

	 ⇒先人に学ぶ（P.5 に一覧を掲載）　⇒地域に学ぶ（P.5 に一覧を掲載）

⇒ P.16
　 28-31
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※青字の「⇒（P.000）」は教科書のページ数です。
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本書の主な
関連箇所内容の特色教科書検討の観点 本書の主な

関連箇所内容の特色教科書検討の観点

⇒�各時代の文化にかかわる内容
は，どのように選択され位置づ
けられているか。

◆�文化史については，原則３，４ページ構成にして代表的な事例を豊富に，大きく取り上げるようにし
ている。また，網羅的な取り扱いにならないように配慮している。各時代の文化を我が国の歴史の大
きな流れと諸外国との交流のなかで学び，その特色を広い視野から考えられるようにしている。また，
琉球・アイヌの文化に関する取り扱いも充実させている。

	 ⇒文化史の学習（P.48-50，54-56，78-81，98-101，142-145，150-153 など）
	 ⇒琉球の文化（P.92-93）⇒アイヌの文化（P.132-133）
◆�我が国の国宝や史跡，世界遺産などを豊富に紹介している。さらに，文化財の保護・継承に大きな役
割を果たした先人や現在の取り組みも紹介して，受け継がれてきた伝統や文化を大切に思い，引き継
ぐ態度を養おうとしている。

	 ⇒チャレンジ歴史（P.34-36）　⇒歴史を掘り下げる（P.58-59）　⇒先人に学ぶ（P.79，189）

⇒ P.22-27,
　 45

⇒ P.29

⇒�我が国の歴史の背景にある世界
の歴史とその関連について，ど
のような工夫があるか。

◆�グローバル化する国際社会をふまえて，我が国の歴史の背景となる世界の歴史の記述が充実している。
また，各編・章の導入に地図で見る世界の動きをおき，世界のようすを概観して学習を始め，世界の
動きのなかで日本の歴史をとらえることができるように単元が構成されている。

	 ⇒地図で見る世界の動き（P.16-17，66-67，110-111，160-161，222-223，262-263）

⇒ P.10-11,
　 20-21

⇒�持続可能な社会，持続可能な開
発目標（SDGs）の実現にむけ
て，現代的な諸課題にかかわる
内容は，どのように選択され位
置づけられているか。

◆�今日の私たちに保障されている基本的人権は，先人の多年にわたる努力の成果として獲得されてきた
ものという観点から，部落差別のほか，女性・アイヌ・在日外国人などの基本的人権に関わる内容は，
歴史的な経緯と現在の取り組みを本文で丹念に記述している。女性史コラムが設定され，各時代の女
性の姿を紹介するなど人権に関する教材を充実させている。

	 ⇒女性史コラム（P.5 に一覧を掲載）
◆�環境問題や環境保全については，はげ山対策など先人の取り組みを紹介しているほか，国内の産業の
発展と公害などの環境破壊の問題を結びつけて考えることができる構成になっている。 

	 ⇒先人に学ぶ（P.154-155）⇒チャレンジ歴史（P.216-217）⇒でかけよう！地域調べ（P.294-295）
◆�災害に対する先人の取り組みを学び，現代社会では，どのような防災・減災への取り組みができるの
かを考える態度を養おうとしている。

	 ⇒先人に学ぶ（P.149, 291）　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例／ P.300-301）
◆�世界の平和をめざした先人の取り組みや平和に向けた国際的な活動を取り上げ，国際協調の精神を養
えるように教材を位置づけて，平和や国際理解をめざして行動する態度を培おうとしている。

	 ⇒本文ページ（P.286-287，290-291）　⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例／ P.304-305）

⇒ P.31,45

⇒ P.29,45

⇒ P.28,45

⇒ P.30,45

⇒�我が国の国土と歴史への理解と
愛情にかかわる内容は，どのよ
うに選択され位置づけられてい
るか。

◆�身近な地域の歴史を調べる活動を通して，地域への関心を育てるとともに，地域に学ぶ（コラム）が
設置され，地域の具体的な事例との関わりのなかで我が国の歴史を理解させようとしている。また，
取り上げられた事例は，その調べ活動を通して，受け継がれてきた伝統や文化への関心を高めるとと
もに，我が国の歴史について理解と愛情を深めることができるように構成されている。

	 ⇒でかけよう！地域調べ（P.60-61，102-103 など）　⇒地域に学ぶ（P.5 に一覧を掲載）　
◆�日本の豊かな自然環境の中で生まれた人々の信仰や，日本国号 ･天皇号の始まりなどを考古学の成果
を活用しながら具体的に説明している。

	 ⇒歴史+α（P.33，43）　⇒歴史を掘り下げる（P.51）　
◆�日本の領土について，北方領土や竹島・尖閣諸島を領土に編入した経緯を丁寧に解説し，日本固有の
領土であることを明記している。また，平和的な問題解決への取り組みを解説するほか，現代とは異
なる前近代の国際秩序を紹介するなど，現代の課題を広い視野からとらえられる構成になっている。

	 ⇒本文ページ（P.190-193，208-209，265，273，290）　⇒歴史を掘り下げる（P.37，292-293）

⇒ P.16,45

⇒ P.23

⇒ P.30,45

⇒�東京 2020オリンピック・パラ
リンピック，大阪・関西万博に
かかわる内容は，どのように選
択され位置づけられているか。

◆�東京 2020オリンピック・パラリンピック及び 2025 年開催の大阪・関西万博について十分に取り扱っ
ており，近代オリンピックの理念や日本の関わりなどを学ぶことができるようになっている。

	 ⇒本文ページ（P.260-261，279）
	 ⇒歴史を掘り下げる（P.280-281）

⇒ P.20

⇒�我が国の歴史の大きな流れをつ
かむのに，効果的な組織・配列
になっているか。

◆�各時代の学習では，導入で学習のめあてを明らかにし，学習の見通しを立てられるよう配慮している。
また，第２編から第５編第２章までの各編（章）に一つずつ設置されたチャレンジ歴史で歴史につい
て自分で考えたり，対話したりする学習活動ができるようになっている。さらに導入に対応するまと
めでは，習得した知識を活用してその時代を大観し，時代の特色を大きくとらえることを目的とした
学習活動を配置している。この構成を原始・古代から現代まで一貫させることで，時代の特色を踏ま
えて我が国の歴史の大きな流れを理解できるようにしている。

⇒ P.10-13

⇒ 配列や分量は適切か ◆�全体を「私たちと歴史」「古代までの日本と世界」「中世の日本と世界」「近世の日本と世界」「近代の
日本と世界」「現代の日本と世界」の６編構成とし，詳細な学習に陥ることがないように，学習内容
の構造化と焦点化を図っている。115 時間の授業時数で学習が完結できるようにしており，これは，
学習指導要領が示す歴史的分野の授業時数 135 時間からいって妥当な分量である。

⇒ P.6-7,
　 10-11,
　 44

⇒�小学校社会科との連携や，生
徒の発達の段階に対して，ど
のような配慮がなされている
か。

◆ 第１編や各時代の導入の年表，本文ページ脚注の連携コーナーにおいて，小学校で学んだ人物・文化
遺産などを再確認できる構成にしている。生徒が，既習事項をふまえて，スムーズに中学校の歴史学
習に移行できるように工夫している。

	 ⇒導入の年表（P.16，66，110，160，222，262）
	 ⇒連携コーナー（小学校社会科／ P.30，40，42，49，54，56，70など）
◆�生徒に思考・判断・表現等の向上を図る活動では，空欄への記入や自由記述などについて，発達の段
階を考慮した配列となっている。語句記入の基礎問題については教科書の巻末に解答例が掲載されて
おり，生徒が自ら確認できる配慮がある。

⇒ P.6-7,
　 10-11

⇒ P.12-13

⇒�地理的分野や公民的分野との
連携について，どのような配
慮がなされているか。

◆�本文ページ脚注の連携コーナーにおいて，生徒が地理や公民の学習に関わる事項を確認，活用するこ
とができる。

	 ⇒連携コーナー（地理・地図帳・公民／ P.20，26，76，94，112，164，266 など）
◆�地理的分野との連携では，地図を多用して，空間的な見方から史実を的確にとらえる能力を育成しよ
うとしている。公民との連携では，「『歴史との対話』を未来に活かす」などで現代社会の諸課題につ
いて，その歴史的背景を明らかにし，公民的分野の学習につなぐように構成している。

	 ⇒「歴史との対話」を未来に活かす（課題例／ P.300-305）

⇒ P.36-37

⇒ P.14-15

⇒�カリキュラム・マネジメント
について，どのような配慮が
なされているか。

◆�学校ごとの生徒の姿や地域の実情に合わせ選択・活用できるように各種の教材が設けられている。
◆�「でかけよう！地域調べ」，地域に学ぶなどのなかで博物館の見学の仕方や施設職員へのインタビュー
などを紹介し，社会と連携・協働しながらよりよい社会を創るために必要な資質・能力の育成に参考
となる事例が充実している。

⇒  P.17

⇒�学習の深化と発展，生徒の家
庭学習に対して，どのような
配慮がなされているか。

◆�デジタルマークを設け，発行者のウェブサイト上で公開している動画や資料，ワークシート等の教材
に生徒が主体的にアクセスできるようにしている。

◆�深めよう，アクティビティ，資料活用など，随所に問いや活動を設けて，生徒が主体的に学習を行う
ための教材やシンキングツールなどを豊富に紹介している。

◆�単元末の学習の整理と活用では，学習を振り返るとともに各時代の特色を考えることができるアク
ティビティが設定されている。記述欄が設けられ，自学自習・自己評価にも対応している。

◆�巻末の歴史学習の基礎資料のほかには，人名・事項・テーマ別（政治，経済・社会，文化，外交）の
さくいんを設置し，生徒の主体的な学習をささえる基礎資料が充実している。

	 ⇒さくいん（テーマ別／ P.298-299，人名・事項／ P.311-317）

⇒ P.9,12,
　 32-33
⇒  P.9,11

⇒ P.11

⇒ P.14

⇒�文章および図版等の表現は正
確か。

◆�本文や写真・年表・地図・グラフ・イラスト等の図版類すべてにわたり，内容はもとより，用語の一
つ一つまでも細心の吟味を払うとともに，きわめて正確で信頼できるものにしている。

⇒ P.8-9,
　 34-35

⇒�カラーユニバーサルデザイン
（CUD）や特別支援教育への
対応や，表記・表現について，
どのような工夫や配慮がなさ
れているか。

◆ 特別支援教育・カラーユニバーサルデザインの専門家の校閲を受け，すべての生徒が等しく情報を読
み取ることができるように，配慮が行きわたっている。

◆ 本文は，原則１授業時間＝見開き２ページとなっており，紙面は学習内容を理解しやすいように，授
業や生徒の思考の流れに即したレイアウトで構成されている。

◆ 見開きページの右端には，時代・世紀のスケールがそえてあり，学習している時代や世紀を前後の時
代も含めて常に確認できるように工夫している。

◆ 文字は，視認性の高さで実績のあるユニバーサルデザインフォント（UDフォント）を使用している。
◆ 本文は平易な文章で，抽象的・網羅的な記述を避けて，具体的に記述している。
◆ 漢字の使用は，細心の注意を払い，小学校 6年生以上で学習する漢字や，固有名詞などは見開き２ペー
ジの初出にふりがなを付し，読みまちがいのおそれがあるものや人名・地名等については教育漢字で
あっても極力ふりがなを付して，読み取りやすくしている。

◆ ふりがなは，大きめのゴシック体を使っており，視認性を高める配慮をしている。
◆ 重要語句は太字にして，全てふりがなが付されている。ていねいな解説をした側注も充実し，振り返
りと広がりを意識した参照ページが随所に付され，内容理解の促進が図られている。

◆ 図版には番号を付すとともに，本文にも関連する図版番号を添えており，本文と図版を関連して読み
取らせるようにしている。

◆ 時代区分や年代のあらわし方を説明する教科書 P.11 に各時代の色が示され，目次から第１～６編，
巻末折込年表にいたるまで，時代の色を統一して示すことで , 現在 , 学習している時代がつねにわか
るようにしている。

◆ 地図・グラフ等の図版類は，カラーユニバーサルデザインに対応した配色にするほか，形や模様，線
の種類など，色以外の情報でも識別できるように配慮している。

⇒ P.34-35,
　 裏表紙
⇒ P.8-9

⇒ P.9

⇒ P.34

⇒ P.34
⇒ P.34

⇒ P.34

⇒ P.34

⇒ P.35

⇒�装丁にはどのような工夫がな
されているか。

◆�表紙の装丁は，歴史的分野の学習内容に即した世界的にも重要な文化財などの写真や，教科書中に登
場するキャラクターのイラストを配置している。歴史と現在，先人と私たちとのつながりを想起させ
て親しみやすく，かつ生徒の学習意欲を喚起するものとなっている。

⇒表紙

⇒�大きさ・判型について ◆�見開きページの情報量を充実させるため，ワイドな AB判が採用されている。 ⇒ P.8-9

⇒�耐久性や人や環境への配慮が
なされているか。

◆�製本は，堅牢なあじろ綴じを採用し，針金綴じよりも大きく開き，かつ閉じにくい本になっている。
また，良質で軽い紙を使用して重量をおさえるとともに，十分な強度で裏写りが少なくなるよう配慮
され，表面も汚れを防ぐよう加工している。

◆�印刷は，植物油インキを使用している。また，製本には化学物質過敏症の原因物質は使用せず，再生
紙を使用して人体や環境への影響を少なくしている。

⇒ P.35

⇒�拡大教科書について ◆�本文が 18，22，26ポイントの 3種類の拡大教科書の発行が予定されている。 ⇒ P.35

⇒�デジタル教科書・教材につい
て

◆�教科書と同一の内容を収録し，拡大・リフロー，機械音声読み上げ，色の反転・配色設定，総ルビ表
示等の特別支援にも効果的な機能をもつ学習者用デジタル教科書や，動画・アニメーション表示など
の豊富なコンテンツを収録した指導者用デジタル教科書（教材），学習者用デジタル教科書 +教材の
発行が予定されている。

⇒ P.48-49
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■観点別教材一覧
1．基本的人権・共生社会にかかわる教材

3．伝統・文化にかかわる教材

5．環境・持続可能な社会にかかわる教材

6．防災・安全にかかわる教材

7．情報にかかわる教材

8．社会参画にかかわる教材

4．我が国の国土と歴史への理解と愛情にかかわる教材

2．平和・国際理解にかかわる教材

編 章 ページ 項目
2 ー P.54 奴婢身分の消滅

ー P.56 古代の女性－政治や文化での活躍－
3 ー P.90-93 中世の琉球やアイヌとのかかわり

ー P.95 中世の女性－商工業を担う女性たち－
ー P.99 河原者がつくり出した文化

4 ー P.130-133 琉球王国とアイヌとの関係
ー P.134-135 江戸時代の身分制
ー P.147 豊かになる人々と身分制のひきしめ

5 1 P.162-163 プランテーションと労働運動の始まり
1 P.164-165 王政から議会制へ
1 P.168-169 アメリカの奴隷解放宣言，先住民の移住
1 P.178 渋染一揆（岡山県）

編 章 ページ 項目
2 ー P.48-50,

54-57
古代の文化

ー P.51 日本の神話
ー P.58-59 文化財を守り伝える仕事

3 ー P.78-81, 
98-101

中世の文化

ー P.92-93 琉球の文化
4 ー P.122-123 安土桃山時代の文化

編 章 ページ 項目
4 ー P.154-155 幕府のはげ山対策と都市に住む人々のリサイクル
5 1

P.216-217
経済発展か，環境保全か，足尾鉱毒事件を通して考
えよう（栃木県）

編 章 ページ 項目
4 ー P.149 天明のききんと復興
5 2 P.235 関東大震災
6 ー P.288 安心・安全のゆらぎ

編 章 ページ 項目
1 ー P.8 調べ学習のポイント，相手に伝わる説明のしかた

ー P.11 年代・時代区分のあらわし方
2 ー P.41 系図の見方

ー P.57 仏像の見方

編 章 ページ 項目
6 ー P.291 歴史から未来へ

編 章 ページ 項目
ー ー P.298-305 「歴史との対話」を未来に活かす

編 章 ページ 項目
2 ー P.60 史跡見学のしかた
3 ー P.102 博物館見学のしかた

ー P.103 歴史新聞づくりのポイント
5 2 P.257 戦争遺跡の見学のしかた

編 章 ページ 項目
5 1 P.192-193 領土の画定と隣接地域
6 ー P.265 縮小した領土

編 章 ページ 項目
2 ー P.32-33 ヤマト王権と渡来人

ー P.37 朝貢・冊封とは何か
3 ー P.85 海底から姿を現した元の軍船（長崎県松浦市）
4 ー P.120 秀吉の海外政策
5 1 P.202-209 日清・日露戦争と東アジアの動き

1 P.215 エルトゥールル号遭難事件（和歌山県串本町）
2 P.224-229 第一次世界大戦と戦後の世界
2 P.231 国際協調と軍備縮小

編 章 ページ 項目
5 1 P.181 身分制の廃止と四民平等

1 P.192-193 沖縄・アイヌの人々
1 P.194-201 立憲制国家の成立
1 P.211-212 日本の近代化と社会運動の発展
1 P.213 近代の女性－家制度と社会運動－
2 P.230-233 大正デモクラシーの時代
2 P.233 近代の女性－女性の政治参加を求めて－

6 ー P.266-267 日本国憲法の成立と民主化の進展
ー P.268-269 生活や権利を守る動き
ー P.277 在日韓国・朝鮮人の歴史とコリアタウン（大阪市）
ー P.283 現代の女性－男女共同参画社会の実現へ－

ー ー P.302-303 政治参加の歴史に学ぶ

編 章 ページ 項目
4 ー P.132-133 アイヌ文化の成熟

ー P.142-145，
150-153

江戸時代の文化と学問

5 1 P.186-189, 
212-214

近代（前半）の文化

2 P.234-236 近代（後半）の文化
6 ー P.284-285 メディアの発達と大衆文化
巻末 折り込み年表 日本の世界遺産，文化財の種類

編 章 ページ 項目
6 ー P.279 高度経済成長のひずみ

ー P.294-295 公害克服の歴史を調べる（福岡県北九州市）

編 章 ページ 項目
6 ー

P.291 
私たちにできること
―震災の教訓を未来に伝える―（宮城県女川町）

ー ー P.300-301 災害の歴史に学ぶ

編 章 ページ 項目
6 ー P.276-277 復帰運動の高まりと沖縄返還

ー P.292-293 冷戦終結後の近隣諸国との関係

編 章 ページ 項目
5 2 P.238-253 世界恐慌・第二次世界大戦と日本
6 ー P.264-273 平和と民主化への動き

ー P.275 核兵器廃絶と平和への願い（広島市）
ー P.276-277 沖縄返還と韓国・中国との国交正常化
ー P.280-281 オリンピック・パラリンピックの歴史
ー P.286-287 冷戦の終わりとグローバル化
ー P.290-291 世界のなかの日本の課題

ー ー P.304-305 世界平和への取り組みに学ぶ

配当時数

■学習指導要領との対照表・配当授業時数

第 1編　私たちと歴史
 ※  「探してみよう！ 私たちと歴史とのつながり」「歴史を学ぶにあたって」

を含む
A～C P.Ⅱ-Ⅳ

P.6-13
6

第 2編　古代までの日本と世界 B（1） P.14-63 18
 導入／地図で見る世界の動き B（1） P.14-17 （1）
 1 人類の始まりと文明 B（1） P.18-27 （5）
 2 日本列島の人々と国家の形成　※ チャレンジ歴史を含む B（1） P.28-43 （7）
 3 古代国家の展開 B（1） P.44-61 （4）
 とらえよう！「古代までの日本と世界」の特色 B（1） P.62-63 （1）
第 3編　中世の日本と世界 B（2） P.64-105 14
 導入／地図で見る世界の動き B（2） P.64-67 （1）
 1 古代から中世へ B（2） P.68-71 （2）
 2 鎌倉幕府の成立　※ チャレンジ歴史を含む B（2） P.72-87 （5）
 3 室町幕府と下剋上　 B（2） P.88-103 （5）
 とらえよう！「中世の日本と世界」の特色 B（2） P.104-105 （1）
第 4編　近世の日本と世界 B（3） P.106-157 18
 導入／地図で見る世界の動き B（3） P.106-111 （1）
 1 中世から近世へ B（3） P.112-125 （6）
 2 江戸幕府の成立と東アジア　※ チャレンジ歴史を含む B（3） P.126-137 （5）
 3 産業の発達と元禄文化 B（3） P.138-145 （2）
 4 幕府政治の改革と農村の変化 B（3） P.146-155 （3）
 とらえよう！「近世の日本と世界」の特色 B（3） P.156-157 （1）
第 5編　近代の日本と世界　第１章　日本の近代化 C（1） P.158-219 26
 導入／地図で見る世界の動き C（1） P.158-161 （1）
 1 欧米の発展とアジアの植民地化 C（1） P.162-171 （5）
 2 近世から近代へ C（1） P.172-179 （3）
 3 近代国家へのあゆみ C（1） P.180-193 （5）
 4 立憲制国家の成立 C（1） P.194-201 （4）
 5 日清・日露の戦争と東アジアの動き C（1） P.202-209 （4）
 6 近代の日本の社会と文化　※ チャレンジ歴史を含む C（1） P.210-217 （3）
 とらえよう！「日本の近代化」の特色 C（1） P.218-219 （1）
第 5編　近代の日本と世界　第 2章　二度の世界大戦と日本 C（1） P.220-259 17
 導入／地図で見る世界の動き C（1） P.220-223 （1）
 1 第一次世界大戦と戦後の世界 C（1） P.224-229 （3）
 2 大正デモクラシーの時代 C（1） P.230-237 （3）
 3 世界恐慌と日本 C（1） P.238-245 （4）
 4 第二次世界大戦と日本　※ チャレンジ歴史を含む C（1） P.246-257 （5）
 とらえよう！「二度の世界大戦と日本」の特色 C（1） P.258-259 （1）
第 6編　現代の日本と世界 C（2） P.260-297 14
 導入／地図で見る世界の動き C（2） P.260-263 （1）
 1 平和と民主化 C（2） P.264-273 （5）
 2 冷戦下の世界と経済大国化する日本 C（2） P.274-285 （4）
 3 グローバル化と日本の課題 C（2） P.286-295 （3）
 とらえよう！「現代の日本と世界」の特色 C（2） P.296-297 （1）
「歴史との対話」を未来に活かす C（2） P.298-305 2

合計 115

学習指導要領の内容 該当箇所図書の構成・内容

※ 「チャレンジ歴史」には，１時間を配当しています。
※ 予備時間は，学校や生徒の実態に即して弾力的に扱っていただくための時間です。
※ 第２～６編に設定した「でかけよう！地域調べ」（６時間配当）は，この予備時間を利用して実施することを想定しています。

（※予備時間：20時間）
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教師用指導書は，「学習指導編」，「ワークシート・評価問題編」の2分冊と，「デジタルデータ集（CD-ROM）」から構成されます。

教師用指導書のご案内 令和3（2021）年3月発行予定

学習指導編

ワークシート・評価問題編

総論編 学習指導要領と教科書の対応などを解説した論考
や，学習指導計画作成資料などを掲載しています。

学習指導編
毎時の展開例・板書例・内容の解説（「資料活用」
「深めよう」「確認」などの解答例・手立てを含む）
などを掲載しています。

ワーク
シート編

教科書に準拠した，学習指導編の展開例の内
容に対応するワークシートを掲載します。
※解答例入りの赤刷りは，デジタルデータ集
（CD-ROM）に収録しています。

評価
問題編

単元ごとに作成した「評価問題例」と「評価
問題例の解説」を掲載しており，定期テスト
などでの問題作成の参考となるようにしてい
ます。
評価問題例
知識・技能等を評価する問題や思考力・判
断力・表現力等を評価する問題をバランスよ
く設定しています。特に思考力・判断力・表
現力等を評価する問題については，様々な歴
史的な見方・考え方を働かせて解答する問
題を設定するなどの工夫をしています。
評価問題例の解説
解答例のほか，A判定の生徒に対する更なる
課題や，誤答箇所別対応などのその後の指導
方法も提案しています。

デジタルデータ集（CD-ROM）

教科書収録
データ

❶ 教科書紙面データ集
（総ルビ付きPDFも収録）
電子黒板など提示型 ICT機器を利用して，授
業に活用できるように，教科書全ページの紙
面をPDF形式で収録しています。
❷ 教科書本文テキスト
教科書の本文・コラムなどのテキストデータ
を収録しています。
❸ 教科書図版データ集
プリントやテスト作成の際に活用できるよう，
教科書図版をモノクロ化して収録しています。

付録
データ

❹ 学習指導計画案
評価規準の参考事例となる学習指導計画作成
資料を収録しています。
❺ ワークシート
解答例なし・解答例入りの２種類を収録して
います。
❻ 白地図
日本全図・国県対照と五畿七道など

授業の際に参考になる板書例を掲載してい
ます。

板書例

教科書の展開に沿った学習活動や発問例，指導上の留意点，
評価などを，使いやすい指導案の形で例示しています。「見
方・考え方」を授業でどう扱うかについても提案しています。

本時の展開

　　蘇我氏や聖徳太子が定めた制度や進めた事業を，それぞれまとめよう。

　　飛鳥文化の特徴についてまとめよう。
①飛鳥文化を代表する建築や作品

②飛鳥文化はどのような文化だろうか。

③蘇我氏と聖徳太子はなぜ熱心に仏教を信じて，次々に寺院を建てたのだろうか。

　　蘇我氏や聖徳太子が新たな制度や文化を取り入れたのは，なぜだろうか。

1
国内の政治 海外への働きかけ

内

　容

⃝冠位十二階の制度
→ヤマト王権の豪族たちの序列をはっ
きりさせた。

⃝遣隋（唐）使を派遣する
→中国を統一した隋に小野妹子などの
使節を送った。

→留学生や僧を同行させた。
⃝十七条の憲法を定める
→ヤマト王権の豪族たちが役人として
天皇につかえるときの心がまえを示
した。	

特
徴
や
意
図

・天皇や支配者に関わる制度が多い。
・儒教や仏教の考えを取り入れた。
・ヤマト王権の豪族を支配する仕組み
を整えようとした。

・中国を統一した隋（唐）と国交を結
ぼうとした。

・新しい政治や文化をヤマト王権に取
り入れようとした。

２

法隆寺（奈良県），四天王寺（大阪市）
釈迦三尊像（法隆寺），玉虫厨子（法隆寺），弥勒菩薩半跏思惟像（広隆寺）

中国や朝鮮などの文化の影響を受けた，日本で最初の仏教文化

・寺院を建てることで自分の権威を示そうと考えたため。
（仏教など外国の宗教の考えを取り入れて，国内の思想をまとめようとしたため。）

３

自分の考え 隋（唐）が中国を統一する国際情勢のなか，
倭国でも国家のしくみを整えようとした。

蘇我氏や聖徳太子が定めた制度や進めた事業には，どのような共通するねらいがあ
るのでしょうか。

学習　
課題

５ 聖徳太子と飛鳥文化－巨大帝国と向き合いながら－
第２編　古代までの日本と世界　２ 日本列島の人々と国家の形成

教科書 P.040－041

学習日　　　　年　　　月　　　日　　　年　　　組　　　番　　名前　　　　　　　　　　　　

ワークシートNo.16

100

フォーマット_ワークシート編.indd   100 2020/02/01   17:28

第 3編　中世の日本と世界

モンゴル帝国の最大領土

元軍の進路

元の領土

マルコ=ポーロの行路

元に服属する国・地域
ち いき

平成28年度版中学校歴史
第３編世界地図

元図114%

中国に向かうキャラバン

ベネチア
コンスタンチノープル 元

げん

大
だい

都
と

（今の北
ペ
京
キン
）

13世紀の初め，チンギス=ハンがモンゴル民
族を統一し，モンゴル帝

て い

国
こ く

を築きました。モ
ンゴル帝国は，アジアからヨーロッパにまたがる広大な地

ち

域
い き

である
ユーラシア大陸を支配しましたが，のちに分

ぶ ん

裂
れ つ

しました。東部を治
めたフビライ=ハンは，都を大

だ い

都
と

（今の北
ペ キ ン

京）に移し，国号を元
げ ん

と定
めました。フビライは，1279年に宋

そ う

をほろぼして中国全土を支配し
ました。
　モンゴル帝国が成立したことにより，交通路が整えられ，東西の
貿易や文化の交流が盛

さ か

んになりました。その交易の担
に な

い手となった
のは，イスラム教徒（ムスリム）の商人たちでした。

1

6 1

1

強大な
モンゴル帝

て い

国
こ く

元の襲
しゅう

来
ら い

と鎌
か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

－ユーラシアの帝
て い

国
こ く

と御
ご

家
け

人
に ん

の奮
ふ ん

闘
と う

－学習  課題
なぜ，2度も元軍をしりぞけた
のに，鎌倉幕府はおとろえたの
でしょうか。

見方・考え方

国内の戦いと，外国をむかえた戦いの
ちがいに着目しましょう。

比較

 13世紀の日本と世界の動き2

学習した人物：北条時宗小学校

 彼らはその経
け い

済
ざ い

力・情報力・交易網
も う

によっ
てフビライ政

せ い

権
け ん

を支えました。
1

年 できごと
1206 チンギス=ハンがモンゴル帝

てい

国
こく

を築く
1271 フビライ=ハンが国号を元とする
1274 文

ぶん

永
えい

の役
えき

が起こる
1279 元が宋

そう

をほろぼし，中国全土を支配する
1281 弘

こう

安
あん

の役が起こる
1297 幕

ばく

府
ふ

が永
えい

仁
にん

の徳
とく

政
せい

令
れい

を出す

P.66～67の地図
と比べてみよう。

今も残る石築地（福岡市，一部復元）

チンギス=ハン
（1162?～1227）

4

現在のモンゴルの騎馬

マルコ=ポーロ
（1254～1324）

高
こ う

麗
ら い

コ　  リョ

蝦
え

夷
ぞ

地
ち

鷹
たか

島
しま

鎌
かま

倉
くら

日本

琉
りゅう

球
きゅう

赤　道

 13世紀のユーラシア　チンギ
ス=ハンによる統一後，アジアと
ヨーロッパとのあいだで交易が盛
んになりました。中国にはイスラ
ム文化が伝えられ，ヨーロッパの
商人もおとずれました。一方で，
中国の火薬や木版印刷術がヨー
ロッパに伝えられました。

1

82

5

10

5

10

歴史　3編

ちゅうご く む

せ い き は じ み ん

ぞ く と う い つ き ず

て い こ く こ う だ い

た い り く し は い と う ぶ お さ

みやこ い ま う つ こ く ご う さ だ

ね ん ちゅうご く ぜ ん ど し は い

て い こ く せ い り つ こ う つ う ろ ととの と う ざ い

ぼ う え き ぶ ん か こ うりゅう こ う え き て

きょう と しょうに ん

きょう だ い

て い こ く

げ ん しゅう ら い か ま く ら ば く ふ

て い こ く ご け に ん ふ ん と う
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教科書の中に出てくる問いの解答例や，指導の手立てを示し
ています。

→❻ 白地図

↑❶ 教科書紙面データ集

※商品は現在開発中のため，記載内容及び仕様は予告なく変更する場合があります。
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豊富なコンテンツで生徒の理解を助けます

学びを助ける機能の充実

　日本文教出版は，「学校教育法等の一部を改正する法律」
の公布を受けて制度化された，学習者用デジタル教科書を
発売します。
　この学習者用デジタル教科書は，学校教育法において規
定された基準において，必要に応じて紙の教科書に代えて
利用することができます。

充実した機能は，特別な配慮を必要とする生徒の学習も支援します。

紙の教科書では別ページに掲載している地図を並べて表示します。

教科書の図版を段階的に示すことでより理解しやすくします。

「学習者用デジタル教科書」
「指導者用デジタル教科書（教材）」
「学習者用デジタル教科書＋教材」
発売：令和3（2021）年3月 予定／価格：未定

弊社ウェブサイトにて，ウェブブラウザ上で動作する
各種商品の体験版を公開しています。ご利用にあた
り，ファイルのダウンロード等は必要ございません。

動作環境：Microsoft Windows10/8.1，iOS11/12（iPad）・iPadOS13，Google Chrome OS

※表示ソフトフェアは「まなビューア」を採用しています。
※本ソフトウェアは開発中のため，本記載の内容および仕様は予告なく変更する場合があります。

の解答例を表示して，読み取り作業の確認ができます。

デジタル教科書・教材のご案内

●学習者用デジタル教科書

　文字の大きさや行間を調整するリフロー
表示が可能です。また，すべての漢字にル
ビ（ふりがな）を表示する総ルビ表示にも対
応しています。

　機械音声による読み上げ機能が搭載さ
れています。読み上げ速度の変更や読み
上げる箇所をハイライト表示することも可
能です。

　背景色や文字色，書体や行間などを変更
することが可能です。

生徒一人一人に個別に最適化された
学びをサポートします！

●各種商品情報

RGB

R : 159  G : 194  B : 56 #9FC238

#B80050

#E7B53E

#251E1C

R : 184  G : 0  B : 80

R : 231  G : 181  B : 62

R : 37  G : 30  B : 28 体験版のご案内

コンテンツ例①

コンテンツ例③

コンテンツ例②

・一斉授業で使いやすい「図版の単独拡大」
・読み取りに便利な「地図・グラフの凡例別表示」
・興味・関心を引き出す「アニメーション」など

その他のコンテンツ例

　学習者用のコンテンツを収録した教材です。生徒一人一人
が個々の端末で利用することを想定しています。

●学習者用デジタル教科書+教材

紙の教科書と同一の内容を収録しており，紙
の教科書と併用して使用することができます。

ポイント①

基本的に生徒一人一人が，個々の端末で
利用します。

ポイント②

紙面の拡大や書き込みなど，ICT教材なら
ではの機能が活用できます。

ポイント③

デジタル教科書って何？

機械音声読み上げ

日文　デジタルサポート 検索

リフロー・総ルビ表示社
しゃ

会
かい 背景色・文字色等の変更

地図の比較 「モンゴル帝国の成立前後」

スライドショー 「勘合貿易のしくみ」

資料の解説 「歌舞伎」

↑教科書P.82

↑教科書P.90

↑教科書P.142

　学習者用デジタル教科書とは別に，指導者用デジタル教科書(教材)
も発売します。動画やスライドショーなどのコンテンツを通して，内容
理解をより深めることができます。

●指導者用デジタル教科書（教材）

↑教科書P.82-83

教科書紙面とコンテンツが一体化しており，
授業をサポートする指導者用教材です。
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